
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

般
若
心
経
と
サ
イ
科
学

　
　
　
　
講
師
　
岩
根
　
和
郎 

氏

今
回
の
講
演
で
は
、
拙
著
「
暗
号
は

解
読
さ
れ
た　

般
若
心
経
」（
献
文
舎
）

を
中
心
と
し
て
、
サ
イ
科
学
と
の
関
係

に
ま
で
言
及
し
ま
す
。
拙
著
は
「
般
若

心
経
は
暗
号
で
あ
る
」
と
の
立
場
か
ら
、

深
い
瞑
想
に
よ
り
、
現
代
用
語
に
よ
っ

て
読
み
解
い
た
も
の
で
す
。

暗
号
で
あ
る
が
故
に
、
決
し
て
情
緒

的
に
は
書
か
れ
て
居
ら
ず
、
数
学
の
よ

う
に
極
め
て
論
理
的
に
緻
密
に
書
か
れ

て
お
り
、
2
6
2
文
字
に
無
駄
な
文
字

は
一
つ
も
無
く
、
ま
っ
た
く
矛
盾
無
く
、

見
事
な
全
体
の
整
合
性
を
保
っ
て
読
み

解
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

解
釈
の
要
と
な
る
「
空
」
は
実
体
そ

の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
間
の
精
神

性
の
本
質
と
同
一
と
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
生
命
活
動
を
営
む
環
境
と
し
て
の「
空

相
」
が
用
意
さ
れ
、
そ
こ
は
時
間
空
間

を
超
越
し
、
善
悪
を
超
越
し
た
絶
対
価

値
体
系
で
あ
り
、
諸
行
無
常
の
存
在
の

背
後
に
あ
っ
て
、
変
化
変
容
を
超
越
し

た
存
在
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

現
象
の
世
界
は
「
非
実
在
の
世
界
」

で
あ
り
、
空
で
あ
る
「
実
在
の
世
界
」

と
は
明
確
に
分
離
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
「
宇
宙
モ
デ
ル
」
を
示
し
、

そ
こ
に
サ
イ
科
学
と
の
接
点
を
示
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

※�「
般
若
心
経
」
を
暗
号
と
考
え
、
深

く
研
究
し
た
画
期
的
な
書
籍
の
内
容

を
、
詳
し
く
解
説
し
て
い
た
だ
く
貴

重
な
機
会
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、

是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
岩
根
和
郎
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
十
八
年
（
1
9
4
3
年
）
二
月

四
日　

宮
城
県
仙
台
市
生
ま
れ
。

大
学
で
は
物
理
学
を
専
攻
。
国
立
研

究
機
関
に
お
い
て
、「
視
覚
」「
認
識
」

と
い
う
医
学
・
工
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

領
域
の
研
究
に
従
事
。
退
官
後
は
「
人

工
知
能
」
と
「
W
e
b
上
の
パ
ラ
レ
ル
・

ワ
ー
ル
ド
」
を
実
現
す
べ
く
起
業
し
現

在
に
至
る
。
科
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、

古
今
東
西
の
哲
学
、
思
想
、
宗
教
、
歴

史
に
精
通
す
る
と
と
も
に
精
神
宇
宙
を

深
く
探
求
・
解
明
さ
れ
た
希
有
な
る「
文

化
家
」。
市
井
に
身
を
置
き
企
業
経
営

者
・
家
庭
人
と
し
て
、
徹
底
し
て
「
現

実
主
義
」
を
貫
い
て
い
る
。

六
月
通
常
総
会
出
欠
葉
書
の

ご
返
送
の
お
願
い

※�

来
る
六
月
通
常
総
会
の
た
め
の
、
賛

助
会
員
、
維
持
会
員
、
正
会
員
に
対

す
る
「
出
欠
用
」
と
欠
席
者
の
た
め

の
「
委
任
状
」
を
兼
ね
た
ハ
ガ
キ
が

今
回
同
封
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

必
ず
6
月
3
日
ま
で
に
ご
投
函
願
い

ま
す
。（
忘
れ
な
い
う
ち
に
お
早
め
に

お
願
い
致
し
ま
す
。）

今
月
号
の
記
事

◎
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
五
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
六
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
七
月
例
会
予
告

◎
第
24
回
全
国
大
会
研
究
発
表
募
集

◎
六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
予
告

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
22
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
平
成
25
年
4
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
八
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
八
五
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
「
オ
ー
ブ
」
の
撮
影
と
そ
の
性
質

◎
霊
姿
現
象
に
つ
い
て
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日
時　

平
成
26
年
5
月
10
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
4
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
六
万
円
也　
　
　

木
村　

陽
一　

様

金
三
万
円
也　
　
　

佐
藤
千
恵
子　

様

金
二
万
円
也　
　
　

森
安　

政
仁　

様

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
一
万
一
千
円
也　

浪
平　

博
人　

様

金
一
万
一
千
円
也　

屋
敷　

益
男　

様

金
一
万
一
千
円
也　

原
口　

和
恵　

様

金
一
万
円
也　
　
　

久
保
千
壽
子　

様

金
一
万
円
也　
　
　

増
本　

勝
久　

様

金
五
千
円
也　
　
　

宮
前　

昭
子　

様

金
三
千
円
也　
　
　

福
光　

康
彦　

様

金
一
千
円
也　
　
　

久
保
田
昌
治　

様

金
一
千
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飛
田　

洋
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

佐
藤
ひ
ろ
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

濱
田　

敏
博　

様

金
一
千
円
也　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円
也　
　
　

今
田　

恵
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

岩
谷　

好
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

友
寄　

光
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

寺
嶋　

崇
惠　

様

金
一
千
円
也　
　
　

青
木　

保
夫　

様

金
一
千
円
也　
　
　

片
山　

政
記　

様

金
一
千
円
也　
　
　

中
野　

俊
子　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
例
会
の
お
知
ら
せ

気
で
読
み
と
る
鬱
積
感
情
、

霊
障
と
そ
の
治
療

　
　
　
　
講
師
　
橋
本
　
和
哉 

氏

日
時　

平
成
26
年
5
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
例
会
の
お
知
ら
せ

よ
み
が
え
る
や
ま
と
・
古
事
記

以
前
の
日
本

　
　
　
　
講
師
　
平
岡
　
憲
人 

氏

日
時　

平
成
26
年
6
月
21
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
例
会
の
お
知
ら
せ

放
射
能
分
解
理
論
の
発
見
と
可

能
技
術
の
数
々

　
　
　
　
講
師
　
高
尾
　
征
治 

氏

日
時　

平
成
26
年
7
月
19
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

�

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
26
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
24
回
全
国
大
会
発
表
募
集

　

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
北
と
ぴ
あ
に
て
、

開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
+

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ
ー
マ
は
「
サ
イ
と
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天
変
地
異
」）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発

表
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
テ
ー
マ
は

天
変
地
異
に
関
し
て
な
く
て
も
O
K
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い

発
見
、
現
在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ

ー
タ
取
り
を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、

偶
発
現
象
（
U
F
O
、
心
霊
現
象
等
）

の
目
撃
と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々

な
サ
イ
現
象
の
仮
説（
理
論
）な
ど
「
サ

イ
」
に
関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結

構
で
す
の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究

成
果
を
ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

研
究
発
表
の
予
稿
集
原
稿
は
、
後
日

今
年
度
の
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
に
も

掲
載
さ
れ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
予
告

※�

午
後
一
時
半
か
ら
30
分
の
通
常
総
会

後
、
講
演
会
が
あ
り
ま
す
。

六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学

　
　
　
　
　
講
師
　
秦
　
西
平 

氏

秦
西
平
師
は
天
与
の
才
能
と
超
人
的

な
努
力
で
、
少
林
寺
気
功
を
究
め
ま
し

た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
同
時
に
座
禅
・

瞑
想
を
主
軸
と
す
る
禅
宗
も
修
し
た
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
の
他
、
老
子
の

道
教
、
周
易
、
孔
子
の
儒
教
を
学
び
、

中
医
（
東
洋
医
学
）
を
研
鑚
し
、
現
代

科
学
も
身
に
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
気
功

の
実
践
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
現
象
・
事

実
は
、
現
代
科
学
の
範
疇
で
は
説
明
不

可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
超
科
学
」
を

提
唱
し
、
目
に
は
見
え
な
い
世
界
を
科

学
的
に
説
明
す
る
、「
九
次
元
宇
宙
模
型

と
陰
性
物
質
学
」
を
編
み
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
内
気
功
・
外
気
功
に
よ
っ
て
、

人
体
・
生
命
が
調
和
を
取
り
戻
し
、
健

康
に
な
る
こ
と
も
、
現
代
医
学
の
範
疇

で
は
説
明
が
つ
か
な
い
こ
と
か
ら
、
中

医
学
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
超

え
た
宇
宙
生
命
哲
学
と
も
い
う
べ
き「
新

病
気
学
」
を
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

師
の
理
念
の
根
本
原
則
は
、

『
人
の
発
す
る
「
気
」
の
正
体
は
、「
意

識
」
で
あ
る
と
同
時
に
、「
物
質
」
で
あ

る
。
電
磁
波
の
様
に
「
場
」
を
持
ち
、「
周

波
数
」
と「
情
報
」
を
持
っ
た
「
人
間
の

生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
あ
り
、「
具
体
的

内
容
」
と「
方
向
性
」
を
持
ち
、
特
殊
な

「
物
理
的
効
能
」
を
持
っ
た
、
特
殊
な
物

質
で
あ
る
』
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
、『
意
識
は
6
層
の
多
層
次
構
造
を

な
し
て
お
り
、「
人
体
」
と「
意
識
」
と

「
宇
宙
」
は
「
全
息（
ぜ
ん
そ
く
）
律（
り

つ
）（
部
分
に
全
体
の
情
報
が
含
ま
れ
て

い
る
関
係
）」に
対
応
し
て
い
る
』

※�

中
国
か
ら
日
本
に
来
ら
れ
た
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
気
功
師
の
講
演
会
で
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人

を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い

ま
す
。

●
秦 
西
平 

氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
8
年
中
国
西
安
生
ま
れ
。

千
五
百
年
前
、
禅
宗
の
開
祖
、
達
磨

大
師
が
面
壁
9
年
の
座
禅
を
行
し
た
名

刹
、
嵩
山（
す
う
ざ
ん
）少
林
寺
で
、
長

年
の
想
像
を
絶
す
る
修
行
を
継
続
し
28

日
間
の
断
食
、「
一
〇
〇
日
大
閉
関（
だ

い
ひ
か
ん
）」
を
達
成
。
若
干
22
歳
で
第

34
代
最
高
師
範
と
な
る
。

少
林
寺
武
術
（
硬
気
功
）
の
達
人
で

あ
り
、
自
身
を
健
康
に
す
る
内
気
功
は

も
ち
ろ
ん
、
他
人
の
病
を
、
直
に
ま
た

は
遠
隔
で
治
す
（
外
気
功
）
の
達
人
で

も
あ
る
。
中
国
国
家
主
任
中
医
師
、
東

洋
医
学
博
士
で
も
あ
り
、
一
方
で
、
西

安
理
工
大
学
出
身
で
も
あ
り
、
省
と
市

か
ら
4
つ
の
科
学
賞
を
授
与
さ
れ
、
熱

処
理
学
会
の
副
会
長
を
務
め
た
。

1
9
9
3
年
中
国
政
府
派
遣
の
国
費

研
究
員
と
し
て
二
度
目
の
来
日
、
東
京

大
学
工
学
部
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
研
究
室
で

研
究
。
高
級
工
程
師
資
格
（
教
授
相
当

技
師
）。
2
0
0
0
年
世
界
初
の
気
功
麻

酔
に
よ
る
抜
歯
手
術
（
寺
川
國
秀
歯
学

博
士
執
刀
）
に
成
功
。
医
学
界
・
気
功

界
の
双
方
か
ら
注
目
さ
れ
る
。
全
日
本

少
林
寺
気
功
協
会
会
長
。
西
安
体
育
大

学
客
員
教
授
。
3
回
の
世
界
気
功
養
生

中
医
易
学
武
道
総
合
大
会
を
主
催
。「
少

林
寺
気
功
理
論
」
な
ど
6
冊
の
本
を
出

版
す
る
。

日
時　

平
成
26
年
6
月
8
日
（
日
）

　
　

午
後
1
時
半
～
2
時　

通
常
総
会

　
　

午
後
2
時
～
5
時　

講
演



会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

※�

二
月
本
部
例
会
が
大
雪
の
た
め
中
止

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
同
じ
講
師
・

同
じ
内
容
で
、
七
月
に
開
催
さ
れ
ま

す
。

ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明

～
オ
ー
ブ
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
～

　
　
　
　
講
師
　
小
林
　
信
正 

氏

　
　
　
　（
特
異
能
力
研
究
所
代
表

�

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
）

何
も
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
る
空
間

か
ら
、
物
を
叩
く
音
が
発
生
す
る
現
象

を
ラ
ッ
プ
音（
r
a
p
＝
叩
音
）と
呼
び
、

昔
か
ら
霊
魂
が
出
現
す
る
と
き
の
音
で

心
霊
現
象
の
一
つ
だ
と
い
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
海
外
で
は
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ

ス
ト
現
象
だ
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
未
だ
に
そ
の
音
の
発
生
原
因

は
不
明
で
あ
り
、
正
体
は
定
か
で
あ
り

ま
せ
ん
。

ラ
ッ
プ
音
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

あ
り
、
割
り
箸
が
折
れ
る
よ
う
な
音
、

ハ
ン
マ
ー
で
物
体
を
叩
い
て
い
る
よ
う

な
音
、
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
音
、
足
音

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

日
々
、
こ
れ
ら
ラ
ッ
プ
音
に
怯
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
住
人
達
の
訴
え
に
よ
り
、

テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
を
兼
ね
て
、
現
場

に
特
殊
な
撮
影
機
器
及
び
物
理
的
測
定

機
器
を
準
備
し
て
調
査
、
徹
底
観
測
、

撮
影
を
敢
行
し
ま
し
た
。

想
定
さ
れ
る
原
因
の
仮
説
と
し
て
し

て
は
、
①
人
工
電
磁
波
説
、
②
ウ
オ
ー

タ
ー
ハ
ン
マ
ー
現
象
説
、
③
建
築
建
材

工
法
説
、
④
低
周
波
に
よ
る
振
動
、
共

鳴
説
、
⑤
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
現
象
説
、

⑥
オ
ー
ブ
に
よ
る
心
霊
現
象
説
、
等
々
。

建
築
家
や
音
響
専
門
家
た
ち
に
現
場
の

立
ち
会
い
を
依
頼
し
、
家
屋
の
構
造
調

査
や
建
材
等
の
音
響
実
験
、
音
源
の
分

析
等
に
よ
る
検
証
を
試
行
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
住
人
の
心
理
状
態
の
意
識
調
査

も
行
い
ま
し
た
。

検
証
の
結
果
、
ラ
ッ
プ
音
の
発
生
に

は
オ
ー
ブ
が
介
在
し
て
霊
的
な
可
能
性

が
大
で
あ
り
、
し
か
も
オ
ー
ブ
が
何
ら

か
の
意
思
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
ま
す
。

“
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
〟
ラ
ッ
プ
現

象
が
頻
発
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
現
場

の
実
態
を
ビ
デ
オ
で
収
録
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が

ら
、
考
察
を
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
土
地
に
は
良
し
悪
し
が
あ
り
、

住
居
に
は
避
け
た
い
土
地
に
関
し
て
も

お
話
し
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
長
年
東
京
キ
ー
局
の
チ
ー
フ
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
心
霊
現
象
や
能
力

者
に
関
し
て
科
学
的
検
証
も
含
め
た
多

く
の
番
組
を
制
作
し
て
こ
ら
れ
た
講
師

な
の
で
、
興
味
深
い
お
話
が
沢
山
紹
介

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
は

ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
ご
参
加

願
い
ま
す
。

●
小
林
信
正
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
8
年
2
月
、
東
京
生
ま
れ
。

東
京
写
真
大
（
現
東
京
工
芸
大
）
卒
後
、

慶
応
大
で
哲
学
、
心
理
学
を
専
攻
。

T
V
局
勤
務
、
チ
ー
フ 

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
、
部
長
と
し
て
多
数
の
番
組
制
作
に

永
年
携
わ
る
。
定
年
退
社
後
、
T
V
制

作
会
社
の
代
表
取
締
役
と
し
て
多
数
の

放
送
番
組
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
制
作
。

大
学
や
企
業
研
修
の
講
師
な
ど
も
務
め
、

特
異
能
力
研
究
会
を
主
宰
し
て
意
識
と

サ
イ
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
著
に
神
社
仏
閣
50
選
「
ご
利
益
さ

ま
」
縁
結
び
編
。

日
時　

平
成
26
年
7
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
22
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

第
8
回
　
U
F
O
・
O
R
B
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
　
第
2
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
革
命
　

　
「
地
球
人
一
人
ぼ
っ
ち
説
」
か
ら

　
「
宇
宙
人
て
ん
こ
盛
り
説
」
へ

● ❹●



コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
革
命
は
天
動
説
か
ら

地
動
説
へ
の
転
換
に
あ
っ
た
!

現
在
進
行
形
の
第
2
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス

革
命
と
は
「
地
球
人
一
人
ぼ
っ
ち
説
」

か
ら
「
宇
宙
人
て
ん
こ
盛
り
説
」
へ
の

転
換
で
あ
る
。
ハ
ッ
ブ
ル
宇
宙
望
遠
鏡
、

ケ
プ
ラ
ー
宇
宙
望
遠
鏡
等
の
発
見
の

数
々
は
こ
の
宇
宙
に
は
た
く
さ
ん
の
銀

河
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
地
球
型
惑
星

が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
。

ジ
ォ
ル
ダ
ー
ノ
・
ブ
ル
ー
ノ
の
復

権
⁉　

最
新
の
U
F
O
・
オ
ー
ブ
情
報

を
紹
介
し
、
さ
あ
て
、
第
2
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
革
命
を
論
じ
ま
し
ょ
う
か
⁉

日
時　

平
成
26
年
7
月
21
日
（
月
）

　
　
　

10
時
～
17
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0‌

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」
行

で
「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

一
般
会
費　

一
〇
〇
〇
円

会
員
会
費　
　

五
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・

太
陽
の
会
会
員
）

※
会
費（
会
員
・
非
会
員
）が
変
更
に
な

り
ま
し
た
!　

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
） 

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
25
年
4
月
本
部
例
会
報
告

宇
宙
図
書
館
（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ

ー
ド
）
か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み

と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―

　
　
　
講
師
　
大
野
　
百
合
子 

氏

今
日
は
、「
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
と

い
う
も
の
か
ら
見
た
私
た
ち
人
間
存
在

と
は
何
か
?
」
と
か
、「
宇
宙
は
ど
う
い

う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
か
?
」
と

か
、
そ
ん
な
お
話
を
前
半
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
か
ら
、
後
半
は
実
際
に
皆
さ
ん

で
呼
吸
法
を
や
っ
た
後
、「
ブ
ッ
ク
・
オ

ブ
・
ラ
イ
フ
」
と
い
い
ま
し
て
、
ご
自

身
の
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
、
す
な
わ

ち
過
去
世
に
行
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
20
年
前
に
初
め
て
ア
メ
リ
カ
人

の
ゲ
リ
ー
・
ボ
ー
ネ
ル
氏
に
会
う
ま
で

は
、「
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
」
の
「
ア

カ
」
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
も
最

初
は
「
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
」
に
つ

い
て
懐
疑
的
で
し
た
が
、
ゲ
リ
ー
・
ボ

ー
ネ
ル
氏
の
講
演
会
な
ど
の
通
訳
を
し

な
が
ら
、
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
こ
と

を
体
験
し
て
、
信
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
個
人
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
参
加
者
が

い
ろ
い
ろ
質
問
を
し
た
と
き
に
、
ゲ
リ

ー
・
ボ
ー
ネ
ル
氏
は
そ
の
人
の
過
去
世

や
未
来
の
こ
と
な
ど
、
本
人
は
何
も
言

っ
て
い
な
い
の
に
、
ズ
バ
ズ
バ
と
明
確

に
答
え
ら
れ
る
の
で
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

ゲ
リ
ー
・
ボ
ー
ネ
ル
氏
の
情
報
の
確

か
さ
と
、
彼
の
解
答
に
よ
っ
て
、
相
談

者
の
人
生
が
楽
に
な
る
の
を
目
の
辺
り

に
し
て
、
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
の
存

在
に
つ
い
て
、
次
第
に
信
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
と
は
何
か
?

と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
今
は
説
明
し

や
す
い
の
で
す
が
、
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ

ー
ド
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
も

の
だ
と
言
え
ま
す
。
宇
宙
の
図
書
館
、

情
報
の
貯
蔵
庫
み
た
い
な
も
の
で
、
5

次
元
、
6
次
元
あ
た
り
に
あ
り
ま
す
、

一
種
の
ク
ラ
ウ
ド
、
す
な
わ
ち
巨
大
な

デ
ー
タ
バ
ン
ク
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
は
ス
マ
ホ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
得
ら
れ
ま
す
が
、
そ

れ
と
同
じ
こ
と
を
実
は
私
た
ち
人
間
の

意
識
も
や
っ
て
い
て
、
皆
さ
ん
一
人
一

人
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
端
末
そ
の
も
の

で
す
。
そ
し
て
、
今
日
や
っ
た
事
、
そ

の
や
っ
た
事
に
関
し
て
ど
ん
な
感
情
、

ど
ん
な
思
い
を
も
っ
た
か
に
つ
い
て
、

す
べ
て
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
に
記
録

さ
れ
、
必
要
と
あ
れ
ば
自
分
の
情
報
だ

け
で
な
く
、
他
の
人
の
情
報
も
読
め
ま

す
。み

な
さ
ん
は
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド

を
読
め
て
い
な
い
と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
実
は
全
員
が
読
め
て
お
り
ま

す
。
た
だ
そ
れ
は
無
意
識
に
読
ん
で
い

る
の
で
気
付
き
ま
せ
ん
が
、「
ア
カ
シ
ッ

ク
レ
コ
ー
ド
を
読
む
」
と
い
う
の
は
、
意

識
的
に
顕
在
意
識
で
あ
の
人
の
こ
う
い

う
情
報
を
得
よ
う
と
い
っ
て
、
ア
ク
セ

●❺ ●



ス
し
て
、
そ
の
ク
ラ
ウ
ド
の
デ
ー
タ
バ

ン
ク
、
す
な
わ
ち
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー

ド
か
ら
情
報
を
得
ら
れ
る
と
い
う
の
が

「
ア
カ
シ
ッ
ク
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」で
す
。

皆
さ
ん
は
夜
見
る
夢
の
中
で
ア
カ
シ

ッ
ク
レ
コ
ー
ド
を
読
ん
で
い
ま
す
。
夢

の
中
で
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、
起
承
転
結
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
の
に
時
代
が
今
で
は
な
い
、
と
い
う

夢
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
過
去
世
の

記
録
を
見
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
こ
こ
で
前
世
療
法
、
退
行
療
法
の
短

い
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
目
を
つ
む
っ
て
鼻
か
ら
息
を
吸
っ
て
、

口
か
ら
息
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。」

「
そ
の
と
き
の
思
い
は
純
粋
な
気
を
吸

い
込
ん
で
、
そ
し
て
体
の
中
の
疲
れ
や

緊
張
を
吐
き
だ
し
ま
す
。」
×
3
回
。

「
目
の
前
に
ド
ア
が
あ
り
ま
す
。」

「
ド
ア
の
形
状
を
し
っ
か
り
見
て
、
ド

ア
を
開
け
て
部
屋
の
中
に
入
り
ま
す
。」

「
ド
ア
は
手
前
に
引
き
ま
す
か
、
向
こ

う
に
押
し
ま
す
か
?
」

「
部
屋
の
中
に
入
っ
た
ら
、
中
に
椅
子

が
あ
る
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。」

「
そ
れ
は
ど
ん
な
椅
子
で
し
ょ
う
?
」

「
次
第
に
部
屋
の
様
子
を
感
じ
始
め
ま

す
。
部
屋
の
中
に
あ
る
と
思
う
物
を
思

い
描
い
て
く
だ
さ
い
。」

こ
ん
な
感
じ
で
退
行
催
眠
を
や
り
ま

す
が
、
部
屋
の
中
に
あ
っ
た
椅
子
が
何

か
今
回
の
人
生
で
出
会
っ
た
こ
と
の
な

い
方
が
大
部
分
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
ご
自
身
の
過
去
世
に
入
っ
て
い
る

の
で
す
。
と
言
う
よ
う
に
私
た
ち
は
簡

単
に
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
に
出
た
り

入
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
に
は
集
合
的

無
意
識
に
あ
た
る
国
民
、
部
族
か
ら
、

個
人
の
一
人
一
人
の
魂
と
肉
体
の
旅
の

出
来
事
と
そ
の
と
き
の
反
応
ま
で
全
部

記
録
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
と
ビ
ッ
グ
バ
ン

の
後
の
宇
宙
の
歴
史
ま
で
神
秘
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
か
ら
見
た
私

た
ち
は
ど
う
い
う
存
在
な
の
か
?

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
に
よ
り
ま
す

と
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
に
よ
り
宇
宙
が
生
ま

れ
た
と
き
、
2
種
類
の
形
態
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
大
元
は
1
つ
で
あ
っ
て
、
そ

こ
か
ら
陰
陽
の
2
種
類
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
分
か
れ
た
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

大
元
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
「
エ
ー
テ
ル

プ
ラ
ズ
マ
物
質
」
と
か
「
非
物
質
物
質
」

英
語
で
言
い
ま
す
と
、「non-m

atter-
m
atter

」
と
呼
ば
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、

す
べ
て
が
で
き
て
い
る
、
と
い
う
の
が

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
の
情
報
で
す
。

物
理
学
の「
超
ひ
も
理
論
」
の“
超
ひ

も
”
に
あ
た
る
も
の
が
「
エ
ー
テ
ル
プ
ラ

ズ
マ
物
質
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
物
質

で
は
な
く
て
、
質
量
も
な
い
大
元
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。「
ダ
ー
ク
マ
タ

ー
」「
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
も
あ
た

る
も
の
で
、「
エ
ー
テ
ル
プ
ラ
ズ
マ
物
質
」

は
大
き
さ
が
様
々
あ
っ
て
、
そ
の
一
つ

の
単
位
は
太
陽
系
く
ら
い
の
巨
大
な
レ

ベ
ル
の
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、
素
粒
子

レ
ベ
ル
の
微
小
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ビ
ッ
グ
バ
ン
で
生
ま
れ
た
2
つ
の
物

質
の
う
ち
の
一
つ
は
魂
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

一
つ
は
進
化
す
る
物
質
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
っ
た
の
で
す
が
、
中
国
の
太
極
図

　
　
　

に
よ
り
ま
す
と
、
魂
の
ほ
う
が

陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
進
化
す
る

物
質
の
ほ
う
が
陰
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

り
ま
す
。

魂
の
方
は
永
遠
不
滅
で
一
貫
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
お
一
人
お
一
人
の
中
に

そ
の
魂
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
宿
っ
て
い
る
、

そ
れ
を
宗
教
的
に
言
い
ま
す
と
、
神
道

で
い
う
分
け
御
魂
、
仏
教
で
い
う
と
こ

ろ
の
仏
性
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
キ
リ
ス

ト
意
識
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
進
化
す
る
物
質
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
手
を
摩
擦
し
て
気
を
感
じ

る
状
態
に
し
て
、
例
え
ば
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ー
ド
に
近
づ
け
る
と
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

の
手
前
で
抵
抗
を
感
じ
る
場
所
が
あ
り
、

そ
れ
が
エ
ー
テ
ル
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
っ
て
、
そ
れ
も
進
化
す
る
物
質
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
入
り
ま
す
。

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
で
は
、
魂
の

ほ
う
を
「
ト
ラ
イ
ア
ー
ド
」、
進
化
す
る

物
質
の
ほ
う
を
「
ダ
イ
ア
ー
ド
」
と
ゲ

リ
ー
・
ボ
ー
ネ
ル
氏
が
名
付
け
ま
し
た
。

「
ト
ラ
イ
」
は“
3
”
を
意
味
し
、「
意

識
」
と「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と「
聖
な
る
衝

動（divine urge

）」
で
で
き
て
い
る
の

が
魂
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、「
ダ
イ
」
は“
2
”

を
意
味
し
、「
身
体（
物
質
）」
と「
進
化

し
種
を
保
存
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
で

き
て
い
る
の
が
進
化
す
る
物
質
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
な
り
ま
す
。

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
で
は
、“
人
間
”

と
い
う
の
は
魂
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
球

に
や
っ
て
き
て
、
進
化
す
る
肉
体
に
宿

っ
た
存
在
だ
と
理
解
し
ま
す
。「
聖
な
る

衝
動
」
と
は
、
一
種
の“
カ
ー
ナ
ビ
シ
ス

テ
ム
”
の
よ
う
な
も
の
で
、「
自
宅
に
帰
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る
」
と
設
定
す
る
と
車
は
自
宅
に
帰
る

よ
う
に
ガ
イ
ド
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
と

同
様
に
魂
は
源
を
知
っ
て
い
て
、
自
分

が
一
番
先
に
生
ま
れ
た
大
元
を
知
っ
て

い
て
、
そ
こ
に
必
ず
戻
る
の
で
す
。
ど

ん
な
酷
い
こ
と
を
し
た
人
間
で
さ
え
も

内
側
に
は
永
遠
不
滅
の
魂
が
宿
り
、
そ

の
魂
は
か
つ
て
の
源
に
戻
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
の
で
す
。

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
に
よ
り
ま
す

と
、
私
た
ち
人
類
は
ど
こ
か
ら
来
た
か

と
申
し
ま
す
と
、
宇
宙
か
ら
似
た
も
の

同
士
が
ソ
ウ
ル
グ
ル
ー
プ
と
し
て
地
球

に
や
っ
て
き
て
、
地
球
体
験
を
観
察
す

る
た
め
に
地
球
に
入
り
ま
す
。
始
め
は

12
個
の
魂
が
地
球
の
周
り
に
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
造
り
ま
す
。（
写
真
の
手
に
持
っ

て
い
る
モ
デ
ル
→
開
く
と
大
き
な
球
体

モ
デ
ル
と
な
る
。）一
人
一
人
は
12
個
の

ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
の
内
の
好
き
な
ゲ
ー
ト

か
ら
入
り
ま
す
。

地
球
の
中
に
入
り
肉
体
に
宿
っ
た
後
、

あ
ま
り
に
も
地
球
体
験
が
魅
力
的
だ
と

元
に
戻
れ
な
く
な
る
の
で
、
地
球
に
入

る
と
き
に
似
た
魂
同
士
が
男
性
性
、
女

性
性
の
ペ
ア
を
造
り
ま
す
（
ツ
イ
ン
ソ

ウ
ル
）。
魂
は
元
々
男
性
性
、
女
性
性
は

な
い
の
で
、
役
割
と
し
て
、
男
性
性
、

女
性
性
が
で
き
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
2
0
1
2
年

の
冬
至
か
ら
集
合
意
識
が
変
わ
っ
て
い

く
と
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
に
は
書
か

れ
て
い
ま
す
。
集
合
意
識
が
こ
の
時
期

か
ら
分
離
か
ら
統
合
に
、
二
元
か
ら
一

元
に
変
わ
っ
て
行
き
ま
す
。
皆
さ
ん
は

そ
う
い
う
大
事
な
時
代
に
生
き
て
お
り

ま
す
の
で
、
肉
体
を
大
事
に
し
て
く
だ

さ
い
。

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
で
は
、「
魂
の

意
識
は
同
時
存
在
時
間
を
生
き
る
。」
と

説
明
し
ま
す
。
こ
こ
が
難
し
い
と
こ
ろ

な
の
で
す
が
、
同
時
存
在
時
間
と
い
う

の
は
、
過
去
か
ら
未
来
へ
の
直
線
時
間

に
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
全
地
球
の
全
転
生
が（
写
真
の
）

モ
デ
ル
の
よ
う
な
も
の
で
、
例
え
ば
あ

る
人
が
地
球
上
で
8
回
の
転
生
を
す
る

と
し
ま
す
。
魂
の
成
長
の
た
め
そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
で
避
け
ら
れ
な
い
出
来
事
も

設
定
し
ま
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
似
た

人
生
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
生
を

設
定
し
ま
す
。

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
で
人
間
の
構

造
を
説
明
し
ま
す
と
、
我
々
人
間
は
、

永
遠
不
滅
の
魂
の
エ
ネ
ル
ギ
ー「
ト
ラ

イ
ア
ー
ド
」（
象
徴
は
逆
三
角
形
）
が
、

地
球
生
ま
れ
の
肉
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー「
ダ

イ
ア
ー
ド
」（
象
徴
は
三
角
形
）
と
ド
ッ

キ
ン
グ
し
て
（
象
徴
と
し
て
、
2
つ
の

三
角
形
が
上
下
の
位
置
で
一
部
重
な

る
）、
成
立
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が

輪
廻
転
生
し
て
い
き
ま
す
。
地
球
上
で

進
化
し
た
肉
体（「
ダ
イ
ア
ー
ド
」）
も

動
物
の
段
階
か
ら
人
間
ま
で
進
化
し
て

い
く
段
階
で
、
大
い
な
る
智
恵
を
も
っ

て
い
ま
す
。

肉
体
は
同
じ
血
族
の
中
で
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。
例
え
ば
私
の
肉
体
は
母
方

の
祖
母
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
す
が
、
魂

の
方
の
直
前
の
生
は
、
ボ
ス
ト
ン
辺
り

に
住
ん
で
い
た
ア
メ
リ
カ
人
で
す
。
だ

か
ら
面
白
い
の
は
、
今
生
で
私
は
ボ
ス

ト
ン
の
近
郊
に
留
学
し
て
お
り
ま
す
。

だ
か
ら
す
べ
て
の
事
象
は
こ
の
モ
デ
ル

の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。

魂
は
魂
で
生
ま
れ
変
わ
り
、
肉
体
の

方
は
ご
先
祖
様
の
系
列
で
生
ま
れ
変
わ

る
の
が
、
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
か
ら

み
た
人
間
存
在
で
す
。
そ
の
よ
う
に
私

た
ち
の
存
在
は
転
生
も
複
雑
に
絡
み
合

っ
た
広
大
な
情
報
の
塊
で
す
。
で
す
か

ら
お
一
人
お
一
人
が
宇
宙
で
あ
る
、
と

い
う
言
い
方
を
し
ま
す
。

輪
廻
転
生
は
様
々
な
形
態
が
あ
り
う

る
の
で
、
3
つ
の
魂
が
合
体
し
て
一
人

の
人
間
に
入
る
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、

一
つ
の
魂
が
分
魂
と
な
っ
て
同
時
代
に

別
々
の
人
間
に
生
ま
れ
変
わ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
特
に
集
合
的
な
魂
は
、
何

か
集
合
意
識
に
大
き
な
事
を
起
こ
す
よ

う
な
影
響
力
の
あ
る
方
の
ケ
ー
ス
が
多

い
よ
う
で
す
。

本
当
に
面
白
い
の
で
す
が
、
宇
宙
は

す
べ
て
フ
ラ
ク
タ
ル
、
す
な
わ
ち
相
似

形
の
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
宇
宙
が
陽

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
陰
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

出
来
て
い
る
よ
う
に
、
人
間
も
陽
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
陰
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
一
つ

に
な
っ
て
出
来
て
い
ま
す
。
父
性
と
母

性
も
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
陰
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
象
徴
と
な
り
ま
す
。

人
間
は
生
後
7
年
間
は
保
護
し
て
も

ら
わ
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
の
で
、

肉
体
意
識
（「
ダ
イ
ア
ー
ド
」）
が
優
位

に
立
ち
ま
す
。
そ
の
結
果
、
親
に
ど
う

し
た
ら
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
か
が
生

き
残
り
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の

で
、
自
分
の
気
持
ち
は
こ
う
だ
け
ど
、

親
の
言
う
こ
と
を
仕
方
が
な
く
聞
く
、

親
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
す
る
、
世
間

に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
社
会
意

識
が
生
ま
れ
ま
す
。
人
間
は
本
当
は
広

大
な
創
造
主
と
同
じ
宇
宙
の
魂
な
の
だ

け
れ
ど
も
、
最
初
は
肉
体
意
識
が
主
導

●❼ ●



権
を
握
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

例
え
ば
自
分
の
意
見
を
ぱ
っ
と
言
っ

て
し
ま
っ
て
、
父
親
か
ら
す
ご
く
怒
ら

れ
た
子
供
は
、
自
分
の
本
当
に
思
っ
た

こ
と
を
言
っ
て
は
い
け
な
い
ん
だ
、
と

い
う
こ
と
で
黙
っ
て
し
ま
う
と
い
う
戦

略
を
作
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
戦
略
を

顕
在
意
識
に
し
っ
か
り
浮
か
び
上
が
ら

せ
な
い
限
り
は
、
ず
っ
と
そ
の
パ
タ
ー

ン
に
は
ま
っ
た
ま
ま
、
六
十
歳
に
な
っ

て
も
七
十
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
意
見

を
人
に
言
っ
た
ら
生
き
残
れ
な
い
と
い

う
思
い
で
生
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
な
る
と
な
か
な
か
陰
と
陽
が
統
合

し
た
形
に
な
り
ま
せ
ん
。

陰
と
陽
が
統
合
さ
れ
た
状
態
と
い
う

の
は
、「
ト
ラ
イ
ア
ー
ド
」
の
逆
三
角
形

と
「
ダ
イ
ア
ー
ド
」
の
三
角
形
の
中
心

が
一
致
し
た
六
芒
星
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

他
の
例
と
し
て
は
、
画
家
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
も
、
親
か
ら
画
家
な
ん
か

で
は
食
べ
て
い
け
な
い
か
ら
止
め
な
さ

い
と
言
わ
れ
て
、
渋
々
画
家
を
諦
め
た

人
間
は
、
自
分
の
ハ
ー
ト
の
想
い
が
ブ

ロ
ッ
ク
さ
れ
て
、
魂
と
肉
体
の
重
な
っ

た
部
分
に
壁
を
つ
く
っ
て
し
ま
い
、
天

か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
地
に
降
り
て

こ
な
い
の
で
す
。
こ
れ
が
私
た
ち
ほ
と

ん
ど
の
人
間
の
生
き
方
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
生
後
7
年
間
で
形
成
さ

れ
た
ど
う
し
た
ら
生
き
残
れ
る
か
と
い

う
パ
タ
ー
ン
で
生
き
る
の
で
は
な
く
、

自
分
が
ど
う
自
分
を
表
現
し
て
い
き
た

い
の
か
、
自
分
が
一
番
大
切
に
し
て
い

る
も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
大
事
に

し
な
が
ら
生
き
て
い
く
時
代
が
、
2‌

0�

1‌

2
年
の
冬
至
以
降
に
始
ま
り
ま
し
た
。

で
す
か
ら
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
に

よ
り
ま
す
と
今
ま
で
は
二
元
の
世
界
、

陰
と
陽
、
肉
体
と
魂
が
バ
ラ
バ
ラ
で
そ

れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
を
体
験
す
る
と
い

う
時
代
か
ら
、
い
よ
い
よ
陰
と
陽
が
統

合
し
て
い
く
と
い
う
ユ
ニ
テ
ィ
の
時
代

に
、
2
0
1
3
年
以
降
入
っ
て
き
ま
し

た
。現

代
は
内
側
と
外
側
が
ど
ん
ど
ん
融

合
し
て
い
っ
て
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
、

企
業
も
ど
ん
ど
ん
統
合
し
て
い
っ
て
い

ま
す
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に

よ
り
情
報
統
制
が
効
か
な
く
な
っ
て
い

ま
す
し
、
私
た
ち
の
潜
在
意
識
（
肉
体

意
識
）
と
顕
在
意
識
（
魂
の
識
）
が
乖

離
し
て
い
た
も
の
が
、
潜
在
意
識
が
我

慢
で
き
な
く
な
っ
て
爆
発
し
て
、
顕
在

意
識
と
統
合
し
て
二
元
の
世
界
が
一
元

の
世
界
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
は
い
つ
で
も
ア
カ

シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
と
い
う
大
き
な
ク
ラ

ウ
ド
と
つ
な
が
っ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
端
末
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
す
し
、
そ
う
す
る
と
思

っ
て
い
る
こ
と
が
現
実
化
す
る
こ
と
が

早
く
な
り
ま
す
。

家
族
や
周
囲
の
人
間
と
の
確
執
も
そ

う
い
う
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
り
、

自
分
が
寛
容
に
な
る
こ
と
で
、
人
生
の

テ
ー
マ
を
ク
リ
ア
に
し
て
い
き
意
識
が

拡
大
し
て
、
陰
と
陽
が
統
合
さ
れ
て
い

く
方
向
に
な
る
で
し
ょ
う
。

※
後
半
は
講
師
の
指
導
の
も
と
、
参
加

者
全
員
で
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
へ
の

誘
導
瞑
想
を
実
践
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
本
部
例
会
講
演
の
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
レ
ベ
ル
の
録
画
を
U
S
B
メ
モ

リ
ー
で
頒
布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
す

べ
て
視
聴
し
た
い
方
は
御
注
文
願
い
ま

す
。
詳
細
は
前
号
の「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」
か
公
式
サ
イ
ト
を
参
照
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
八
十
四
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

出
口
王
仁
三
郎
の
黄
金
鏡

　
　
　
講
師
　
櫻
井
　
喜
美
夫 

氏

と
き　
　

平
成
26
年
1
月
18
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

        

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

櫻
井
氏
は
1
9
4
7
年
愛
知
県
生
ま

れ
。
発
明
光
房
代
表
。
霊
能
師
・
シ
リ

ウ
ス
チ
ャ
ネ
ラ
ー
・
発
明
家
。
出
口
王

仁
三
郎
聖
師
の
霊
統
を
引
き
継
い
だ
霊

能
師
と
し
て
、
全
国
で
成
仏
や
場
を
清

め
る
儀
式
を
始
め
る
。
30
代
か
ら
は
大

本
裏
神
業
の
追
体
験
を
始
め
、
同
時
に

電
磁
波
や
不
成
仏
霊
な
ど
の
波
動
か
ら

身
を
守
り
、
正
常
な
波
動
に
整
え
る
製

品
の
開
発
に
力
を
入
れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
グ
ッ
ズ
を
開
発
。
な
か

で
も
鉱
石
キ
ミ
オ
ラ
イ
ト
は
強
力
な
テ

ラ
ヘ
ル
ツ
波
を
発
す
る
。
著
書
『
出
口

王
仁
三
郎
の
遺
言
』『
出
口
王
仁
三
郎

の
大
復
活
』（
い
ず
れ
も
太
陽
出
版
）。

櫻
井
氏
は
大
病
の
中
で
宇
宙
の
根
源

（
C
O
U
）
と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
た
。

● ❽●



そ
う
な
る
と
現
界
で
生
き
て
い
く
う
え

で
多
く
の
幸
せ
に
め
ぐ
り
あ
え
る
。
日

本
人
は
（
C
O
U
）
と
繋
が
り
や
す
い
。

今
回
の
著
書
「
出
口
王
仁
三
郎
の
黄
金

鏡
」
で
は
宇
宙
の
根
源
（
C
O
U
）
と

繋
が
る
方
法
に
迫
る
。

60
兆
の
細
胞
が
喜
ぶ
魂
の
生
き
方

7
つ
の
幸
福
、「
有
難
う
」
は
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
す
。

1
．
頭
―
頭
脳
・
記
憶
・
顕
在
意
識

2
．
心
―
善
悪
の
判
断
・
潜
在
意
識

3
．
魂
―
霊
性
・
霊
魂
・
深
層
意
識

4
．
体
―
五
体
・
全
細
胞

5
．
家
―
家
族
・
血
統
・
先
祖

6
．
財
―
お
金
・
財
力

7
．
友
―
周
囲
の
人
々
（
学
校
、
社
会
）

・�

私
達
は
ど
の
様
に
魂
を
磨
い
て
7
つ

の
幸
福
に
近
づ
く
事
が
出
来
る
か
?

・�

日
本
の
神
様
の
原
点
は
、
神
様
の
出

生
の
時
期
は
?

・�

先
人
が
想
像
し
た
神
々
と
私
の
見
た

C
・
O
・
U
（
セ
ン
タ
ー
オ
ブ
ユ
ニ

バ
ー
ス
）

・�

す
ぐ
に
現
実
化
で
き
る
奇
跡
の
祈

り
、
シ
ュ
ー
マ
ン
波
共
鳴
と
は
?

資
料
1　

14
経
絡
の
時
計
図

資
料
2　

五
行
と
内
臓

私
達
は
先
祖
か
ら
幸
福
、
不
幸
の
遺

伝
子
を
連
綿
と
受
け
継
い
で
い
る
。

死
亡
す
る
と
魂
は
何
処
へ
帰
る
の
で

し
ょ
う
か
?

死
亡
後
、
魂
が
さ
迷
う
と
浮
遊
霊
や

地
縛
霊
と
な
る
。

赤
血
球
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
先
祖
の

記
憶
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
?

幸
福
に
な
る
人
、
不
幸
に
な
る
人
は

何
が
違
う
の
だ
ろ
う
か
?

手
っ
取
り
早
く　

幸
福
に
な
る
為
の

方
法
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
?

川
上
清
け
れ
ば
、
川
下
清
し
。

陰
陽
五
行
は
7
つ
の
星
か
ら
受
け
て

い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
7
光
線
の
虹
、
7
つ
の
チ
ャ
ク
ラ
、

7
つ
の
ボ
デ
ィ
オ
ー
ラ
、
地
球
の
オ
ー

ラ
、
7
つ
の
音
階
、
七
曜
日
、
七
草
粥
、

秋
の
七
草
）

テ
ラ
ヘ
ル
ツ
は
生
命
光
線
で
す
。
生

命
光
線
と
呼
ば
れ
て
い
る
テ
ラ
ヘ
ル
ツ

光
線
は
、
全
て
の
生
物
、
鉱
物
す
な
わ

ち
原
子
を
持
つ
物
質
か
ら
放
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
然
界
の
物
が
放
射
、
吸
収

し
て
い
る
波
長
、
分
子
か
ら
発
す
る
振

動
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
、
生
命
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

生
物
界
に
お
い
て
は
、
新
鮮
で
健
康

●❾ ●



で
あ
る
も
の
ほ
ど
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
を
多

く
放
出
し
て
い
て
、
不
健
康
な
人
や
老

人
で
は
反
対
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
界
の
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
光
線
が
出
て

い
る
鉱
石
を
身
近
に
置
く
と
、
怪
我
や

傷
が
早
く
治
る
実
例
が
多
く
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
光
線
を
当
て

る
と
細
胞
の
分
子
構
造
が
整
え
ら
れ
、

健
康
も
向
上
し
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に

良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

テ
ラ
ヘ
ル
ツ
光
線
を
有
効
に
使
う
と

30
%
若
返
る
と
言
う
報
告
が
業
界
紙
の

記
事
に
あ
り
ま
し
た
。

自
然
界
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
か
ら
大
な

り
小
な
り
放
出
し
て
い
る
テ
ラ
ヘ
ル
ツ

光
線
は「
光
と
電
波
の
中
間
域
」で
、
月

の
光
で
あ
る
為
い
く
ら
浴
び
て
も
人
体

に
対
し
て
害
が
あ
り
ま
せ
ん
。

星
や
月
か
ら
放
出
さ
れ
る
波
長
域
は
、

テ
ラ
ヘ
ル
ツ
光
線
と
言
わ
れ
特
に
テ
ラ

波
動
の
強
い
時
期
は
新
月
で
す
。
人
体

の
内
臓
は
全
て
月
光
の
影
響
を
受
け
て

い
る
為
、
肝
臓
、
腎
臓
、
牌
臓
、
大
腸
、

膀
胱
、
胃
、
肺
、
骨
、
等
の
文
字
は
月

偏
が
付
き
ま
す
。

分
子
と
分
子
を
繋
ぐ
こ
と
で
、
新
た

な
物
質
や
生
命
を
作
り
だ
せ
る
可
能
性

が
あ
り
、
地
球
上
で
の
生
命
の
進
化
や

誕
生
に
関
連
し
て
、
そ
の
波
長
が
生
命

誕
生
に
関
わ
っ
た
と
い
う
科
学
者
が
い

ま
す
。

不
安
な
く
安
心
し
て
成
仏
で
き
る
魂

は
生
ま
れ
て
来
た
故
郷
に
速
や
か
に
帰

る
事
が
出
来
ま
す
。
帰
れ
な
い
地
縛
霊
・

浮
遊
霊
は
成
仏
す
る
為
に
供
養
や
慰
霊

祭
、
お
祭
り
が
必
要
で
す
。
プ
ラ
ズ
マ

の
魂
は
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
の
月
光
や
星
の
光

に
同
調
し
て
宇
宙
故
郷
へ
還
り
ま
す
。

出
口
王
仁
三
郎
の
黄
金
鏡
よ
り

私
に
は
全
て
を
可
能
に
す
る
力
が
有

り
ま
す
。
私
の
夢
は
叶
え
ら
れ
ま
す
。

願
望
は
必
ず
達
成
で
き
ま
す
。

私
に
は
そ
れ
だ
け
の
底
力
と
ミ
ラ
ク

ル
パ
ワ
ー
が
有
り
ま
す
。
今
、
私
の
偉

大
な
内
な
る
自
分
の
力
に
気
付
き
ま
し

た
。
偉
大
な
る
光
の
力
は
六
十
兆
の
全

細
胞
に
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

チ
ル
チ
ル
ミ
チ
ル
の
青
い
鳥
は
世
界

中
探
し
て
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
青
い

鳥
は
自
分
の
内
な
る
光
の
力
の
中
に
住

ん
で
い
ま
す
。

自
分
の
目
標
を
具
体
的
に
設
定
し
、

目
標
達
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
毎
日

行
動
す
る
事
で
す
。

私
の
目
標
や
願
望
は
必
ず
達
成
で
き

ま
す
。
奇
跡
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
や
っ
て

来
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

大
事
な
こ
と
は
宇
宙
の
根
源
（
C
�O�

U
）
に
繋
が
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
底

力
は
自
分
の
細
胞
の
中
に
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
19
名
、
非
会

員
37
名
、
学
生
2
名
、
合
計
58
名
で
あ

っ
た
。
今
回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は

2
0
0
0
円（
送
料
込
み
）で
す
。
事
務

局
（
0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5
）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
八
十
五
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

巨
大
地
上
絵
発
見
で
わ
か
っ
た

世
界
文
明
の
『
起
源
は
日
本
』

だ
っ
た
!

　
　
　
　
講
師
　
上
森
　
三
郎 

氏

と
き　
　

平
成
26
年
2
月
15
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

上
森
三
郎
氏
は
1
9
5
4
年
、
熊
本

県
芦
北
郡
芦
北
町
生
ま
れ
。
建
築
業
界

歴
30
年
で
一
級
建
築
士
。
シ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
（
化
学
物
質
過
敏
症
）
の
研
究
か
ら
、

水
の
活
性
化
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
突
き
止
め
、流
体
の
活
性
化
装
置『
ネ

オ
ガ
イ
ア
』『
テ
ラ
フ
ァ
イ
ト
』
を
開
発

し
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
特
許
取
得
。
多

数
特
許
取
得
す
る
な
ど
発
明
家
で
も
あ

る
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
5
）

現
在
は
身
体
そ
の
も
の
に
関
心
を
寄

せ
て
い
る
が
、
隠
さ
れ
た
日
本
と
世
界

の
真
実
を
解
明
す
べ
く
、
神
社
仏
閣
を

参
拝
し
な
が
ら
、
兵
庫
県
埴
丘
の
里
の

山
々
を
中
心
に
探
索
中
。『
か
ご
め
か
ご

め
を
研
究
す
る
会
』
会
長
。

● �●



上
森
氏
は
3
年
ほ
ど
前
、『
テ
ラ
フ
ァ

イ
ト
』
と
い
う
、
レ
ア
ア
ー
ス
や
特
殊

な
貴
金
属
な
ど
を
使
っ
た
脳
波
を
リ
ラ

ッ
ク
ス
時
に
生
じ
る
α
波
に
誘
導
で
き

る
装
置
を
声
な
き
声
の
指
示
で
作
ら
さ

れ
た
と
い
う
。
そ
れ
以
来
、
何
者
か
に

操
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
ワ
ク
ワ
ク
す

る
よ
う
な
、
自
分
が
自
分
で
な
い
よ
う

な
不
思
議
な
出
会
い
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

聞
こ
え
る
経
験
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
装
置
に
つ
い
て
の
科
学
的
立
証
を
、

元
九
州
大
学
の
高
尾
征
治
工
学
博
士
に

し
て
頂
い
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
相
手
は
こ
の
大
宇
宙

を
司
っ
て
い
る
神
・
創
造
主
か
ら
受
け

取
っ
て
い
る
感
じ
が
す
る
と
い
う
。
そ

の
神
は
一
生
懸
命
出
会
い
を
作
っ
て
く

れ
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
指
示
し
、
関
西

か
ら
九
州
の
方
ま
で
地
図
上
に
図
形
を

描
か
さ
れ
、
行
き
先
の
場
所
を
具
体
的

に
示
さ
れ
る
。

上
森
氏
が
描
か
さ
れ
た
1
0
0
枚
を

超
え
る
正
三
角
形
、
二
等
辺
三
角
形
の

ほ
か
十
字
架
や
ダ
ビ
デ
の
マ
ー
ク
、
そ

し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
伝
統
の
神
秘
思
想

の
カ
バ
ラ（
生
命
の
樹
）［
資
料
1
カ
バ

ラ
の
図
］
の
図
形
上
に
、
神
社
仏
閣
や

山
岳
信
仰
と
し
て
著
名
な
山
々
の
位
置

が
符
合
す
る
。
古
代
に
衛
星
写
真
に
よ

る
地
図
を
持
っ
て
い
た
か
の
よ
う
な
正

確
さ
で
、
こ
れ
ら
の
所
在
が
ピ
タ
リ
一

致
し
て
く
る
の
だ
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
6
）

し
か
も
、
こ
の
兵
庫
県
の
生
野
町
、

神
河
町
を
中
心
に
三
重
県
伊
勢
地
方
か

ら
近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
ま
で
西

日
本
一
帯
の
広
大
な
規
模
の
カ
バ
ラ
の

巨
大
図
形
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

こ
う
し
た
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
を
知

り
、
カ
バ
ラ
の
秘
法
を
知
り
尽
く
し
て

い
た
民
は
誰
な
の
か
。
こ
の
三
角
法
で

国
造
り
を
し
た
民
は
誰
な
の
か
。

一
本
目
の
十
字
架
の
交
点
に
あ
た
る

兵
庫
県
山
南
町
の
山
頂
をGoogle
マ
ッ

プ
で
調
べ
た
ら
山
が
人
の
顔
に
造
形
さ

れ
て
お
り
そ
れ
が
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
女

神
で
あ
る
『
ハ
ト
ホ
ル
』
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

次
に
描
か
さ
れ
た
の
は
こ
の
カ
ゴ
メ

紋
の
中
の
黄
金
比
の
十
字
架
だ
っ
た
。

そ
の
次
が
直
角
二
等
辺
三
角
形
だ
っ
た
。

兵
庫
県
に
き
れ
い
な
十
字
架
が
現
れ

た
。
十
字
架
の
交
点
は
、
高
砂
市
の

群
の
巨
石
と
さ
れ
る
生
石
神
社
の
『
石

の
宝
殿
』
で
あ
る
。
こ
の
十
字
架
の
交

点
が
あ
っ
た
石
の
宝
殿
は
平
安
京
の
カ

バ
ラ
（
生
命
の
樹
）
の
王
冠
に
あ
た
り
、

巨
石
の
向
い
て
い
る
方
向
は
き
っ
ち
り

奈
良
の
神
武
天
皇
を
祀
る
橿
原
神
宮
を

指
し
、
そ
し
て
ま
っ
た
く
反
対
側
に
島

根
県
の
出
雲
大
社
が
あ
る
。

さ
ら
に
今
で
も
女
人
禁
制
の
大
峰
山

山
上
ケ
岳
の
大
峰
山
寺
、
諭
鶴
羽
山
、

善
通
寺
を
通
っ
て
貴
峰
山
を
底
辺
と
す

る
直
角
二
等
辺
三
角
形
も
描
け
、
こ
の

45
度
の
頂
点
が
生
野
で
あ
る
。
生
野
か

ら
生
石
神
社
を
通
っ
て
諭
鶴
羽
山
、
そ

し
て
徳
島
の
伊
島
ま
で
が
縦
の
ラ
イ
ン

で
あ
る
。

六
甲
山
の
石
の
宝
殿
か
ら
高
砂
市
の

石
の
宝
殿
を
通
っ
て
、
赤
穂
市
天
王
山

へ
の
線
が
横
ラ
イ
ン
で
、
縦
と
横
の
ラ

イ
ン
の
比
率
は
黄
金
比
で
あ
る
。

女
神
ハ
ト
ホ
ル
の
巨
大
地
上
絵
を
発

見
し
て
か
ら
は
、
兵
庫
県
の
多
可
郡
多

可
町
か
ら
小
山
を
利
用
し
た
魚
の
造
形
、

兵
庫
県
朝
来
市
か
ら
は
全
長
5
m
ほ
ど

の
鶴
と
亀
、
お
な
じ
く
兵
庫
県
生
野
町

か
ら
龍
を
か
た
ど
っ
た
巨
大
地
上
絵
が

見
つ
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
巨
大
地
上
絵
は
当
初
描
か

さ
れ
た
一
本
目
の
十
字
架
の
ラ
イ
ン

上
に
次
々
見
つ
か
っ
た
。
い
ず
れ
も

Google

マ
ッ
プ
か
ら
発
見
で
き
た
も
の

だ
。
む
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
の
巨
大
地
上

絵
は
上
空
か
ら
で
し
か
判
別
で
き
な
い

の
だ
。
い
っ
た
い
誰
が
何
の
目
的
で
作

っ
た
の
か
。

こ
の
カ
ゴ
メ
の
唄
を
解
読
す
る
と
、

籠
の
中
の
と
り
は
、
鳥
の『
と
』
と
、
龍

の『
り
』で
、
鳥
は
鶴
で
あ
る
。
後
ろ
の

正
面
の
向
こ
う
に
は
龍
が
作
ら
れ
て
い

た
。
場
所
は
段
ケ
峰
の
山
頂
で
あ
る
。

段
ケ
峰
は
ダ
ン
族
の
ミ
ウ
ネ（
お
墓
）

で
す
ね
。
ダ
ン
族
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
失

わ
れ
た
一
〇
支
族
と
言
わ
れ
、
蛇
が
シ

ン
ボ
ル
で
、《
ダ
ン
族
が
王
を
守
護
す
る

と
い
う
決
意
》
を
表
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
で
ダ
ン
ガ
ミ
ネ
…
…
段
ケ
峰
で
す

ね
。ち

な
み
に
千
ケ
峰
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
、

ト
セ
ー　

ガ
ド　

ウ
イ
ッ
シ
ュ　

ミ
ウ

ネ　

で
、《
殉
教
者
を
持
ち
帰
り
祀
っ
た

ガ
ド
族
の
ミ
ウ
ネ
（
お
墓
）》
の
意
味
と

な
る
の
で
す
。

　

鶴
と
亀
や
、
女
神
ハ
ト
ホ
ル
な
ど
の

巨
大
地
上
絵
の
場
所
を
、
地
図
上
の
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
か
ら
キ
ッ
チ
リ

と
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
伊
勢
の
青
峰
山
か
ら
千
ケ
峰

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
（
千
ケ
峰
、
玉
置
山
、

●� ●



剣
山
の
正
三
角
形
）
の
千
ケ
峰
と
、
そ

の
先
の
段
ケ
峰
ま
で
線
を
引
く
。

次
に
、
奈
良
県
の
大
峯
山
山
上
ケ
岳

か
ら
淡
路
三
山
の
最
高
峰
、
諭
鶴
羽
山

へ
線
を
引
き
、
そ
こ
か
ら
直
角
に
北
へ

直
角
二
等
辺
三
角
形
の
地
点
が
鶴
と
亀

の
巨
大
地
上
絵
が
あ
る
生
野
町
と
な
る
。

ま
た
、
大
峯
山
山
上
ケ
岳
か
ら
淡
路

三
山
で
2
番
目
に
高
い
、
柏
原
山
へ
線

を
引
き
、
そ
こ
か
ら
直
角
に
北
へ
直
角

二
等
辺
三
角
形
の
地
点
が
女
神
ハ
ト
ホ

ル
の
場
所
、
丹
波
市
山
南
町
五
ケ
野
と

な
る
。

さ
ら
に
、
大
峯
山
山
上
ケ
岳
か
ら
淡

路
三
山
で
3
番
目
に
高
い
、
先
山
へ
線

を
引
き
、
そ
こ
か
ら
北
へ
線
を
上
げ
る

と
、
ハ
ト
ホ
の
場
所
へ
行
き
着
く
。

再
度
、
大
峯
山
山
上
ケ
岳
か
ら
高
砂

沖
の
上
島
（
神
島
）
へ
線
を
引
き
、
直

角
に
北
へ
線
を
引
い
て
、
天
橋
立
に
あ

る
籠
神
社
ま
で
延
ば
す
と
…
…
十
字
架

が
で
き
る
。
十
字
架
の
交
点
に
女
神
ハ

ト
ホ
ル
が
見
つ
か
る
。
す
べ
て
、
大
峰

山
山
上
ケ
岳
か
ら
設
計
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
伊
勢
神
宮
の
近
隣
の
青
峰

山
か
ら
上
島
へ
線
を
引
き
、
直
角
に
北

へ
引
く
と
、
生
野
町
ヘ
ピ
タ
リ
と
行
き

着
く
。
ど
う
し
て
伊
勢
神
宮
を
現
在
の

場
所
に
決
め
た
の
か
キ
ッ
チ
リ
と
教
え

て
く
れ
て
い
る
。

実
は
、
こ
の
上
島
は
大
正
時
代
、
大

本
教
の
教
祖
と
な
っ
た
、
出
口
王
仁
三

郎
が
重
要
な
地
点
と
し
て
神
事
を
行
っ

た
場
所
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ

の
上
島
に
も
何
か
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。こ

の
巨
大
地
上
絵
の
大
き
さ
は
、2
㎞

か
ら
5
㎞
に
わ
た
る
山
を
利
用
し
、
造

形
さ
れ
た
も
の
だ
。

2
0
1
1
年
1
月
生
野
町
に
あ
る
鶴

と
亀
が
キ
ス
し
て
い
る
巨
大
地
上
絵
が

あ
る
地
点
を
特
定
し
、
穴
掘
り
を
開
始

し
た
。
そ
れ
か
ら
数
日
後
、
な
ん
と
、

鶴
と
亀
、
い
や
見
る
場
所
に
よ
っ
て
鶴

に
も
見
え
る
、
亀
に
も
見
え
る
二
畳
ほ

ど
の
大
き
さ
の
不
思
議
な
岩
の
造
形
が

見
つ
か
っ
た
。
岩
か
ら
突
き
出
た
部
分

が
亀
の
顔
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

乾
燥
し
て
も
亀
が
い
つ
も
涙
を
流
し
て

い
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

啓
示
を
受
け
、
魏
志
倭
人
伝
の
記
述

を
ベ
ー
ス
に
邪
馬
壹
国
の
境
界
国
を
ネ

ッ
ト
で
調
べ
、
そ
の
境
界
線
を
な
ぞ
っ

た
と
こ
ろ
、
邪
馬
壹
国
と
は
但
馬
、
丹

後
、
丹
波
、
摂
津
、
大
和
に
ま
た
が
っ

た
国
土
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
邪
馬
壹
国
の
行
財
政

を
司
る
主
都
は
大
和
の
纏
向
で
あ
っ
た

が
女
王
卑
弥
呼
が
い
た
と
こ
ろ
は
、『
播

磨
国
風
土
記
』
に
書
き
記
さ
れ
た
埴
岡

の
里
、
現
在
の
兵
庫
県
神
埼
郡
神
河
町

と
朝
来
市
生
野
町
に
ま
た
が
る
エ
リ
ア

で
あ
っ
た
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
7
）

そ
の
邪
馬
壹
国
の
聖
地
へ
の
ル
ー
ト

は
、
現
在
の
釜
山
あ
た
り
か
ら
船
で
対

馬
へ
、
そ
れ
か
ら
壱
岐
を
通
っ
て
西
の

鎮
の
地
、
鎮
西
に
福
の
神
様
を
呼
び
込

ん
で（
呼
子
）、
そ
こ
か
ら
陸
路
で
福
吉

（
前
原
）、
そ
し
て
福
岡
、
福
津
（
津
屋

崎
）
へ
と
宝
物
を
運
ん
で
い
っ
た
。

卑
弥
呼
は
埴
岡
の
里
を
中
心
に
近
畿
、

四
国
、
山
陰
、
山
陽
を
支
配
し
て
い
た

豪
族
ら
に
担
が
れ
、
邪
馬
壹
国
の
女
王

と
な
っ
た
こ
と
を
上
森
は
明
ら
か
に
し

た
。邪

馬
壹
国
の
女
王
卑
弥
呼
が
い
た
場

所
は
埴
岡
の
里
で
あ
り
、
永
遠
の
眠
り

に
つ
い
て
い
る
場
所
も
ま
た
埴
岡
の
里

で
あ
る
。
神
崎
郡
神
河
町
、
こ
こ
こ
そ

が
倭
国
の
〝
ま
ほ
ろ
ば
〟
な
の
で
あ
る
。

出
雲
と
卑
弥
呼
と
伊
勢
神
宮
の
関
係
、

そ
し
て
邪
馬
壹
の
真
相
を
、
天
照
主
大

神
様
が
き
っ
ち
り
と
教
え
て
い
る
よ
う

で
す
。
も
う
天
皇
家
も
含
め
て
、
こ
の

わ
が
国
の
本
当
の
歴
史
を
、
国
民
に
、

そ
し
て
全
世
界
に
知
ら
し
め
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
太
古
の
昔
、
我
が
国
の

天
皇
が
世
界
の
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト（
天
皇
）

だ
っ
た
時
代
が
存
在
し
た
こ
と
を
。

今
後
、
東
経
1
3
4
度
に
位
置
す
る

兵
庫
県
の
神
埼
部
神
河
町
や
隣
接
す
る

朝
来
市
生
野
町
に
ま
た
が
る
埴
岡
の
里

が
世
界
の
聖
地
と
な
る
の
で
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

『
邪
馬
壹
国
』、『
邪
馬
臺
国
』、『
邪

馬
台
国
』
に
つ
い
て

「
魏
志
倭
人
伝
」
は
三
世
紀
末
に
西
晋
の

陳
壽
に
書
か
れ
、
そ
れ
に
は『
邪
馬
壹

国
』
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。［
資
料
2
魏

志
倭
人
伝
］
こ
の
あ
と
五
世
紀
に
南
北

朝
時
代
の
南
朝
宋
の
時
代
で
編
者
范
曄

（
は
ん
よ
う
）
に
よ
り
書
か
れ
た「
後
漢

書
」
に
は『
邪
馬
臺
国
』
と
あ
る
。『
邪

馬
台
国
』
の
通
称
は
、「
邪
馬
臺
国
」
の

“
臺
”
の
字
を
、“
台
”
を
も
っ
て
代
用

し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
「
邪
馬
台
国
」

は
一
般
に
「
や
ま
た
い
こ
く
」
と
読
ま
れ

る
。
こ
の「
や
ま
た
い
こ
く
」
と
い
う
読

み
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
二
種
の
異
な
っ

● �●



た
体
系
の
漢
音
と
呉
音
を
混
用
し
て
い

る
。
例
え
ば
呉
音
で
は
ヤ
マ
ダ
イ
又
は

ヤ
メ
ダ
イ
、
漢
音
で
は
ヤ
バ
タ
イ
と
な

る
こ
と
か
ら
、「
魏
志
倭
人
伝
」
の
書
か

れ
た
当
時
の
中
国
に
お
け
る
音
が
「
や

ま
た
い
」
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
）

「
後
漢
書
」
か
ら
始
ま
っ
て
「
晋
書
」

以
下
の
官
選
史
書
は
す
べ
て
こ
れ
に
な

ら
っ
て
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

文
字
を
改
訂
す
る
こ
と
が
古
代
史
研
究

科
と
し
て
タ
ブ
ー
で
あ
る
こ
と
は
、
古

田
武
彦
氏
が
詳
細
な
論
説
を
試
み
て
い

る
。（
朝
日
新
聞
社
刊　

古
田
武
彦
著

『
邪
馬
台
国
は
な
か
っ
た
』）

当
日
の
参
加
者
は
会
員
19
名
、
非
会

員
25
名
、
合
計
44
名
で
あ
っ
た
。
今
回

の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円（
送

料
込
み
）で
す
。
事
務
局（
0
7
9
7
・

2‌

2
・
6
4
2
5
）ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●� ●

例えば、片方を決める行為は他方に影響を
与えてしまう。つまり素粒子レベルでは、厳密
には再現性は不成立である。また基礎的な性
質として、シュレディンガー波動方程式（1926、
シュレディンガー）に従っている。つまり、サ
イ（気）は、波動として、非局所的に（広く拡散
して）、様々な波の重ね合わせの状態で存在し
ている（あいまいである）が、波動の崩壊（収
縮）によって、大気イオン・ボール上の零点に、
確率的に、位置をきめることになる。なお、零
点は太極図（ともえ）状に組合せられた大気陰、
陽イオンを絞り込む（スピンする）事によって
得られる。つまり、観測（波動の崩壊）によっ
て、オーブの核を、確率的に､ 零点上に出現
させる（固定化する）事になる。

マクロPKは、体外にある物質と意識との
間の直接の相互作用を意味しているが、物質
と意識（無意識、心）のより深い処では、両者
は、区別が出来ないほどに類似している、と
考えられる。また、体外にある物質（オーブ）
と撮影者の意識（ASC、無意識）の間には相補
性（1927、ボーア）がある、と判断できる。相
補性とは、片方を顕在化しようとする行為は、
他方の出現を抑制することになる、しかし、両
者は互いに補合っていて、それぞれを知らな
いと、全体を知る事は出来ない。

一例として、裏表で構成されている事物（場
合）をみる。我々は、コインの表（A）と裏（B）
を同時に見ることはできない。しかしAとBの
両者を知らなければ、コインの全体を知ること
ができない。具体的に検討してみよう。オーブ

は物（写真像Aとする）と意識（波動Bとする）
で構成されている。片側のAに集中してオー
ブを観察すれば、Aの内容（オーブの画像）は
判るが、（この時には）裏側のB（意識）は判ら
ないことになる。

二番目の例として、平面的に白色と黒色で
構成されている「ルビンの壺」の場合をみる。
白色の側からみると壺であるが、黒色の側か
らみると対峙する2人の顔になる。しかし、同
時に壺と顔（白と黒）をみることは出来ない。
つまり、どちらかに的を絞って（注目して）、他
方は無視して見ることになる。オーブの場合
には、上記の、「表と裏」または「黒と白」のど
ちらの場合に相当するのだろうか。現在のと
ころ、与えられたオーブの写真像からは、オー
ブの意識面はみえてこない。

他方、マクロPKに関与するサイ（気）の重
要な性質として、ネガ・エントロピーがある。
例えば、日本と中国の共同研究（著者ら）の植
物、魚、水、卵などを対称にした実験をみる。
結果として、サイ（気）には、生命の成長を助
け、物質の秩序化を向上させるネガ・エントロ
ピーの性質のあることが判明した。つまり、サ
イ（気）には、無秩序の中から秩序をつくる「生
命の成長を助ける」性質がある。これは、サイ

（気）が生命である事を意味している。周知の
物質を対称とする「熱力学の第2法則」には違
反しているが、「生命の成長」を助けていると
言う性質の有る事が判った。マクロPKが持つ
この性質（ネガ・エントロピー）も、オーブを
解明する時の主要な要素となるであろう。



1．「オーブ」の撮影
半導体（CCD）内蔵のデジタル・カメラを用

いて、電離していると考えられる空間にむけて
フラッシュ撮影する。すると乳白色小円状の
オーブ（たまゆら）が、ノイズとして写り込ん
でくる。条件さえ選べば、誰にでも写す事が
出来る。

（1－1）物質的な条件
宇宙線や地表面上の放射線などの影響によ

り、空気構成成分の若干が電離して大気陰イ
オン、大気陽イオン、電子になっている。さら
に、これらが空気中のエアゾール（微細粒子）
等と結合して、大気陰陽イオン・ボールが形
成されている。朝方並びに夕方の薄暗く､ 湿
度の高い｛陽イオンがある｝空間、並びに人々
が集まるエネルギーの高い場所（祝い事、お祭
り、パワースポット等）で写り易い。近赤外線
領域（780nm～1.5μm）が写せるデジタル・カ
メラを用いて、フラッシュ撮影（1/1000sec）す
るとよい。写らない場合には、繰り返して撮影
するとよい。

（1－2）意識的な条件
お願いすると写る場合がある。また、オー

ブは意識と情報交換していると判断出来る場
合がある。雑念を捨てて（無心で）、集中して

（熱心に）シャッターを押す。予め瞑想法等を
試行して、より低周波の脳波（EEG）が出せる
様になった人ほどオーブが写り易い、と判断
している。つまり実験系に意識（ASC、無意識）
加入しているといえる。しかし、どうしても写
らない場合もありうる。以上の実験結果の結
論として、

（1）�オーブの出現は、マクロPK（マクロ念力）
現象である。多くの実験結果から、

（2）�意識と体外にあるオーブ（物質）との間を仲
介するのは、サイ（気）｛素粒子群｝である、
と判断できる。さらに、

（3）�オーブ出現には、未知の存在（SG）の助け
が必要である、と考えている。

（1－3）実験結果
一例を写真1～4に示す。写真1～2はオー

ブの核の生成以前の場合で、オーブ内部に模
様が無い場合（省略）。写真3～4は核成長（カ
オス）以後で、内部に模様（表情）がある場合

（省略）。

2．オーブの性質
オーブはマクロPKなので、オーブの出現に

は、撮影者の意識（ASC、無意識）が関係して
いる。意識とは「気づく」とか「相手に注意を
向ける」等を意味しており、時間的、空間的に
非局所的である。実は、この意識の母胎には
無意識があり、無意識の根底には、さらに個
人の心身の作用を超えた集合的、先天的、元
型的な層がある（ユング）という。実験から判
断すると、マクロPKに関与するのは、変性意
識状態（ASC）や無意識（集合的、元型的）であ
り、意識的な努力は、むしろ、出現阻止に作
用する傾向がある。

別報で述べたが、オーブの核は、エネルギー
一定条件で形成されている。マクロPKの場
合に意識と物質の間を仲介するのは「サイ（気）

｛素粒子群｝」である。他方、素粒子は量子力学
で記述されており、波動性と粒子性の2面性を
併せもっている。つまり、素粒子（光）は波で
あると同時に粒子でもある。さらに量子力学の
基本には、位置とその運動量は近似的にしか
知り得ない､ という不確定性原理（1924、ハイ
ゼンベルグ）がある。
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佐々木　茂美　　

「オーブ」の撮影とその性質「オーブ」の撮影とその性質



人が亡くなる時に頭頂部から煙のような靄
状のモノ（魂の緒）が抜ける“魂断ち”という
現象が起きる。魂の緒は命そのもので、この
緒が切れると死に至るといわれている。いわ
ば人間の生と死を分けるものが魂の緒でシル
バーコードとも呼ばれているものである。

私ごとだが、母親の臨終の際に、娘が母の
頭から靄状のモノが抜けるのを見たという場
面が印象に深い。この種の靄状のモノもオー
ブと関連があるように考える。

東日本大災害で壊滅した街や海辺では、
時々多数浮遊するオーブが写真に写ることが
ある。これらのオーブは突然の津波にのみこ
まれて亡くなった人たちの霊魂だと思われる。

現時点（2014－1/10）での震災による死者・
行方不明者は18 ,524人、さらに震災後関連死
した人は2,973人に上り、福島で直接死した人
の数を上回るようになった。

これらの方々の霊魂は早く真の救いと苦し
みからの解放を望んでいることだろう。

各地の被災地では慰霊碑が建てられ、故人
を鎮魂する行事が行われているが、御魂の成
仏安穏を願い、遺された人たちにも一日でも
早い心安らかな日々が訪れるよう望まれる。

犠牲となられた方々の御霊の安らかなる
ご冥福を心からお祈り申し上げます。� （終）

＊参考文献
（A）「脳と心」 小野瀬健人 かんき出版
（B）「脳と心」 “無意識と創造性” NHK
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図3　魂の緒

写真6　靄状オーブ

写真7　被災地のオーブ

写真8　被災地での鎮魂と上空のオーブ



（実験方法）
被験者には写真を見せ、大脳皮質のどの部

位に反応が起きるかを測定する。実験に使用
する写真は5枚で全て風景写真のように見える
が、その中の1枚に殺人事件の現場跡の今で
は単なる風景に見える写真を混ぜてある。被
験者には1枚ごと写真を見せ、その大脳の血
流の働きから、特に後頭葉の視覚野のイメー
ジの動性を測定した。

（実験の結果）
一般の被験者は、特にイメージ反応はさほ

どの変化を生じないが、霊視能力者では問題
の写真を視るなり、後頭葉の視覚野にイメー
ジの顕著な反応があった。やはり能力者には、
写真から何らかの情報を得て、連続的にイメー
ジ映像が脳に浮かび、視覚として視えている
ことが判明した。

優れた霊視能力者の霊視は、五感を越えた
外界や内界から意識体（霊）を通して、何らか
の情報やメッセージを感受して、イメージ（知
覚心像ともいう）に想起が起こり、視覚化され
るものと考える。時空を超えてイメージによる
視覚化から、過去、現在、ときには未来（予知）
まで視えることが可能なのかも知れない。

Ⅴ　霊姿現象とオーブについて
私論だが、オーブは霊体、幽体だと考える。

オーブの形状は主に球状のものが多いが、球
状のオーブが写った場所で、時には瞬時に靄
状のモノがしばしば写真に写ることがある。

球状のオーブと靄状のものとは、同じオー
ブだと考えられる。なぜなら、オーブは通常、
人の目では見えないが、フラッシュを照射した
写真には、靄状のもの同じ空間に球状のオー
ブが混交して写ることがあるからである。

私は（財）日本心霊科学協会内で「鏡視」とい
う実験室を設け、愛しい故人との再会を希望
する人たちが、他界した懐かしい人と会える
ことが出来るのか、という実験を行った。方
法は6畳ほどの薄暗い部屋（15W）に大きな鏡
を設け、その鏡をジーっと見つめていると鏡に
その故人が現れるというものである。約30名
ほど実験を試みたが、その内の約半数の人が、
煙のような靄状のモノとか、球体のもの、時に
は光を視たとの証言もある。中には亡き母親と
再会でき、言葉を交わして涙ぐんだ人さえい
た。その様子は暗視ビデオで撮影した。オー
ブや靄状、光なども写真に撮れた。やはりオー
ブは意識体という印象を持つ。
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写真3　大脳活動の測定

写真4　一般者と能力者とのイメージ測定 写真5　鏡視とオーブ



一方、「亡き人に一目会いたい」という強い
人の想念が霊の念の波動と同調した時、霊姿
を目撃するケースがある。また優しい人柄や
慈悲深い人なども霊に感じ易いとか。霊姿を
見たり、声を聞いたりすることがあるようだ
が、霊に頼られ易い。何時までもあまり悲しみ
の想いを持ち続けていると、霊は現世に未練
を残し幽界に残留して、先の霊界に進めない
こともあるので、亡き人たちへの追慕の念もほ
どほどが大事だと言われている。

Ⅲ　霊視のメカニズム
（通常の視覚情報伝達のシステム）

人が外界のものを目で見た情報は水晶体と
いうレンズを通して網膜に映し出される。ここ
には視細胞があり、その情報は電気信号に変
えられ視神経を通して、右視野の信号は左半
球に、左視野の信号は右半球の脳に送られる。
次に視床というところで情報は整理され大脳
皮質の視覚野へと入り、色、形、明度などの
情報を分析してモノを認識している。（A）

（霊視能力者の視覚システム）
スピリチュアル研究の立場でいえば、霊姿

現象は脳内の錯覚や幻視ばかりではなく、外
界の情報（霊=意識）を超感覚的知覚（ESP）あ
るいは霊的能力によって脳内で視覚化される
と考える。

霊視能力者は肉眼でも閉眼でも霊視できる
というが、多くは外界の情報を両眉の間の“第
三の眼”（チャクラ）でキャッチされるようだ。
その情報は電気信号に変えられ光波、磁力を
感知する松果体という器官（透視能力の関連器
官?）に入り、情報の関所といわれる視床に送
られ、脳神経の回路（A=10神経）を通って伝
達物質であるドーパミンを放出する。そして
連合記憶領域から後頭葉の視覚野に送られ電
気信号に変えられた情報があたかもバーチャ
ル・リアリティ（仮想擬似映像）のように次々
イメージ像として想起される。松果体は思春
期以降に退化するが、人により退化せず直観、
予知、透視能力が授かる人もいる。

最近の脳内機器の急速な進歩により、今ま
でブラックボックスだった脳の働きにも光があ
てられるようになった。特に特異能力で注目す
るのは、古い皮質から延びている快感中枢に
ある「A10神経」である。
「A10神経」はドーパミンの流れを制御する

働きがあり、薬物や過度の脳内刺激を受け制
御が外れると、「A10神経」からドーパミンが
多量に放出され常軌を逸した行動をとるよう
になる。

極度の苦痛や生死をさ迷った体験者とか、
重篤の病気や災害や事故で意識を失い臨死体
験をした人などは、その際に脳内の制御がは
ずれ苦痛を和らげるために「A10神経」から自
動的に大量のドーパミンという脳内麻薬物質
が放出され、それが一種の刺激剤となり、深
い意識から特異能力が授けられるとの説もあ
る。（B）

Ⅳ　大脳皮質の活動について
内外の霊視能力者、瞑想者、霊媒者や一般

者等の大脳活動について、病院の脳神経外科
の協力を得て「光トポグラフィー」測定機を使
用し、1年余（23回）実験測定を行った。「光ト
ポグラフィー」は、視覚、運動などの神経を司
る大脳皮質の活動を頭皮の外から赤外線を照
射し、血流のヘモグロビンによる神経活動を
リアルタイムで計測、コンピュータと連動した
測定機器である。
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図2　脳内のA10神経
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（3）磁力による幻覚説
鉱物には岩石磁力（rock magnetism）とい

う、主に残留磁気を含む岩石があるという。
火山が噴火して地上で固まった溶岩や海底

に沈殿した土砂の中には磁気を帯びた粒子が
あり、磁鉄鉱を含む花崗岩などもその類であ
る。これらの岩石から発生する磁力の乱れが、
人間の脳の神経回路を流れるイオンの微弱な
電流に作用して、思考に乱れを生じさせ幻覚
を引き起こすという説である。だが、この説も
被災地の浜辺では、人に幻覚を及ぼすほど強
い磁力の影響があるとは思えない。海岸の補
修作業をしている人たちは、いつも幻覚を引
き起こさねばならない理屈になるだろう。

（4）電圧効果幻覚説
カナダのローレンシア大学のマイケル・

パーシンガー博士の実験によると、脳に電気
刺激を与えると、右脳左脳の役割分担が崩れ、
体外離脱や神秘体験、幻覚などが起きるとい
う説がある。

あるテレビ番組では、幽霊の目撃者が多い
という兵庫県の六甲山で実地実験を行った。
その結果、地下深くに密集する断層の「圧電効
果」による地磁気の乱れから、脳の側頭葉の神
経細胞に異常な電圧が生じて、幻覚、幻像が
生じたという。いわば自然界で生じる磁気干
渉が、あたかも霊姿目撃の幻像を起こすとい
う論拠である。この説は一見科学的根拠を示
しているかのように思われる。

この東北の巨大地震は、確かに海底の活断
層の変動により、地磁気が乱れ脳に幻覚を生
じ霊姿目撃者が多いと考えられ無くはない。と
は言え、被災地では、誰しもが幻覚を見る訳
ではない。霊姿目撃の要因は他にあると考え
ている。

その他に幻覚、幻視は統合失調症や薬物中
毒者にも見られるが、被災地における霊姿目
撃には、それを除外する。

Ⅱ　霊姿現象についての考察
目撃証言は次のように様々である。

・�日没頃に瓦礫の中で小さな女の子が親を探
しているような姿が視えた。（瓦礫撤去の作
業員）

・�夜に津波で瓦礫となった車の中を覗いて歩
く子供連れの女性が現れた。（宗教家）

・��死んだ従兄弟が焼け跡にいた。（会社員）
・��夜に老夫婦の亡霊が歩道に立っていた。（警

備員）
・�夜に仮設住宅でおじさんを視た。（親族を津

波で亡くした10代の女の子）
・��夜中に一人の女性が手を挙げるので車に乗

せて走り始め、しばらくして後を振り向くと
誰もいなかった。（タクシー運転士）

等々、まだまだ目撃談も様々ある。

（霊姿の目撃場所）
・��津波の被害があった浜辺
・��津波にあった家や車の瓦礫の中
・��津波で流された墓地
・��非難場所の丘の途中道路
・��仮設住宅
・��市街地の銀行、商店街　等々

（場所での因果関係）
筆者は、優れた霊視能力者の同行を得て、

関東近県の20か所で霊姿目撃と場所との因果
関係の調査、検証を行ったことがある。

自殺、心中、殺人現場、墓地跡、処刑場跡、
ダム、トンネル、沼地、湖、他に戦災地、震
災地などである。いずれも非業の死を遂げた
場所である。不条理に死んだ人々の無念さは、
その場に霊の念が残留すると言われている。
成仏できない自縛霊や浮遊霊という未浄化霊
が幽界に留まるという。成仏できない霊が供
養成仏を願って出没したり、また魔の踏切、
魔の交差点と呼ばれる事故多発地点では、人
を引き込む邪霊などが霊視できるという。

被災地で霊姿現象を考察すると、突然の事
態で未だ死を自覚できずにいる犠牲者の霊（意
識体）が供養成仏を願って、その場にいる人の
波動と同調したとき、霊姿を見せるのではな
いかともいわれる。



●� ●

被災者の肉親が津波で亡くなり、家の中で
愛する肉親の霊姿を目撃するケースなどは、
会いたいという感情が募って何らかの陰影に
錯覚することはあり得ない話ではない。だが、
愛する家族と再会したいと念じて、仮にその
人の姿が視えたとするならば、恐怖心による
目の錯覚とは考え難い。

（2）暗示幻覚説
肉親が臨終の際に枕元に立つという話はよ

く耳にする。眠気を催し微睡状態になると非
暗示性が亢進する。半分目が覚めて周囲の状
況を大体把握しているのに、生々しい現実感、
恐怖感がともなった夢を見ると、幻視や幻覚
が生じるという説がある。

催眠暗示による霊視の再現実験を試みた。
霊姿目撃のない被験者（女性）に催眠をかけ、
術者が「霊が見えます」と暗示を与え、再び後
催眠暗示により目を開けさせ「目の前に霊姿が
見えるか」という実験である。

その結果、確かに実在しないのに「霊姿が見
える」という。いわば夢見の浅い意識低下状態

（トランス）では、普段は意識に上らない潜在
意識の記憶情報が幻視を生じさせるのだとい
う。従って、脳内の潜在意識がつくり出した
暗示幻覚説はあり得ないことでもない。

とは言え、この説だけで全ての霊姿目撃が
論証できるとは思えない。

さらなる検証として、霊視能力があると思う
一般女性（40代の主婦）による霊視実験も試み
た。場所はある公園の広場であるが、女性は
その場の因果を知る由もない。実は鎌倉時代
の“合戦の場”で、今は自殺者の霊が出るとい
う噂高い場所である。ここで視えたこと、感
じたことを報告してもらった。だが意外にも被
験者は「ここは合戦に負けた武士の処刑場で、
いま群衆が木立から覗き込んで見ている」とい
う。視える状況を絵に描いてもらったのが下
図である。

後日、郷土史家に訊くと、まさに女性の霊
視通りであった。因みに、その場所の案内書
には昔の事実は何も記載されていない。霊視
は時空を超えている。

先のように、嫁ぎ先の娘の夢枕に父親が現
れたケースは、まさに臨終時と同時刻だったと
いう話もあり、全て幻覚説だとする論拠にも無
理がある。

写真1　パレイドリア（pareidolia）

写真２　催眠暗示幻覚実験

図1　処刑を取り囲んで見る群衆



霊姿現象について

多数の命を奪った東日本大震災から三年目。
突然大切な人を失った人々の悲しみの思いは、
今も変わりなく募らせる。被災地では、「霊を
見た」「行方不明の母さんと再会した」「浜辺で
歩く大勢の亡霊を見た」、さらには行方不明の
肉親が「早く見つけてくれ、埋葬してくれ」と
枕元に現れたという。今も2,636人が行方不明
になっており、その家族の心の中では、生き続
けていることだろう。こうした被災地での様々
な声をテレビ、新聞が報じた。

2013年夏、NHKスペシャル「亡き人との“再
会”」では、生々しい霊姿の目撃証言などの声
を放送、大きな反響を呼んだ。好意的意見も
多く寄せられたが、それとは裏腹に怪談や迷
信、オカルトだとか、科学的に実証されてな
いものをなぜ取り上げるのか、との批判的な
声も聞かれた。唯物論的な思考しかできない
偏狭な人たちは、霊姿目撃などあり得ず非科
学的なことと一笑に伏されるであろう。

しかし霊姿目撃の事例は、国籍、人種、宗教、
教育、年齢を問わず多数報告されている。

現実を直視せず非科学的だと頭から否定す
ることこそ思考停止と言わざるを得ない。

人は誰でも必ず死ぬ運命にある。然るに“死
後の存続”の究明は“生と死”の意義を考える
証ともなる。災害をきっかけに事実を収集し
て真実を究明し、亡き人の声に耳を澄まして、
遺族の方々の“心のケアー”について考えるの
も意義ある事だと思う。

Ⅰ　霊姿現象の諸説について
霊姿現象とは、生霊や死霊および近似死状

態、臨死体験において霊の姿を目撃する、い
わゆる幽霊譚に見られる広義のゴースト現象
をいう。

地震、津波で突然最愛の人を失った家族に
とってはその事態を受け難く、その人々の悲痛
な感情は今も計り知れないものがある。心の
中で処理されない多くのさまざまな感情は霊
の投影との見方もできよう。だが霊姿の目撃
者は被災者とは限らない。地域以外の人たち
の中にも目撃者は存在する。ただし、現実に
見たモノが事実であっても、事実と真実とは
違う。錯覚や幻覚、幻視などもあり得る。霊
姿目撃は真実なのか。死後も霊魂は存続する
のか･･･霊姿現象に関する様々な仮説から考え
てみたい。

（1）目の錯覚説
“幽霊を見たり枯れ尾花”といわれるように、

心理的な恐怖感からの誤認や錯覚する事を精
神医学用語ではパレイドリア（変像機能性幻
覚）という。古壁のしみや木陰が顔や姿に見え
たりするように見間違うことだが、対象物に対
して誤った感覚や認識を得るのが錯覚であり、
存在しない対象物を存在すると見なしてしま
う幻覚とは区別される。

霊姿現象について
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七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明

～
オ
ー
ブ
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
～

　
　
　
　
講
師
　
小
林
　
信
正 

氏

　
　
　
（
特
異
能
力
研
究
所
代
表

　
　
　
　
　
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
）

何
も
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
る
空
間

か
ら
、
物
を
叩
く
音
が
発
生
す
る
現
象

を
ラ
ッ
プ
音（（rap

＝
叩
音
）と
呼
び
、

昔
か
ら
霊
魂
が
出
現
す
る
と
き
の
音
で

心
霊
現
象
の
一
つ
だ
と
い
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
海
外
で
は
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ

ス
ト
現
象
だ
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
未
だ
に
そ
の
音
の
発
生
原
因

は
不
明
で
あ
り
、
正
体
は
定
か
で
あ
り

ま
せ
ん
。

ラ
ッ
プ
音
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

あ
り
、
割
り
箸
が
折
れ
る
よ
う
な
音
、

ハ
ン
マ
ー
で
物
体
を
叩
い
て
い
る
よ
う

な
音
、
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
音
、
足
音

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

日
々
、
こ
れ
ら
ラ
ッ
プ
音
に
怯
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
住
人
達
の
訴
え
に
よ
り
、

テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
を
兼
ね
て
、
現
場

に
特
殊
な
撮
影
機
器
及
び
物
理
的
測
定

機
器
を
準
備
し
て
調
査
、
徹
底
観
測
、

撮
影
を
敢
行
し
ま
し
た
。

想
定
さ
れ
る
原
因
の
仮
説
と
し
て
し

て
は
、
①
人
工
電
磁
波
説
、
②
ウ
ォ
ー

タ
ー
ハ
ン
マ
ー
現
象
説
、
③
建
築
建
材

工
法
説
、
④
低
周
波
に
よ
る
振
動
、
共

鳴
説
、
⑤
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
現
象
説
、

⑥
オ
ー
ブ
に
よ
る
心
霊
現
象
説
、
等
々
。

建
築
家
や
音
響
専
門
家
た
ち
に
現
場
の

立
ち
会
い
を
依
頼
し
、
家
屋
の
構
造
調

査
や
建
材
等
の
音
響
実
験
、
音
源
の
分

析
等
に
よ
る
検
証
を
試
行
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
住
人
の
心
理
状
態
の
意
識
調
査

も
行
い
ま
し
た
。

検
証
の
結
果
、
ラ
ッ
プ
音
の
発
生
に

は
オ
ー
ブ
が
介
在
し
て
霊
的
な
可
能
性

が
大
で
あ
り
、
し
か
も
オ
ー
ブ
が
何
ら

か
の
意
思
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
ま
す
。

“
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
〟
ラ
ッ
プ
現

象
が
頻
発
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
現
場

の
実
態
を
ビ
デ
オ
で
収
録
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が

ら
、
考
察
を
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
土
地
に
は
良
し
悪
し
が
あ
り
、

住
居
に
は
避
け
た
い
土
地
に
関
し
て
も

お
話
し
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
長
年
東
京
キ
ー
局
の
チ
ー
フ
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
心
霊
現
象
や
能
力

者
に
関
し
て
科
学
的
検
証
も
含
め
た
多

今
月
号
の
記
事

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
第
22
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
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全
国
大
会
研
究
発
表
募
集

◎
関
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サ
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科
学
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、
九
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研
究
集
会
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告
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サ
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科
学
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七
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九
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研
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告
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九
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告
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サ
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イ
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仁
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● ❷●

く
の
番
組
を
制
作
し
て
こ
ら
れ
た
講
師

な
の
で
、
興
味
深
い
お
話
が
沢
山
紹
介

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
は

ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
ご
参
加

願
い
ま
す
。

●
小
林
信
正
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
8
年
2
月
、
東
京
生
ま
れ
。

東
京
写
真
大
（
現
東
京
工
芸
大
）
卒
後
、

慶
応
大
で
哲
学
、
心
理
学
を
専
攻
。

T
V
局
勤
務
、
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
、
部
長
と
し
て
多
数
の
番
組
制
作

に
永
年
携
わ
る
。
定
年
退
社
後
、
T
V

制
作
会
社
の
代
表
取
締
役
と
し
て
多
数

の
放
送
番
組
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
制
作
。

大
学
や
企
業
研
修
の
講
師
な
ど
も
務
め
、

特
異
能
力
研
究
会
を
主
宰
し
て
意
識
と

サ
イ
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
著
に
神
社
仏
閣
50
選
「
ご
利
益
さ

ま
」
縁
結
び
編
。

日
時　

平
成
26
年
7
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円　

一
般
三
千
円

　
　
　

学
生
一
千
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

※
8
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
で
す
。

※
9
月
本
部
例
会
の
講
師
は
、
現
在
交

渉
中
で
す
。
決
定
し
ま
し
た
ら
、
7
月

の
本
部
例
会
終
了
後
、
公
式
サ
イ
ト
に

掲
載
し
ま
す
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
願
い
ま

す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
6
／
8
受
領
分
ま
で
）

金
二
万
二
千
円
也　

森
安　

政
仁　

様

金
三
千
三
百
円
也　

吉
田　

一
美　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飯
見　
　

勇　

様

金
一
千
円
也　
　
　

占
部　

浩
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

赤
松　

洋
一　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
22
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

第
8
回
　
U
F
O
・
O
R
B
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム 

テ
ー
マ
　
第
2
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
革
命
　

　
「
地
球
人
一
人
ぼ
っ
ち
説
」
か
ら

　
「
宇
宙
人
て
ん
こ
盛
り
説
」
へ

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
革
命
は
天
動
説
か
ら

地
動
説
へ
の
転
換
に
あ
っ
た
!

現
在
進
行
形
の
第
2
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス

革
命
と
は
「
地
球
人
一
人
ぼ
っ
ち
説
」

か
ら
「
宇
宙
人
て
ん
こ
盛
り
説
」
へ
の

転
換
で
あ
る
。
ハ
ッ
ブ
ル
宇
宙
望
遠
鏡
、

ケ
プ
ラ
ー
宇
宙
望
遠
鏡
等
の
発
見
の

数
々
は
こ
の
宇
宙
に
は
た
く
さ
ん
の
銀

河
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
地
球
型
惑
星

が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
。

ジ
ォ
ル
ダ
ー
ノ
・
ブ
ル
ー
ノ
の
復

権
!?
最
新
の
U
F
O
・
オ
ー
ブ
情
報

を
紹
介
し
、
さ
あ
て
、
第
2
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
革
命
を
論
じ
ま
し
ょ
う
か
!?　

日
時　

平
成
26
年
7
月
21
日
（
月
）　

 

　
　
　

10
時
～
17
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0‌

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

一
般
会
費　

一
〇
〇
〇
円

会
員
会
費　

五
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・
太

陽
の
会
会
員
）

�
（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
） 

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
26
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
24
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
12
日
（
日
）
に
北

と
ぴ
あ
に
て
、
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員

の
研
究
発
表
+
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ
ー

マ
は
「
サ
イ
と
天
変
地
異
」）
が
予
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は

積
極
的
な
発
表
ご
参
加
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
テ
ー
マ
は

天
変
地
異
に
関
し
て
な
く
て
も
O
K
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い

発
見
、
現
在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ

ー
タ
取
り
を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、

偶
発
現
象
（
U
F
O
、
心
霊
現
象
等
）

の
目
撃
と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々

な
サ
イ
現
象
の
仮
説（
理
論
）な
ど
「
サ

イ
」
に
関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結

構
で
す
の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究

成
果
を
ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

研
究
発
表
の
予
稿
集
原
稿
は
、
後
日

今
年
度
の
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
に
も

掲
載
さ
れ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い
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た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
例
会
の
お
知
ら
せ

放
射
能
分
解
理
論
の
発
見
と
可
能

技
術
の
数
々

　
　
　
　
講
師
　
高
尾
　
征
治 

氏

日
時　

平
成
26
年
7
月
19
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
例
会
の
お
知
ら
せ

セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
「
人
生
を
変
え

る
一
番
シ
ン
プ
ル
な
方
法
」

　
　
講
師
　
安
藤
　
理（
お
さ
む
）氏

日
時　

平
成
26
年
9
月
20
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

生
霊
に
つ
い
て

　
　
　
　
講
師
　
森
安
　
政
仁 

氏

日
時　

平
成
26
年
7
月
6
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

会
場　

森
安
商
店

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
本
川
内
1
6
6

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

交
通　

J
R
長
与
駅
下
車
徒
歩
20
分

　
　
　

長
崎
バ
ス　

洗
切
小
学
校
前

　
　
　

下
車
徒
歩
2
分　

会
費　

無
料

※
人
生
相
談
も
伺
い
ま
す

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

心
の
調
和
に
つ
い
て

　
　
　
　
講
師
　
森
安
　
政
仁 

氏

日
時　

平
成
26
年
9
月
7
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

会
場　

森
安
商
店

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
本
川
内
1
6
6

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

交
通　

J
R
長
与
駅
下
車
徒
歩
20
分

　
　
　

長
崎
バ
ス　

洗
切
小
学
校
前

　
　
　

下
車
徒
歩
2
分　

会
費　

無
料

※
人
生
相
談
も
伺
い
ま
す

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
26
年
9
月
20
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

眞
野
接
骨
院
ホ
ー
ル

名
古
屋
市
昭
和
区
御
器
所
3
・
4
・
21 

　
　
　

0
5
2
・
8
7
1
・
9
0
6
0

交
通　

地
下
鉄
鶴
舞
線
荒
畑
駅
下
車

　
　
　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
1
分　

会
費　

無
料

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

☆
新
役
員
の
ご
挨
拶

六
月
八
日
の
通
常
総
会
に
お
い
て
、

平
成
26
年
か
ら
の
新
役
員
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
の
で
ご
挨
拶
を
掲
載
致
し
ま
す
。



会
長
退
任
の
ご
挨
拶

新 
日
本
サ
イ
科
学
会
名
誉
会
長

　
　
　
　
　
　
佐
々
木 

茂
美

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
に
よ
り
ま

し
て
、
長
い
間
会
長
職
を
勤
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
て
現
在
84

才
、
あ
た
ま
の
回
転
も
お
そ
く
な
り
、

少
々
ぼ
け
て
き
て
、 

迷
惑
を
お
掛
け
す

る
事
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

皆
様
方
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
サ
イ

科
学
会
も
危
機
的
な
状
態
を
脱
し
て
、

や
っ
と
、
隆
盛
の
機
運
が
巡
っ
て
き
ま

し
た
。
会
員
数
も
増
え
て
来
て
、
論
文

数
も
ま
し
、
有
識
者
が
よ
く
連
絡
し
て

く
る
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
言

う
意
味
で
、
明
る
い
兆
し
が
で
て
来
た

と
思
う
の
で
す
。

こ
の
際
、
会
長
を
交
代
し
て
、
マ
ン

ネ
リ
を
打
破
し
て
、
新
し
い
方
向
に
進

歩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
思
い
ま

す
。私

の
希
望
と
し
て
、
日
本
サ
イ
科
学

会
と
し
て
、
定
款
を
変
え
な
い
で
欲
し

い
、
と
言
う
事
が
あ
り
ま
す
。
宜
敷
く
、

御
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

新 

日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
浪
平
　
博
人

こ
の
た
び
会
長
の
任
を
承
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
浪
平
博
人
で
す
。
初
代
の

関
英
男
先
生
お
よ
び
そ
れ
を
継
ぐ
佐
々

木
茂
美
先
生
と
い
う
大
変
立
派
な
会
長

を
戴
い
て
、
サ
イ
科
学
会
は
“
心
と
心
”

な
ら
び
に
“
心
と
物
”の
間
の
相
互
作
用

は
確
か
に
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
、

こ
れ
を
で
き
る
だ
け
科
学
的
に
解
明
す

る
こ
と
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
初
の
茫
漠
と
し
て
い
た
こ
の
分
野

は
、
そ
の
全
貌
が
整
理
さ
れ
さ
ら
に
俯

瞰
的
に
体
系
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

科
学
的
な
方
法
論
に
沿
っ
て
深
く
考
究

さ
れ
て
、
論
文
と
い
う
誰
も
が
内
容
を

確
認
で
き
る
形
で
記
述
さ
れ
る
に
至
り
、

当
会
は
質
を
伴
っ
て
発
展
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
両
会
長
の
長
年
に
わ

た
る
卓
越
し
た
ご
指
導
の
賜
物
で
あ
り

ま
す
。

サ
イ
科
学
会
を
量
の
面
か
ら
眺
め
ま

す
と
、
少
し
前
の
社
会
の
不
況
の
あ
お

り
を
受
け
た
会
員
数
の
減
少
傾
向
へ
の

対
処
に
苦
慮
い
た
し
ま
し
た
が
、
一
番

苦
し
い
時
は
過
ぎ
わ
ず
か
な
が
ら
回
復

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
次
の
発
展
の
予
兆

と
し
て
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

さ
て
、
人
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す

と
、“
こ
れ
で
す
べ
て
わ
か
っ
た
”
と
さ

れ
る
時
代
は
後
世
か
ら
み
る
と
結
果
と

し
て
偏
っ
た
停
滞
の
時
代
で
し
た
。
翻

っ
て
今
日
を
眺
め
る
と
、
い
ま
は
量
で

あ
ら
わ
さ
れ
な
い
も
の
は
無
視
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る
科
学
万
能
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
我
々
は
不
思
議

な
こ
と
を
正
面
か
ら
欺
か
れ
な
い
眼
で

見
つ
め
健
全
な
疑
問
を
抱
き
、
そ
れ
を

解
明
し
よ
う
と
す
る
者
の
集
い
で
あ
り

ま
す
。
時
代
の
先
端
を
歩
む
も
の
で
あ

ろ
う
と
確
信
す
る
次
第
で
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
得
て
、
会
の
発
展
に
尽
力
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

新 

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
久
保
田 

昌
治

私
は
生
来
好
奇
心
旺
盛
な
方
で
、
水

を
主
要
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
現
在
日
本
化
学
会
を
始
め
10
前

後
の
学
会
に
加
入
し
て
い
る
が
ほ
と
ん

ど
の
学
会
で
会
員
が
減
少
し
て
い
る
。

か
つ
若
い
人
の
参
加
が
少
な
く
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。
当
サ
イ
科
学
会
も
最

盛
期
と
い
う
か
会
員
数
が
最
も
多
か
っ

た
時
期
に
比
べ
半
減
し
て
い
る
。
こ
の

現
象
は
出
生
率
が
低
下
し
て
き
て
い
る

● ❹●



こ
と
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
。
現
に

会
員
が
増
加
し
て
い
る
学
会
も
数
少
な

い
が
あ
る
。
知
る
範
囲
で
は
例
え
ば
日

本
医
療
・
環
境
オ
ゾ
ン
学
会
な
ど
。

学
会
の
存
在
価
値
は
会
員
数
だ
け
で

云
々
は
出
来
な
い
が
現
に
会
員
数
が
増

え
て
い
る
か
減
っ
て
い
る
か
は
重
要
な

意
味
を
持
つ
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
会
員
が
現
に
増
え
て
い

る
学
会
を
分
析
し
て
見
る
と
今
の
時
代

が
喫
緊
に
求
め
て
い
る
も
の
に
答
え
ら

れ
る
は
っ
き
り
し
た
も
の
が
あ
る
と
い

う
こ
と
。
す
な
わ
ち
今
の
社
会
に
夢
を

与
え
る
役
立
つ
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ

と
。
こ
の
よ
う
な
視
点
で
サ
イ
科
学
会

を
見
直
し
て
見
る
と
サ
イ
科
学
会
の
守

備
範
囲
に
は
今
の
社
会
で
あ
り
時
代
が

求
め
て
い
る
も
の
に
答
え
ら
れ
る
可
能

性
を
持
つ
も
の
が
幾
つ
も
あ
る
。

具
体
的
に
は
い
わ
ゆ
る
超
常
現
象
等

の
解
明
、
今
の
科
学
的
と
い
わ
れ
る
捜

査
手
法
で
は
中
々
犯
人
に
辿
り
着
か
な

い
通
り
魔
的
事
件
の
解
決
、
病
気
の
治

療
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
こ
れ
か
ら
益
々

重
要
性
が
増
す
予
防
医
学
分
野
、
さ
ら

に
画
期
的
な
省
エ
ネ
省
資
源
技
術
な
ど

が
上
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
会
員
が
減
っ
て
い
る
の
は
学
会
や
学

会
活
動
が
正
し
く
評
価
さ
れ
て
い
な
い

か
ら
で
は
な
い
か
?　

サ
イ
科
学
会
お

よ
び
会
員
は
も
っ
と
一
般
の
人
に
活
動

内
容
を
分
か
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
努
力

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
?　

こ
の
よ

う
な
地
道
な
活
動
・
努
力
が
会
員
増
に

も
つ
な
が
り
ま
た
社
会
に
も
役
立
つ
基

に
な
る
と
考
え
る
。

学
会
の
使
命
と
し
て
は
真
理
の
探
究

と
い
う
重
要
な
役
割
が
あ
る
が
そ
れ
と

同
時
に
実
際
の
社
会
に
役
立
つ
と
い
う

こ
と
が
特
に
現
在
で
は
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

新 

日
本
サ
イ
科
学
会
副
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
信
正

「
魂
の
究
明
と
向
上
の
た
め
に
」

近
年
、
私
た
ち
は
合
理
的
な
科
学
的

思
考
の
恩
恵
か
ら
便
利
さ
や
快
適
で
文

化
的
生
活
を
享
受
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
他
方
で
は
、
原
因
不
明

の
病
気
、
貧
富
の
拡
大
、
文
化
と
精
神

の
崩
壊
、
凶
悪
犯
罪
、
自
殺
な
ど
、
さ

ら
に
は
異
常
気
象
と
か
食
品
の
有
害
化

学
物
質
や
原
発
事
故
の
放
射
線
問
題

等
々
、
一
歩
間
違
え
ば
人
類
が
危
機
に

晒
さ
れ
る
深
刻
な
問
題
が
投
げ
か
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
物
質
文
明
と
精
神
文
明
の
溝
を

埋
め
る
の
は
、
心
と
心
、
心
と
物
質
を

つ
な
ぐ
命
を
重
視
し
た
未
知
（psi

）
現

象
を
科
学
的
に
研
究
し
、
そ
の
成
果
を

人
類
に
貢
献
す
る
こ
と
が
「
日
本
サ
イ

科
学
会
」
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
思
い

ま
す
。

心
霊
現
象
に
惹
か
れ
て
約
50
年
。
私

は
現
役
時
に
テ
レ
ビ
で
「
霊
＝
恐
怖
」

と
い
う
図
式
の
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
世
の

中
に
流
し
た
事
へ
の
後
悔
か
ら
、
今
そ

の
払
拭
に
お
け
る
私
自
身
の
使
命
と
し

て
も
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
微
力
な

が
ら
正
し
い
知
識
を
提
供
し
て
人
々
の

お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
私
は
本
学
会
に
て
「
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
」
を
立
ち
上

げ
ま
す
。

「
霊
魂
＝
命
、
精
神
の
源
」
で
あ
り
、

魂
は
生
と
死
を
何
度
も
繰
り
返
し
、
私

た
ち
は
い
ま
再
び
こ
の
世
に
生
か
さ
れ

て
、
い
ま
生
き
る
意
味
と
は
何
な
の
か
?

そ
の
課
題
を
解
い
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
に
関
心
が
あ
る
有

志
と
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、
お
互
い
に

学
び
合
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。“
魂
の

向
上
”
に
目
覚
め
る
の
は
、
今
で
す
!

会
員
以
外
の
方
で
も
大
歓
迎
で
す
。

お
誘
い
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

新 

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
眞
野
　
博
英

今
般
、
栄
誉
あ
る
「
中
部
日
本
サ
イ

科
学
会
」
を
担
当
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
眞
野
博
英
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
の
よ
う
な
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
前
会
長
の
山
田
哲
三
先
生
、
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あ
た
た
か
い
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
小
林
泰
樹
事
務
局
長
、
他
、
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
諸
兄
諸
姉

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
還
暦
ま
で
30
年
以
上
、
接
骨
院

を
通
し
て
、
医
療
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
が
、
還
暦
の
年
に
思
い
も
よ
ら
ず
、

厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
66
歳
の
今
日
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
状
況

を
改
善
す
べ
く
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
山
田
会
長
の
築
い
て
こ
ら

れ
た
中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
を

受
け
継
い
で
、
日
本
サ
イ
科
学
会
の
一

員
と
し
て
、
参
加
者
の
皆
様
と
共
に
明

る
い
未
来
の
た
め
に
努
力
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

新 

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
森
安
　
政
仁

「
九
州
会
を
受
け
継
ぐ
に
あ
た
っ
て
」

こ
の
度
、
金
子
輝
夫
会
長
の
後
任
と

し
て
九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
の
会
長
を

務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

長
崎
の
森
安
政
仁
で
ご
ざ
い
ま
す
。

心
霊
の
世
界
に
出
会
っ
た
の
は
、
40

歳
の
時
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
正
直
、

霊
と
い
う
と
何
と
な
く
胡
散
臭
さ
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
長
崎
在

住
の
志
岐
先
生
（
故
人
）
と
い
う
方
が

全
国
か
ら
電
話
で
遠
隔
治
療
の
無
料
奉

仕
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
折
し

も
私
は
腰
痛
、
肩
こ
り
な
ど
身
体
の
不

調
の
た
め
伺
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
不

思
議
に
も
身
体
が
見
事
軽
く
な
り
、
目

に
見
え
な
い
力
（
サ
イ
現
象
）
の
不
思

議
な
働
き
に
驚
嘆
し
た
の
で
す
。

以
来
、
心
霊
の
世
界
に
目
覚
め
、
先

生
と
共
に
研
鑽
を
積
み
、
4
～
5
年
経

っ
て
か
ら
私
も
他
人
を
癒
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
実
践
活
動

と
研
究
を
兼
ね
て
、
全
国
か
ら
縁
あ
る

人
々
の
無
料
奉
仕
に
努
め
て
い
ま
す
。

人
々
が
素
直
な
気
持
ち
で
、
感
謝
、
愛
、

奉
仕
と
い
っ
た
も
の
に
目
覚
め
る
と
、

心
身
に
変
化
が
生
じ
る
こ
と
は
事
実
で

す
。
中
で
も
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
い

ま
生
か
さ
れ
て
い
る
命
の
尊
さ
に
目
覚

め
、
先
祖
を
敬
い
、
父
母
に
孝
養
を
尽

く
し
、
家
庭
で
は
慈
し
み
の
心
を
育
て
、

社
会
で
は
人
間
関
係
の
調
和
を
は
か
る

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

33
年
間
学
ん
だ“
目
に
見
え
な
い
力
”

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
縁
あ
る
人
々
と
共

に
学
び
合
い
、
少
し
で
も
世
の
中
に
広

め
て
お
役
に
立
ち
た
い
と
決
心
、
九
州

会
を
引
き
受
け
た
次
第
で
す
。

よ
ろ
し
く
ご
指
導
の
ほ
ど
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
25
年
5
月
本
部
例
会
報
告

イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育

　
　
　
　
　
講
師
　
浪
平 

博
人 

氏

　

ロ
ザ
ノ
フ
の
暗
示
学
習
法
「
サ
ジ
ェ

ス
ト
ペ
デ
ィ
ア
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
「
暗
示
に
よ
り
心
の
束

縛
を
取
り
、潜
在
能
力
を
自
由
に
す
る
。」

方
法
で
、
主
に
語
学
の
学
習
に
適
用
さ

れ
、
一
日
一
千
語
を
覚
え
さ
せ
た
と
い

う
記
録
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
で

は
関
英
男
先
生
が
「
加
速
学
習
法
」
と

し
て
、
東
海
大
学
で
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
感
性
に
重
き
を
置
く
右
脳
教

育
と
も
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
私
が
お
話
し
す
る
も
の
は
、
論

理
的
な
内
容
を
対
象
に
し
て
お
り
ま
し

て
、
意
味
を
瞬
間
的
に
伝
達
す
る
こ
と

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
達
成
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

物
事
と
い
う
の
は
な
か
な
か
伝
え
に

く
い
の
で
す
が
、
伝
言
ゲ
ー
ム
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。
最
初
の
一
人
か
ら
あ

る
内
容
を
、
例
え
ば
20
人
く
ら
い
順
番

に
小
さ
な
声
で
ひ
そ
ひ
そ
と
伝
え
る
ゲ

ー
ム
で
す
が
、
最
初
の
人
と
最
後
の
人

で
は
そ
の
内
容
が
と
ん
で
も
な
く
違
っ

て
い
る
、
ま
た
そ
こ
に
面
白
さ
を
見
い

だ
す
の
で
す
が
。

　

つ
い
最
近
の
こ
と
で
す
が
、
あ
る
高

校
生
が
「
う
さ
ぎ
追
い
し
か
の
山
」の

歌
詞
を
「
う
さ
ぎ
美
味
し
か
の
山
」
と

と
っ
て
い
て
、「
な
ぜ
う
さ
ぎ
は
美
味

し
い
の
だ
ろ
う
? 

か
の
山
と
は
何
だ
ろ

う
?
」
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
す
。

　

も
っ
と
面
白
い
の
は
昔
の
話
で
す
が
、

教
育
勅
語
の
「
夫
婦
相
和
し
」
を
魚
屋

の
お
兄
さ
ん
が
「
ふ
う
ふ
は
い
わ
し
」

と
と
っ
て
い
て
、
天
皇
陛
下
は
我
々
に

ず
い
ぶ
ん
気
を
遣
っ
て
お
ら
れ
る
の
だ

な
、
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　

要
す
る
に
物
事
は
「
自
分
の
理
解
で

き
る
よ
う
に
理
解
す
る
」
と
い
う
こ
と
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な
の
で
す
。
だ
か
ら
知
識
の
伝
達
に
お

い
て
は
客
観
性
が
大
切
だ
と
い
う
の
で
、

形
式
的
に
な
り
、
手
順
に
分
解
し
た
り
、

抽
象
化
し
た
り
、
数
式
・
記
号
を
使
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
意
味

が
分
か
ら
な
い
、
何
の
こ
と
を
言
っ
て

る
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
実

際
の
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
論
理
的
か
つ
複
雑
な
事
柄
の
伝

達
に
お
い
て
は
、
対
処
法
と
し
て
「
分

割
統
治
法
」
と
い
う
も
の
に
基
づ
い
て
、

①
全
体
を
い
く
つ
か
の
部
分
に
分
割
し
、

②
部
分
を
説
明
す
る
。
部
分
自
体
に
高

い
理
解
を
要
求
さ
れ
る
も
の
は
沢
山
あ

り
ま
す
。
③
部
分
を
集
め
れ
ば
全
体
に

な
る
、
と
い
う
方
法
で
す
。

　

し
か
し
、
部
分
を
集
め
た
も
の
が
全

体
だ
ろ
う
か
? 

と
い
う
疑
問
が
出
て
き

ま
す
。
従
っ
て
実
感
と
し
て
は
“
生
き

た
全
体
”に
は
な
り
に
く
い
の
で
す
ね
。

「
分
か
る
と
は
何
か
?
」
と
い
う
こ

と
に
対
し
て
、
数
学
者
の
岡
潔
先
生
は

「
理
解
の
内
容
に
は
度
合
い
が
あ
る
」
と

述
べ
ら
れ
て
、「
形
式
的
理
解
」
と「
情

緒
的
理
解
」
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
形
式
的
理
解
」
と
い
う
の
は
、
手
順
と

し
て
分
か
る
、「
情
緒
的
理
解
」
と
い
う

の
は
、
腑
に
落
ち
た
、
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
両
者
は
違
う
の
で
す
。

　

そ
の
上
に
「
ク
オ
リ
ア
」
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。「
ク
オ
リ
ア
」
と
は
震
え

る
よ
う
な
感
動
、
そ
れ
を
聞
い
た
だ
け

で
パ
ァ
ー
ッ
と
人
生
全
部
が
変
わ
る
と

い
う
こ
と
が
実
際
に
あ
る
わ
け
で
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

　

意
味
と
は
何
か
、
と
い
う
の
を
考
え

て
み
ま
す
。
た
と
え
話
と
か
都
々
逸
は

な
ぜ
判
り
や
す
い
の
か
。「
百
合
の
よ
う

な
お
嬢
さ
ん
」「
竹
を
割
っ
た
よ
う
な

男
」
こ
の
表
現
は
日
本
人
に
は
判
り
ま

す
が
、
外
人
に
は
判
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

「�

こ
ぼ
れ
松
葉
を
あ
れ
見
や
し
ゃ
ん
せ

枯
れ
て
落
ち
て
も　

二
人
連
れ
」

夫
婦
は
仲
良
く
し
な
け
れ
ば
い
か
ん
ぞ

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
も
日
本
人
な

ら
判
り
ま
す
。
そ
れ
は
背
景
が
よ
く
判

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
我
々
は
同
一
の

空
間
を
共
有
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
外

人
に
は
何
の
こ
と
か
判
ら
な
い
の
で
す
。

　

意
味
と
は
自
分
の
価
値
座
標
で
測
っ

た
値
で
す
。
座
標
軸
は
各
々
異
な
る
の

で
、
自
分
に
と
っ
て
の
意
味
は
人
に
よ

っ
て
違
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
伝
達
に
お

い
て
は
、
ま
ず
、
意
味
を
共
有
す
る
こ

と
が
大
切
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
の
後
、

細
部
の
手
順
を
伝
え
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
ど
の
部
分
の
詳
細
か
関
連
が
判
る

わ
け
で
す
。

　

こ
こ
で
人
の
認
識
に
つ
い
て
、
考
え

て
み
ま
す
。

　

見
え
る
も
の
は
何
か
? 

一
人
一
人
の

も
つ
価
値
観
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。「
見
え
る
も
の
」
と
は
、
あ
る

実
体
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
そ
の
人
の
価

値
平
面
で
切
り
取
る
断
面
で
す
。
そ
の

断
面
は
人
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、
見

え
る
も
の
は
変
わ
る
の
で
す
が
、
み
な

真
実
な
の
で
す
。

　

従
っ
て
価
値
平
面
と
い
う
の
は
、
偏

見
の
塊
な
の
で
す
。
こ
こ
で
面
白
い
の

は
、
偏
見
は
そ
れ
を
強
め
る
よ
う
に
事

実
を
解
釈
す
る
の
で
す
。
実
は
ど
の
よ

う
に
し
て
、
自
分
の
凝
り
固
ま
っ
た
見

方
を
変
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
創

造
性
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

　

現
代
の
教
育
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、

普
遍
性
を
重
ん
じ
て
、
形
式
的
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、

形
式
智
に
偏
る
わ
け
で
す
。
学
校
教
育

に
お
い
て
、
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
記
憶

す
る
こ
と
で
す
。
何
で
も
い
い
か
ら
、

こ
の
解
法
を
覚
え
ろ
と
い
う
こ
と
に
な

る
わ
け
で
す
。
特
に
日
本
は
根
本
を
思

索
す
る
と
い
う
伝
統
が
薄
い
か
ら
、
独

創
的
な
も
の
は
出
に
く
い
の
で
す
。
同

形
式
の
延
長
の
改
善
は
得
意
な
の
で
す
。

だ
か
ら
時
代
が
が
ら
っ
と
変
わ
り
、
形

式
が
大
幅
に
変
わ
る
と
、
大
損
を
す
る

わ
け
で
す
。

　

科
学
の
発
祥
を
考
え
て
み
ま
す
。

　

真
理
と
い
う
も
の
は
、
あ
る
が
ま
ま

で
は
な
く
、
何
か
美
し
い
原
理
が
あ
る

は
ず
だ
と
い
う
信
念
を
も
っ
て
捜
す
と

き
、
見
つ
か
る
の
で
す
。
一
神
教
と
し

て
の
神
の
存
在
を
前
提
に
、
美
し
い
も

の
が
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
ま
す
。
合
理

性
を
仮
定
し
、
美
し
い
原
理
を
仮
定
し
、

○
○
と
は
何
か
? 

と
い
う
姿
勢
が
あ
っ

て
、
科
学
と
い
う
も
の
が
生
ま
れ
る
の

で
す
。

　

さ
て
、
意
味
の
伝
達
の
新
し
い
工
夫

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。
多
く
の

人
々
に
伝
え
る
こ
と
で
は
、
教
育
空
間

と
で
も
い
う
べ
き
、
意
味
の
共
有
と
い

う
こ
と
が
ま
ず
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
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せ
ん
。
多
様
な
解
釈
軸
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
っ

て
発
信
方
法
に
冗
長
性
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
冗
長
度
が
高
い
も
の
は
何
か
? 

そ
れ
は
視
覚
で
す
。
な
ぜ
高
い
か
? 

窓

の
外
に
見
た
景
色
を
、
中
の
人
に
説
明

す
る
と
き
に
言
葉
で
は
な
か
な
か
伝
わ

り
ま
せ
ん
が
、
写
真
な
ら
パ
ッ
と
伝
わ

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
I
T
技
術
が
ど
ん
ど
ん
発
展

し
て
い
ま
す
。
考
え
て
み
れ
ば
、
人
間

の
認
識
の
度
合
い
と
い
う
の
は
、
そ
の

時
代
に
使
え
る
メ
デ
ィ
ア
に
依
存
し
ま

す
。
望
遠
鏡
の
な
い
時
代
は
ど
う
だ
っ

た
か
? 

そ
れ
は
目
で
見
る
し
か
な
い
の

で
す
が
、
ど
ん
な
に
目
の
い
い
人
で
も

あ
る
限
度
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
、
天
体
は
神
の
世
界
に
な

り
、
確
か
め
る
術
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
レ
ン
ズ
が
発
明
さ
れ
、
望

遠
鏡
が
で
き
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

判
っ
て
き
ま
し
た
。
太
陽
は
黒
点
が
あ

り
、
フ
レ
ア
も
あ
っ
て
、
今
ま
で
の
認

識
と
は
違
う
、
近
い
星
、
遠
い
星
も
あ

る
し
、
無
限
の
彼
方
に
あ
る
星
も
あ
る

こ
と
を
知
り
、
初
め
て
無
限
と
い
う
も

の
が
認
識
で
き
ま
し
た
。

　

あ
る
い
は
、
そ
の
後
蒸
気
機
関
が
発

明
さ
れ
、
人
間
の
認
識
が
変
わ
っ
て
き

て
、
自
然
と
い
う
も
の
は
征
服
し
う
る

も
の
だ
と
い
う
実
感
が
わ
い
て
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
に
、
人
間
の
認
識
と
い

う
も
の
は
、
何
が
使
え
る
か
に
よ
っ
て

決
ま
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
今
は
I
T
技
術
で
す
。
あ
れ

は
化
け
物
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ま
だ
ま

だ
I
T
の
使
い
方
と
い
う
の
は
単
純
に

し
か
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
本
質
的
に
速

さ
や
メ
モ
リ
ー
と
い
う
も
の
し
か
使
っ

て
い
な
く
て
、
智
恵
を
入
れ
る
と
い
う

こ
と
を
や
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

そ
こ
に
非
常
に
大
き
な
ブ
レ
ー
ク
ス
ル

ー
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

さ
て
視
覚
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
す
。

　

量
的
特
徴
は
、
情
報
量
が
非
常
に
大

で
あ
る
。
質
的
特
徴
は
①
異
な
っ
た
も

の
の
中
に
統
一
的
な
も
の
を
見
る
、
統

一
的
な
も
の
を
見
る
と
い
う
の
は
、
意

味
を
見
る
、
②
図
の
中
に
、
規
則
性
、

シ
ン
メ
ト
リ
、
簡
単
な
要
素
を
見
る
、

③
複
雑
さ
の
中
に
単
純
さ
を
見
る
、

④
変
化
に
敏
感
、
強
度
の
二
次
導
関
数

を
感
知
す
る
→
境
界
を
察
知
す
る

　

下
図
は
、「
カ
ニ
ッ
ツ
ア
の
三
角
形
」

と
い
っ
て
、
マ
ッ
ハ
バ
ン
ド
：
境
界
に

一
つ
の
境
界
線
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
、

実
際
に
は
な
い
境
界
を
見
ま
す
。
→
上

向
き
三
角
形

　

左
図
は
多
数
の
（
x
、
y
デ
ー
タ
：

図
の
左
側
）
が
数
値
で
与
え
ら
れ
て
い

て
、
そ
れ
ら
の
点
を
座
標
軸
に
プ
ロ
ッ

ト
す
る
と
、
2
つ
の
群
に
分
か
れ
る
と

い
う
こ
と
が
、
パ
ッ
と
判
り
ま
す
。
数

値
だ
け
見
て
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
グ
ル

ー
プ
は
見
え
ま
せ
ん
。

「
目
は
意
味
を
探
す
」一
例
と
し
て
、

左
図
の
右
側
に
は
帽
子
姿
の
「
貴
婦
人

の
上
半
身
」
が
見
え
、
左
側
に
は
髭
を

は
や
し
た
「
コ
サ
ッ
ク
騎
兵
の
顔
」
が

見
え
ま
す
。
最
初
に
見
え
な
く
て
も
、

一
旦
見
え
た
ら
、
そ
れ
以
外
に
は
見
え

な
く
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
教
育
方
法
論
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
。

　

時
間
の
順
序
に
並
ん
だ
い
く
つ
か
の
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画
像
デ
ー
タ
を
見
た
だ
け
で
、
我
々
は

因
果
関
係
を
パ
ッ
と
取
り
出
し
て
、
中

の
意
味
を
く
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
は
我
々
の
“
悟
性
“
と
い
う
も
の

が
や
る
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
や
る

の
か
は
よ
く
判
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
本

当
は
大
変
な
能
力
で
す
。

　

我
々
は
意
味
の
伝
達
を
中
心
に
し
た

教
育
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
ま
ず
悟
性
の
活
用
を
し
よ
う
、
そ

れ
は
何
か
と
い
う
と
、
論
理
の
動
的
視

覚
化
を
行
う
、
そ
の
た
め
の
電
子
黒
板

な
ど
を
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

具
体
的
方
法
論
と
し
て
は
、

目�

的
：
論
理
的
内
容
の
本
質
を
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
学
ぶ
者
の
生
の
感
覚
（
ク

オ
リ
ア
）
に
直
接
伝
達
し
、
学
生
の

感
動
を
引
き
出
す
教
育
方
法

方�

法
：
論
理
的
内
容
の
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
使
っ
た
動
的
な
視
覚
化
を
行
う

（
従
来
の
視
覚
化
は
、
結
果
の
視
覚

化
）

機�

能
：
意
味
の
瞬
間
伝
達
（
説
明
に
先

立
っ
て
、
概
念
の
共
有
）
と
疑
似
経

験
（
あ
の
場
合
、
こ
の
場
合
を
自
動

的
に
発
生
）
か
ら
、
創
造
的
発
展
に

対
応
可
能
に
す
る

　

論
理
と
は
何
か
と
い
う
と
、
あ
る
状

態
が
あ
っ
て
、
そ
の
状
態
を
変
え
る
よ

う
な
駆
動
則
が
論
理
と
な
り
ま
す
。
初

期
状
態
か
ら
変
化
し
て
、
最
終
状
態
ま

で
、
論
理
を
す
べ
て
視
覚
化
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
非
常
に
面
白
い
わ
け

で
す
。

　

Education

（
引
き
出
す
）
の
実
現

　

身
近
な
話
題
か
ら
入
っ
て
、
そ
れ
ら

に
対
し
「
な
ぜ
?
」
と
い
う
疑
問
を
問

い
か
け
、
学
生
の
興
味
を
引
き
出
し
、

対
話
に
よ
り
「
な
ぜ
?
」
の
問
い
を
深

化
さ
せ
、
適
切
に
誘
導
す
る
こ
と
に
よ

り
、
解
答
を
考
え
さ
せ
、
討
議
に
よ
り

一
般
的
な
理
論
の
理
解
へ
至
ら
し
め
る

よ
う
な
教
育
の
工
夫
を
し
た
い
。
こ
れ

を
、
分
野
ご
と
に
作
り
上
げ
る

　

こ
れ
に
よ
り
何
が
変
わ
る
か
?

　

不
可
能
が
可
能
と
な
り
、
効
率
が
桁

外
れ
と
な
り
、
教
育
技
術
が
ソ
フ
ト
の

中
に
組
み
込
ま
れ
る
の
で
、
伝
承
可
能

と
な
り
ま
す
。
す
べ
て
数
理
的
な
対
象

の
イ
メ
ー
ジ
で
す
の
で
、
タ
イ
ト
ル
を

そ
の
国
の
言
葉
に
翻
訳
す
れ
ば
、
ソ
フ

ト
は
そ
の
ま
ま
世
界
で
使
え
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
今
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ご

紹
介
し
ま
し
ょ
う
!

※
こ
の
後
、
動
的
視
覚
化
の
多
数
の
教

材
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
お
話
の
通

り
文
字
で
は
表
現
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

日
本
サ
イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト

http://hom
epage3.nifty.com

/PSIJ/
ト
ッ
プ
頁
に
あ
る
「
浪
平
博
人
氏　

動

画
集
」
の
リ
ン
ク
か
ら
、Y

ouT
ube

の

動
画
を
ご
視
聴
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
八
十
六
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

今
ガ
ン
を
見
直
す

　
　
　
　
講
師
　
土
橋
　
重
隆 

氏

と
き　
　

平
成
26
年
3
月
15
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

土
橋
重
隆
氏
は
外
科
医
・
医
学
博
士

1
9
5
2
年
和
歌
山
県
生
ま
れ
。
1
�9�

7
8
年
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
卒
業
。

1
9
8
1
年
西
日
本
で
最
初
の
食
道
静

脈
瘤
内
視
鏡
的
栓
塞
療
法
を
手
が
け
、

そ
の
後
2
0
0
0
例
の
食
道
静
脈
瘤
症

例
に
内
視
鏡
的
治
療
を
施
行
す
る
。

1
9
9
1
年
、
和
歌
山
県
で
最
初
の

腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
手
術
を
行
う
。
2�

0
0
0
年
、
帯
津
三
敬
病
院
に
て
終
末

医
療
を
経
験
、
現
在
は
三
多
摩
医
療
生

協
・
国
分
寺
診
療
所
で
外
来
診
療
を
行

っ
て
い
る
。
ガ
ン
や
生
活
習
慣
病
に
は

「
治
療
の
主
役
は
医
者
で
は
な
く
患
者
さ

ん
と
説
き
、
全
国
各
地
で
講
演
を
展
開
。

著
書
に『
ガ
ン
を
作
る
心　

治
す
心
』

（
主
婦
と
生
活
社
）『
ガ
ン
を
超
え
る
生

き
方
』（
徳
間
書
店
）『
突
き
抜
け
る
生

き
方
』（
あ
う
ん
／
藤
原
直
哉
氏
と
の

●❾ ●



共
著
）、『
50
歳
を
超
え
て
ガ
ン
に
な
ら

な
い
生
き
方
』（
講
談
社
）、
玄
侑
宗
久

氏
と
共
著『
生
き
る
。
死
ぬ
。』（
デ
ィ
ス

カ
バ
ー
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
な
ど
多
数
。

な
ぜ
病
気
に
な
る
の
か
?
病
気
の
本

質
と
は
何
か
、
生
き
る
と
は
何
か
。
自

分
の
体
の
変
化
に
対
応
し
よ
う
と
し
て

頑
張
っ
て
い
る
の
が
ガ
ン
で
あ
る
。
自

分
を
酷
使
し
た
生
き
方
を
変
え
る
と
末

期
で
あ
っ
て
も
治
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
。
治
る
も
の
は
少
し
後
押
し
す
れ

ば
治
っ
て
い
く
。
病
気
は
そ
の
「
意
味

と
関
係
」
を
我
々
に
伝
え
る
た
め
に
現

れ
た
も
の
。
そ
の
役
割
と
は
・
・
・
・
。

健
康
に
つ
い
て
考
え
た
い

サ
イ
科
学
会
で
は
生
前
の
関
先
生
に

話
を
聞
い
て
お
り
、
サ
イ
科
学
会
と
は

長
い
つ
き
あ
い
で
あ
る
。

私
は
外
科
医
で
先
端
的
な
手
術
を
専

門
に
行
っ
て
い
た
。
今
の
医
者
は
数
値

と
画
像
が
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う

い
う
や
り
方
を
し
て
い
る
う
ち
に
病
気

と
は
何
か
、
治
ら
な
い
人
は
な
ぜ
か
と

疑
問
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
の
医
学
は
た
ま
た
ま
病
気
に
な

っ
た
か
ら
そ
の
病
気
を
排
除
す
る
と
い

う
も
の
で
、
何
故
病
気
に
な
っ
た
の
か

と
い
う
考
え
方
は
な
い
。

私
は
こ
の
問
題
を
追
究
す
る
た
め
、

統
合
医
療
を
行
っ
て
い
る
関
東
の
病
院

へ
行
っ
た
。
し
か
し
そ
の
病
院
で
も
病

気
は
殆
ど
治
ら
な
い
。
病
気
に
苦
し
ん

で
い
る
患
者
は
「
家
庭
の
医
学
」
な
ど

を
読
ん
で
病
院
へ
く
る
の
だ
が
、
結
果

は
苦
し
ん
で
死
ん
で
い
く
。

今
の
病
院
で
は
疑
問
を
持
っ
て
は
い

け
な
い
。
何
故
か
と
考
え
て
は
駄
目
。

病
院
で
は
診
断
さ
れ
、
病
名
が
つ
い

た
ら
対
症
療
法
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
。

つ
ま
り
現
代
医
学
は
、
原
因
を
取
り
除

く
と
い
う
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
い
な

い
。病

気
と
い
う
起
き
た
事
実
が
問
題
で

あ
っ
て
そ
の
原
因
を
ま
っ
た
く
無
視
し

て
い
る
。

実
際
は
病
気
に
な
っ
て
も
治
る
人
は

治
る
。
治
ら
な
い
人
は
治
ら
な
い
。
あ

る
患
者
の
話
。
同
居
人
と
の
関
係
で
潰

瘍
に
な
っ
た
。
や
が
て
考
え
方
が
変
わ

り
、
目
の
色
が
変
わ
っ
て
元
気
に
な
っ

た
。抗

が
ん
剤
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
の

使
い
方
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
手
術
す

る
前
に
抗
ガ
ン
剤
を
使
っ
て
、
小
さ
く

し
て
か
ら
取
り
ま
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

次
は
、
手
術
し
て
取
っ
た
け
れ
ど
も
、

ま
だ
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、

画
像
も
数
値
も
問
題
な
い
け
れ
ど
、
予

防
的
に
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
も
の
。

三
つ
目
が
問
題
で
、
手
術
で
き
な
い
、

手
術
し
て
も
再
発
し
て
ど
う
に
も
で
き

な
い
と
い
う
患
者
さ
ん
に
、
抗
ガ
ン
剤

を
使
お
う
と
い
う
も
の
。

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

医
者
は
身
内
で
は
な
く
他
人
だ
か
ら

薬
が
出
せ
る

国
民
保
険
は
実
は
国
民
の
た
め
の
も

の
で
は
な
い
。
国
家
資
格
と
は
厚
労
省

の
下
請
け
、
こ
れ
は
山
分
け
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。

「
こ
れ
が
基
本
で
あ
る
」
と
厚
労
省

が
決
め
て
お
り
、
こ
れ
し
か
出
来
な
い
。

こ
れ
以
外
の
方
法
を
行
う
と
医
師
の
資

格
を
は
く
奪
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
で
は
平
均
値
の
治
療
し
か

で
き
ず
、
こ
れ
で
は
病
気
は
治
ら
な
い
。

本
来
病
気
は
長
生
き
す
る
た
め
に
あ

る
。
何
事
も
長
所
半
分
で
あ
る
。
つ
ま

り
病
気
は
視
点
を
変
え
れ
ば
幸
運
を
も

た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
今
の
医
者
は
国

民
皆
保
険
に
よ
り
治
し
て
い
る
か
ら
そ

の
よ
う
な
観
点
が
な
い
。

実
は
病
気
は
必
然
的
に
な
る
の
で
あ

る
。例

え
ば
、
お
か
し
な
も
の
を
食
べ
て

下
痢
と
い
う
病
気
に
な
り
そ
し
て
正
常

に
戻
る
。

ま
た
風
邪
を
ひ
い
て
熱
を
出
し
、
こ

れ
に
よ
り
正
常
に
な
る
。

病
気
に
心
当
た
り
の
あ
る
人
な
い
人

が
い
る
が
必
ず
原
因
が
あ
る
。

乳
ガ
ン
に
な
っ
た
人
の
場
合
、
医
学

的
に
は
病
気
（
ガ
ン
）
が
見
つ
か
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
手
術
、

放
射
線
、
抗
が
ん
剤
と
進
ん
で
い
く
。

実
際
は
治
る
人
は
治
り
、
治
ら
な
い
人

は
治
ら
な
い
の
だ
が
。

関
東
の
病
院
に
行
っ
た
と
き
乳
が
ん

の
患
者
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
情
報
に
あ

ふ
れ
て
お
り
訳
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て

い
た
。
そ
の
よ
う
な
患
者
た
ち
か
ら
生

活
歴
を
聞
い
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
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に
ヒ
ン
ト
が
出
て
き
た
。
そ
れ
は
右
か

左
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
原

因
が
見
え
て
き
た
。

も
ち
ろ
ん
環
境
、
食
べ
物
に
も
原
因

が
あ
る
。
ま
た
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
の

場
合
も
原
因
が
あ
る
。

乳
ガ
ン
の
場
合
、
右
の
乳
ガ
ン
の
人

は
夫
婦
仲
が
悪
い
と
か
親
と
の
関
係
で

心
理
的
な
ス
ト
レ
ス
の
あ
る
人
が
多
い
。

一
方
左
の
乳
ガ
ン
の
人
は
。
人
の
依
頼

に
従
う
タ
イ
プ
で
親
の
介
護
な
ど
で
肉

体
的
に
過
剰
な
負
担
を
抱
え
た
人
が
多

い
。こ

れ
を
避
け
る
に
は
生
活
を
変
え
れ

ば
よ
い
。
こ
れ
ま
で
、
不
自
然
な
生
活

を
し
て
き
た
こ
と
を
認
め
れ
ば
よ
い
。

病
気
に
な
る
こ
と
は
実
は
そ
の
人
の
病

歴
、
生
活
史
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。健

康
だ
け
が
大
事
な
わ
け
じ
ゃ
な
い
。

病
気
を
し
な
が
ら
さ
ら
に
健
康
に
な
っ

て
い
く
。
一
般
的
に
は
、
病
気
を
敵
対

視
し
て
、
そ
れ
を
克
服
す
る
、
闘
病
す

る
と
い
っ
た
形
で
と
ら
え
る
こ
と
が
多

い
が
、
生
命
の
視
点
で
考
え
る
と
、
そ

ち
ら
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

ガ
ン
に
な
る
臓
器
と
そ
の
人
の
性
格

や
生
き
方
は
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
。胃

ガ
ン
の
人
は
、
と
に
か
く
生
真
面

目
で
あ
る
。
私
が
診
て
き
た
の
は
ガ
ン

の
患
者
さ
ん
が
中
心
で
あ
る
が
、
胃
、

十
二
指
腸
を
病
む
方
と
い
う
の
は
、
何

事
も
真
面
目
で
、
言
わ
れ
た
こ
と
に
対

し
て
、
平
均
以
上
に
真
面
目
に
取
り
組

む
。
そ
れ
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し
ま

う
。
肺
ガ
ン
の
人
は
、
病
気
を
怖
れ
、

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
が

免
疫
力
を
落
と
し
て
、
ガ
タ
ガ
タ
に
な

り
や
す
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
予
防

接
種
は
す
す
め
ら
れ
な
い
。

マ
ス
コ
ミ
（
N
H
K
、
新
聞
等
）
が

言
っ
て
い
る
こ
と
に
ま
ど
わ
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
。

ガ
ン
に
な
る
人
は
真
面
目
で
常
識
的

な
人
、
皆
と
同
じ
ル
ー
ル
の
人
で
社
会

的
に
結
果
を
残
し
た
人
に
多
い
。

食
事
療
法
と
か
○
○
療
法
で
は
治
ら

な
い
。
療
法
で
は
な
く
自
分
の
生
活
史

の
方
を
治
す
こ
と
で
あ
る
。
お
金
の
あ

る
人
が
そ
の
よ
う
な
療
法
に
拘
る
ケ
ー

ス
が
多
い
が
、
そ
の
う
ち
療
法
に
こ
だ

わ
っ
て
自
分
の
金
が
な
く
な
っ
て
治
す

努
力
を
や
め
た
ら
治
っ
て
い
く
。

病
気
は
自
分
自
身
も
周
囲
の
人
も
よ

く
す
る
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
ガ
ン
に

な
る
こ
と
で
学
べ
る
。
ガ
ン
に
は
力
が

あ
る
。
家
族
が
集
ま
る
と
か
。

ガ
ン
は
自
分
の
過
去
で
あ
る
。
人
は

因
果
律
で
生
き
て
い
る
。
過
去
を
断
ち

切
れ
ば
自
由
律
で
あ
る
。
ガ
ン
は
（
死

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
よ
う
な
病
気
は
）

生
き
方
を
変
え
な
さ
い
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
あ
る
。

病
気
は
日
常
生
活
か
ら
発
生
す
る
。

非
常
識
、
非
日
常
に
な
る
と
ガ
ン
で
あ

る
必
然
性
が
な
く
な
る
。

私
は
自
在
な
自
我
を
持
つ
医
師
に
な

り
た
い
。
皆
と
同
じ
で
は
天
分
を
生
か

す
と
は
言
え
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
が
こ
の
時
代
に
合
う
能
力

が
あ
る
筈
で
あ
る
。

薬
は
病
状
を
抑
え
る
だ
け
の
も
の
で

治
す
も
の
で
は
な
い
。
現
在
の
医
学
は

修
理
と
管
理
を
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
治
療
と
言
っ
て
い
る
。
病
気
は

必
然
で
数
字
や
画
像
に
は
現
れ
な
い
意

味
と
価
値
が
あ
る
。
早
期
診
断
、
早
期

治
療
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
病
人
を

つ
く
る
だ
け
で
あ
る
。

一
度
「
こ
の
風
邪
に
は
ど
ん
な
意
味

と
価
値
が
あ
る
の
か
」
と
考
え
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
あ
る
。

西
洋
医
学
も
代
替
医
療
も
意
味
と
価

値
を
認
め
な
い
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。

す
べ
て
に
意
味
と
価
値
が
あ
る
の
だ
。

こ
れ
が
分
か
れ
ば
生
き
て
い
る
価
値
が

見
え
て
く
る
。

病
気
が
存
在
し
て
い
る
の
は
必
然
性

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

今
我
々
（
日
本
人
）
に
は
哲
学
が
な

い
。
幹
、
枝
が
な
く
て
情
報
の
葉
っ
ぱ

の
み
。
そ
う
い
う
教
育
が
行
わ
れ
て
い

る
。
葉
っ
ぱ
だ
け
見
て
い
て
は
、
病
気

の
場
合
も
問
題
は
解
決
し
な
い
。

今
日
の
話
は
枝
と
幹
の
話
で
あ
る
。

病
気
は
治
そ
う
と
し
て
も
治
せ
な
い
。

治
る
も
の
は
少
し
後
押
し
し
て
あ
げ
れ

ば
治
っ
て
い
く
。
病
気
は
そ
の
「
意
味

と
関
係
」
を
我
々
に
伝
え
る
た
め
に
必

然
的
に
現
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
役

割
が
終
わ
れ
ば
消
え
て
い
く
も
の
な
の

だ
。善

悪
、
浄
穢
、
正
邪
、
真
偽
…
…
こ

れ
ら
の
対
立
す
る
概
念
が
こ
だ
わ
り
を

生
じ
さ
せ
、
我
々
に
苦
の
世
界
を
体
験

さ
せ
る
。
こ
れ
が
、
私
た
ち
が
味
わ
っ

て
い
る
常
識
の
世
界
だ
。
常
識
的
な
人

は
分
別
の
あ
る
人
、
立
派
な
人
と
み
な

さ
れ
る
が
、
つ
ね
に
何
か
と
戦
っ
て
い

る
。「

こ
れ
で
い
い
」
と
い
う
答
え
が
見

い
だ
せ
な
い
ま
ま
、
た
え
ず
葛
藤
し
て

●� ●



い
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
無
分
別
は
時
と
し
て

解
決
で
き
な
い
問
題
を
も
解
決
に
導
く
。

こ
の
無
分
別
こ
そ
「
不
二
」
の
世
界
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
不
二
は
、
今
日
の
よ

う
な
出
口
の
見
え
な
い
暗
闇
の
社
会
を

新
し
い
明
る
い
社
会
に
変
え
て
い
く
キ

ー
ワ
ー
ド
に
違
い
な
い
。　
　
　
　
　

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

ガ
ン
・
病
気
な
ど
悪
と
み
な
さ
れ
て

い
る
も
の
に
は
意
味
と
価
値
が
あ
る
と

い
う
。
我
々
は
も
の
の
見
方
を
根
本
か

ら
見
直
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の

か
も
知
れ
な
い
。

そ
こ
に
達
し
た
時
こ
そ
病
の
な
い
世

界
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
、
非
会

員
23
名
、
合
計
37
名
で
あ
っ
た
。

今
回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0

0
円
（
送
料
込
み
）
で
す
。

事
務
局
（
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4

2
5
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
八
十
七
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

霊
感
・
霊
能
力
に
つ
い
て

　
　
　
　
講
師
　
小
林
　
信
正 

氏

と
き　
　

平
成
26
年
4
月
19
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

〇
小
林
信
正
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
8
年
2
月
、
東
京
生
ま
れ
。

東
京
写
真
大
（
現
東
京
工
芸
大
）
卒
後
、

慶
応
大
で
は
哲
学
、
心
理
学
専
攻
。
T�

V
局
勤
務
、
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

部
長
と
し
て
多
数
の
番
組
制
作
に
携
わ

る
。
定
年
退
社
後
、
T
V
制
作
会
社
の

代
表
取
締
役
と
し
て
放
送
番
組
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
制
作
。
大
学
や
企
業

研
修
の
講
師
な
ど
を
務
め
る
。
そ
の
傍

ら
特
異
能
力
研
究
所
を
主
宰
し
て
意
識

と
サ
イ
の
研
究
を
行
う
。
日
本
サ
イ
科

学
会
理
事
。
前
（
財
）
日
本
心
霊
科
学

協
会
常
任
理
事
。
新
著
に
神
社
仏
閣
50

選
「
ご
利
益
さ
ま
」
が
あ
る
。

霊
感
と
は
、
霊
的
な
モ
ノ
を
受
動
的

に
感
じ
る
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
こ
と
を
指
す
の
に
対
し
て
、

霊
能
力
は
霊
的
な
モ
ノ
を
自
発
的
に
感

知
し
、
そ
の
事
柄
は
何
で
あ
る
か
を
解

釈
で
き
る
能
力
を
言
い
ま
す
。
通
常
の

人
間
で
は
知
り
え
な
い
事
柄
を
見
た
り
、

聴
い
た
り
、
霊
言
し
た
り
、
除
霊
、
浄

霊
、
心
霊
的
治
療
能
力
を
行
使
す
る
者

を
総
称
し
て
霊
能
者
と
か
霊
能
力
者
と

い
い
ま
す
が
、
霊
能
師
、
浄
霊
師
と
か

チ
ャ
ネ
ラ
ー
な
ど
と
い
う
呼
び
方
も
あ

り
ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

小
林
氏
は
1
9
6
0
年
頃
か
ら
、
こ

れ
ら
の
霊
的
能
力
に
興
味
を
抱
き
、
現

在
ま
で
に
国
内
の
み
な
ら
ず
外
国
の
霊

感
、
霊
能
力
者
と
称
す
る
人
た
ち
約
3�

2
0
人
余
り
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
霊
視
や
除
霊
な
ど

の
実
験
検
証
、
さ
ら
に
は
海
外
の
能
力

開
発
研
究
所
や
心
霊
治
療
の
養
成
機
関

な
ど
の
取
材
や
霊
能
力
者
の
脳
内
の「
光

ト
ポ
グ
ラ
フ
」
に
よ
る
血
流
活
動
の
比

較
測
定
を
試
み
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
映
像
を
試
写
し
な
が
ら
、
霊
能
力
者

の
実
態
と
能
力
開
発
法
及
び
そ
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
研
究
の
一
端
を
お
話
し
し
て
頂

き
ま
し
た
。

霊
感
・
霊
能
力
に
つ
い
て

Ⅰ　

霊
感
・
霊
能
力
・
霊
媒
と
は

Ⅱ　

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ス
ト

Ⅲ　

霊
能
力
者
列
伝

Ⅳ　

心
霊
現
象
と
心
霊
能
力

Ⅴ　

霊
能
力
の
発
現
に
つ
い
て

Ⅵ　

霊
能
力
開
発
法

Ⅶ　

霊
能
力
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

Ⅷ　

霊
能
力
者
の
資
質

Ⅸ　

悪
徳
霊
能
力
者
の
見
分
け
方

Ⅹ　

預
言
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

意
識
の
主
体
は

［�

唯
物
論
］　

脳
神
経
科
学　

脳　

意

識
を
生
み
出
す　

心

［�

唯
心
的
二
元
論
］
哲
学
、
宗
教
、
心

霊　

脳
は
魂
が
身
体
運
動
す
る
た
め

の
媒
介
装
置　

霊
魂
～
不
死
～
輪
廻

転
生

［�

普
遍
的
唯
心
論
］　

量
子
力
学
の
素

粒
子
論　

宇
宙
意
識
～
素
粒
子

● �●
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霊
魂
と
は

霊
（
れ
い
、
た
ま
）
は
、
す
ぐ
れ
て

神
妙
な
も
の
、
神
、
こ
こ
ろ

魂
（
こ
ん
、
た
ま
し
い
）
精
神
を
つ

か
さ
ど
る
精
気

Ⅰ　

霊
感
・
霊
能
・
霊
媒

天
才
と
霊
感

詩
人
・
文
学
者
／
石
川
啄
木
、
宮
沢
賢

治
、
夏
目
漱
石
、
土
井
晩
翠
、
芥
川
龍

之
介
、
太
宰
治
、
川
端
康
成
、
三
島
由

紀
夫
、
ゲ
ー
テ
、
ト
ル
ス
ト
イ
、
コ
ナ

ン
ド
イ
ル

発
明
家
／
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン

チ
、
ニ
ュ
ー
ト
ン

音
楽
家
／
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
、
シ
ョ
パ
ン
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ

ィ画
家
／
ゴ
ッ
ホ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
セ
ザ

ン
ヌ
、
ミ
レ
ー

学
者
／
湯
川
秀
樹
、
岡
潔
、
デ
カ
ル
ト
、

ベ
ン
ゼ
ン
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、

霊
感
／
ス
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ

Ⅱ　

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ス
ト

霊
能
力
者
の
タ
イ
プ

Ⅲ　

日
本
の
霊
能
力
者
列
伝

卑
弥
呼
、
役
小
角
、
空
海
、
安
倍
清

明
、
日
蓮
、
祐
天
、
中
山
み
き
、
出
口

な
お
、
出
口
王
仁
三
郎
、
長
南
年
恵
、

御
船
千
鶴
子
、
長
尾
郁
子
、
三
田
光
一
、

亀
井
三
郎
、
小
谷
喜
美
、

Ⅳ　

心
霊
現
象
と
心
霊
能
力
と
は

霊
能
力

（
1
）
精
神
的
心
霊
現
象

霊
能
力
、
霊
視
、
霊
言
、
人
体
透
視
、

心
霊
鑑
定
、
降
霊
会

（
2
）
物
理
的
心
霊
現
象

物
品
出
現
、
物
品
引
き
寄
せ
、
物
質

化
霊
、
エ
ク
ト
プ
ラ
ズ
ム
と
は
、
自
動

書
記
、
死
者
の
肖
像
画
、
自
動
描
画
、

霊
界
の
画
家
が
描
か
せ
た
と
い
う
絵
画
、

自
動
演
奏
イ
ギ
リ
ス
の
音
楽
霊
媒
師
、

オ
ー
ブ
は
霊
魂
?　

オ
ー
ブ
の
変
形
?

鏡
視　

臨
死
体
験
の
研
究
者
レ
イ
モ
ン

ド
・
ム
ー
デ
ィ
博
士
が
行
っ
た
研
究
で

実
験
で
は
、
か
な
り
の
確
率
で
個
人
と

再
会
し
た
と
い
う
。

実
験
方
法
は
六
畳
ほ
ど
の
部
屋
に
四

方
を
暗
幕
で
囲
い
、
正
面
の
壁
に
縦

1
・
2
m
×
横
1
m
の
鏡
を
設
置
し
、

そ
の
鏡
の
前
に
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
・
チ

ェ
ア
ー
を
用
意
、
背
後
に
15
W
の
電
球

を
置
く
。
そ
の
チ
ェ
ア
に
横
た
わ
り
故

人
の
思
い
出
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
鏡
の
奥
を
見
つ
め
る
（
図
1
参
照
）。

（
3
）
心
霊
治
療

直
接
治
療
・
遠
隔
治
療
、
イ
ギ
リ
ス

の
心
霊
治
療
、
ヒ
ー
リ
ン
グ

憑
依
現
象
、
除
霊
、
浄
霊
、
加
持
祈

祷
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
心
霊
手
術

世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
特
異
能
力
者

　

ジ
ョ
ン　

オ
ブ　

ゴ
ッ
ド

過
去
世
療
法
、
転
生
し
た
勝
五
郎
、

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
と
転
生

日
本
に
馴
染
み
の
食
文
化　

日
本
文

化
の
源
流

光
と
の
遭
遇
、
体
外
離
脱
現
象
（
O�

B
E
）、
霊
界
テ
レ
ビ
映
像

Ⅴ　

霊
能
力
の
発
現
に
つ
い
て

（
Ⅰ
）
先
天
的
能
力
、（
Ⅱ
）
後
天
的
能

力
、（
Ⅲ
）
自
発
的
体
得

宗
教
的
修
法
・
行
法

Ⅵ　

霊
能
力
開
発
法

能
力
発
現
法  

サ
イ
コ
サ
イ
バ
ネ
テ

ィ
ク
ス
、
サ
ジ
ェ
ス
ト
ロ
ジ
ー

サ
イ
コ
・
オ
リ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー

応
用
科
学
と
し
て

　

イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ソ
ー
ド

　

応
用
編
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

科
学
的
方
法
論
と
は

Ⅶ　

霊
能
力
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

一
般
者
と
霊
能
力
者
の
脳
内
比
較

　

第
3
の
目

　

A
10
神
経

Ⅷ　

霊
能
力
者
の
資
質

　

霊
能
相
談
の
心
得

　

霊
能
力
者
も
得
意
不
得
意
の
分
野
も

あ
る
。

　

霊
能
者
は
当
て
物
で
は
な
い

　

霊
格
の
高
低
レ
ベ
ル
が
重
要

Ⅸ　

悪
徳
霊
能
者
の
見
分
け
方

　

魂
の
向
上
を
説
き
、
感
謝
、
謙
虚
、

寛
容
、
無
償
の
愛
あ
る
人
物

優
れ
た
心
霊
鑑
定
で
は

因
果
の
法
則

「
シ
ル
バ
ー
バ
ー
チ
の
霊
言
集
」
の
遺

訓「
語
り
か
け
る
霊
が
い
か
な
る
高
級

霊
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
語
る
内
容
に
反

発
を
感
じ
霊
性
が
納
得
し
な
い
時
は
、

か
ま
わ
ず
拒
絶
す
る
が
よ
ろ
し
い
。

人
間
に
は
自
由
意
志
が
与
え
ら
れ
て

お
り
、
自
由
な
選
択
が
許
さ
れ
て
い
ま

す
。」

Ⅹ　

地
震
予
知
に
つ
い
て

（「
あ
る
超
能
力
者
に
よ
る
と
、
地
震

発
生
の
予
測
の
時
期
は
、
2
0
1
5
年



1
月
～
4
月
頃
、
伊
豆
半
島
の
南
方
の

ト
ラ
フ
付
近
が
震
源
地
で
、
東
海
地
方

で
は
大
き
な
地
震
が
起
き
、
そ
れ
が
東

南
海
地
震
へ
と
連
鎖
を
引
き
起
こ
し
、

近
畿
、
四
国
、
九
州
の
海
岸
な
ど
津
波

に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
と

の
こ
と（
図
2
参
照
）。

名
言
1

考
え
か
た
が
変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ
る

行
動
が
変
わ
れ
ば
習
慣
が
変
わ
る

習
慣
が
変
わ
れ
ば
性
格
が
変
わ
る

性
格
が
変
わ
れ
ば
人
格
が
変
わ
る

人
格
が
か
わ
れ
ば
人
生
が
変
わ
る

名
言
2

人
生
で
ど
れ
だ
け
の
こ
と
を
達
成
し

た
か
よ
り
、
ど
れ
だ
け
の
人
に
役
に
立

っ
た
か
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
に
感
動

を
与
え
た
か
が
重
要
で
す
。

あ
な
た
が
ど
れ
だ
け
大
き
な
夢
を
持

っ
て
い
る
か
よ
り
、
ど
れ
だ
け
笑
顔
が

輝
い
て
い
る
か
が
大
切
な
の
で
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

サ
イ
科
学
全
般
の
問
題
に
つ
い
て
洋

の
東
西
の
人
物
、
種
々
の
現
象
な
ど
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
頂
き
、
関
連

す
る
こ
と
の
膨
大
さ
を
改
め
て
認
識
し

た
。そ

し
て
、
大
事
な
こ
と
は
自
分
自
身

よ
り
も
多
く
の
人
に
役
に
立
ち
、
感
動

を
与
え
る
こ
と
だ
と
教
え
ら
れ
た
。

鏡
視
に
つ
い
て
レ
イ
モ
ン
ド
・
ム
ー

デ
ィ
博
士
の
実
験
で
は
3
0
0
名
中
約

半
数
が
死
者
と
再
会
し
た
と
い
う
。

小
林
氏
の
心
霊
現
象
研
究
会
で
の
実

験
で
は
28
名
中
11
名
に
人
物
ら
し
き

も
の
と
の
再
会
が
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
（
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル2014.5.6 

N
o.415 P

16

参
照
）。
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
で
も
実
験
を
検
討
中
で
あ
る

地
震
に
つ
い
て
特
に
関
西
在
住
の
者
と

し
て
は
気
に
な
る
予
言
で
あ
り
、
と
に

か
く
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。当

日
の
参
加
者
は
会
員
18
名
、
非
会

員
26
名
、
合
計
44
名
で
あ
っ
た
。

講
演
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0

0
円
（
送
料
込
み
）
で
す
。

事
務
局
（
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4

2
5
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

三
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

以
下
11
本
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御

注
文
願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野 

百
合
子 

氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原 

秀
樹 

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向 

猛 

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野 

節
子 

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保 

秀
之 

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川 

博
章 

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川 

眞
知
子 

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

● �●

故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料
加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）
加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）
念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）
CD：生命と宇宙 [ 講演録 72 分 ]（1998：船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）
電気磁気学 [ 加速教育用 ]（1983：加速学園出版部）� ・・・・・・1,340 円（160 円）
謎のオズマ計画− UFO との関連−（1976：USL）� ・・・・・・・190 円� �（80 円）
FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974：英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げしました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修
深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
VHS ビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）
VHS ビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2 週間以内に発送致します。
※ 1 種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の E-mail または FAX、

電話で確認して頂いてから、お願い致します。
※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

< お問い合わせ >
日本サイ科学会事務局� 〒 271-0047��千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506
� � � TEL�047-347-3546��FAX�047-330-4091
� � � E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp



―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根 

和
郎 

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦 

西
平 
氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

　

新
病
気
学
」

メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
に
掲

載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま
た
は
F
 A 

X
番
号
）
に
、「
2
0
1
○
年
○
月
○
○

○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」
と
記
し
て
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま
す
。

2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●� ●

故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料
加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）
加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）
念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）
CD：生命と宇宙 [ 講演録 72 分 ]（1998：船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）
電気磁気学 [ 加速教育用 ]（1983：加速学園出版部）� ・・・・・・1,340 円（160 円）
謎のオズマ計画− UFO との関連−（1976：USL）� ・・・・・・・190 円� �（80 円）
FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974：英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げしました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修
深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
VHS ビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）
VHS ビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2 週間以内に発送致します。
※ 1 種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の E-mail または FAX、

電話で確認して頂いてから、お願い致します。
※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

< お問い合わせ >
日本サイ科学会事務局� 〒 271-0047��千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506
� � � TEL�047-347-3546��FAX�047-330-4091
� � � E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp



コボコ状のオーブが写されている。つまり、「フ
ラッシュ光禁止」、なのに、効果が継続して、
オーブが写されている。しかも、それぞれの
オーブは成長している様に見える（省略）。

以上は、見方を変えると、「スプレー水」噴
射によりキリ（モヤ）が生じ、これが消える頃
にオーブが発生し、次第に変化・成長する、
この傾向は継続しているらしい、が記録され
ていると考えることが出来よう。
（B）カシオZ-2000（1610万画素数）を用いて

上の（A）と同一の実験を行った。初めは「フ
ラッシュ光有り」、「スプレー水無し」である。
結果を見る。最初の3枚には、ニコンの場合
と同様に、何も写らなかった（写真添付せず）。
次の（一例としての）3枚中の2枚、No.0774と
No.0775は「スプレー水有り」「強制フラッシュ
光有り」である。No.0774を見る。キリ（モヤ）
の中に、混ざって、大小のオーブが写ってい
る。No.0775には、それらが成長したと思える
様な中、大径のオーブ（核、叉は穴有り）が、
全面に、写されている。最後は「スプレー水
有り」、「強制フラッシュ光無し」である。一例
としての3枚には、最初の3枚の場合と同様
に、何も写っていない。つまり高画素数のカシ
オの場合には、「フラッシュ光無し」の場合に
は、「スプレー水有り」の条件でも写らない事
が判った（省略）。

8．オーブのカオス解析
オーブ内部の平面的並びに立体的な濃度変

化を調べている。一例としてNo.774とNo.775
を見る（省略）。同一テスト条件で、約6～10
秒後に写されているが、結果は別の値が得ら
れた。フラクタル次元Dは、前者が2.42（4個
の山）後者が2.38（1個の山）である。これらの
実験結果には、素粒子の性質（非局所、ランダ
ム等）が表れている考えられる。

9．纏めと検討･考察              
（1）オーブがすぐ傍まで来ていても、高画

素数カメラ（1610万画素数）では認知出来ない
（写らない）場合がある。しかし低画素数カメ
ラ（220万画素数）には写る傾向が有る。（2）小
雨の降りはじめやスプレー噴霧水があると、出
現しやすい。水の蒸発はオーブの誘発になっ
ていると考えられる。しかしオーブと水滴と
は異なる。（3）近赤外線燈の光ではなくて、カ
メラからインパクト的に放射される光により、
オーブは出現してくる。これより、原子内電
子の量子飛躍時の緩和エネルギー（近赤外線
光）がオーブ形成に必要になる、と判断できる。

（4）オーブの円内の模様（表情）を知る為に、カ
オス解析（濃度分布）を試みた。結果には、素
粒子の性質が色濃く表れていることが判った。
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料
加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）
加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）
念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）
CD：生命と宇宙 [ 講演録 72 分 ]（1998：船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）
電気磁気学 [ 加速教育用 ]（1983：加速学園出版部）� ・・・・・・1,340 円（160 円）
謎のオズマ計画− UFO との関連−（1976：USL）� ・・・・・・・190 円� �（80 円）
FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974：英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げしました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修
深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
VHS ビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）
VHS ビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2 週間以内に発送致します。
※ 1 種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の E-mail または FAX、

電話で確認して頂いてから、お願い致します。
※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

< お問い合わせ >
日本サイ科学会事務局� 〒 271-0047��千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506
� � � TEL�047-347-3546��FAX�047-330-4091
� � � E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp



撮影された写真No.1883（通常に得られる）を
示す（省略）。オーブは円形であり、円の内側
に沢山の小点状の凹凸を含み、ヘイロー（halo）
の小さな、やや金属的な輝きを持つオーブ（た
まゆら）が写っている。

4．小雨の降り始め
画素数が多いカメラは、オーブ（たまゆら）

は写り難いが、詳細（円内の表情等）が判断し
易い傾向がある。つまり、小雨の影響を調べる
のに便利なので、画素数の多いカシオZ-2000

（1610万画素数）を用いた。測定は2014年5月
15日（木）、夜、小雨の降り始め、オーブが写
りやすい福島市飯坂温泉駅付近の橋。最初に、
6～10秒間隔で、毎回「フラッシュ光ON」で、
5回テストした。一例としてのNo.0756を示す

（省略）。橋の上に、乳白色発光状で中円径、
円周外側にヘイロー（halo）を伴い、円内部に
表情を持つオーブが一個、他に、微小な点状
の水滴群が写されている。No.0761は（橋の下
に）、No.0756とほぼ同様のオーブと水滴が写っ
ている（省略）。

次に「フラッシュ光OFF」で5回テストした。
結果をみると、5枚とも、オーブは全く写って
いない。画素数の多いカメラでは、小雨でフ
ラッシュ光が無い場合には、全く写らない場
合がある。

5．スプレー噴霧（キリ）放射
「ハンド・スプレー」を用いて水（キリ、噴霧）

を放射すると、キリが消える頃に、オーブが
写りやすい（共同研究者、川崎利男）ので、こ
れをK式スプレー法と仮称して、実験を行う。
実験結果は本稿の実験の様々の場面で記述し
てある。結論としてオーブ撮影には、ハンド・
スプレーを用いて水（キリ、噴霧）を放射する
方法が良いと言える。

6．「近赤外線燈照射」の有無
オーブ（たまゆら）は近赤外線域にいるの

で、近赤外線ランプを照射して、その効果･意
味合を調べる。上記と同じ理由（表情を調べ

る）から、カシオ・カメラ（1610万画素）を用い
た。場所はオーブの出やすい福島市実験室西
側空き地。上記と同様に、「晴れ」で「夜間」に
テストを実施した。2014年5月1日（木）、「フ
ラッシュ光禁止」、「近赤外線燈照射」、「スプ
レー水有り」で4枚撮影した。4枚ともキリ（モ
ヤ）が写っている。この一例をNo.0727に示す

（省略）。図の左上にスプレーが写り、中央に
「モヤ」がでている。オーブが出現しないので、
念の為に、2014年5月5日（月）、再度、同様に、
4枚のテストを実施した。しかし4枚とも、「モ
ヤ」は出ているが、オーブは写らなかった。単
なる近赤外線照射では、オーブが出現しにく
い事が判った。

7．カメラの画素数の差異
カメラの画素数と「スプレー水効果」を調べ

た。オーブの出やすい福島市実験室西側空き
地、2014年5月22日（木）、晴れ、時間は19:40
～20 :30。
（A）ニコンE-2200（220万画素数）を用い

て、約6～10秒間隔で、一枚毎に「強制フラッ
シュ光」撮影を試みた。最初は「スプレー水無
し」、で3枚撮影し、ひき続き「スプレー水有
り」で3枚撮影。最後の3枚は「フラッシュ光
禁止」、「スプレー水有り」である。結果をみる
と、最初の3枚（スプレー水無し）はオーブら
しいものは、何も写っていなかった（写真添付
せず）。次の3枚は「スプレー水有り」であるが、
これにはキリ（水滴）とオーブらしい混合画像
が写っているが、全体としては、「ぼけ状写真」
である。この一例をNo.1930、No.1932に示し
た（省略）。No.1930を見る。画面の右上にスプ
レーのボトルが映り、画面ぜんたいに乳白色
の水滴粒が写されている。No.1032には、より
小粒の水滴（キリ状）とこれの集合体（中粒）と
思われる像が写っている。最後の3枚は「スプ
レー水有り」、「フラッシュ光禁止」、の場合で
ある。この一例としてのNo.1934には、キリ（モ
ヤ状）の中に大、中径のオーブが画面の右際半
分に写されている。上部の2個のオーブは、乳
白色発光状であり、また右上端には茶色でデ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料
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以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修
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VHS ビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）
VHS ビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。
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習熟した撮影者の意見として「オーブ撮影は
カメラ、光、雨（キリ）に注意すべき」がある。
しかし具体的にどの様に判断したら良いかは不
明であった。そこで今回は、この問題等につい
て初歩的・実験的な検討を試みることにした。

1．実験内容（実験条件）
デジタル・カメラの画素数の多少（又はフィ

ルターの有無）が、オーブ（たまゆら）像撮影
の可否や画質に影響する事が推定されている。
しかし確かめられてはいない。そこで、画素数
の異なるカメラを用いて撮影する。画素数の
少ないデジタル・カメラ、ニコンE-2200（220
万画素数）では（カメラ側の）光と人工的な霧

（キリ、水滴）の関係を調べる。画素数の多い
カシオEX-Z-2000（1610万画素数）では、主と
して、光、小雨（水滴）、近赤外線燈の関係を
調べる。つぎに、カメラの画素数と撮影され
易さ、オーブ表情のカオス解析等を検討する。

撮影条件として、露出モードをオート撮影
（P）に合せる。これは絞りとシャッターの組み
合わせを、カメラが自動的に選定して撮影す
る方式である。撮影時間は、夜間の20 : 00～
21 : 30の間。場所は、既知（オーブが出易い）
の福島市実験室西側空き地、飯坂温泉の駅付
近、別に未知（出現が未知）の上野寛永寺西側
道路を選んだ。

オーブ（たまゆら）は近赤外線領域に潜んで
おり、目には見えない（活性化エネルギー、約
1.4eV）。また、小雨の降り始めに写り易い。
そこで、「晴れ」で「近赤外線燈に通電した時」。
並びに、「スプレー水放射時」も検討する事に
した。なお、撮影に際しては、次の諸項目を
組み合わせて実施した。

ストロボ光（フラッシュ光）禁止。さらに黒
遮光布でカメラのフラッシュ光発射部を遮蔽
した時。強制発光（フラッシュ光ON、色温度

約6000度K）。近赤外線電灯（TOKI赤外線家
畜用電球100V-185W、約3300度K、IR100）
照射の時。天候は晴れ、または小雨の降り始
め。晴れでスプレー水（キリ、噴霧）を放射し
たとき。

2．光をほぼ遮断する場合
（1）「フラッシュ光禁止」

「晴れ」の夜間の写真撮影である。ニコン
E-2200使用、「ストロボ光（フラッシュ光）禁
止」なので、カメラ側からは光放出はない筈
であるが、構造上、シャッターボタン半押し
と全押し時に近赤外線が放出される。さらに、

「シャッターON」時に僅かながらストロボ光
（フラッシュ光）が放出されてしまう。一例とし
て写真No.1910と写真No.1912を示す（省略）。
これらの写真をみると、背景が薄暗いのではっ
きりしないが、樹木の葉、建物の壁、屋根の
みが写されている。その他は真黒でオーブは
写っていない。

（2）フラッシュ光除去（黒遮光布使用）
上の（1）と同一時間帯、同一カメラ、並び

に同一場所で撮影した。「シャッターON（ボ
タン押し）」に伴う近赤外線照射は防ぎようが
無いが黒遮光布を使用して、フラッシュ光を
完全に除去している（カメラからは光は出て
いない）。この一例として写真No.1913と写真
No.1915を示す（省略）。画面をみると、今度は
完全に真黒で、何も写っていない。

3．「フラッシュ光有り」
オーブ像撮影時の通常の方法。つまり、暗

い夜空に向けて、「フラッシュ光ON」で撮影す
る場合である。画素数と性能の異なる4台の
カメラを用いて、場所と時間を様々に変えて
撮影し、多数のオーブ（たまゆら）写真を得た。
ここには、一例として、上の（1）と同一条件で

オーブ出現に及ぼすカメラと光と水滴の影響オーブ出現に及ぼすカメラと光と水滴の影響
佐々木 茂美　　苗 鉄軍　　川崎 利男　　
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これまでこの（1）反応はγ線のような強いエ
ネルギーでないと起こらないといわれてきたが
近年は超音波処理その他でも容易に起こるこ
とが明らかになってきた。

古くから我が国には「病は気から」という言
葉があるにもかかわらず気とかストレスという
ようなエネルギーについてはその存在をなか
なか認めない風潮があった。天下のNHKが

「気」とか「気功」のようなものを取り上げるよ
うになったのは旧科学技術庁が「稲葉生物フォ
トンプロジェクト」（1986～1991）を実施して以
降でありまだ日が浅いのである。

ところでここでは生体が関係するエネル
ギーを総称してサイエネルギーとしたが、具
体的には気エネルギー、生命エネルギー、生
体エネルギー、意識エネルギー、ストレスエネ
ルギー等々でありこれらは同種のエネルギー
なのかそれとも異種のエネルギーなのかある
いは幾つかに分類出来るものなのか大変興味
深いものであるとともにこの辺を先ず明らかに
することが極めて重要と思われる。その理由
は近年最新の検査機器を用いていくら検査し
ても原因が分からない病気や病的症状を訴え
る患者が増えていることである。新しいタイプ
の胸焼け、血尿、せき、血便等々いくら調べ
ても現在の医学では病的原因が見つからない
のである。そうなると第1に考えられることは
精神的なものが原因しているのではないかと
いうことになってくる。

医学分野ではプラシーボ（偽薬）効果がダブ
ルブラインドテストでも明確に有意差が認めら
れているにもかかわらずどういう訳か一般化
されていない。大変不思議なことである。こ
れは薬の売れ行きに関わるためか・・・。

今から20年以上も前になるが㈱日立製作所
にいた時日立研究所で日立返仁会（本当は変人
会で日立グループの博士号取得者の会）が開催
され佐々木茂美先生と清田益章青年に講演と
スプーン曲げの実演をお願いしたことがあっ
た。歴代の研究所長3人に最前列に並んでも
らい、さらに一般の所員にも開放しての講演
会だったため会場の講堂は人で溢れた。清田

青年は1時間の持ち時間が終わりに近付いてき
てもなかなか実演に入ってくれなくひやひやし
た記憶が蘇る。これは場が場だっただけに実
演するのに気分が乗ってくるまで時間を要し
たと言うことだと考えられる。その後の2回の
実演は共に成功した。これはたまたま時間が
許されたから成功したと言える。テレビなどで
の実況・実演では当然時間的な制約があり時
間内でということになった場合、成功しない場
合が十分にあり得ることである。

その後興味深かったのは事務局の一人が機
関紙に載せた文章だった。当日は事務局で用
意したスプーンで実演してもらったにもかかわ
らずスプーンを途中で取り換えたのではない
かということだった。信じない人は何処までも
信じないということ。このようなことに対する
清田青年の反応は「それでいいのだ」というこ
とだった（実演で折れたスプーンを研究所の材
料の専門家が早速分析したとのことだった）。
清田青年のスプーン曲げでありスプーン折り
のようなサイ現象に対する世の中の認識・評
価は20年以上も経過した現在でも当時とほと
んど変わっていないと筆者には思われるので
ある。

このような人体が関わるサイ現象でありサ
イエネルギーの世界に入ってくると再現性と
いうものが場や環境の影響を強く受けると言う
こと。したがって現代科学でいう再現性の意
味を広げるかあるいは再現性に対する考えを
変えないと再現性がないとか得られないと言
うことになってしまう可能性が多分にある。そ
のためサイエネルギーが関わる研究結果は正
当に評価され難くなりまたなかなか信じて貰え
ない結果になったりする。このことはサイ科学
の前進のためばかりではなく科学技術立国を
目指す我が国の将来のために極めて残念かつ
勿体ないことである。



科学と再現性　そしてサイエネルギー

我が国には再現性のないもの、あるいは再
現性の悪いものは科学（Science）のテーブルに
上らないとか科学の研究対象にならないとい
うことを平気でいう学者や研究者が珍しくな
い。確かに科学的な研究を進める上で再現性
が重要であることは間違いない。しかしこの
考えは正しいだろうか?　筆者は再現性がない
とか悪いからこそ科学の研究対象になるのだ
と考える。十分な再現性が得られればそれは
もう技術（Technology）のフェイズに移ったと
考える。

今を時めくLSIの元のトランジスターはたま
たま出来たものであり当初は極めて再現性が悪
かった。初期のLSIの量産化も歩留まりが10%
前後で実用化に進んだ。技術においては再現
性は極めて重要である。再現性の悪いものは
実用化は無理である。成田を飛び立った飛行
機は毎回予定通りに目的地に無事到着してくれ
なくては困るのである。飛び立つたびに落っこ
ちていたのでは怖くて乗れないのである。

ところでサイ科学の分野は再現性がないと
か悪いとか得難いという特性を本質的に持つ
分野である。そのため現代科学のテーブルに
極めて乗り難い面が強いのである。その結果
サイ科学の成果がなかなか実社会に受け入れ
て貰い難く、役立てて貰えないだけでなく時に
はせせら笑われたりすることがあるのである。
これは現代科学で言う再現性の問題と密接な
関係があるのではないかと思われる。

我が国で再現性のないものは科学のテーブ
ルに乗らないというような考えが常識化して
しまった原因を探っていくと第二次世界大戦
後の我が国の置かれた状態に辿り着く。戦後
我が国が米国を中心に外国から輸入した技術、
すなわちTechnologyを我が国では科学技術と
翻訳した。戦後我が国が外国から輸入した各
種技術は紛れもなくTechnologyであった。そ
れを科学技術と翻訳してしまったために再現
性のないものは科学のテーブルに乗らないと
いうようなことになってしまったのではないか
と推測する。いずれにせよ再現性のないもの
は科学のテーブルに乗らないとか科学の研究
対象にならないという考えはサイ科学分野を
中心に現在大きな弊害をもたらしていると考え
ざるを得ないのである。

最近病気の90%は活性酸素が原因している
と言われている。そしてストレスが活性酸素
の発生源になっているということが盛んに言わ
れている。しかしどうしてストレスが活性酸素
の発生源になるのかそのメカニズムについて
の説明を聞いたことがない。何故なのか不思
議に思ってきた。筆者は体内の水がストレス
エネルギーにより次の（1）反応が起こり活性酸
素のヒドロキシルラジカル（・OH）が生成する
のではないかと考えている。

　　H2O　→　・H　+　・OH　　　　（1）

科学と再現性　そしてサイエネルギー
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九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に

つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　

講
師　

石
川　

允
朗 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
獣
医
師
）

古
代
日
本
に
お
け
る
、
死
者
に
対
し

て
の
埋
葬
方
法
で
は
、
屈
葬
を
行
っ
て

い
る
事
例
が
あ
り
、
そ
の
理
由
と
し
て

は
胎
児
の
姿
を
と
る
こ
と
に
よ
る
再
生

を
祈
る
、
死
者
の
霊
が
生
者
へ
災
い
を

及
ぼ
す
の
を
防
ぐ
た
め
等
様
々
な
説
が

あ
り
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
、
最
初
の
歴
史
書
で

あ
る
古
事
記
に
は
、
黄
泉
の
国
に
つ
い

て
の
記
述
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
近
世
に

お
い
て
、
人
間
の
肉
体
に
は
魂
が
存
在

し
、
永
遠
に
生
ま
れ
変
わ
り
が
繰
り
返

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
科
学
的
に
研

究
さ
れ
、
医
学
の
領
域
か
ら
は
臨
死
体

験
説
も
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
宗
教
に
お
け
る
あ
の
世
は
、

地
獄
、
極
楽
が
有
り
、
輪
廻
転
生
す
る

こ
と
が
あ
る
と
説
明
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
現
代
に
お
け
る
ア
カ

デ
ミ
ズ
ム
で
は
魂
の
転
生
は
な
い
、
人

間
は
死
ね
ば
無
で
あ
る
と
の
説
が
主
流

を
な
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
死
後
の
世
界
と
人
は
転
生

す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ダ

ラ
イ
ラ
マ
の
転
生
、
エ
ド
ガ
ー
・
ケ
イ

シ
ー
の
催
眠
状
態
に
お
け
る
転
生
解
説
、

ま
た
日
本
に
お
け
る
平
田
篤
胤
に
よ
る

「
勝
五
郎
再
生
記
聞
」
な
ど
の
文
書
等

を
比
較
検
討
し
、
古
代
か
ら
現
代
に
至

る
歴
史
的
、
宗
教
的
、
心
霊
的
分
野
等

か
ら
の
解
析
に
よ
り
、
死
後
も
人
は
生

き
て
お
り
霊
魂
と
し
て
存
続
す
る
の
か
、

ま
た
転
生
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
徹
底
的
な
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
驚
く
べ
き
輪
廻
転

生
の
事
例
を
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す

く
紹
介
し
、
そ
の
仕
組
み
を
考
察
致
し

ま
す
。

※
獣
医
師
を
さ
れ
な
が
ら
、
心
霊
科
学

に
興
味
を
持
た
れ
て
長
年
研
究
さ
れ
て

き
た
石
川
氏
で
す
の
で
、
動
物
の
特
殊

な
能
力
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
含
め
て
、
興
味

深
い
お
話
が
聞
け
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

輪
廻
転
生
等
興
味
の
あ
る
皆
様
は
、

ご
友
人
、
知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非

ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
石
川
允
朗
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
22
年
4
月
19
日
生
ま
れ
で
香
川

県
出
身
、
現
在
千
葉
市
に
ご
在
住
。

今
月
号
の
記
事

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
訃
報

◎
年
会
費
未
了
の
方
へ
の
お
願
い

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

◎
九
州
・
関
西
・
中
部
サ
イ
科
学
会

　

九
月
研
究
集
会
予
告

☆
10
月
全
国
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
一
月
例
会
予
告

◎
九
州
サ
イ
科
学
会
十
一
月
例
会
予
告

◎
六
月
通
常
総
会
報
告

◎
平
成
25
年
6
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
八
八
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
秋
の
大
会

◎
本
部
月
例
会
講
演
録
の
販
売

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎�

近
赤
外
線
光
、
水
分
、
歓
心
が
オ
ー

ブ
の
出
現
に
与
え
る
影
響

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
卒
業
後
、

現
在
ま
で
千
葉
県
や
千
葉
市
職
員
も
含

め
て
、
獣
医
師
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
前

公
益
財
団
法
人
日
本
心
霊
科
学
協
会
監

事
、
財
団
法
人
市
原
学
園
講
師
、
吉
田

動
物
病
院
在
籍
。
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● ❷●

日
時　

平
成
26
年
9
月
13
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
8
／
4
受
領
分
ま
で
）

金
二
万
円
也　
　
　

森
安　

政
仁　

様

金
一
千
円
也　
　
　

信
太　

民
久　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

訃　

報

本
年
6
月
ま
で
長
年
、
中
部
日
本
サ
イ

科
学
会
会
長
を
務
め
ら
れ
た
山
田
哲
三

先
生
が
、
7
月
12
日
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

年
会
費
未
了
の
方
へ
の
お
願
い

本
年
3
月
1
日
発
行
の
「
サ
イ
ジ
ャ

ー
ナ
ル
」
と
と
も
に
、「
年
会
費
納
入
の

お
願
い
」
と
郵
便
振
替
用
紙
を
同
封
致

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
お
振
り
込
み
で
な

い
方
は
、
以
下
の
郵
便
振
替
口
座
に
お

振
り
込
み
願
い
ま
す
。
郵
便
振
替
用
紙

は
郵
便
局
に
あ
り
ま
す
。

0
0
1
0
0
・
2
・
1
5
3
4
4

加
入
者
名　

日
本
サ
イ
科
学
会

●
年
会
費
一
年
度
分

維
持
会
員
二
万
円
（
1
口
）

正
会
員
九
千
円　

学
生
会
員
六
千
円

準
会
員
五
千
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と

　

お
願
い

☆�

本
部
例
会
や
大
会
等
で
の
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
中

受
付
で
の
資
料
配
付
、
講
演
者
ス
ラ

イ
ド
発
表
時
の
電
灯
操
作
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
操
作
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
当
日
の
参
加
費
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

●
左
記
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

E-m
ail offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

心
の
調
和
に
つ
い
て

　
　
　
　

講
師　

森
安　

政
仁 

氏

日
時　

平
成
26
年
9
月
7
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

会
場　

森
安
商
店

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
本
川
内
16
・
6

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

交
通　

J
R
長
与
駅
下
車
徒
歩
20
分

　
　
　

長
崎
バ
ス　

洗
切
小
学
校
前

　
　
　

下
車
徒
歩
2
分

会
費　

無
料

※
人
生
相
談
も
伺
い
ま
す

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
例
会
の
お
知
ら
せ

セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
「
人
生
を
変
え

る
一
番
シ
ン
プ
ル
な
方
法
」

　
　
　
　

講
師　

安
藤　

理
お
さ
む 

氏

日
時　

平
成
26
年
9
月
20
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円　

一
般
三
千
円

　
　
　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
26
年
9
月
20
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

眞
野
接
骨
院
ホ
ー
ル

名
古
屋
市
昭
和
区
御
器
所
3
・
4
・
21

　
　
　

0
5
2
・
8
7
1
・
9
0
6
0

交
通　

地
下
鉄
鶴
舞
線
荒
畑
駅
下
車

　
　
　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
1
分　

会
費　

無
料

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



●❸ ●

★日本サイ科学会　第24回全国大会プログラム★
� （特別協賛：サトルエネルギー学会）

（日時）　2014年10月12日（日）10 :00～16 :50
（会場）　北とぴあ7階第2研修室
（交通）　JR京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）
　　　　の階段を下り改札口を出て見える高層ビル

（会費）　会員　¥2,000　 一般　¥3,000　 学生　¥1,000
		  ※サトルエネルギー学会会員は会員会費となります。

<プログラム>　（敬称略）
  9 : 30		  開場
10 :00～10 :10	 開会のご挨拶　小林 正典 大会委員長

◎会員の研究発表（5名）（20分発表5分質疑応答／1人）
10 :10～10 :35	 りんあん 「病と魂の関連性」
10 :35～11 :00	 ロン 薄葉「銀河活動と天変地異」
11 :00～11 :25	 斎藤 斎霊「植物による霊障害について」
11 :25～11 :50	 小林 信正「予感・直観についての考察」
11 :50～13 :00	 　昼休み
13 :00～13 :25	 山根　 真「カタカムナから、宇宙へ」
13 :25～13 :35	 　休　憩

◎シンポジウム　　テーマ「サイと天変地異」
13 :35～15 :15	 パネラー5名の発表（1人20分）
15 :15～15 :30	 　休　憩
15 :30～16 :40	 シンポジウム　パネルディスカッション
　　大会シンポジウム委員長　小林 正典（日本サイ科学会理事）
　　司会進行　阿久津 淳（日本サイ科学会理事）
　　パネリスト
　　　　阿久津 淳「予知と持続：天変地異は超能力で予知可能なのか？」
　　　　小林 信正「関東大地震の前兆」
　　　　小林 正典「予知できた2014年浜岡原発の放射能事故」
　　　　瀬尾 泰範「大地震の起きやすい太陽・月・惑星配置の統計的解析」
　　　　橋本 和哉「気の共鳴反応で天候天変地異を読み取る」
16 :40～16 :45	 優秀研究賞　表彰式　浪平 博人 会長
16 :45～16 :50	 閉会のご挨拶　小林 正典 大会委員長

17 :30～19 :30	 懇親会（希望者：当日受付）



関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
例
会
の
お
知
ら
せ

潜
在
意
識
と
習
慣

　
　
　
　

講
師　

水
口　

清
一 

氏

日
時　

平
成
26
年
10
月
18
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

い
ま
脳
波
が
面
白
い
!　

～
右
脳

と
左
脳
と
の
脳
波
共
鳴
、
人
と
人

と
の
脳
波
共
鳴
で
場
に
何
か
が
起

き
る
～

　
　
　
　

講
師　

志
賀　

一
雅 

氏

日
時　

平
成
26
年
11
月
15
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

心
の
調
和
に
つ
い
て
Ⅱ

　
　
　
　

講
師　

森
安　

政
仁 

氏

日
時　

平
成
26
年
11
月
2
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

会
場　

森
安
商
店

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
本
川
内
16
・
6

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

交
通　

J
R
長
与
駅
下
車
徒
歩
20
分

　
　
　

長
崎
バ
ス　

洗
切
小
学
校
前

　
　
　

下
車
徒
歩
2
分

会
費　

無
料

※
人
生
相
談
も
伺
い
ま
す

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

◎
お
知
ら
せ

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
10
月
12

日（
日
）に
講
演
会
を
外
部
の
会
場
で
開

催
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
が
、
会
場
が

ま
だ
確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
9
月
に

入
っ
て
か
ら
、
日
本
サ
イ
科
学
会
の
公

式
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

チ
ェ
ッ
ク
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
報
告

日
本
サ
イ
科
学
会

会
長　

佐
々
木 

茂
美（
平
成
25
年
度
）

新
会
長　

浪
平 

博
人（
平
成
26
年
度
～
）

◎
平
成
25
年
度
本
部
事
業
報
告

1
．
会
員
の
現
状

（
平
成
26
年
5
月
末
現
在
）

　

名
誉
会
員　
　
　
　

1
名

　

維
持
会
員　
　
　
　

4
名

　

正
会
員　
　
　

1
9
5
名

　

学
生
会
員　
　
　

2
7
名

　

準
会
員　
　
　
　

6
5
名

　

合
計　
　
　
　

2
9
2
名

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会

本
部
は
10
月
の「
第
23
回
全
国
大
会
」

を
含
み
、
計
12
回
の
例
会
・
分
科
会
を

開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会
（
敬
称
略
）

平
成
25
年

4
月
13
日
（
土
）
大
野
百
合
子
氏

「
宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー

ド
）
か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私

た
ち　

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

5
月
11
日
（
土
）
浪
平
博
人
氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

6
月
9
日
（
日
）
松
原
秀
樹
氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

7
月
13
日
（
土
）
酒
向
猛
氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

9
月
14
日
（
土
）
奥
野
節
子
氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

10
月
13
日
（
日
）
第
23
回
全
国
大
会　

　

テ
ー
マ
「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

11
月
9
日
（
土
）
小
久
保
秀
之
氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

 

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

● ❹●



12
月
14
日
（
土
）
忘
年
会
も
兼
ね
た

　

会
員
の
体
験
意
見
発
表
と
討
論
の
会

平
成
26
年

1
月
11
日
（
土
）
小
川
博
章
氏

「
魂
の
発
見
」

2
月
15
日
（
土
）
小
林
信
正
氏

　

大
雪
の
た
め
中
止

◎
分
科
会

●
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

テ
ー
マ

平
成
25
年

7
月
28
日
（
日
）
第
19
回
「
第
7
回

　

U
F
O
&
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12
月
1
日
（
日
）
第
20
回
「
第
1
回

　

異
能
科
学
会
議
」

平
成
26
年

3
月
30
日
（
日
）
第
21
回
「
第
6
回

　

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

3
．
総
会

　

平
成
25
年
6
月
9
日

　

北
と
ぴ
あ
9
0
1
会
議
室
で
開
催

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

　

平
成
25
年
6
月
9
日

　

北
と
ぴ
あ
9
0
1
会
議
室
で
開
催

5�

．
本
部
理
事
会
（
第
1
7
7
回
～
第

1
8
3
回
）
を
4
月
、
5
月
、
7
月
、

9
月
、
11
月
、
12
月
、
1
月
と
7
回

開
催
し
た
。

6�

．
出
版
物

「
サ
イ
科
学
」
第
35
巻
第
1
号
を
発

行
し
た
。　
　

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
4
0
9
号

か
ら
第
4
1
4
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
平
成
26
年
度
本
部
事
業
計
画

・�
10
月
12
日（
日
）に
全
国
大
会（
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
サ
イ
と
天
変
地

異
」）
を
開
催
す
る
。

・�

月
例
会
を
9
回（
4
、
5
、
6
、
7
、

9
、
11
、
12
、
1
、
2
月
）開
催
す
る
。

・�

宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
を
3
回（
7
、

12
、
3
月
）
開
催
す
る
。

・�

新
し
く
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分

科
会
」（
世
話
役　

小
林
信
正
副
理

事
長
）
を
立
ち
上
げ
、
年
に
数
回
の

分
科
会
を
開
催
す
る
。

・
本
部
理
事
会
、
全
国
理
事
会
評
議
員

　

会
を
開
催
す
る
。

・「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」を
6
回
発
行
す
る
。

・「
サ
イ
科
学
」
を
発
行
す
る
。

・
公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

・�「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」の
資
料
を

整
備
す
る
。

・
そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

・�

刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・
応

用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

・�

会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
活
用
す
る
。

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト
や

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

・�

雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

・�

地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携
を

深
め
る
。

・�

地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

・�

理
事
や
若
手
の
幹
事
（
理
事
候
補
）、

評
議
員
を
増
や
す
。

・�

そ
の
他

◎
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　

会
長　

佐
佐
木 

康
二

◎
平
成
25
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
25
年

4
月
13
日　

第
1
8
8
回
研
究
会
総
会

「
平
成
24
年
度
事
業
報
告
、
平
成
25

年
度
事
業
計
画
」

「
意
識
の
科
学
と
し
て
の
名
言
と
名

言
対
」　

佐
佐
木
康
二

6
月
8
日　

第
1
8
9
回
研
究
会

「
霊
能
発
揮
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
い
る

者
た
ち
が
い
る
!

」　

佐
佐
木
康
二

8
月
10
日　

第
1
9
0
回
研
究
会

「
ハ
イ
ア
ー
セ
ル
フ
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
科
学
機
器
的
な
実
験
」　

佐
佐

木
康
二

8�

月
14
日　

三
田
光
一
出
生
の
地
探
訪

（
福
来
心
理
学
研
究
所
、
仙
台
瞑
想

研
究
会
と
共
催
）

10
月
12
日　

第
1
9
1
回
研
究
会

「
年
収
一
千
万
円
未
満
の
人
は
サ
イ

能
力
発
現
で
き
な
い
?
」　

佐
佐
木

康
二

12
月
14
日　

第
1
9
2
回
研
究
会

「
す
べ
て
を
よ
い
方
向
に
導
く
超
強

力
パ
ワ
ー
グ
ッ
ズ
の
作
り
方
と
使
い

方
」　

佐
佐
木
康
二

平
成
26
年

2
月
8
日　

第
1
9
3
回
研
究
会

「
願
望
達
成
の
真
実
」　

佐
佐
木
康
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
平
成
26
年
度
事
業
計
画

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人
及

び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る
だ

け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的
に

持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人
に

成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本
質

的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指
し
、

次
の
事
業
を
行
う
。

●❺ ●



1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成

果
を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知

識
を
持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の

著
名
人
の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て

は
準
備
せ
ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に

考
慮
す
る
。

2�

．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄
録
」

の
編
集

3
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
―
「
ス
カ
ラ

ー
波
カ
メ
ラ
」
等
の
開
発
、
気
・
意

識
の
種
類
の
見
分
け
方
、「
念
写
」
写

真
・「
オ
ー
ブ
」
画
像
等
の
分
析
・
検

証（
福
来
心
理
学
研
究
所
と
の
共
同

研
究
）、
意
識
純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の

目
覚
め
、
地
震
予
知
、
数
秘
術
・
秘

数
の
科
学
性
の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
装
置
の
研
究
、
過
去
世
・

霊
性
・
霊
能
の
研
究

4
．
講
演
会
等
の
開
催

「
ス
カ
ラ
ー
波
」「
念
写
実
験
」
等
の

テ
ー
マ
で
5
月
、
8
月
に
講
演
会
を

開
催
す
る
（
福
来
心
理
学
研
究
所
と

共
催
）

5�

．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6�

．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資

料
等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

会
長　
　

山
田 

哲
三（
平
成
25
年
度
）

新
会
長　

眞
野 

博
英（
平
成
26
年
度
～
）

◎
平
成
25
年
度
事
業
報
告

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

平
成
25
年
5
月
11
日
（
土
）　

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

研
究
集
会
Ⅱ

会
長
が
体
調
を
崩
さ
れ
た
た
め
中
止

◎
平
成
26
年
度
事
業
計
画

研
究
集
会
を
2
回
開
催
す
る

内
容　

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

を
中
心
に
出
席
者
で
勉
強
会
を
行
う
。

第
1
回　

平
成
26
年
9
月
予
定

　

会
場　

眞
野
接
骨
院
ホ
ー
ル

第
2
回　

平
成
27
年
3
月
予
定

　

会
場　

眞
野
接
骨
院
ホ
ー
ル

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　

会
長　

佐
藤　

禎
花

◎
平
成
25
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
25
年
4
月
28
日
（
日
）

テ
ー
マ
「
氣
エ
ナ
ジ
ー
ヒ
ー
リ
ン
グ
」

「
ア
ロ
マ
と
氣
エ
ナ
ジ
ー
」
田
村
由

美
子
（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
健
康
科
学

研
究
所
講
師
）

「
皮
膚
と
氣
エ
ナ
ジ
ー
」
丸
谷
惠
子

（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
健
康
科
学
研
究

所
講
師
）

平
成
25
年
9
月
22
日
（
日
）

「
世
界
史
上
で
も
第
一
級
の
人
物　

空
海
の
修
行
と
世
界
観
、
密
教
超
能

力
の
原
理
」
瀬
尾
泰
範
（
才
能
開
発

研
究
所
代
表
、
占
星
学
研
究
家
）

◎
平
成
26
年
度
事
業
計
画

平
成
26
年
6
月
29
日
（
日
）　

　

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
定
例
会
開
催

平
成
26
年
9
月
28
日
（
日
）
予
定

　
（
内
容
、
詳
細
は
未
定
）

◎�

分
科
会
「
氣
の
健
康
研
究
会
」
は
長

野
県
伊
那
市
、
静
岡
県
磐
田
市
に
て

活
動
予
定

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　

会
長　

河
野　

明
夫

◎
平
成
25
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
25
年
度
は
8
月
12
月
を
除
き
、

25
年
4
月
（
3
7
7
回
）
か
ら
26
年
3

月
3
8
6
回
）
の
10
回
開
催
し
た
。

参
加
者
は
3
9
0
名
で
、
24
年
度
よ

り
72
名
増
加
し
、
こ
の
8
年
間
で
は
最

大
と
な
っ
た
。

研
究
集
会

平
成
25
年

4�

月
20
日　

伊
藤
一
夫
「
根
源
の
音
声

に
出
し
て
歌
う
和
歌
」

5�

月
18
日　

和
田
高
幸
「
ダ
ウ
ジ
ン
グ

の
現
代
」

�

6
月
15
日　

村
上
晋
一
「
人
類
の
進
化

　

の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
：
ア
セ
ン

　

シ
ョ
ン
」

�

7�

月
27
日　

池
田
邦
吉
「
神
様
が
い
る

ぞ
・
続
編
」

9�

月
21
日　

大
峰
か
ず
子
「
音
の
魅
力

に
挑
戦
」

�

10�

月
19
日　

中
野
瑞
樹
「“
フ
ル
ー
ツ

の
精
”
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

11�

月
16
日　

松
尾
み
ど
り
「
宇
宙
意
識

文
明
の
幕
開
け
」

平
成
26
年

1�

月
18
日　

櫻
井
喜
美
夫
「
出
口
王
仁

三
郎
の
黄
金
鏡
」

2�

月
15
日　

上
森
三
郎
「
巨
大
地
上
絵

発
見
で
わ
か
っ
た
世
界
文
明
の
『
起

源
は
日
本
』
だ
っ
た
!

」

3�

月
15
日　

土
橋
重
隆
「
今
ガ
ン
を
見

直
す
」

● ❻●



◎
平
成
26
年
度
事
業
計
画
（
敬
称
略
）

　

平
成
26
年
度
は
左
記
の
よ
う
に
8
月

12
月
を
除
き
、
26
年
4
月
（
3
8
7
回
）

か
ら
27
年
3
月
（
3
9
6
回
）
の
10
回

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
26
年

4�

月　

小
林
信
正
「
霊
感
・
霊
能
力
に

つ
い
て
」

5�

月　

橋
本
和
哉
「
気
で
読
み
と
る
鬱

積
感
情
、
霊
障
と
そ
の
治
療
」

6�

月　

平
岡
憲
人
「
よ
み
が
え
る
や
ま

と
古
事
記
以
前
の
日
本
」

7�

月　

高
尾
征
治
「
放
射
能
分
解
理
論

の
発
見
と
可
能
技
術
の
数
々
」

9�

月　

安
藤
理
「
人
生
を
変
え
る
一
番

シ
ン
プ
ル
な
方
法
」

10�

月　

水
口
清
一
「
潜
在
意
識
と
習
慣
」

11�

月　

志
賀
一
雅
「
い
ま
脳
波
が
面
白

い
!　

～
右
脳
と
左
脳
と
の
脳
波
共

鳴
、
人
と
人
と
の
脳
波
共
鳴
で
場
に

何
か
が
起
き
る
～
」

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

会
長　
　

金
子 

輝
夫（
平
成
25
年
度
）

新
会
長　

森
安 

政
仁（
平
成
26
年
度
～
）

◎
平
成
25
年
度
事
業
報
告

九
州
部
会
と
し
て
の
事
業
は
行
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

◎
平
成
26
年
度
事
業
計
画

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
で
は
、
目
に

見
え
な
い
超
常
的
な
諸
現
象
、
中
で
も

心
（
精
神
）
と
身
体
の
関
係
、
魂
や
霊

性
心
と
い
っ
た
自
己
の
内
的
な
も
の
に

目
覚
め
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
勉

強
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
会
員
同
士

が
互
い
に
実
践
的
、
客
観
的
な
研
鑽
を

積
み
、
そ
の
正
し
い
知
識
と
研
究
の
成

果
を
世
の
中
に
普
及
し
て
、
人
々
の
新

し
い
生
き
方
の
た
め
に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〇��

講
演
会
は
年
に
2
～
3
回
、
講
師
を

招
き
、
市
内
の
会
場
を
借
り
て
開
催

す
る
予
定
で
す
。

（
日
時
、
会
場
、
講
演
者
な
ど
は
、
目

下
検
討
中
）

〇�

研
究
会
は
会
員
相
互
の
勉
強
会
を
開

催
し
て
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
ま
す
。

（
日
時
、場
所
な
ど
は
、目
下
検
討
中
）

＊
テ
ー
マ
と
し
て
：
生
霊
、
死
霊
、
霊

障
、
邪
霊
と
高
級
霊
、
カ
ル
マ
と
先
祖

の
因
縁
、
除
霊
、
浄
霊
、
癒
し
、
ヒ
ー

リ
ン
グ
、
感
謝
、
無
償
の
愛
、
奉
仕
、

心
の
調
和
、魂
の
向
上
と
は
･
･
･
等
々
。

●�

平
成
26
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

構
成
（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

名
誉
会
長　

佐
々
木 

茂
美

会
長　
　
　

浪
平 

博
人

理
事
長　
　

久
保
田 

昌
治
＊

副
理
事
長　

小
林 

信
正
＊

顧
問　
　
　

窪
田 

啓
次
郎
＊

　
　
　
　
　

品
川 

次
郎
＊

　
　
　
　
　

西
條 

一
止
＊

地
方
会
長
兼
理
事

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

佐
々
木 

康
二
＊

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

眞
野 

博
英
＊

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

佐
藤 

禎
花
＊

関
西
サ
イ
科
学
会
会
長
、
副
理
事
長

　

河
野 

明
夫
＊

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

森
安 

政
仁
＊

理
事
（
常
任
理
事
を
含
む
）

　

阿
久
津 

淳
＊
、
大
木 

高
伸
＊
、

　

大
谷 

宗
司
、
小
林 

泰
樹
、

　

小
林 
正
典
＊
、
小
牧 

昭
一
郎
＊
、

　

志
賀 
一
雅
、
志
村 

則
夫
＊
、

　

徳
永 

康
夫
、
中
島 

敏
樹
、

　

鯰
江 

勇
、
本
間 
修
二
＊
、

　

前
田 

知
則
＊
、
苗 

鉄
軍
、

　

渡
辺 

宙
明

幹
事

　

飯
見 

勇
＊
、
吉
田 

一
美
＊

評
議
員

　

薄
葉 

達
夫
、
占
部 

浩
一
＊
、

　

瓜
生 

昌
代
司
、
大
西 

章
、

　

奥
村 

八
郎
、
加
納 

愛
信
＊
、

　

鴨
川 

裕
司
、
小
久
保 

孝
行
、

　

小
林 

隆
文
、
佐
藤 

ひ
ろ
子
、

　

杉
立 

繁
＊
、
高
橋 

至
誠
、

　

谷
口 

五
月
、
飛
田 

洋
子
＊
、

　

三
浦 

良
江
、
屋
敷 

益
男
＊

監
事

　

和
田 

守
央

（
1
）本
部
役
員
・
理
事
会
は
会
長
、
理

事
長
、
副
理
事
長
、
顧
問
、
常
任
理

事
、
幹
事
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

（
2
）
常
任
理
事
は
月
1
回
開
催
さ
れ

る
本
部
理
事
会
に
出
席
で
き
る
理
事

を
示
す
。

（
3
）
常
任
理
事
の
選
出
は
、
理
事
の

自
己
申
告
に
よ
る
。

●❼ ●



◎
基
幹
研
究
賞
・
功
労
賞
表
彰

基
幹
研
究
賞

　

東
京
都　
　

小
林　

信
正　

殿

本
会
は
定
款
細
則
第
18
条
に
よ
り
総

会
の
議
を
経
て　

貴
下
の
研
究
活
動
に

対
し
基
幹
研
究
賞
を
贈
り　

感
謝
の
意

を
表
し
ま
す

　

平
成
26
年
6
月
8
日

　
　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会　

　
　
　
　
　
　

会
長　

浪
平 

博
人

研
究
活
動
「
オ
ー
ブ
（
た
ま
ゆ
ら
）
測

定
・
解
析
の
先
覚
的
な
基
礎
研
究
」

最
新
の
映
像
撮
影
技
術
を
も
ち
い
て
オ

ー
ブ
の
存
在
を
確
か
め
た

学
会
賞

（
1
）
目
的
：
本
会
の
理
念
に
ふ
さ
わ
し

い
学
術
研
究
、
実
践
活
動
に
対
し
て

授
与
す
る
。

（
2
）
対
象
：
論
文
，
著
書
並
び
に
実
践

活
動
に
た
い
し
て
。

（
3
）
選
考
方
法
：

　
（
3
・
1
）
自
薦
ま
た
は
他
薦
と
す
る
。

　
（
3
・
2
）
顧
問
，
会
長
，
理
事
，
専

門
家
で
審
査
の
上
，
理
事
会
で
受
賞

予
定
者
を
き
め
る
。

（
4
）
表
彰
：
年
次
大
会
時
の
総
会
で
受

賞
者
を
決
定
す
る
。

功
労
賞

　
　
　

佐
々
木 

茂
美　

殿

あ
な
た
は
日
本
サ
イ
科
学
会
会
員

（
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
、
日
本
サ
イ

科
学
会
理
事
長
、
理
事
）
と
し
て　

永

年
に
わ
た
り　

研
究
と
啓
蒙
活
動
に
ご

尽
力
さ
れ
ま
し
た

本
学
会
の
輝
か
し
い
発
展
は
あ
な
た

の
ご
努
力
に
お
う
所
が
大
で
あ
り
ま
す

よ
っ
て
日
本
サ
イ
科
学
会
功
労
賞
を

贈
り
表
彰
し
感
謝
致
し
ま
す

　

平
成
26
年
6
月
8
日

　
　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

浪
平 

博
人

［
平
成
25
年
度
決
算
報
告
］

［
平
成
26
年
度
予
算
］

平
成
25
年
6
月
本
部
例
会
報
告

ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣

　
　
　
　

講
師　

松
原　

秀
樹 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
体
質
研
究
所
）

　

今
日
は
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
私
自
身

が
ア
レ
ル
ギ
ー
（
鼻
炎
・
咽
頭
炎
・
目

が
か
ゆ
い
、
頭
が
ぼ
ー
っ
と
す
る
、
耳

鳴
り
、
身
体
が
だ
る
い
等
）
で
40
年
悩

ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
何
を
や
っ
て
も

治
ら
な
か
っ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
が
、
つ
い

最
近
ポ
ン
ッ
と
治
り
ま
し
た
。
こ
の
一
、

二
ヶ
月
の
こ
と
で
す
。

　

だ
い
た
い
小
学
校
1
、
2
年
生
で
毎

週
耳
鼻
科
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
小
学

校
6
年
ま
で
ず
ー
っ
と
通
い
続
け
ま
し

た
が
、
最
後
に
医
者
か
ら
「
あ
ん
た
の

は
体
質
だ
か
ら
治
ら
な
い
よ
。」て
言
わ

れ
ま
し
た
。
小
学
生
の
頃
で
す
か
ら
、

そ
ん
な
に
気
に
し
な
い
で
、
ま
あ
大
人

に
な
れ
ば
そ
の
う
ち
治
る
の
か
な
、
と

考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
中
学
か
ら
高

校
に
進
む
に
つ
れ
て
、
だ
ん
だ
ん
悪
く

な
っ
て
き
ま
し
て
、
高
校
生
く
ら
い
で

症
状
が
ピ
ー
ク
に
達
し
ま
し
て
、
最
悪

の
状
態
が
だ
い
た
い
10
年
く
ら
い
続
き

● ❽●



ま
し
た
。

　

そ
れ
で
体
質
改
善
し
よ
う
か
な
、
と

思
い
、
玄
米
菜
食
と
か
漢
方
薬
と
か
鍼

灸
と
か
西
式
健
康
法
と
か
ヨ
ー
ガ
と
か

い
ろ
い
ろ
や
り
ま
し
た
し
、
ま
た
肌
を

鍛
え
る
と
い
い
と
い
う
の
で
水
泳
も
せ

っ
せ
と
泳
ぎ
ま
し
た
。
し
か
し
結
局
治

ら
な
い
の
で
、
こ
れ
は
と
う
と
う
断
食

を
す
る
し
か
な
い
か
な
、
と
い
う
こ
と

で
、
高
校
卒
業
後
に
断
食
道
場
に
一
ヶ

月
こ
も
っ
て
、
本
格
的
な
断
食
を
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　

宿
便
を
出
せ
ば
す
っ
か
り
体
質
は
変

わ
る
と
い
う
こ
と
に
か
け
た
わ
け
で
す
。

一
ヶ
月
間
道
場
に
こ
も
っ
て
、
本
断
食

一
週
間
、
普
通
の
食
事
に
戻
す
復
食
を

三
週
間
や
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
て
、
ど

う
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
何
も
変
わ
ら

な
か
っ
た
の
で
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に

元
通
り
で
す
。
変
わ
っ
た
事
と
言
え
ば
、

体
重
が
10
キ
ロ
痩
せ
て
げ
そ
っ
と
し
た

だ
け
で
す
。
も
う
一
つ
は
野
菜
が
好
き

に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

　

あ
ま
り
に
も
痩
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

今
度
は
逆
に
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
鍛
え
な
け
れ
ば
、
と
い
う
こ
と
で
ガ

ン
ガ
ン
鍛
え
て
い
き
ま
し
た
。
ウ
エ
イ

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
、
栄
養
療
法
の

本
を
読
ん
で
、
栄
養
を
沢
山
と
っ
て
い

く
と
い
う
方
に
切
り
替
え
た
わ
け
で
す
。

体
を
鍛
え
て
丈
夫
に
す
れ
ば
治
る
か
な

と
い
う
こ
と
で
、
極
真
空
手
を
五
年
位

一
生
懸
命
に
や
っ
て
、
初
段
を
取
っ
て

体
質
が
ど
う
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ

れ
で
も
変
わ
ら
な
い
の
で
す
。

　

何
な
ん
だ
ろ
う
こ
れ
は
?
よ
っ
ぽ
ど

前
世
で
自
分
は
何
か
悪
い
こ
と
を
し
た

の
で
は
な
い
か
?
こ
れ
は
前
世
の
罰
な

の
か
な
?
と
思
い
ま
し
た
。
ず
ー
っ
と

何
を
や
っ
て
も
10
年
間
は
変
わ
ら
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
あ
る
と
き
に
エ
ド
ガ

ー
・
ケ
イ
シ
ー
の
オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
勧
め
て
く
れ
た
方
が
い
ま
し
た
。

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

　

オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
体
を
劇
的
に

楽
に
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
か

ら
エ
ド
ガ
ー
・
ケ
イ
シ
ー
の
資
料
を
ど

ん
ど
ん
読
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
う
し

た
ら
、
今
ま
で
体
に
い
い
と
思
っ
て
い

た
こ
と
と
か
、
み
ん
な
が
や
っ
て
い
る

か
ら
当
た
り
前
だ
、
と
思
っ
て
い
た
事

の
中
に
、
体
を
悪
く
し
て
い
る
要
因
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
に
だ
ん
だ
ん
気
付

い
て
行
き
ま
し
た
。
一
つ
気
付
く
た
び

に
生
活
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
ら
、
何

年
か
か
け
て
、
症
状
が
最
悪
時
か
ら
半

分
く
ら
い
に
下
が
り
ま
し
た
。

　

30
代
の
半
ば
に
、
歯
の
詰
め
物
の
ア

マ
ル
ガ
ム
が
ア
レ
ル
ギ
ー
の
大
き
な
原

因
に
な
る
こ
と
を
知
り
、
歯
医
者
で
13

本
の
歯
か
ら
ア
マ
ル
ガ
ム
を
は
ず
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
は
ず
し
て
も

ら
っ
た
ら
、
ま
た
症
状
が
ス
ト
ン
と
下

が
り
、
症
状
が
最
悪
時
の
10
パ
ー
セ
ン

ト
ま
で
下
が
り
ま
し
た
。
大
分
楽
に
な

り
ま
し
た
。
ア
マ
ル
ガ
ム
を
入
れ
ら
れ

た
の
は
、
だ
い
た
い
幼
稚
園
か
ら
小
学

校
一
年
生
の
頃
で
、
13
本
バ
ッ
チ
リ
入

れ
ら
れ
て
、
そ
れ
以
来
水
銀
が
歯
の
中

に
約
30
年
間
入
り
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
わ

け
で
す
。
ま
あ
“
水
銀
中
毒
”
で
し
ょ

う
ね
。

　

食
事
も
悪
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
症

状
が
最
悪
時
の
後
半
の
頃
、
パ
ン
が
好

き
な
の
で
自
分
で
パ
ン
が
作
れ
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
パ
ン
教
室
に
行
き
ま
し

た
。
そ
し
て
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
の
作
り
方

を
知
っ
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
パ

ン
生
地
と
油
が
全
く
同
じ
量
な
の
で
す
。

し
か
も
パ
ン
教
室
で
使
っ
て
い
た
油
は

シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ
で
、
身
体
に
有
害
と

さ
れ
る
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
だ
っ
た
の
で

す
。
こ
ん
な
も
の
を
毎
日
食
べ
て
い
た

ら
い
か
ん
な
と
思
い
、
知
ら
な
い
と
い

う
こ
と
は
恐
ろ
し
い
こ
と
で
ぞ
っ
と
し

ま
し
た
。

　

私
は
20
代
の
前
半
に
冷
え
で
悩
ん
で

い
ま
し
た
の
で
、
毎
日
職
場
に
あ
っ
た

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
風
呂
と
遠
赤
外
線
サ
ウ

ナ
、
水
風
呂
に
五
年
間
く
ら
い
入
っ
て

お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
冷
え
て
冷
え

て
し
ょ
う
が
な
く
て
、
真
夏
で
も
ジ
ャ

ン
パ
ー
が
必
要
な
く
ら
い
で
、
手
も
冷

た
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
皮
膚
科
学
を
学
ん
で
、
風
呂

が
悪
い
ん
だ
、
風
呂
に
入
る
の
を
止
め

よ
う
と
思
い
、
そ
れ
以
来
入
浴
は
一
週

間
に
一
度
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
。
風

呂
は
入
ら
な
い
方
が
冷
え
に
く
く
な
り
、

皮
膚
も
き
れ
い
に
な
る
の
で
す
。
そ
う

い
う
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
事
を
見
直
し

て
、
玄
米
菜
食
も
止
め
ま
し
た
。

　

最
近
栄
養
療
法
も
見
直
し
て
、
サ
プ

リ
メ
ン
ト
も
安
心
し
て
長
く
飲
み
続
け

ら
れ
る
添
加
物
の
な
い
自
社
ブ
ラ
ン
ド

の
も
の
を
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
飲
む

よ
う
に
な
り
、
自
分
の
症
状
も
数
パ
ー

セ
ン
ト
ま
で
下
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
0
に
は
な
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
の
3
月
に
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「
L
P
S（
リ
ポ
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
）」

の
入
っ
た
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
開
発
し
、

そ
れ
を
飲
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
一
、

二
ヶ
月
で
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
ス
ト
ン

と
0
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
に
自
分
で
段
階
的
に

い
ろ
い
ろ
や
っ
て
き
て
、
要
す
る
に
ア

レ
ル
ギ
ー
が
起
き
る
仕
組
み
が
こ
う
で
、

こ
う
す
れ
ば
治
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が

あ
ら
か
た
分
か
り
ま
し
た
の
で
、
今
日

そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

主
に
免
疫
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
免

疫
は
血
管
の
内
側
で
起
き
て
い
る
世
界

の
話
な
の
で
、
見
え
な
い
か
ら
分
か
り

に
く
い
と
思
い
ま
す
。
免
疫
力
は「
高

い
―
低
い
」
の
尺
度（
縦
軸
）
と「
正
常

―
異
常
」
の
尺
度（
横
軸
）
が
あ
り
ま

す
。
免
疫
力
は
高
く
て
も
異
常
で
あ
れ

ば
困
る
わ
け
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
リ
ウ
マ
チ
の
よ
う
な

自
己
免
疫
疾
患
は
病
院
に
行
く
と
、
ス

テ
ロ
イ
ド
系
の
薬
で
症
状
を
抑
え
ま
す
。

こ
れ
は
免
疫
力
を
下
げ
る
方
向
な
の
で
、

感
染
症
に
か
か
る
率
が
上
が
っ
た
り
し

て
良
く
な
い
こ
と
も
起
こ
る
の
で
、
理

想
を
言
え
ば
免
疫
力
を
正
常
な
方
向
に

向
け
る
こ
と
で
す
。
そ
の
方
法
を
紹
介

致
し
ま
す
。

1
．
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
の
軽
減
法

　

ア
レ
ル
ギ
ー
に
は
4
つ
の
型
が
あ
り
、

Ⅰ
型
：
花
粉
症
、
気
管
支
喘
息
、
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
等
で
、

主
に
こ
ち
ら
の
お
話
に
な
り
ま
す
。
Ⅱ

型
と
Ⅲ
型
は
自
己
免
疫
性
疾
患
（
自
己

抗
体
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
Ⅱ
型
は

主
に
溶
血
性
貧
血
等
、
Ⅲ
型
は
リ
ウ
マ

チ
、
小
児
性
糖
尿
病
を
始
め
と
す
る

様
々
な
自
己
免
疫
性
疾
患
、
Ⅳ
型
は
臓

器
移
植
後
に
起
こ
る
拒
絶
反
応
で
す
の

で
、
今
日
は
お
話
し
し
ま
せ
ん
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
の
起
こ
る
仕
組
み
は
、

肥
満
細
胞
に
Y
型
の
も
の
が
一
杯
突

き
刺
さ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
が

「
I
g
E
抗
体
」
で
こ
こ
に
花
粉
だ
と

か
ダ
ニ
だ
と
か
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
な
る

も
の
が
飛
ん
で
く
る
と
く
っ
つ
い
て
、

そ
の
刺
激
が
肥
満
細
胞
の
内
部
に
伝
わ

っ
て
爆
発
し
ま
す
。
内
部
か
ら
飛
び
散

っ
た
も
の
の
一
つ
が
ヒ
ス
タ
ミ
ン
で
こ

れ
で
ア
レ
ル
ギ
ー
炎
症
が
起
こ
り
、
も

う
一
つ
が
ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン
で
こ
れ
は

ヒ
ス
タ
ミ
ン
の
千
倍
く
ら
い
炎
症
を
起

こ
す
力
が
あ
り
、
血
管
や
気
管
支
を
強

く
収
縮
さ
せ
ま
す
。
炎
症
が
進
む
と

「
ア
ラ
キ
ド
ン
酸
カ
ス
ケ
ー
ド
」
の
反

応
が
起
こ
り
、
炎
症
が
さ
ら
に
進
み
ま

す
。
リ
ノ
ー
ル
酸
や
砂
糖
の
多
い
食
事

を
し
て
い
る
と
、
ア
ラ
キ
ド
ン
酸
カ
ス

ケ
ー
ド
の
炎
症
が
起
こ
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

ア
ラ
キ
ド
ン
酸
カ
ス
ケ
ー
ド
を
抑
え

る
物
質
が
、
ル
テ
オ
リ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン

C
で
、
こ
れ
ら
を
摂
る
と
ヒ
ス
タ
ミ
ン

が
減
少
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
軽
減

し
ま
す
。
ル
テ
オ
リ
ン
が
沢
山
含
ま
れ

て
い
る
代
表
的
な
食
品
が
、
シ
ソ
の
実

エ
キ
ス
で
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
遊
離
抑
制
作

用
が
あ
り
ま
す
。

「
紅
花
油
・
大
豆
油
・
コ
ー
ン
油
・

ヒ
マ
ワ
リ
油
・
綿
実
油
・
菜
種
油
・
パ

ー
ム
油
・
ゴ
マ
油
・
グ
レ
ー
プ
シ
ー
ド

油
」
等
に
入
っ
て
い
る
リ
ノ
ー
ル
酸
が

過
剰
に
な
る
と
、
細
胞
膜
リ
ン
脂
質
か

ら
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
が
で
き
て
痛

み
を
増
強
し
、
ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン
は
炎

症
を
悪
化
し
、
気
管
支
喘
息
や
鼻
づ
ま

り
が
起
こ
り
ま
す
。

　

シ
ソ
の
実
エ
キ
ス
は
①
ヒ
ス
タ
ミ
ン

の
遊
離
抑
制
作
用
②
ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン

の
生
成
抑
制
作
用
③
炎
症
性
サ
イ
ト
カ

イ
ン
の
抑
制
作
用
が
あ
り
、
シ
ソ
油（
α

リ
ノ
レ
ン
酸
）は
ア
ラ
キ
ド
ン
酸
カ
ス
ケ

ー
ド
の
抑
制
作
用
が
あ
り
ま
す
。

　

自
社
ブ
ラ
ン
ド
の「
シ
ソ
の
実
エ
キ

ス
α
」は
シ
ソ
の
実
エ
キ
ス
100
m
g
、
乳

酸
菌
66
・
6
m
g
、
小
麦
発
酵
抽
出
物

（
L
P
S
を
含
む
）
40
m
g
を
成
分
と
し

て
い
ま
す
。

2
．
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
改
善
法

　

I
g
E
・
自
己
抗
体
を
減
ら
す
こ
と

で
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
を
改
善
し
ま
す
。

（
1
）
衛
生
仮
説

　

血
液
は
血
球
と
血
漿
に
分
け
ら
れ
、

血
球
は
赤
血
球
、
白
血
球
、
血
小
板
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
1
㎜
立
方
の
血
液
中

に
四
、五
百
万
個
の
赤
血
球
と
四
、五
千

個
の
白
血
球
、
15
～
20
万
個
の
血
小
板

が
あ
り
ま
す
。
免
疫
は
そ
の
中
の
白
血

球
の
お
話
で
す
。

　

白
血
球
は
単
球
と
顆
粒
球
と
リ
ン
パ

球
が
あ
り
ま
す
。
単
球
は
マ
ク
ロ
フ
ァ

ー
ジ
や
樹
状
細
胞
等
に
分
化
し
、
顆
粒

球
は
好
中
球
、
好
酸
球
、
好
塩
基
球

が
あ
り
、
リ
ン
パ
球
は
N
K
（
ナ
チ
ュ

ラ
ル
キ
ラ
ー
）
細
胞
、
T
細
胞
、
B
細

胞
が
あ
り
ま
す
。
T
細
胞
は
、
キ
ラ

ー
T
細
胞
（
異
物
に
侵
入
し
て
毒
を
注

入
し
て
溶
か
す
）
と
ヘ
ル
パ
ー
T
細
胞

（
免
疫
の
司
令
役
）
に
分
か
れ
ま
す
。

　

免
疫
に
は
「
自
然
免
疫
」
と
「
獲
得

免
疫
」
の
2
つ
が
あ
り
ま
す
。
自
然
免

疫
に
は
好
中
球
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
、

樹
状
細
胞
、
N
K
細
胞
が
異
物
を
ま
ず

食
べ
る
役
割
と
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
と

樹
状
細
胞
は
ヘ
ル
パ
ー
T
細
胞
に
こ

ん
な
異
物
が
入
っ
て
い
る
と
抗
原
を
提

示
し
ま
す
。
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そ
う
す
る
と
ヘ
ル
パ
ー
T
細
胞
は
こ

れ
は
大
変
だ
と
い
う
こ
と
で
、
一
部
は

キ
ラ
ー
T
細
胞
に
変
身
し
て
異
物
を
攻

撃
し
、
ま
た
B
細
胞
に
も
っ
と
抗
体（
抗

原
専
用
の
ミ
サ
イ
ル
）
を
作
れ
と
指
令

し
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
最
初
の
好
中
球
、
マ

ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
、
樹
状
細
胞
、
N
K
細

胞
を
元
気
よ
く
さ
せ
る
と
、
免
疫
力
が

強
く
な
り
ま
す
。

　

ヘ
ル
パ
ー
T
細
胞
は「
T
h
1
」「
T 

h
2
」
に
な
っ
た
り
し
ま
す
が
「
T
 h 

1
」
が
細
菌
に
対
応
し
、「
T
h
2
」
が

吸
血
ダ
ニ
・
寄
生
虫
・
花
粉
・
ハ
ウ
ス

ダ
ス
ト
に
対
応
し
ま
す
。「
T
h
2
」
が

増
え
る
と
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
に
な
り
ま

す
。
最
近
「
T
r
e
g
」、「
T
h
17
」

が
発
見
さ
れ
、「
T
r
e
g
」
は
免
疫
の

制
御
役
で
あ
り
、「
T
h
17
」
は
ガ
ン
に

対
応
す
る
ヘ
ル
パ
ー
T
細
胞
で
す
。

　

L
P
S（
リ
ポ
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
）

に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
と
花
粉
症
の

発
症
率
が
高
く
な
り
、
L
P
S
に
触
れ

る
機
会
が
多
い
と
花
粉
症
の
発
症
率
は

低
く
な
り
ま
す
。

　

L
P
S（
リ
ポ
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
）

は
、
グ
ラ
ム
陰
性
菌
細
胞
壁
外
膜
の
構

成
成
分
で
あ
っ
て
、
脂
質
及
び
多
糖
か

ら
構
成
さ
れ
る
物
質
（
糖
脂
質
）
で
す
。

グ
ラ
ム
陰
性
菌
を
体
内
に
入
れ
る
の
で

は
な
く
て
、
そ
の
表
皮
成
分
だ
け
を
体

に
入
れ
る
と
、
免
疫
系
は
菌
が
入
っ
て

き
た
と
勘
違
い
し
て
、「
T
h
1
」
の

方
が
優
性
と
な
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質

が
改
善
さ
れ
ま
す
。
そ
の
仕
組
み
は

L
P
S
が
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
の
受
容
体

（
T
L
R
4
）
に
付
い
て
、
マ
ク
ロ
フ

ァ
ー
ジ
を
活
性
化
さ
せ
、
ア
レ
ル
ギ
ー

体
質
を
改
善
さ
せ
ま
す
。

「�

リ
ー
キ
ー
・
ガ
ッ
ト
（
＝
漏
れ
や
す

い
腸
）」

　

本
来
は
、
タ
ン
パ
ク
質
→
ペ
プ
チ
ド

→
ア
ミ
ノ
酸
の
順
で
消
化
吸
収
さ
れ
ま

す
が
、「
リ
ー
キ
ー
・
ガ
ッ
ト
」の
人
は
、

ペ
プ
チ
ド
の
状
態
で
吸
収
さ
れ
る
の
で
、

異
種
タ
ン
パ
ク
質
が
体
内
に
入
っ
て
し

ま
う
の
が
問
題
で
す
。
こ
れ
に
よ
り

I
g
E
・
自
己
抗
体
を
作
る
原
因
に

な
り
ま
す
。
食
べ
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
こ

れ
で
し
か
説
明
が
つ
か
な
い
で
す
。

　

で
は
な
ぜ
「
リ
ー
キ
ー
・
ガ
ッ
ト
」

に
な
る
の
か
?

　

一
つ
の
原
因
は
薬
で
す
。「N

SA
ID

s

（
非
ス
テ
ロ
イ
ド
の
痛
み
止
め
）・
抗
生

物
質
・
経
口
避
妊
薬
・
長
期
点
滴
」
等

で
す
。
も
う
一
つ
は
食
物
で
す
。「
砂

糖
・
牛
乳
・
冷
食
・
サ
ポ
ニ
ン
・
レ
ク

チ
ン
・
グ
ル
テ
ン
・
タ
ン
ニ
ン
・
タ
ウ

マ
チ
ン
様
物
質
・
カ
プ
サ
イ
シ
ン
・
ア

ル
コ
ー
ル
」
等
で
す
。
ま
た
「
外
傷
・

熱
傷
・
尻
餅
・
ム
チ
ウ
チ
・
激
し
い
運

動
」
等
も
「
リ
ー
キ
ー
・
ガ
ッ
ト
」
に

な
り
ま
す
。

「
リ
ー
キ
ー
・
ガ
ッ
ト
」
の
修
復
法

は
、
乳
酸
菌
と
野
菜
→
植
物
繊
維
（
水

溶
性
：
不
溶
性
＝
2
：
1
）
を
沢
山
摂

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
ん
に
ゃ
く
と

か
海
藻
が
水
溶
性
で
す
。

「
T
r
e
g
」
&
「
T
N
F
」
活
性
化

「
化
学
物
質
・
重
金
属
・
ウ
イ
ル

ス
・
異
種
タ
ン
パ
ク
」
に
よ
り
、
マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ
が
大
量
の
サ
イ
ト
カ
イ
ン

を
分
泌
し
、
ヘ
ル
パ
ー
T
細
胞
が
暴

走
、
自
己
抗
体
を
作
ら
せ
て
、
自
己
免

疫
性
疾
患
を
起
こ
し
ま
す
。

　

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン

D
が
「
T
r
e
g
」
を
活
性
化
し
、
免

疫
系
の
暴
走
を
抑
制
し
ま
す
。
ビ
タ
ミ

ン
D
は
U
V
B
（
紫
外
線
の
B
波
）
が

皮
膚
に
当
た
る
こ
と
で
、
ビ
タ
ミ
ン
D

の
前
駆
体
が
作
ら
れ
ま
す
。

　

L
P
S
は
「
T
N
F
」
を
α
活
性
化

（
胎
児
炎
症
）
し
、
細
胞
障
害
性
T
細

胞
を
死
滅
さ
せ
、
腫
瘍
細
胞
も
壊
死
し

ま
す
。

　

以
上
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
改
善
に

は
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
等
で
、
一
日
に
つ

い
て
ビ
タ
ミ
ン
C
を
4
～
6
g
、
ビ
タ

ミ
ン 

D 

を
4
0
0
0
I
U
、
L
P
S
は

4
0
0
～
8
0
0μ
g
摂
取
し
、
乳
酸

菌
や
食
物
繊
維
も
摂
る
こ
と
で
す
。

3
．
ア
ト
ピ
ッ
ク
・
ス
キ
ン
の
改
善
法

（
1
）
過
剰
入
浴
&
石
鹸
&
精
油
を
避

け
る

　

石
鹸
等
に
含
ま
れ
る
界
面
活
性
剤
は
、

皮
脂
膜
を
薄
弱
化
し
、
皮
膚
常
在
菌
を

減
少
さ
せ
、
皮
膚
を
乾
燥
さ
せ
る
の
で
、

歳
を
と
る
ほ
ど
皮
脂
膜
の
回
復
の
遅
く

な
る
こ
と
か
ら
、
入
浴
は
減
ら
す
方
が

よ
い
。

（
2
）
オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
と
き
ど

き
ホ
ホ
バ
オ
イ
ル
を
身
体
に
塗
り
、

L
P
S
配
合
保
湿
ク
リ
ー
ム
や
高
酸
化

水
ゲ
ル
で
保
湿
力
を
ア
ッ
プ
し
て
、
美

肌
を
保
ち
ま
す
。

（
質
疑
応
答
）

・
シ
ソ
油
と
エ
ゴ
マ
油
は
同
じ
も
の
で

　

す
。

・
洗
髪
に
関
し
て
は
シ
ャ
ン
プ
ー
し
て

　

い
い
で
す
が
、
界
面
活
性
剤
が
な
い

　

も
の
な
ど
、
品
質
の
良
い
も
の
を
使

　

っ
て
く
だ
さ
い
。

・
肉
は
食
べ
て
い
い
で
す
が
、
野
菜
と

　

一
緒
に
食
べ
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

　

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
三
百
八
十
八
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

気
で
読
み
と
る
鬱
積
感
情
、

霊
障
と
そ
の
治
療

　
　
　
　

講
師　

橋
本　

和
哉 

氏

と
き　
　

平
成
26
年
5
月
17
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

祖
母
が
霊
能
者
で
不
思
議
体
験
を
す

る
家
系
に
育
っ
た
。
大
阪
大
学
医
学
部

大
学
院
卒
業
後
、
気
功
、
O
リ
ン
グ
テ

ス
ト
、
ダ
ウ
ジ
ン
グ
、
催
眠
を
学
ぶ
。

病
院
勤
務
後
開
業
。「
は
し
も
と
内
科
外

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」N
P
O「
癒
し
と
健
康

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」理
事
長
、「
医
療
ヨ
ガ
」

指
導
、「
気
当
て
診
断
法
」「
天
賜
気
功
」

を
開
発
し
応
用
す
る
。
医
学
博
士
、
神

経
学
会
・
東
洋
医
学
会
専
門
医
・
内
科

学
会
認
定
医
・
温
泉
療
法
医
・
ア
ロ
マ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
講
演
、
雑
誌
掲
載
多

数
。
テ
レ
ビ
出
演
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

T
V
に
も
出
演
。
著
書
、「
治
り
に
く
い

病
気
が
治
る
、
D
V
D
ブ
ッ
ク
」（
マ
キ

ノ
出
版
）「
健
康
と
若
さ
を
取
り
戻
す

医
療
ヨ
ガ
」（
春
秋
社
）霊
障
に
関
す
る

本
を
近
々
出
版
予
定（
創
芸
社
）

講
座
会
場
で
は
、
蓄
積
感
情
、
人
か

ら
受
け
た
感
情
、
ト
ラ
ウ
マ
、
霊
障
を

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
捉
え
診
断
す
る

だ
け
で
な
く
、
目
の
前
で
、
し
か
も
即

効
で
そ
の
症
状
を
改
善
さ
せ
る
な
ど
の

実
演
を
、
前
に
出
て
来
て
く
だ
さ
っ
た

方
の
お
か
げ
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
詰

め
詰
め
席
で
、
最
初
は
立
ち
見
ま
で
あ

っ
た
の
に
頑
張
っ
て
聞
い
て
く
だ
さ
っ

た
参
加
者
に
、
先
ず
は
心
か
ら
感
謝
の

気
持
ち
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

講
演
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
流
れ
で

し
た
。

1�

．
気
の
感
知
練
習
を
し
た
上
で
、
気

当
て
の
診
断
法
の
紹
介
と
実
習

2�

．
鬱
積
感
情
、
ト
ラ
ウ
マ
、
人
か
ら

受
け
た
感
情
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
解
説

3�

．
気
当
て
診
断
で
鬱
積
感
情
、
ト
ラ

ウ
マ
、
人
か
ら
受
け
た
感
情
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

4�

．
鬱
積
感
情
、
ト
ラ
ウ
マ
、
人
か
ら

受
け
た
感
情
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
数
分
と

い
う
短
時
間
で
改
善
さ
せ
る
実
演

5�

．
霊
と
霊
障
の
解
説

6�

．
霊
障
を
気
当
て
診
断
で
チ
ェ
ッ
ク

す
る
。

7
．
霊
障
を
浄
霊
す
る
実
演

8
．
霊
障
の
予
防
、
人
と
家
に
関
し
て

9
．
亡
く
な
っ
た
人
の
霊
以
外
の
憑
依

10
．
霊
界
の
階
層

11
．
先
祖
供
養

12
．
憑
依
体
質
を
改
善
す
る
に
は

13�

．
質
疑
応
答
も
活
発
に
30
分
ほ
ど
行

わ
れ
ま
し
た
。

気
当
て
診
断
法
を
体
感
し
て
も
ら
う

前
に
、
最
初
は
気
の
流
れ
を
良
く
し
、

気
の
感
知
練
習
か
ら
始
め
ま
し
た
。
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
行
っ
て
い
る
医
療
ヨ
ガ
を

ベ
ー
ス
と
し
た
動
き
を
行
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
医
療
ヨ
ガ
は
伝
統
的
な
ヨ
ガ

の
動
き
を
患
者
さ
ん
や
動
き
の
悪
い
人

に
も
で
き
る
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
動

き
で
す
が
、
3
つ
の
目
的
の
た
め
に
動

き
ま
す
。
1
つ
目
は
、
動
脈
を
末
梢
ま

で
し
っ
か
り
流
す
。
2
つ
目
は
、
鬱
滞

し
て
い
る
静
脈
、
リ
ン
パ
液
を
戻
す
。

3
つ
目
は
、
歪
ん
だ
脊
髄
を
矯
正
す
る
。

一
回
の
医
療
ヨ
ガ
を
す
る
だ
け
で
外

気
功
と
気
の
感
知
が
8
割
の
人
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
医
療
ヨ
ガ
の
動

き
で
特
に
上
半
身
と
手
の
動
き
を
参
加

者
に
行
い
、
気
を
流
す
練
習
を
し
ま
し

た
。
指
先
の
先
端
は
気
の
ル
ー
ト
で
あ

る
経
絡
が
タ
ー
ン
す
る
と
こ
ろ
な
の
で
、

特
に
し
っ
か
り
動
か
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
肩
、
胸
背
も
日
常
的
に
あ
ま
り
動

か
し
て
お
ら
ず
、
気
の
滞
り
が
で
き
や

す
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
そ
こ
を
特
に
し

っ
か
り
動
か
し
ま
す
。
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

入
り
音
楽
C
D
を
聞
い
て
も
ら
い
、
気

功
が
一
段
と
で
き
る
の
も
体
感
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

気
の
感
知
練
習
と
外
気
功
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
次
は
気
当
て
診
断
法

の
練
習
で
す
。
気
当
て
診
断
法
で
は
、

検
索
し
た
い
あ
る
も
の
を
意
識
し
て
手

指
に
気
を
集
め
、
対
象
物
に
当
て
ま
す
。

対
象
物
に
意
識
し
た
も
の
が
あ
れ
ば
共

鳴
し
て
気
が
当
た
り（
共
鳴
）、
そ
れ
に

よ
っ
て
対
象
物
に
何
が
あ
る
か
を
知
り

ま
す
。
参
加
さ
れ
た
方
の
大
半
が
気
当

て
診
断
法
が
出
来
、
自
分
の
臓
器
な
ど

に
気
を
当
て
て
共
鳴
反
応
を
取
る
練
習

を
し
ま
し
た
。　

次
は
感
情
の
話
で
す
。
と
き
ど
き
に

湧
き
上
が
る
感
情
を
発
散
さ
せ
ず
に
い

る
と
身
体
に
蓄
積
さ
れ
ま
す
。

怒
り
や
悲
し
み
は
特
に
蓄
積
さ
れ
や

す
い
感
情
で
す
。
胸
に
悲
し
み
、
腰
に

怒
り
の
感
情
が
蓄
積
さ
れ
や
す
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
気
当
て
診
断
法
を
用
い

る
と
蓄
積
感
情
、
人
か
ら
受
け
た
感
情

が
ど
こ
に
ど
れ
く
ら
い
の
広
が
り
を
も

っ
て
存
在
す
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。
そ

● �●
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れ
ぞ
れ
蓄
積
感
情
、
人
か
ら
受
け
た
感

情
と
思
い
な
が
ら
気
を
当
て
ま
す
。
気

が
当
た
る
と
こ
ろ
が
、
そ
の
感
情
の
あ

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
感
情
を
気
当
て

診
断
で
、
ど
こ
に
ど
れ
く
ら
い
の
範
囲

で
あ
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
消
す
レ
メ
デ
ィ
ー
や
漢
方
薬

を
う
ま
く
選
ぶ
と
数
分
で
蓄
積
感
情
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
消
え
て
、
症
状
も
改
善
し

ま
す
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
希
望

者
に
前
に
出
て
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。

胸
の
あ
た
り
が
詰
ま
る
と
訴
え
る
な
ど

の
感
情
蓄
積
の
方
は
、
そ
の
感
情
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
消
す
漢
方
薬
を
気
当
て
で
選

び
、
飲
ん
で
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
2
分

程
度
で
改
善
し
ま
し
た
。

人
か
ら
受
け
た
感
情
は
強
い
も
の
は

い
わ
ゆ
る
生
き
霊
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

人
が
怒
り
や
妬
み
な
ど
の
宜
し
く
な
い

感
情
だ
け
で
な
く
、
頼
る
や
好
き
と
い

っ
た
感
情
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
強
い

場
合
は
、
人
に
付
い
て
悪
影
響
を
与
え

ま
す
。
そ
う
し
た
人
か
ら
受
け
た
感
情

は
最
初
、
受
け
た
人
の
周
辺
の
オ
ー
ラ

層
に
あ
り
ま
す
が
、
次
第
に
身
体
内
に

入
り
込
ん
で
き
ま
す
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
出
て
来

ら
れ
た
方
は
、
肩
こ
り
な
ど
が
強
か
っ

た
の
で
す
が
、
気
当
て
診
断
で
人
か
ら

の
感
情
が
ど
こ
に
あ
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、

そ
の
感
情
を
消
す
気
ス
プ
レ
ー
を
撒
い

た
と
こ
ろ
数
秒
で
改
善
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
身
体
に
深
く
入
り
込
ん
だ
人
か
ら

受
け
た
感
情
に
は
、
気
入
り
オ
イ
ル
を

塗
り
、
1
分
程
で
改
善
し
ま
し
た
。

ト
ラ
ウ
マ
に
関
し
て
該
当
者
は
会
場

に
は
お
ら
ず
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
な
し
で
解
説
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。
ト
ラ
ウ
マ
の
ケ
ー
ス
で
も
気
当
て

診
断
で
そ
の
感
情
の
存
在
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
的
確
に
レ
メ
デ
ィ
ー
や
漢
方
薬
を

使
う
と
3
分
程
度
で
改
善
し
ま
す
。

さ
ら
に
症
例
紹
介
で
は
、
電
車
に
乗

る
と
動
悸
が
激
し
く
な
る
パ
ニ
ッ
ク
障

害
や
か
け
た
鍵
を
何
度
も
見
に
行
く
脅

迫
神
経
症
の
ケ
ー
ス
で
も
、
そ
の
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
適
格
な
レ

メ
デ
ィ
ー
や
漢
方
薬
を
気
当
て
診
断
で

選
ぶ
と
数
分
で
改
善
し
た
例
を
報
告
し

ま
し
た
。

第
2
部
は
霊
障
の
講
義
で
す
。
霊
障

の
講
義
が
始
ま
る
前
に
、
憑
依
さ
れ
易

い
人
に
は
、
予
防
の
た
め
キ
ラ
キ
ラ
し

た
メ
タ
ル
テ
ー
プ
を
配
り
身
に
付
け
る

よ
う
指
導
し
ま
し
た
。

成
仏
し
て
い
な
い
霊
が
憑
依
す
る
と

良
く
な
い
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
が
、
そ

れ
を
霊
障
と
言
い
ま
す
。
霊
障
が
あ
る

か
ど
う
か
も
気
当
て
診
断
法
で
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。
不
成
仏
霊
と
意
識
し
て
気

を
当
て
、
気
が
当
た
る
と
こ
ろ
に
そ
れ

が
居
る
と
判
定
し
ま
す
。
た
だ
し
霊
的

プ
ロ
テ
ク
ト
な
し
に
こ
の
診
断
を
す
る

と
憑
依
霊
の
影
響
や
憑
依
を
受
け
て
危

険
で
す
。
も
っ
と
も
お
勧
め
し
て
い
る

プ
ロ
テ
ク
ト
が
、
橋
本
が
選
ん
だ
ア
イ

ヌ
の
帯
で
す
。

浄
霊
法
は
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ

な
ど
高
次
元
の
神
様
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

天
か
ら
降
ろ
し
て
霊
が
上
が
る
道
を
作

り
、
彷
徨
う
霊
を
気
で
癒
す
と
浄
霊
で

き
ま
す
。
こ
れ
は
一
種
の
気
エ
ネ
ル
ギ

ー
ワ
ー
ク
で
す
。
徐
霊
は
霊
を
払
う
こ

と
で
す
が
、
こ
れ
で
は
霊
は
成
仏
で
き

ず
空
間
に
浮
遊
す
る
だ
け
な
の
で
、
再

度
憑
依
を
受
け
ま
す
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
出
て
来

ら
れ
た
方
の
情
報
を
人
型
に
入
れ
、
浄

霊
す
る
気
を
入
れ
た
ホ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ー

ト
に
乗
せ
て
遠
隔
浄
霊
し
た
と
こ
ろ
、

20
分
ほ
ど
で
浄
霊
が
終
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
方
は
浄
霊
後
、
歩
行
に
杖
が
要
ら

な
く
な
っ
た
と
感
激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

霊
障
予
防
は
再
発
を
抑
え
る
意
味
で

大
切
で
す
。

自
身
の
霊
障
プ
ロ
テ
ク
ト
で
も
っ
と

も
お
勧
め
す
る
の
は
ア
イ
ヌ
の
帯
で
す
。

家
に
不
成
仏
霊
が
い
る
と
、
い
く
ら
本

人
の
浄
霊
を
し
て
も
、
す
ぐ
に
再
発
し

ま
す
。
家
に
居
る
霊
は
家
の
間
取
り
図

で
気
当
て
診
断
法
で
遠
隔
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。
住
ん
で
い
る
家
に
憑
依
霊
が
居

る
場
合
、
浄
霊
ス
プ
レ
ー
を
家
に
居
る

霊
に
吹
き
付
け
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
れ

で
ほ
と
ん
ど
一
瞬
で
浄
霊
さ
れ
ま
す
。

家
の
外
か
ら
浮
遊
霊
が
入
っ
て
来
て
い

る
ケ
ー
ス
で
は
、
入
っ
て
く
る
方
向
に

シ
ー
サ
ー
や
鏡
を
用
い
て
ブ
ロ
ッ
ク
し

て
も
ら
い
ま
す
。

憑
依
体
質
を
改
善
さ
せ
る
方
法
は
、

プ
ロ
テ
ク
ト
を
付
け
る
以
外
に
、
霊
に

意
識
を
合
わ
さ
な
い
こ
と
で
す
。
霊
障

体
験
が
ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ
て
い
る
方
は
、

な
か
な
か
そ
の
恐
れ
か
ら
逃
れ
に
く
い



の
で
、
無
意
識
の
う
ち
に
不
成
仏
霊
に

意
識
を
合
わ
せ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

ま
ず
は
そ
の
ト
ラ
ウ
マ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

消
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

先
祖
供
養
は
、
霊
を
癒
す
点
で
浄
霊

と
似
て
い
ま
す
。
不
成
仏
の
ご
先
祖
さ

ま
を
呼
び
出
す
と
霊
障
を
起
こ
す
こ
と

が
あ
る
の
で
、
そ
の
場
合
は
ご
先
祖
さ

ま
を
浄
霊
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
霊
の
悪
影
響
を
受
け
な
い
よ

う
に
す
る
に
は
、
霊
が
身
体
に
入
ら
な

い
よ
う
に
、
札
を
立
て
た
1
か
所
に
集

ま
る
よ
う
に
誘
導
し
ま
す
。
す
で
に
成

仏
し
て
霊
界
に
居
る
霊
に
対
し
て
は
、

さ
ら
に
上
界
か
ら
降
ろ
し
た
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
そ
の
霊
に
入
れ
て
、
霊
が
さ
ら

に
上
層
階
に
上
が
る
よ
う
誘
導
し
ま
す
。

亡
く
な
っ
た
人
の
霊
以
外
に
は
妖
怪
、

悪
魔
、
動
物
霊
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

悪
魔
の
経
験
は
2
例
で
コ
メ
ン
ト
困
難

で
す
。
動
物
霊
は
偶
然
に
憑
依
さ
れ
が

ち
で
、
憑
依
さ
れ
る
と
妙
な
顔
つ
き
に

な
り
ま
す
。
妖
怪
は
漫
画
や
物
語
の
空

想
世
界
の
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

浄
霊
し
て
も
改
善
し
な
い
人
に
気
当
て

診
断
で
見
つ
け
ま
し
た
。
人
の
霊
と
違

い
人
間
的
な
感
情
は
な
く
、
妖
怪
退
治

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
お
札
を
使
っ
て
も
逃

げ
る
の
が
素
早
く
、
ホ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ー

ト
で
対
処
し
な
い
と
対
策
は
困
難
で
す
。

（
記
録
は
橋
本
氏
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

橋
本
氏
は
地
元
関
西
で
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
開
業
。
参
加
者
な
じ
み
の
関
西
弁
で

軽
妙
に
笑
い
を
誘
い
な
が
ら
、
独
自
に

開
発
さ
れ
た
と
い
う
気
当
て
診
断
法
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
も
気
の
世
界
を
身
近
に
感
じ
た

一
日
で
し
た
。

「
は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

の
連
絡
先
T
E
L
0
6（
6
3
8
2
）

2
1
1
0
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
18
名
、
非
会

員
60
名
合
計
78
名
で
し
た
。
今
回
の
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

三
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

以
下
12
本
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御

注
文
願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野 

百
合
子 

氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原 

秀
樹 

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向 
猛 

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野 

節
子 

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保 

秀
之 

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川 

博
章 

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川 

眞
知
子 

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根 

和
郎 

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦 

西
平 

氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学
」

◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林 

信
正 

氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
～
」

● �●
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《本部月例会・全国大会講演録の販売》

本部月例会・全国大会のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張子wma）なので、聞

くためには「CD、DVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが必要になります。

以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間

は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、やはり会場の

スピーカー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取

れます。当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

講演録の代金は1回分2,000円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」

で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・

パソコンには、「CD−Rファイル」が読めるプレーヤーがついております。）

※御注文は郵便局にある「郵便振替用紙」の通信欄にご希望の講演録の『年／月　講師名』と

金額（1回分2,000円）を記入し、郵便振替口座  00100-2-15344　加入者名  日本サイ科学会

にお振込願います。

あるいは、メールで先に事務局 office21@psij.mail-box.ne.jp に注文されても結構です。

メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
に
掲

載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま
た
は
F
 A 

X
番
号
）
に
、「
2
0
1
○
年
○
月
○
○

○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」
と
記
し
て
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま
す
。

2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会

　

秋
の
大
会
の
お
知
ら
せ

　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
協
賛
）

秋
の
大
会
テ
ー
マ

コ
コ
ロ
も
カ
ラ
ダ
も
イ
キ
イ
キ
・
ワ
ク

ワ
ク　

～
ヤ
マ
ト
の
タ
マ
シ
イ
を
蘇
ら

せ
る
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
～

日
時　

平
成
26
年
10
月
26
日
（
日
）　

9
：
45　

ホ
ー
ル
開
場

10
：
20　

開
演

講
演
・
実
演
者

　

井
上
恒
弘
、
船
瀬
俊
介
、
飯
島
敬
一
、

　

ク
リ
ス
タ
リ
ス
ト
麻
実
、
長
堀
優
、

　

帯
津
良
一

17�

：
30
～
18
：
00　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン　

パ
ネ
ラ
ー 

参
加
講
師
陣

司
会
：
池
本
敬
子

19
時
よ
り
懇
親
会

会
場　
（
財
）
修
養
団
S
Y
D
ホ
ー
ル

料
金　

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト

　
　
　

サ
イ
科
学
会
会
員　

六
千
円

　
　
　

一
般
予
約　
　
　
　

七
千
円

【
振
込
先
】
お
申
込
み
と
同
時
に
左
記

宛
お
振
込
み
下
さ
い
。
ご
入
金
確
認
後

チ
ケ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
。

郵
便
振
替
振
込
先

口
座
番
号　

00170
-1

-196569

加
入
者
名　

サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会

申
込
受
付　

協
賛
会
員
9
月
10
日
～

　
　
　
　
　

一
般　
　

9
月
20
日
～

お
問
合
せ　

サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会

電
話　

0‌

3
・
5
7
3
0
・
6
4
5
0

E-m
ail  infom

ation@
subtle-eng.com

U
RL  http://w

w
w
.subtle-eng.com

/

大
会
運
営
委
員
長　

井
上　

恒
弘

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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2010/ 7/10	 木下次男氏「福島県飯野町『千貫森謎空間』補足：UFO学について」
2010/ 9/11	 感じられる“サイ”－3種類のサイデバイス・ソフト体験会－
2010/10/10	 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14	 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12	 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8	 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12	 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14	 赤松瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12	 井出治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18	 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか?」
2011/ 9/10	 鈴木俊輔氏「3・11新文明の幕開け～日本人の使命～」
2011/10/ 9	 創立35周年記念大会シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12	 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10	 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14	 ミッツィ植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11	 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14	 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
	 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」
2012/ 5/12	 徳永康夫氏「命とソマチットと般若心経の探検」
2012/ 6/10	 松永修岳氏「密教開運術『強運の成長戦略提言～氣を高めれば運はやってくる～』」
2012/ 7/14	 中島敏樹氏「水と珪素の集団リズム力」
2012/ 9/ 8	 ホンマシュウジ氏「�未曽有の天災・人災を目の当たりにして、サイ科学は何が

できるのか⁉」
2012/10/14	 第22回全国大会　シンポジウムテーマ「コンタクト」
2012/11/10	 藤森博明氏「気（生命エネルギー）の実在と能力」
2013/ 1/12	 志賀一雅氏「α波のコヒーレンシーについて」
2013/ 2/ 9	 宇治橋泰志氏「疾病を根本から改善する新治療法を求めて」
2013/ 4/13	 大野百合子氏「�宇宙図書館（アカシックレコード）から見た世界の仕組みと私たち

－あなたは誰なのか－」
2013/ 5/11	 浪平博人氏「イメージによる瞬間教育」
2013/ 6/ 9	 松原秀樹氏「アレルギーを治す秘訣」
2013/ 7/13	 酒向猛氏「千島学説を知るために」
2013/ 9/14	 奥野節子氏「ブラジルの奇跡のヒーラー　ジョン・オブ・ゴッド」
2013/10/13	 第23回全国大会　シンポジウムテーマ「サイと自然治癒力」
2013/11/ 9	 小久保秀之氏「生体センサによるサイ研究－超能力研究の最前線」
2014/ 1/11	 小川博章氏「魂の発見」
2014/ 4/12	 西川眞知子氏「�生命の智恵　アーユルヴェーダ　－アーユルヴェーダから見る

生命のすばらしさ－」
2014/ 5/10	 岩根和郎氏「般若心経とサイ科学」
2014/ 6/ 8	 秦西平氏「気超科学と宇宙生命哲学　新病気学」
2014/ 7/12	 小林信正氏「ラップ現象の究明～オーブとの関連性について～」
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故 関英男先生のサイ関係（+ α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料
加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）
加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）
念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）
CD：生命と宇宙 [ 講演録 72 分 ]（1998：船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）
電気磁気学 [ 加速教育用 ]（1983：加速学園出版部）� ・・・・・・1,340 円（160 円）
謎のオズマ計画− UFO との関連−（1976：USL）� ・・・・・・・190 円   （80 円）
FIVE  DIMENSIONAL  WORLD（1974：英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げしました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修
深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
VHS ビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）
VHS ビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記の E-mail、または FAX 宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2 週間以内に発送致します。
※ 1 種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の E-mail または FAX、

電話で確認して頂いてから、お願い致します。
※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

< お問い合わせ >
日本サイ科学会事務局	 〒 271-0047  千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506
			   TEL 047-347-3546  FAX 047-330-4091
			   E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp
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（2）スプレー噴霧放射
「ハンド・スプレー」を用いて水滴（キリ、噴

霧）を放射すると、キリが消える頃に、オーブ
が写りやすい（川崎利男）ので、オーブ撮影に
は、ハンド・スプレーを用いて水滴（キリ、噴
霧）を放射した。撮影には画素数の少ないニ
コンE-2200（220万画素数）。2014年4月27日

（日）、晴れ、ハンド・スプレー噴霧水。フラッ
シュ光ON。一例のNo,1774を見る。図の右上
にはスプレーが写されており、中央上部にス
プレー水によるモヤ（キリ）があり、そのすぐ
下（図の中央）に、デコボコ状の小粒の集合を
伴った中径のオーブが写されている。一例と
しての、ほぼ同一構図のNo,1777には、中央キ
リ（モヤ）の上部に、中径で、上記とほぼ同一
模様のオーブが写されている。他には、約10
個の小粒オーブ（同一模様）がある。これらを
見ると、スプレー水によるキリ（モヤ）は極小
粒であり、また円内に模様が無い。さらにオー
ブの出現には、素粒子の性質（非局所性、ラン
ダム性等）が色濃く表れている。これらから、
オーブは水滴ではないと言えよう。

5．近赤外線燈照射
オーブ（たまゆら）は近赤外線領域に潜ん

でいるので肉眼には見えない（活性化エネル
ギー、約1.4eV）。そこで近赤外線ランプを照
射して、その効果と意味合いを調べる。なお、
オーブの出現には、近赤外線の与え方が重要
と思えるので、フラッシュ的（衝撃的）か、ま
たはランプ照明的かを調べる必要があると思
えるので、この点に注意して検討する。場所
は福島市実験室西側空き地。「晴れ」で「夜間」
にテストを実施した。

（1）画素数の多いカメラ
カシオ・カメラ（1610万画素）を用いた。福

島市実験室西側空き地。「晴れ」で「夜間」にテ
ストを実施した。2014年5月1日（木）、「フラッ
シュ光禁止」、「近赤外線燈継続照射」、「スプ
レー水有り」で、6～10秒に1枚ずつ、No,0725
～0737まで、13枚続けて写真撮影した。キリ

（モヤ）は写されているが、オーブは写らなかっ
た。そこで、さらに2014年5月4日（日）に、同
一の実験を実施した。No,0738～0745迄、8枚
撮影したが、やはり、キリ（モヤ）が写されて
おり、オーブは写らなかった。つまり、単なる
近赤外線燈照射下では、オーブが出現しにく
いことが判った。

（2）画素数の少ないカメラ
ニコンE-2200（220万画素数）を用いた。福

島市実験室西側空き地。上記と同様に、「晴れ」
で「夜間」に実施した。2014年5月7日（水）。
条件として、「フラッシュ光ON」、「近赤外
線燈継続照射」、「スプレー水有り」で実施し
た。No,1892～1906迄、6～10秒毎に撮影し
た。テストした全数の15枚には、キリ（モヤ）
が写されている。その中でオーブが写ったの
はNo,1990の1枚のみであった。つまり「フラッ
シュ光ON」でも、「近赤外線燈照射」がある
と、オーブは写りにくいことが判った。つまり、

「近赤外線燈照射」はオーブ出現の抑止に働く
と考えることが出来よう。つぎに、念のために

「近赤外線燈禁止」、「フラッシュ光ON」、「ス
プレー水有り」で同一の撮影を試みたところ、
No,1889～1891が得られた。3枚とも、キリ（モ
ヤ）とオーブが写っている。

6．検討並びに考察
結果の大略をみることにした。出現の確率

などをもとにして、近赤外線光、水分、歓心
がオーブの出現に与える影響を調べた。（1）ど
うも、歓心の高さが出現に大きく影響している
らしい。（2）つぎに影響するのは、フラッシュ
光である。注意すべきは、近赤外線燈照明な
どのように継続して照らし続けるものは、む
しろ、出現阻止に働く傾向がある。衝撃（イ
ンパクト）的な光放射がより効果的である。

（3）つぎに影響するのは、空気中の水分である
と、判断出来そうである。つまり、近赤外線
光照射、水分等には（あまり）関係なく、歓心
の高さによってオーブが写し出される傾向が
ある、と考えられる。
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（2）上海博物館室内。
2014年6月15日（日）、晴れ、昼間の10 : 00

～14 :00。フラッシュ（ストロボ）撮影。カメラ
は2種類。オート撮影。テストした48枚中の
32枚にオーブが撮影出来た。多過ぎる感じも
あるが、結果の一例を写真No,2036に示した。
電灯光照明の落ち着いた展示室内の画面のほ
ぼ中央に中程度の直径の1個の明確なオーブ

（たまゆら）が出現している。博物館は料金無
料で開放されており、特に日曜日は、親子連
れが多く、心を楽しくする場所である。

（3）上海市の南京東路
上と同一条件であるが、夜間の20:00～21:00

の撮影。13枚中11枚にオーブ出現。これも多
過ぎる感じがする。一例を写真No,1959に示
す。地下鉄の人民公園駅東側の南京東路は歩
行者天国として開放されている。夜になると、
繁華街の象徴としての多数のネオンが輝き、
人混みをかき分けて歩む程の賑わいがあり、
多くの市民の楽しみや憩いの場所として存在
している。写真には、道路上の賑わいを反映
したかのように、夜空に、非局所的に、多くの
大小様々なオーブ（たまゆら）が、写し出され
ている。

（4）上海市の静安寺堂内。
上の（2）と同一条件で、10枚中5枚にオー

ブ出現（多過ぎる感じ）。結果の一例を写真
No,2078に示す。これは大雄宝殿（大仏殿）の
地下室に設置してある金色諸仏を写したもの
で、蛍光灯や電灯光等によって照明されてい
る。堂内の天井に張られた茶色幕の上方に、
大直径1個、中直径2個のオーブが、ぼんやり
と、写されている。撮影時の堂内は閑散とし
ていた。どうやら、散会後の人々の居ない会
場の様子であった。同時に撮影された別の雰
囲気の一例として、No,2074を示す。大雄宝殿
内の一階には、本尊（大仏）が設置されている

（薄暗い）基壇上の高い天井付近（中央）に、明
瞭な1個のオーブ（たまゆら）が出現し、写し出
されている。

3．薄暗い夜空を写す
オーブ像撮影時の通常の方法。つまり、電

離していると思われる薄暗い夜空に向けて、
「フラッシュ光ON」で撮影する場合である。画
素数と性能の異なる4台のカメラを用いて、場
所と時間を様々に変えて撮影し、多数のオー
ブ（たまゆら）を得ている。写されたオーブは
ほぼ円形であり、輪郭はほぼ明瞭、内側には
マンダラ模様、唐鏡状、または非対称の干渉
縞模様を持ち、外側に向けて放射状の短いヘ
イロー（halo）を持ったオーブ（たまゆら）が写
されている。しかし、全体としては、「ぼけ状
写真」である。

4．水滴とオーブは異なる
オーブ（たまゆら）は小雨の降り始めに写り

やすいことが知られている。そこで、小雨の
降り始め時と、晴れでスプレー水（水滴、キリ）
放射時、の実験を行う。

（1）小雨の降り始め
画素数の多いカシオZ-2000（1610万画素数）

を用いた。測定は2014年3月5日（水）、夜、
小雨の降り始め時。強制発光（フラッシュ光
ON）。一例としてのNo,0569をみる。図の右
よりの屋根（背景）の上に一個（中径）の白色発
光状オーブが写っている。円内には小粒がデ
コボコと混在するような模様があり、円外に
は放射状の短いヘイロー（halo）がある。他に
写っているのは雨滴（小粒状）である。一例と
してのNo,0575には、図の右側より、下方の電
灯光（ライト）の上方に一個（中径）の白色発光
状オーブがある。多少イビツな円形状で、上
記とほぼ同一な模様であるが、唐の鏡状かな、
とも思われる模様を持っている。その他とし
て、小粒の雨滴もあるが、中には前幕シンク
ロ像（上に尾を引く）を持つものもある。これ
らから判断出来ることは、雨滴は極小粒状（キ
リ、モヤ状）であり、オーブは中・大直径（粒）
で内部に模様を持つので、雨滴とオーブは別
であると言えよう。
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電離した空気中からオーブ（たまゆら）を形成・
出現させるための機構を究明するための実験・
撮影は、あまり見掛けないので、前報と本稿で
検討して、初歩的な考察を試みることにした。

1．実験・撮影条件
デジタル・カメラの画素数（CCD）の少ない

カメラは、オーブの撮影には便利である（写り
やすい）が、オーブ円内の模様（マンダラ状、
表情）の判断には適さない。画素数の多いカメ
ラは、写りにくいが円内の模様（表情）を知るた
めには便利である。本稿では、画素数の少ない
デジカメとしてニコンE-2200（220万画素数）、
多いカメラとしてカシオEX-Z-2000（1610万画
素数）を用いる。撮影条件は、露出モードをオー
ト撮影（P）に合わせる。これは絞りとシャッ
ターの組み合わせをカメラが自動的に選定して
撮影する方式である。室外の撮影時間は、夜
間の20 :00～21:30の間。撮影場所は、中国の
上海市（道路上、博物館内、寺院内）と香港市
の寺院内、日本の福島市の実験室の西側空地
と南側の道路上、その他。撮影は、つぎの諸
項目を組み合わせて実施した。ストロボ光（フ
ラッシュ光）禁止、ストロボ強制発光（フラッ
シュ光ON、色温度約6000度K）、近赤外線電
灯（TOKI赤外線家畜用電球100V-185W、色
温度約3300度K）照射時、その他ろうそく等。
天候は晴れ、小雨の降り始め時、晴天時に室
外でスプレー水（キリ、噴霧）を放射したとき。

2．室内と道路上で照明光がある場合
オーブ（たまゆら）は、室内（雨がない）で照

明光が存在していても、背景が暗いと、撮影
されやすい（写されやすい）。特に、心を楽し
くする場面（生命力向上、歓心、願い）に出現
する場合が多いという。しかし、日本の社寺
や博物館等の室内では、フラッシュ撮影が許
可されていない。他方、中国では博物館や寺
院等の室内のフラッシュ撮影が許可されてい
る場合が多い。そこで、撮影場所を中国に選
んで撮影・実験を行うことにした。

（1）中国の香港島（室内）
文武廟とその近くの大観音堂、百性廟、水

月観音堂内。2012年12月27日（木）、小雨、昼
間の11:00～16 :00。フラッシュ（ストロボ）撮
影。カメラは2種類使用。オート撮影。テスト
した101枚の中の29枚にオーブが撮影出来て
いる。結果の一例を写真No,1555に示す。文
武廟内部の画面上に1個の中程度直径のオー
ブ（たまゆら）、その他（小径）、が写っている。
本堂内には蛍光灯光、電灯光、赤提灯（ろうそ
く）、灯明、たき火（おふだ）、線香等の煙など
があり、様々な赤色系の原色光が混ざり合い、
祈りの場としての荘厳な雰囲気を醸し出して
いる。当然ながら堂内の空気中には水滴（キリ）
などは無く、照明はいろいろで様々であるが、
それにも関わらず明瞭なオーブが写し出され
ている。

近赤外線光、水分、歓心がオーブの出現に与える影響
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「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
8
／
4
受
領
分
ま
で
）

金
五
万
円
也　
　
　

渡
邊　

薫
龍　

様

金
一
万
八
千
円
也　

森
安　

政
仁　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

心
の
調
和
に
つ
い
て
Ⅱ

　
　
　
　

講
師　

森
安　

政
仁 

氏

日
時　

平
成
26
年
11
月
2
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

会
場　

森
安
商
店

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
本
川
内
郷
16･
6

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

交
通　

J
R
長
与
駅
下
車
徒
歩
20
分

　
　
　

長
崎
バ
ス　

洗
切
小
学
校
前

　
　
　

下
車
徒
歩
2
分

会
費　

無
料

※
人
生
相
談
も
伺
い
ま
す

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

い
ま
脳
波
が
面
白
い
!

　
～
右
脳

と
左
脳
と
の
脳
波
共
鳴
、
人
と
人

と
の
脳
波
共
鳴
で
場
に
何
か
が
起

き
る
～

　
　
　
　
講
師
　
志
賀
　
一
雅 

氏

日
時　

平
成
26
年
11
月
15
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

★
T
O
P
I
C
S

◎
日
本
サ
イ
科
学
会
新
分
科
会
の
ご
紹

介
で
す
。（
恐
縮
で
す
が
、
今
回
は
既
に

予
約
が
定
員
に
達
し
ま
し
た
の
で
、
来

年
第
2
回
の
告
知
後
に
予
約
お
申
し
込

み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。）

第
1
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

日
時　

平
成
26
年
11
月
16
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
7
会
議
室

�

（
東
京
都
北
区
王
子
1
―
11
―
1
）

会
費　

会
員　
　

五
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

一
〇
〇
〇
円　

今
回
の
参
加
人
員 

：
24
名
ま
で

（
今
回
は
定
員
に
達
し
締
め
切
り
ま
し
た
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
23
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
2
回
　
異
能
科
学
会
議

日
時　

平
成
26
年
12
月
7
日
（
日
）

　
　
　

10
時
～
17
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�
京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅　

東
口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」

行
で
「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

会
員　

五
〇
〇
円（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・
太

陽
の
会
会
員
）　

　
　
　

一
般 

一
〇
〇
〇
円

�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
） 

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

2
0
1
4
年
忘
年
の
放
談
会

非
会
員
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

十
二
月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
で
す
。

日
時　

平
成
26
年
12
月
6
日
（
土
）

　
　
　

午
後
5
時
30
分
よ
り

場
所　

山
海
倶
楽
部

　
　
　

0
6
・
6
4
4
3
・
0
2
0
9

※
大
阪
市
西
区
京
町
堀
1
・
4
・
3

　

T
C
F
肥
後
橋
ビ
ル
B
1
階

※�

参
加
ご
希
望
の
方
に
は
会
場
案
内
図

を
F
A
X
等
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

参
加
費　

四
五
〇
〇
円

※�

12
月
3
日
（
水
）
ま
で
に
、
事
務
局

木
村
ま
で
お
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

　

0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



●❸ ●

十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

忘
年
会
も
兼
ね
た
会
員
の
体
験

意
見
発
表
と
討
論
の
会

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
人
の
講

師
の
講
演
で
は
な
く
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
の
U
F
O
、
超
常
現
象
、
心
霊
現

象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
に
関
す
る
目

撃
・
体
験
や
意
見
の
発
表
、
そ
れ
ら
を

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
・
討
論
等
、

気
楽
な
感
じ
で
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま

す
。今

回
最
初
に
ま
と
ま
っ
て
何
か
発
表

し
た
い
方
一
、二
名
に
20
分
位
ず
つ
で

口
火
を
切
っ
て
頂
い
て
、
引
き
続
い
て

出
席
者
の
皆
様
か
ら
自
由
に
発
表
し
て

頂
き
ま
す
。

皆
様
の
中
で
、
ご
自
分
で
撮
っ
た
不

思
議
な
写
真
、
ビ
デ
オ
映
像
等
を
お
持

ち
で
し
た
ら
是
非
ご
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。（
V
H
S
テ
ー
プ
や
D
V
D
ビ
デ
オ

等
で
お
見
せ
し
た
い
方
は
、
装
置
予
約

の
た
め
早
め
に
事
務
局
に
お
知
ら
せ
願

い
ま
す
。）

ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
自
分
で
は
気
が
付

い
て
い
な
い
の
に
、
思
い
が
け
な
い
超

能
力
を
発
揮
す
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

※�

最
初
に
ま
と
め
て
発
表
し
た
い
方
は
、

事
務
局
に
メ
ー
ル
、
ま
た
は
F
A
X

願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
26
年
12
月
13
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
5
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

T
H
E 

S
O
U
R
C
E 

C
O
D
E
S

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?

�

講
師　

ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ
氏

　

こ
の
講
演
は
、
超
人
的
な
潜
在
能
力

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
、
超
人
的
な
潜
在

能
力
発
揮
の
た
め
に
、「
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
」

を
入
力
す
る
技
術
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
3
つ
の
面
か
ら
講
義
し
ま
す
。

（
1
）ソ
ー
ス
コ
ー
ド
・
フ
ィ
ー
ル
ド
に

お
け
る
科
学
的
な
証
拠

（
2
）高
い
振
動
数
の
、
瞑
想
技
術
と
超

人
的
な
潜
在
能
力
へ
の
移
行
の
探
求
。

何
が
結
果
を
加
速
す
る
か
?

新
し
い
人
間
の
も
つ
潜
在
能
力
の
卓

越
性
は
、
危
機
的
な
世
界
的
変
化
の

解
決
策
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
解

錠
さ
れ
る
の
か
?

（
3
）サ
イ
能
力
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
と
調
査

（
4
）日
本
サ
イ
科
学
会
会
員
な
ど
参
加

者
が
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
を
体
験
し
、
最

後
に
「
世
界
平
和
瞑
想
」
を
行
い
ま

す
。

●
ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ
氏
の
プ
ロ

　

フ
ィ
ー
ル

　

世
界
で
一
万
四
千
人
以
上
の
オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
に
実
施
し
た
「
ラ
イ

フ
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ

ン
」
は
メ
ー
カ
ー
や
意
識
の
高
い
個
人

を
変
え
る
。
学
校
お
よ
び
療
養
所
に
お

い
て
三
万
人
を
超
え
る
個
人
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
。
ト
レ
ー
シ
ー
は
、
意
識
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
意
識
の
療
養
所
、
ラ
イ

フ
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
、
サ
イ
キ
ッ
ク

ス
ク
ー
ル
、
そ
し
て
神
聖
な
ヒ
ー
リ
ン

グ
の
創
造
者
で
す
。

　

1
9
9
9
年
か
ら
2
0
1
5
年
の
活

動
。
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ

ー
シ
ョ
ン
、
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
、
サ
イ
キ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
が
、
ロ
ン

ド
ン
と
東
京
で
設
立
さ
れ
た
。
意
識
の

療
養
会
が
、
富
士
山
、
エ
ジ
プ
ト
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
開
催
さ
れ
る
。
シ
ン
ク
ロ

ニ
シ
テ
ィ
・
ジ
ャ
パ
ン（
株
）、
サ
イ
キ

ッ
ク
研
究
の
大
学
、
生
命
の
木
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
日
本
サ
イ
科
学
会
、
マ
イ

ン
ド
・
ボ
デ
ィ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
リ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
等
々
に
お
け

る
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

※
英
国
人
の
ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ

氏
は
、
卓
越
し
た
ヒ
ー
リ
ン
グ
能
力
を



も
ち
、
多
く
の
人
々
の
意
識
の
変
容
と

魂
の
目
覚
め
を
起
こ
し
て
き
た
、
著
名

な
サ
イ
キ
ッ
ク
指
導
者
で
す
。

　

日
本
サ
イ
科
学
会
本
部
例
会
で
御
講

演
が
聴
け
る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘

い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
27
年
1
月
10
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

手
相
の
神
秘
と
科
学

―
脳
の
活
用
で
手
相
が
変
わ
る
―

　
　
　
　
講
師
　
高
峯
　
秀
樹 

氏

日
時　

平
成
27
年
1
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
25
年
7
月
本
部
例
会
報
告

千
島
学
説
を
知
る
た
め
に

　
　
　
　
　
講
師
　
酒
向
　
猛 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
医
学
博
士
）

　

最
初
に
自
分
の
経
歴
を
ご
紹
介
致
し

ま
す
。

　

岐
阜
県
恵
那
市
出
身
。
1
9
7
6
年

順
天
堂
大
学
医
学
部
卒
業
、
名
古
屋
大

学
第
2
外
科
入
局
、
1
9
8
2
年
名
古

屋
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
入
学
、
主

に
癌
の
組
織
培
養
や
抗
癌
剤
感
受
性
試

験
を
研
究
、
1
9
8
6
年
名
古
屋
大
学

院
修
了
、
岐
阜
県
立
多
治
見
病
院
外
科

へ
赴
任
、
1
9
8
8
年
医
学
博
士
。
岐

阜
県
立
多
治
見
病
院
外
科
部
長
な
ど
を

経
て
、
現
在
は
島
村
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
ク

リ
ニ
ッ
ク
副
院
長
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
外
科
医
と
し
て
癌
の
手

術
を
一
五
〇
〇
位
執
刀
し
、
上
の
先
生

の
助
手
や
下
の
先
生
の
指
導
も
含
め
れ

ば
四
〇
〇
〇
例
位
の
手
術
経
験
が
あ
り

ま
す
。
抗
癌
剤
治
療
や
緩
和
治
療
の
経

験
も
多
数
あ
り
ま
す
。

　

趣
味
と
し
て
は
神
社
仏
閣
巡
り
、
空

手
二
段
。
腸
造
血
説
を
唱
え
る
千
島
学

説
研
究
者
、
ゲ
ル
ソ
ン
療
法
研
究
者
で

も
あ
り
ま
す
。

　

千
島
喜
久
男
博
士
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　

1
8
9
9
年
（
明
治
32
年
）
岐
阜
県

吉
城
郡
上
宝
村
に
生
ま
れ
、
官
立
盛
岡

高
等
農
林
学
校
獣
医
学
科
卒
業
。
岐
阜

大
学
農
学
部
生
物
学
科
主
任
教
授
、
千

島
学
説
と
い
う
異
端
の
学
説
を
唱
え
た
。

著
書
論
文
多
数
。
勲
三
等
瑞
宝
章
受
章
。

1
9
7
8
年
病
没
（
79
歳
）。 

　

今
の
と
こ
ろ
千
島
先
生
の
学
説
は
異

端
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

主
な
医
学
の
定
説
の
否
定
を
ご
紹
介
致

し
ま
す
。

1�

．
血
液
は
骨
髄
で
造
ら
れ
る
（
←
骨

髄
造
血
説
の
否
定
）

2�

．
癌
は
突
然
変
異
が
原
因
で
細
胞
分

裂
に
よ
っ
て
増
殖
す
る
（
←
癌
の
細

胞
分
裂
説
の
否
定
）

3�

．
赤
血
球
は
酸
素
運
搬
の
た
め
に
高

度
に
分
化
し
た
終
末
細
胞
で
あ
る

（
←
赤
血
球
終
末
細
胞
説
の
否
定
）

4�

．
ウ
イ
ル
ス
・
細
菌
な
ど
全
て
の
生

物
は
そ
の
親
か
ら
生
ま
れ
、
自
然
発

生
す
る
こ
と
は
な
い
（
←
生
命
自
然

発
生
の
否
定
）

5�

．
生
物
進
化
は
突
然
変
異
で
生
じ
た

形
質
の
う
ち
、
環
境
に
適
し
た
も
の

が
、
生
存
競
争
で
生
き
残
る
事
に
よ

っ
て
起
こ
る
（
←
ダ
ー
ウ
ィ
ン
進
化

論
の
否
定
）

　

も
う
一
つ
千
島
学
説
に
は
特
徴
的
な

こ
と
が
あ
っ
て
、
哲
学
が
あ
り
ま
す
。

千
島
学
説
の
8
大
原
理
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

1
．
赤
血
球
分
化
説（
赤
血
球
一
元
論
）

　

赤
血
球
は
一
番
若
い
細
胞
で
あ
っ
て
、

あ
ら
ゆ
る
細
胞
に
分
化
す
る
母
体
と
な

る
細
胞
で
あ
る
。
赤
血
球
か
ら
白
血
球

や
リ
ン
パ
球
な
ど
す
べ
て
の
細
胞
に
分

化
し
て
い
く
。

（
→
そ
れ
に
対
し
て
定
説
で
は
、
赤
血

球
は
酸
素
運
搬
の
た
め
だ
け
に
特
殊
に
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分
化
し
た
終
末
細
胞
で
、
こ
れ
以
上
分

化
す
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
。）

　

病
的
な
状
態
で
は
、
赤
血
球
は
癌
や

腫
瘍
や
炎
症
細
胞
や
瘢
痕
組
織
に
も
分

化
す
る
の
で
す
。
こ
の
辺
は
「
悪
血
こ

そ
癌
の
原
因
で
あ
る
」
と
い
う
東
洋
医

学
の
考
え
方
と
一
致
し
ま
す
。

　

実
は
哺
乳
類
の
赤
血
球
は
核
が
な
い

の
で
す
が
、
哺
乳
類
以
外
の
脊
椎
動
物

に
は
赤
血
球
に
核
が
あ
り
ま
す
。
人
間

で
も
胎
児
の
血
液
に
は
、
有
核
赤
血
球

が
出
現
し
ま
す
。

　

千
島
先
生
は
、
細
胞
が
未
熟
に
な
る

と
核
が
な
く
な
る
と
言
っ
て
お
り
ま
す

が
、
哺
乳
類
の
赤
血
球
に
核
が
な
い
の

は
な
ぜ
か
?
と
い
う
の
は
今
で
も
医
学

の
疑
問
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

千
島
先
生
は
カ
エ
ル
の
赤
血
球
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
他
の
細
胞
が
生
ま
れ
る
の

を
写
真
に
撮
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
写

真
は
医
学
界
で
は
否
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
．
赤
血
球
と
組
織
の
可
逆
的
分
化
説

　

栄
養
不
足
や
大
量
出
血
後
な
ど
の
病

的
状
態
の
時
は
、
体
の
組
織
か
ら
赤
血

球
に
逆
分
化
が
み
ら
れ
る
。

（
→
既
成
学
説
は
、
骨
髄
脂
肪
か
ら
の

赤
血
球
へ
の
逆
分
化
の
状
態
を
生
理
的

造
血
と
誤
認
し
て
い
る
。）

3�

．
バ
ク
テ
リ
ア
や
ウ
イ
ル
ス
の
自
然

発
生
説

　

バ
ク
テ
リ
ア
（
細
菌
や
下
等
な
単
細

胞
生
物
）
や
ウ
イ
ル
ス
は
親
が
い
な
く

て
も
、
有
機
物
の
腐
敗
の
状
態
か
ら
、

そ
の
有
機
物
を
母
体
と
し
て
自
然
に
発

生
す
る
。

（
→
19
世
紀
末
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
ル

イ
・
パ
ス
ツ
ー
ル
は
″
白
鳥
の
首
型
フ

ラ
ス
コ
実
験
”
で
生
命
の
自
然
発
生
は

な
い
こ
と
を
証
明
し
た
。）

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

　

千
島
学
説
に
よ
れ
ば
、
内
部
環
境
が

悪
化
し
た
患
者
の
体
内
で
死
滅
し
た
細

胞
な
ど
か
ら
、
M
R
S
A
な
ど
の
細
菌

や
ウ
イ
ル
ス
が
自
然
発
生
す
る
。

　

日
和
見
感
染
や
菌
交
代
現
象
の
本
質

は
、
体
内
環
境
の
悪
化
（
免
疫
力
低
下

や
循
環
障
害
な
ど
）
に
よ
り
起
こ
っ
た

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
自
然
発
生
で
あ
る
。

　

私
の
経
験
に
よ
れ
ば
、「
院
内
感
染
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
私
は
院
内
感

染
と
い
う
の
は
、
外
か
ら
ば
い
菌
が
入

る
だ
け
で
な
く
、
患
者
さ
ん
の
中
で
ば

い
菌
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
経
験
上
、
病

院
に
入
る
と
抗
生
物
質
が
効
か
な
い
ば

い
菌
が
出
て
き
て
、
そ
れ
が
い
ろ
い
ろ

な
患
者
さ
ん
に
移
っ
て
、
非
常
に
寿
命

を
縮
め
て
困
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

実
は
病
院
の
I
C
U（
集
中
治
療
室
）

は
重
症
な
患
者
さ
ん
が
入
る
一
番
清
潔

な
区
画
で
す
が
、
そ
こ
に
入
る
と
M
�R�

S
A
が
一
番
多
く
発
生
す
る
の
で
す
。

そ
う
す
る
と
I
C
U
が
一
番
汚
い
場
所

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
医
師

は
入
念
に
手
洗
い
を
し
て
マ
ス
ク
を
し

て
カ
バ
ー
を
か
ぶ
り
、
手
袋
を
し
て
入

る
の
で
、
や
は
り
免
疫
力
の
落
ち
た
患

者
さ
ん
が
沢
山
い
て
、
そ
こ
の
中
で
M�

R
S
A
が
自
然
に
発
生
す
る
の
で
は
な

い
か
と
推
察
し
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
患
者
隔
離
や
清
潔
操

作
（
手
洗
い
消
毒
な
ど
）
を
徹
底
し
て

も
M
R
S
A
な
ど
の
院
内
感
染
を
完
全

に
防
止
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

4
．
細
胞
新
生
説

「
細
胞
は
細
胞
の
分
裂
に
よ
っ
て
生

じ
る
」
と
い
う
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
の
説
は

誤
り
で
あ
る
。

　

細
胞
分
裂
か
ら
細
胞
は
生
じ
な
い
。

細
胞
は
細
胞
構
造
を
も
た
な
い
有
機
物

か
ら
自
然
発
生
す
る
。

　

現
代
生
物
学
の
定
説
で
あ
る
ウ
イ
ル

ヒ
ョ
ウ
の
説
を
否
定
す
る
と
大
変
な
こ

と
に
な
る
の
で
す
が
、
1
9
3
3
年
、

ソ
連
の
女
性
生
物
学
者
レ
ペ
シ
ン
ス
カ

ヤ
は
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
卵
黄
球
か
ら

細
胞
が
新
生
し
て
く
る
現
場
を
観
察
し
、

細
胞
新
生
説
を
唱
え
ま
し
た
。

　

当
時
の
ソ
連
で
レ
ペ
シ
ン
ス
カ
ヤ
の

細
胞
新
生
説
は
大
論
争
を
巻
き
起
こ
し

ま
し
た
が
、
ル
イ
セ
ン
コ
や
オ
パ
ー
リ

ン
な
ど
の
一
流
の
生
物
学
者
に
支
持
さ

れ
、
そ
の
論
文
は
1
9
4
9
年
ス
タ
ー

リ
ン
賞
生
物
学
部
門
第
一
等
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　

レ
ペ
シ
ン
ス
カ
ヤ
の
細
胞
新
生
説
は

一
時
は
ソ
連
の
生
物
学
会
の
定
説
と
な

り
ま
し
た
が
、
ル
イ
セ
ン
コ
学
説
の
没

落
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
定
説
の
座
か

ら
滑
り
落
ち
ま
し
た
。

　

基
本
的
に
2
つ
の
哲
学
上
の
論
争
が

あ
り
ま
す
。
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◎
生
気
論
的
病
理
学

　

生
命
の
営
み
に
は
物
理
化
学
で
は
解

明
で
き
な
い
見
え
な
い
力
が
働
い
て
い

る
と
考
え
る
。
→
中
国
の
古
典
的
東
洋

医
学
、
イ
ン
ド
の
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

医
学
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

ス
医
学
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
等
。

◎
機
械
論
的
病
理
学

　

生
命
の
営
み
と
い
え
ど
も
物
理
化
学

の
手
法
で
完
全
に
解
明
で
き
る
。
今
分

か
ら
な
い
こ
と
も
物
理
化
学
が
さ
ら
に

発
展
す
れ
ば
解
明
で
き
る
→
現
代
西
洋

医
学
。

　

細
胞
外
の
有
機
物
質
の
塊
か
ら
生
命

の
あ
る
細
胞
が
新
生
す
る
と
仮
定
す
る

と
、
そ
こ
に
機
械
論
的
生
物
学
で
は
説

明
の
つ
か
な
い
神
秘
的
な
目
に
見
え
な

い
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
存
在
を
仮
定
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
細
胞
新
生
が
な
い
と
す
る

と
最
初
の
細
胞
は
い
か
に
し
て
形
成
さ

れ
た
の
か
?
現
在
の
定
説
で
は
、
太
古

の
海
の
中
で
神
秘
的
と
も
思
わ
れ
る
奇

跡
に
近
い
出
来
事
が
偶
然
起
き
て
、
細

胞
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
つ
面
白
い
の
は
粘
菌
の
生
態
で
す
。

ア
メ
ー
バ
ー
状
の
多
数
の
単
細
胞
で
活

発
に
動
い
て
栄
養
を
取
り
、
栄
養
物
が

な
く
な
る
と
多
数
の
単
細
胞
が
集
合
し

て
一
つ
の
生
物
（
接
合
体
）
と
な
っ
て

移
動
し
、
そ
の
先
で
子
実
体
を
形
成
し

て
、
そ
こ
か
ら
胞
子
が
飛
ん
で
発
芽
し

て
、
ま
た
ア
メ
ー
バ
ー
状
に
な
っ
て
活

動
す
る
生
態
を
繰
り
返
し
ま
す
。
粘
菌

の
生
態
は
戦
前
、
博
物
学
者
の
南
方
熊

楠
が
生
涯
研
究
を
続
け
、
科
学
雑
誌

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
に
も
度
々
寄
稿
し
て

い
ま
す
。
最
近
の
研
究
で
は
、
粘
菌
迷

路
や
粘
菌
が
描
い
た
北
海
道
の
道
路
網

な
ど
か
ら
、
粘
菌
が
知
性
を
も
っ
て
い

る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
島
先
生
は
「
胎
盤
は
造
血
臓
器
で

あ
る
」
と
言
っ
て
い
て
、
母
体
の
赤
血

球
が
胎
盤
絨
毛
に
付
着
し
て
胎
盤
絨
毛

の
細
胞
に
変
化
（
細
胞
新
生
）
し
、
絨

毛
内
部
の
胎
児
赤
血
球
に
変
化
す
る
と

解
説
し
て
い
ま
す
。

5
．
腸
造
血
説（
骨
髄
造
血
説
の
否
定
）

　

赤
血
球
は
骨
髄
で
造
ら
れ
る
の
で
は

な
く
、
生
命
力
に
富
ん
だ
食
物
が
腸
の

絨
毛
で
細
胞
新
生
に
よ
り
で
き
た
も
の

で
あ
り
、
腸
こ
そ
が
本
来
の
造
血
臓
器

で
あ
る
。

　

生
物
の
原
型
は
腸
と
皮
膚
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
外
か
ら
食
事
を
取
り
込
ん
だ

内
胚
葉
の
細
胞
が
中
に
落
ち
込
ん
だ
の

が
、
原
始
的
血
液
細
胞
と
な
り
ま
す
。

　

系
統
発
生
学
的
に
は
内
胚
葉
で
あ
る

腸
管
が
造
血
臓
器
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ

高
等
な
生
物
に
な
る
と
造
血
臓
器
が
中

胚
葉
の
骨
髄
に
移
行
す
る
の
か
?
疑
問

で
す
。
ま
た
、
骨
髄
中
の
血
液
細
胞
の

分
裂
頻
度
は
計
算
上
産
生
さ
れ
る
血
液

細
胞
数
に
比
較
し
て
少
な
過
ぎ
ま
す
し
、

骨
髄
の
造
血
幹
細
胞
は
完
全
に
は
同
定

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
造
血
幹
細
胞
は

他
臓
器
に
も
末
梢
血
中
に
も
存
在
す
る

の
で
す
!

　

モ
ネ
ラ
と
は
学
術
的
に
は
原
始
的
生

物
群
を
意
味
し
、
食
物
モ
ネ
ラ
と
は
消

化
さ
れ
ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ
た
消
化
管
内

容
物
を
意
味
し
ま
す
。
千
島
学
説
は
、

食
物
モ
ネ
ラ
か
ら
腸
上
皮
細
胞
が
細
胞

新
生
で
造
ら
れ
ま
す
。
消
化
管
内
の
食

物
モ
ネ
ラ
が
細
胞
新
生
に
よ
り
消
化
管

上
皮
細
胞
と
な
り
、
消
化
管
上
皮
細
胞

が
赤
血
球
母
細
胞
と
な
り
、
さ
ら
に
赤

血
球
と
な
り
ま
す
。
腸
で
新
生
さ
れ
た

赤
血
球
は
全
身
の
細
胞
に
分
化
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
食
物

の
持
つ
生
命
力
が
全
身
の
細
胞
の
生
命

力
に
直
接
影
響
す
る
の
で
す
。

　

現
代
の
栄
養
学
で
は
腸
管
で
食
物
が

消
化
液
に
よ
っ
て
、
分
子
の
レ
ベ
ル
ま

で
分
解
さ
れ
て
血
液
に
吸
収
さ
れ
、
肝

臓
で
体
の
蛋
白
質
に
再
合
成
さ
れ
る
と

考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
腸
管
造
血
説

が
正
し
い
と
す
る
と
、
腸
の
細
胞
は
原

始
的
な
ア
メ
ー
バ
様
の
性
質
を
持
ち
、

食
物
を
か
な
り
大
き
な
塊
で
細
胞
内
に

取
り
込
む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
生
き
た

血
液
を
顕
微
鏡
で
見
る
と
、
大
き
な
食

物
の
塊
の
カ
ケ
ラ
と
思
わ
れ
る
物
質
が

見
ら
れ
る
の
で
す
。
も
し
食
物
が
分
子

レ
ベ
ル
ま
で
分
解
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

こ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
は
ず
で

す
。
こ
れ
も
今
の
医
学
は
完
全
に
無
視

し
て
い
ま
す
。

　

腸
管
造
血
説
が
正
し
い
と
す
る
と
、

食
べ
物
は
で
き
る
だ
け
生
き
て
い
る
新

鮮
な
状
態
で
食
べ
る
こ
と
が
健
康
に
望

ま
し
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
鮮
な
食

物
は
生
命
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
煮
た

り
焼
い
た
り
し
て
生
命
力
が
な
く
な
っ

た
食
物
を
食
べ
る
の
は
自
然
界
で
は
人

間
だ
け
で
す
。

6�

．
遺
伝
学
の
盲
点
（
生
殖
細
胞
の
血

球
由
来
説
）

　

生
物
が
生
ま
れ
て
か
ら
一
生
の
間
に
、

そ
の
環
境
に
よ
っ
て
は
ぐ
く
ま
れ
た
形

質
は
子
孫
に
遺
伝
す
る
（
獲
得
形
質
遺

伝
の
肯
定
）。

　

精
子
や
卵
子
な
ど
の
生
殖
細
胞
は
体

の
組
織
と
別
物
で
は
な
く
、
赤
血
球
が

変
化
し
て
で
き
る
（
生
殖
細
胞
の
赤
血

球
由
来
説
）。

　

今
の
遺
伝
学
で
は
獲
得
形
質
は
子
孫

● ❻●



に
遺
伝
し
な
い
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
定
説
で
は
、
生
殖
細
胞
は
体
細
胞

と
は
別
物
で
、
生
殖
細
胞
は
子
供
の
頃
、

原
始
生
殖
細
胞
が
で
き
て
、
そ
れ
が
そ

の
ま
ま
睾
丸
や
卵
巣
に
保
持
さ
れ
て
、

一
生
変
わ
ら
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ラ
マ
ル
ク
の
「
用
不
用
説
」
は
獲
得

形
質
の
遺
伝
を
肯
定
し
た
も
の
で
す
が
、

メ
ン
デ
ル
は
「
メ
ン
デ
ル
の
法
則
＝
優

性
の
法
則
、
分
離
の
法
則
、
独
立
の
法

則
」
で
こ
れ
を
否
定
し
、
遺
伝
形
質
は

遺
伝
粒
子
（
後
の
遺
伝
子
）
に
よ
っ
て

受
け
継
が
れ
る
と
提
唱
し
ま
し
た
。

　

千
島
先
生
は
獲
得
形
質
の
遺
伝
を
肯

定
す
る
「
ル
イ
セ
ン
コ
学
説
」
を
支
持

し
て
い
ま
す
。
獲
得
形
質
の
遺
伝
が
あ

る
こ
と
は
学
問
的
に
証
明
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
が
な
い
こ
と
も
証
明
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

生
物
の
意
志
に
よ
り
形
質
が
変
化
し

獲
得
形
質
が
遺
伝
す
る
と
仮
定
す
る
と
、

生
物
の
主
体
的
な
意
志
に
よ
り
D
N
A

が
変
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
に
は

機
械
的
な
発
想
で
は
説
明
の
つ
か
な
い

見
え
な
い
生
気
論
的
な
神
秘
的
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
現
在
の
機
械
論
的
生
物
学
理
論

か
ら
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
す
。

7
．
進
化
論
の
盲
点

　

生
物
進
化
の
最
も
重
要
な
要
因
は
、

環
境
に
適
応
し
た
強
い
生
物
が
生
き
残

っ
た
の
で
は
な
く
、
同
じ
種
類
の
生
物
の

助
け
合
い
、
ま
た
は
違
っ
た
種
類
の
生

物
の
助
け
合
い
と
い
う
共
生
現
象
で
あ

る（
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
へ
の
批
判
）。

8�

．
心
身
一
如
の
生
命
弁
証
法
（
自
然

や
生
命
の
波
動
・
螺
旋
的
傾
向
）

　

科
学
者
の
中
に
は
「
哲
学
は
科
学
者

に
と
っ
て
、
無
縁
の
も
の
だ
」
と
考
え

て
い
る
人
が
多
い
。
し
か
し
、
科
学
と

哲
学
は
実
は
密
接
な
関
連
を
持
っ
て
い

る
。
あ
る
意
味
で
は
不
可
分
な
一
体
で

あ
る
。
今
日
、
科
学
を
離
れ
て
哲
学
が

成
立
し
な
い
の
と
同
様
に
、
正
し
い
哲

学
な
し
で
は
科
学
の
正
し
い
発
展
は
あ

り
え
な
い
。

　

万
物
は
流
転
す
る
：
す
べ
て
の
事
象

は
時
と
所
の
変
化
に
応
じ
て
、
絶
え
ず

流
転
し
変
化
す
る
。

　

真
の
美
は
少
し
歪
み
（
不
相
称
性
）

を
含
ん
だ
相
称
で
あ
る
。

　

矛
盾
対
立
と
そ
の
統
一
。
動
的
平
衡
。

限
界
領
域
の
重
要
性
→
排
中
律
の
否
定

可
逆
性
（
繰
り
返
し
）
の
原
理
。

調
和
と
波
動
螺
旋
性
。
等
々
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
八
十
九
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

よ
み
が
え
る
日
本
・
古
事
記
以
前

の
く
に
の
姿

　
　
　
　
講
師
　
平
岡
　
憲
人 

氏

と
き　
　

平
成
26
年
6
月
21
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

昭
和
41
年
大
阪
生
ま
れ
。
清
風
高
校

か
ら
東
京
大
院
単
位
取
得
退
学
、
博
士

（
工
学
）。
現
在
、
清
風
情
報
工
科
学
院

校
長
。
専
門
学
校
で
I
T
と
日
本
語
教

育
を
す
る
か
た
わ
ら
、
憲
法
と
古
日
本

語
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
2
0
0
6

年
に
古
文
書
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
」
に
出

会
い
、「
よ
み
が
え
る
日
本
語　

こ
と

ば
の
み
な
も
と
ヲ
シ
テ
」（
明
治
書
院
、

共
著
）
を
発
表
。

［
目
次
］

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

1
．
日
常
に
潜
む
謎

身
の
回
り
の
「
通
説
」

仏
教
は
仏
教
な
の
か

ひ
ら
が
な
は
平
仮
名
な
の
か

和
の
精
神
と
は

不
思
議
な
言
語

2
．
ヲ
シ
テ
文
献
の
再
発
見

ヲ
シ
テ
と
は
何
か

ヲ
シ
テ
写
本
の
探
索

既
発
見
の
写
本

ヲ
シ
テ
を
引
用
し
た
文
書

ヲ
シ
テ
の
字
形
を
伝
え
る
文
書

「
ヲ
シ
テ
文
献
」
の
伝
承

ヲ
シ
テ
文
献
の
主
な
内
容

3
．
ヲ
シ
テ
文
字
の
再
発
見

「
ヲ
シ
テ
」
文
字
と
は

ヲ
シ
テ
の
デ
ザ
イ
ン
と
組
み
立
て

よ
み
が
え
る
日
本
語

ヲ
シ
テ
の
イ
メ
ー
ジ

擬
音
・
擬
態
語
と
ヲ
シ
テ

語
彙
・
語
源
と
ヲ
シ
テ

文
法
と
ヲ
シ
テ

4
．
ヲ
シ
テ
文
献
と
日
本
神
話

和
歌
の
意
味

カ
ミ
と
は
何
な
の
か

三
種
神
器
の
意
味

国
家
統
治
の
基
本

和
の
精
神
と
ヤ
マ
ト
の
真
意

ま
と
め

我
が
国
に
は
、
カ
タ
カ
ム
ナ
や
阿
比

留
文
字
な
ど
様
々
な
神
代
文
字
（
古
代

文
字
）
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

広
く
学
術
的
に
真
実
と
認
め
ら
れ
て
い

る
も
の
は
な
い
。
私
も
、
神
代
文
字
は
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単
な
る
後
世
の
創
作
で
あ
り
、
そ
の
関

連
文
書
も
後
世
の
偽
書
に
過
ぎ
な
い
と

考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
2
0
0
6
年

の
秋
に
た
ま
た
ま
の
出
会
い
に
よ
り「
ヲ

シ
テ
」
と
い
う
文
字
と
そ
れ
で
書
か
れ

た
「
ヲ
シ
テ
文
献
」
に
出
会
う
こ
と
に

な
っ
た
。
先
人
の
研
究
を
参
考
に
読
解

と
分
析
を
重
ね
た
結
果
、
ヲ
シ
テ
文
献

が
真
書
で
あ
る
か
ど
う
か
は
置
く
と
し

て
も
、
ヲ
シ
テ
文
字
の
真
実
性
は
否
定

出
来
な
い
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
そ

の
研
究
成
果
を
共
著
に
て
発
表
し
た
の

が
「
よ
み
が
え
る
日
本
語

―
こ
と
ば

の
み
な
も
と
ヲ
シ
テ
」（
明
治
書
院
刊
）

で
あ
る
。

講
演
会
で
は
、
ヲ
シ
テ
文
献
と
は
何

か
、
な
ぜ
ヲ
シ
テ
文
字
が
真
実
と
い
い

う
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
紹
介
し
た
。

そ
の
上
で
、
ヲ
シ
テ
文
字
に
込
め
ら
れ

た
哲
学
を
踏
ま
え
て
記
述
さ
れ
て
い
る

ヲ
シ
テ
文
献
の
内
容
か
ら
、
我
々
の
ご

先
祖
の
姿
・
お
考
え
、
つ
ま
り
、
古
事

記
以
前
の
く
に
の
姿
を
紹
介
し
た
。

　
●
ヲ
シ
テ
文
字
の
真
実
性

ヲ
シ
テ
文
字
が
な
ぜ
真
実
で
あ
る
と

い
い
う
る
の
か
は
非
常
に
簡
単
で
、
ヲ

シ
テ
文
字
に
よ
っ
て
従
来
解
け
な
か
っ

た
日
本
語
の
謎
が
解
け
て
し
ま
う
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
単
語
の
意

味
を
ヲ
シ
テ
文
字
の
字
形
か
ら
説
明
で

き
る
、
つ
ま
り
、
ヲ
シ
テ
に
よ
っ
て
語

源
が
わ
か
る
と
い
う
こ
と
、
文
法
を
ヲ

シ
テ
文
字
の
字
形
か
ら
説
明
で
き
る
、

つ
ま
り
、
ヲ
シ
テ
に
よ
っ
て
助
詞
や
活

用
の
意
味
が
わ
か
る
と
い
う
こ
と
を
紹

介
し
た
。

ヲ
シ
テ
文
字
は
、
5
つ
の
母
音
に
対

応
す
る
基
本
文
字
と
10
の
子
音
に
対
応

す
る
基
本
文
字
を
合
成
し
た
48
の
文
字

で
成
り
立
っ
て
い
る（
右
表
）。
紙
幅
の

関
係
で
割
愛
す
る
が
、
母
音
と
子
音
の

組
み
合
わ
せ
と
い
う
考
え
よ
う
に
よ
っ

て
は
ハ
ン
グ
ル
か
ら
の
借
用
と
も
考
え

う
る
構
成
で
あ
る
が
、
ハ
ン
グ
ル
は
単

な
る
発
音
記
号
で
字
の
形
で
意
味
を
表

し
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
対
し
て
、
ヲ

シ
テ
は
字
の
形
が
意
味
に
直
結
し
て
い

る
と
い
う
根
本
的
な
違
い
が
あ
る
。

助
詞
に
つ
い
て

講
演
会
で
紹
介
し
た
助
詞
の
例
を
簡

単
に
述
べ
る
。
そ
も
そ
も
助
詞
は
国
文

法
に
お
い
て
も
評
価
が
定
ま
ら
な
い
。

分
類
も
定
ま
ら
な
い
し
、
ど
こ
か
ら
ど

こ
ま
で
助
詞
な
の
か
も
研
究
者
に
よ
っ

て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
何
よ
り
「
助
詞

の
意
味
」
は
拡
散
す
る
ば
か
り
で
説
明

す
ら
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

ヲ
シ
テ
文
字
の
分
析
か
ら
は
次
の
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

1�

．
言
葉
の
意
味
や
文
法
は
「
イ
メ
ー

ジ
」
で
で
き
て
い
る

2�

．
こ
の
「
イ
メ
ー
ジ
」
を
文
の
構
造

に
使
う
の
が
助
詞
で
あ
る

こ
れ
ま
で
国
文
法
で
は
、
助
詞
の
意

味
を
論
理
や
概
念
で
分
析
し
よ
う
と
し

て
き
た
が
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
変
え
る
こ

と
で
、
単
純
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。次
の
例
は
、終
助
詞
で
あ
る「
や
」

「
か
」「
さ
」「
な
」
を
ヲ
シ
テ
の
字
形
で

説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
や
」「
か
」「
さ
」「
な
」
は
、
い

ず
れ
も
ア
段
の
助
詞
で
あ
る
。
母
音

の「
ア
」
の
部
分
は
共
通
で
あ
る
の
で
、

● ❽●
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こ
の
4
つ
の
助
詞
の
意
味
の
違
い
は
す

べ
て
子
音
部
分
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
こ
こ
で
、
ヲ
シ
テ
文
字
の
子

音
相
当
の
字
形
に
着
目
す
る
。

や　

―　

⑭
「
｜
」
の
部
分
が
「
上
」
を

指
し
、「
－
」
の
部
分
が
「
止
め
て
」
い

る
。

か　

―　

⑦
「
｜
」
の
部
分
が
「
上
下
」

を
つ
な
ぐ
。

さ　

―　

⑬
「
－
」
の
部
分
が
「
止
め
」

て
い
る
。

な　

―　

⑨
「
－
」
の
部
分
が
「
止
め
」、

「
｜
」
の
部
分
が
「
上
下
」
を
つ
な
ぐ
。

　

こ
こ
か
ら
意
味
に
転
じ
て

や　

―　

⑭
直
上
の
単
語
を
参
照
し
て

言
葉
の
流
れ
を
止
め
る
の
で
、
上
の
単

語
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
る
。

か　

―　

⑦
直
上
の
単
語
を
相
手
に
投

げ
か
け
る
の
で
、
上
の
単
語
に
疑
問
を

呈
す
る
こ
と
に
な
る
。

さ　

―　

⑬
直
上
の
単
語
を
さ
え
ぎ
っ

て
い
る
の
で
、
上
の
単
語
を
否
定
す
る

こ
と
に
な
る
。

な　

―　

⑨
直
上
の
単
語
を
さ
え
ぎ
っ

て
否
定
し
て
お
い
て
相
手
に
投
げ
か
け

る
の
で
、
上
の
単
語
を
禁
止
す
る
こ
と

を
相
手
に
求
め
る
こ
と
に
な
る
。

ヲ
シ
テ
文
字
の
字
形
を
使
う
と
、
助

詞
の
元
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
き
上
が
っ
て
、

こ
の
よ
う
に
明
瞭
に
解
釈
で
き
る
。

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

擬
音
語
・
擬
態
語

講
演
会
で
は
よ
り
実
感
し
や
す
い
よ

う
、
擬
音
・
擬
態
語
を
つ
か
っ
て
説
明

を
試
み
る
こ
と
も
し
た
。
擬
音
語
・
擬

態
語
と
は
、「
ゆ
ら
ゆ
ら
」
と
か
「
ふ
ら

ふ
ら
」
と
か
主
に
2
音
を
重
ね
て
、
何

か
の
様
子
を
あ
ら
わ
す
言
葉
で
あ
る
。

一
般
に
、
こ
の
擬
音
・
擬
態
語
の
意
味

を
外
国
人
に
伝
え
る
の
は
非
常
に
困
難

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ヲ

シ
テ
文
字
を
使
う
と
簡
単
に
そ
の
意
味

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

右
の
図
に
上
げ
た
の
は
、
縦
に
「
ゆ

ら
ゆ
ら
」
と
「
ゆ
さ
ゆ
さ
」
と
い
う
擬

態
語
を
ヲ
シ
テ
文
字
で
書
い
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
例
で
は
、
こ
の
2
つ
の
単

語
の
違
い
は
2
・
4
音
目
の
「
ら
」
と

「
さ
」
だ
け
で
あ
り
、
か
つ
母
音
は
同

じ
な
の
で
、
2
・
4
音
目
の
子
音
部
分

だ
け
が
違
う
。
つ
ま
り
、「
ゆ
ら
ゆ
ら
」

と
「
ゆ
さ
ゆ
さ
」
の
意
味
の
違
い
は
、

2
・
4
音
目
の
子
音
部
分
か
ら
生
じ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
同
様
に
、

ヲ
シ
テ
文
字
の
子
音
相
当
の
字
形
に
着

目
す
る
。

ら　

―　

⑫
光
が
放
射
す
る
イ
メ
ー
ジ

で
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
こ
と
を
表
し
て

い
る
。

さ　

―　

⑬
「
－
」
の
部
分
が
「
止
め
」

て
い
る
。

1
・
3
文
字
目
の
「
ゆ
」
は
、

ゆ　

―　

⑭
「
｜
」
の
部
分
が
「
上
」
を

指
し
、「
－
」
の
部
分
が
「
止
め
て
」
い

る
。

　

③
動
く
イ
メ
ー
ジ
で
、
⑭
が
指
す

「
上
」
方
向
に
動
く
こ
と
を
表
し
て
い

る
。「

ゆ
ら
ゆ
ら
」
と「
ゆ
さ
ゆ
さ
」
は
、

「
ゆ
」
に
よ
っ
て
上
の
方
へ
動
く
あ
る

い
は
「
ゆ
る
む
」
こ
と
を
現
し
て
い
る
。

そ
の
後
「
ら
」
な
ら
ば
、
そ
の
動
き
が

ば
ら
ば
ら
に
な
る
、「
さ
」
な
ら
ば
、
そ

の
動
き
を
受
け
止
め
る
、
こ
と
を
表
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、「
ゆ
ら
ゆ
ら
」
は
上

方
向
に
ゆ
る
ん
で
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
イ

●❾ ●
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メ
ー
ジ
、「
ゆ
さ
ゆ
さ
」
は
上
方
向
に
ゆ

る
ん
で
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
ら
れ
る
イ

メ
ー
ジ
で
あ
る
。

実
際
に
も
、
か
げ
ろ
う
は
「
ゆ
ら
ゆ

ら
」
し
て
も
「
ゆ
さ
ゆ
さ
」
は
し
な
い

が
、
空
気
の
ゆ
ら
め
き
が
上
下
方
向
一

方
向
で
は
な
い
こ
と
に
合
致
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

講
演
会
で
は
、
同
様
に
、「
ふ
ら
ふ
ら
」

「
ふ
さ
ふ
さ
」「
む
ら
む
ら
」「
く
ら
く
ら
」

「
く
た
く
た
」「
す
た
す
た
」な
ど
を
ヲ
シ

テ
の
字
形
の
イ
メ
ー
ジ
で
説
明
可
能
で

あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
語
源
、
助
詞
、
活
用
、

擬
音
・
擬
態
語
な
ど
、
従
来
解
明
の
で

き
な
か
っ
た
日
本
語
の
諸
現
象
を
、「
ヲ

シ
テ
文
字
」
の
字
形
で
説
明
で
き
る
と

い
う
事
実
が
見
出
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と

を
、
少
な
く
と
も
奈
良
時
代
以
降
正
史

の
中
で
は
位
置
づ
け
ら
れ
も
し
て
い
な

い「
ヲ
シ
テ
文
字
」
が
奈
良
時
代
以
降

に
成
立
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
語
の

諸
現
象
が
整
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、

と
解
釈
す
る
に
は
相
当
の
困
難
が
あ
る
。

そ
う
で
は
な
く
、
日
本
語
の
成
立
の
こ

ろ
に「
ヲ
シ
テ
文
字
」の
イ
メ
ー
ジ
が
使

わ
れ
て
日
本
語
の
諸
現
象
が（
長
い
時

間
を
か
け
て
）
整
理
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
漢
字
の
流
入
に
よ
っ
て「
ヲ
シ
テ
文

字
」
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
千
数
百
年

が
た
ち
、
い
ま「
ヲ
シ
テ
文
字
」の
再
発

見
に
よ
っ
て
日
本
語
の
諸
現
象
の
意
味

を
再
び
解
釈
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、

と
す
る
ほ
う
が
合
理
性
が
高
い
。
ゆ
え

に
、「
ヲ
シ
テ
文
字
は
真
実
で
あ
る
」
と

結
論
し
た
の
で
あ
る
。

●
古
事
記
以
前
の
く
に
の
姿

ヲ
シ
テ
文
献
は
、
概
ね
古
事
記
・
日

本
書
紀
と
同
様
の
い
わ
ゆ
る
「
日
本
神

話
」
に
あ
た
る
部
分
を
、
13
万
文
字
の

長
歌
で
記
述
し
て
い
る
。
ヲ
シ
テ
文
献

で
は
、
天
上
の
物
語
で
は
な
く
、
日
本

列
島
上
の
実
在
の
人
物
に
よ
る
歴
史
と

し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
点
が
決
定
的
に

異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
本
神
話

上
の
諸
概
念
を
ヲ
シ
テ
の
文
字
に
込
め

ら
れ
た
哲
学
で
述
べ
て
い
る
点
が
違
う
。

講
演
で
は
、
ヲ
シ
テ
文
献
を
も
と
に
、

我
々
の
ご
先
祖
の
姿
・
お
考
え
、
つ
ま

り
、
古
事
記
以
前
の
く
に
の
姿
を
か
い

つ
ま
ん
で
紹
介
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ

の
中
で
も
最
重
要
な「
カ
ミ
」
と「
三
種

神
器
」に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

カ
ミ
に
つ
い
て

カ
ミ
と
は
、
い
ま
や
漢
字
で「
神
」
と

書
く
の
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
。

明
治
維
新
以
降
、「
神
」
を「
G
o
d
」

と
訳
し
た
結
果
、
西
洋
諸
国
に
多
大
な

誤
解
を
与
え
、
大
戦
・
亡
国
に
ま
で
至

っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
で
は
、

カ
ミ
を「
G
o
d
」
で
は
な
く「
神
」
と

す
れ
ば
誤
解
が
生
じ
な
い
の
か
、
と
い

え
ば
全
く
そ
う
で
は
な
い
。
白
川
静
の

研
究
成
果
に
よ
れ
ば
、
古
代
シ
ナ
語
に

お
い
て
、「
神
」の「
申
」の
部
分
は
稲
妻

を
現
し
て
お
り
、「
示
」の
部
分
は
そ
の

超
常
現
象
へ
の
捧
げ
物
を
表
し
て
い
る
。

「
神
」
と
は
超
常
力
へ
の
お
そ
れ
を
表

す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
人
が
体
現
す

れ
ば
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
超
常
的
な

権
力
で
す
べ
て
を
差
配
す
る
専
制
君
主
、

現
実
に
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
シ
ナ

皇
帝
の
姿
に
な
る
。
簡
単
に
い
え
ば
、

「
神
」
＝「
G
o
d
」
で
あ
る
わ
け
で
、

「
G
o
d
」
と
い
う
訳
が
悪
い
ど
こ
ろ
か
、

2
0
0
0
年
ほ
ど
前
に
当
て
て
し
ま
っ

た
「
神
」
と
い
う
字
自
体
が
ず
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
我
々
の
日
常
生
活
に
お

け
る「
カ
ミ
」
と
い
う
の
は
、
神
棚
に

あ
る
の
が
神
様
で
あ
り
、
氏
神
様
と
い

っ
て
も
超
常
力
で
も
な
い
。
逆
に
、
ち

ょ
っ
と
偉
く
て
道
理
を
極
め
て
い
る
ひ

と
は「
経
営
の
神
様
」「
野
球
の
神
様
」

な
ど
と
崇
め
ら
れ
る
し
、「
お
か
み
」
さ

ん
は
尊
敬
を
あ
つ
め
る
お
母
さ
ん
の
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
神
」
と
い
う
シ

ナ
文
字
が
表
し
て
い
る
概
念
と
は
相
当

に
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
は
、
ア
ジ
ア
の
先
進
国
は
我
が
国
だ

け
で
あ
り
、
漢
字
は
中
国
の
も
の
と
い
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う
よ
り
日
本
語
の
記
述
文
字
と
し
て
、

我
々
日
本
人
が
自
由
自
在
に
解
釈
す
る

こ
と
が
当
た
り
前
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

中
華
帝
国
が
勃
興
し
た
結
果
、
漢
字
は

中
華
の
言
う
よ
う
に
解
釈
す
る
時
代
が

や
っ
て
く
る
。
そ
う
な
っ
た
時
、「
カ
ミ
」

を「
神
」と
あ
て
て
も
、
英
語
に
訳
し
て

「
G
o
d
」
と
訳
し
て
も
、
結
局
外
部
か

ら
は
理
解
さ
れ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

中
華
に「
神
」
と
は「
超
常
力
の
こ
と
」

と
定
義
さ
れ
て
、
そ
れ
に
し
ぶ
し
ぶ
従

う
よ
う
で
あ
れ
ば
、
日
本
民
族
・
大
和

民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
消
滅
す

る
こ
と
に
な
る
。

ヲ
シ
テ
文
献
を
紐
解
い
て
わ
か
っ
た

こ
と
は
、
我
々
の
ご
先
祖
は
「
カ
ミ
」

と
い
う
言
葉
を
概
ね
次
の
4
つ
の
意
味

で
使
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
：

1
．
ご
先
祖　

―　

あ
え
て
漢
字
を
当

て
れ
ば　

「
祖
（
カ
ミ
）」

2
．
偉
い
人　

―　

あ
え
て
漢
字
を
当

て
れ
ば　

「
上
（
カ
ミ
）」

3
．
自
然
神　

―　

あ
え
て
漢
字
を
当

て
れ
ば　

「
神
（
カ
ミ
）」

4
．
大
自
然　

―　

漢
字
は
な
い

例
え
ば
、
日
本
書
紀
や
古
事
記
の
冒

頭
部
分
は「
カ
ミ
ヨ（
神
代
）」
と
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は「
祖
代
」
と
で
も

あ
て
る
べ
き
で
あ
り
、
な
ん
て
こ
と
は

な
い
、
昔
の
ご
先
祖
の
時
代
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。「
カ
ン
ナ
ガ
ラ
ノ
ミ
チ（
神

な
が
ら
の
道
）」
と
い
う
の
も
、「
祖
な

が
ら
の
道
」「
上
な
が
ら
の
道
」
と
い
う

こ
と
で
、
昔
な
が
ら
の
生
き
方
、
昔
の

偉
人
の
生
き
方
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
こ
こ
ろ
を
静
め
て
無
心
と

な
れ
ば
、
大
自
然
と
合
一
し
て
、「
無
為

自
然
」
と
な
る
。
仏
教
で
い
う
と
こ
ろ

の
悟
り
の
道
で
あ
る
。

と
り
わ
け
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
4

つ
目
の「
大
自
然
」に
は「
人
格
が
な
い
」

こ
と
で
あ
る
。
大
自
然
は
生
命
の
根
源

で
あ
る
が
、
静
か
に
じ
っ
と
見
守
っ
て

い
る
存
在
で
あ
る
。「
カ
ミ（
祖
）」
を
ど

ん
ど
ん
、
カ
ミ
の
ほ
う
に
遡
っ
て
い
く
、

カ
ミ
の
カ
ミ
の
カ
ミ
の
カ
ミ
・
・
・
と
。

そ
こ
に
あ
る
の
は
、
我
々
を
静
か
に
見

守
っ
て
い
る
無
私
の
存
在
で
あ
る
と
こ

ろ
の「
ア
メ
ミ
ヲ
ヤ
」
だ
と
さ
れ
て
い

る
。「
ミ
ヲ
ヤ
」
と
い
う
言
葉
に
そ
ん
な

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る

も
の
は
そ
の
現
れ
で
あ
る
か
ら
、
人
々

は
親
戚
で
あ
り
、
動
物
も
植
物
も
い
け

と
し
生
け
る
も
の
は
す
べ
て
親
戚
で
あ

り
、
石
や
山
や
水
も
親
戚
で
あ
る
。
こ

う
し
て
、
八
百
万
の
神
と
い
う
我
々
の

日
常
世
界
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
「
カ
ミ
」
と
い
う
言
葉

を
再
自
覚
し
て
は
じ
め
て
、
我
々
は
こ

の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
ち
続
け
、「
現
存
す

る
最
古
の
文
明
の
直
接
の
末
裔
」
と
し

て
世
界
の
人
類
に
貢
献
で
き
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

三
種
神
器
に
つ
い
て

も
う
一
点
、「
三
種
神
器
」
に
つ
い
て

で
あ
る
。
三
種
神
器
は
皇
位
継
承
の
最

重
要
の
宝
物
と
さ
れ
て
い
る
。
今
上
天

皇
に
お
か
れ
て
も
、
昭
和
天
皇
崩
御
の

後
、
直
ち
に
剣
璽
等
承
継
の
儀
で
三
種

神
器
を
継
承
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
水
戸

学
に
お
い
て
は
、
三
種
神
器
の
あ
り
か

を
も
と
に
南
北
朝
時
代
は
、
南
朝
こ
そ

が
正
当
と
さ
れ
る
根
拠
に
な
っ
て
い
る

の
は
ご
承
知
の
こ
と
と
思
う
。
し
か
る

に
、
こ
の
「
三
種
神
器
」
が
い
か
な
る

事
柄
の
象
徴
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と

は
、
も
は
や
失
わ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
こ

の
3
つ
は
皇
位
の
象
徴
と
し
て
妥
当
な

の
か
と
い
う
理
由
が
で
あ
る
。

ヲ
シ
テ
文
献
に
よ
り
、
そ
れ
は
明
ら

か
に
な
っ
た
。「
八
尺
瓊
勾
玉（
ヤ
サ
カ

ニ
ノ
マ
ガ
リ
タ
マ
）」は
、
そ
も
そ
も

「
ト
ノ
ヲ
シ
テ
」の
象
徴
で
あ
っ
た
。「
ト

ノ
ヲ
シ
テ
」
と
は
、
後
世「
和
の
精
神
」

と
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
詳
し
い
説

明
は
省
く
が
、「
ト
ノ
ヲ
シ
テ
」
と
は
、

「
ま
ご
こ
ろ
に
も
と
づ
い
て
生
き
る
」
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に「
こ

こ
ろ
ま
っ
す
ぐ
に
た
も
つ
」
と
い
う
こ

と
を
ご
先
祖
の
徳
と
と
も
に
自
覚
す
る
、

そ
の
こ
と
の
象
徴
が「
勾
玉
」で
あ
る
。

「
叢
雲
剣（
ム
ラ
ク
モ
ノ
ツ
ル
ギ
）」

は
、
そ
も
そ
も「
悪
人
の
み
を
切
る
道

具
」
と
し
て
宝
物
に
な
っ
て
い
る
。
善

人
は
切
ら
な
い
、
悪
事
を
働
い
て
社
会

的
命
運
の
尽
き
た
も
の
だ
け
を
切
る
道

具
で
あ
る
。
ヲ
シ
テ
文
献
が
紡
が
れ
た

当
時
す
で
に
ツ
ル
ギ
と
い
う
の
は
人
を

切
る
道
具
な
の
に
、「
ツ
ル
ギ
モ
タ

カ
ラ
コ
レ
イ
カ
ン
」
と
疑
問
を
呈
す

る
声
が
あ
り
、
そ
れ
に
丁
寧
に
答
え
た

説
法
が
、
ヲ
シ
テ
文
献
に
収
録
さ
れ
て

い
る
。
武
力
を
司
る
も
の
は
、
無
闇
矢

鱈
と
人
を
切
っ
て
は
な
ら
な
い
。
悪
人

で
あ
っ
て
も
、
教
え
諭
し
て
悔
い
改
め

さ
せ
よ
。
何
度
や
っ
て
も
ど
う
に
も
な

ら
な
い
な
ら
、
そ
の
時
は
こ
の
ツ
ル
ギ

で
成
敗
せ
よ
。
と
い
う
説
法
で
あ
る
。

な
ぜ
武
力
は
あ
る
の
か
、
と
い
う
本
質

を
表
す
の
が「
剣
」で
あ
り
、
だ
か
ら
こ

そ
宝
物
な
の
で
あ
る
。

「
八
咫
の
鏡（
ヤ
タ
ノ
カ
ガ
ミ
）」

は
、
正
邪
を
見
極
め
る
鏡
で
あ
る
。「
カ

ガ
ミ
」
の「
カ
」
が
輝
く
モ
ノ
＝
正
し
い

も
の
を
現
し
、「
ガ
」
が
陰
っ
た
も
の
＝

間
違
っ
た
も
の
を
現
し
て
、
正
邪
の
見
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極
め
と
い
う
こ
と
を
象
徴
す
る
の
が

「
カ
ガ
ミ
」
な
の
で
あ
る
。
社
会
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
も
の
は
、
自
分
の
心
が
曇

っ
て
い
な
い
か
、
私
心
に
走
っ
て
い
な

い
か
、
常
に
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
日
々
自
ら
の
姿
を
カ
ガ
ミ
に
写
し
、

こ
こ
ろ
の
ク
マ
を
見
て
反
省
す
る
。
記

紀
に
も
い
う「
カ
ガ
ミ
を
み
る
時
は
天

照
大
神
を
見
る
よ
う
に
」、
と
い
う
の

は
、
酸
い
も
甘
い
も
見
極
め
た
あ
の
人

の
前
で
は
ど
ん
な
ウ
ソ
も
見
破
ら
れ
る

と
い
う
よ
う
な
穏
や
か
な
し
か
し
眼
光

鋭
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
い
て
、
あ
た
か

も
そ
の
前
に
座
っ
て「
わ
し
の
目
を
よ

く
見
て
話
し
て
ご
ら
ん
」
と
で
も
言
わ

れ
て
い
る
よ
う
な
心
持
ち
で
、
カ
ガ
ミ

を
見
よ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
る

と
、
自
然
に
、
自
分
の
ウ
ソ
に
気
づ
き
、

道
を
外
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
自
己
反
省
の
本
質
を
表
す
象
徴
が

「
鏡
」で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
3
つ
の
徳
を
表
す
象

徴
が
三
種
神
器
で
あ
り
、
国
家
の
統
治

を
行
う
も
の
に
と
っ
て
心
に
刻
ま
ね
ば

な
ら
な
い
徳
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の

三
種
神
器
が
代
々
継
承
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。「
三
種
神
器
」の
徳
を
再
自
覚

し
て
は
じ
め
て
、
我
々
は
こ
の
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
お
い
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
保
ち
続
け
、「
現
存
す
る
最
古
の

文
明
の
直
接
の
末
裔
」
と
し
て
世
界
の

人
類
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。

●
お
わ
り
に

最
後
に
、
三
種
神
器
と
い
う
名
前
に

つ
い
て
述
べ
た
い
。
ヲ
シ
テ
文
献
に
よ

れ
ば
、
こ
れ
は「
ミ
ク
サ
タ
カ
ラ
」「
ミ

ク
サ

ノ
カ
ン
タ
カ
ラ
」
と
申
し
上

げ
た
。
こ
れ
に
漢
字
を
あ
て
て「
三
種

神
器
」
と
な
り
、
い
つ
の
ま
に
音
読
み

す
る
こ
と
に
な
っ
て
今
に
至
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
漢
字
の
音
読
み
と
は
、
古

代
シ
ナ
語
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
今
か
ら

2
0
0
0
年
が
た
ち
、
我
々
の
子
孫
が

「
三
種
神
器
」
な
ら
ぬ「
ス
リ
ー　

ホ
ー

リ
ー　

ト
レ
ジ
ャ
ー　

T
H
T
」
と
で

も
呼
ん
で
い
た
と
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ

う
か
?　

我
々
は
今
そ
れ
と
同
じ
愚
行

を
行
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
我
々
は「
ニ
ホ
ン
ジ
ン
」

あ
る
い
は「
ニ
ッ
ポ
ン
ジ
ン
」
な
の
か
?

日
本（
ニ
ホ
ン
、
ニ
ッ
ポ
ン
）
も
、
な

ん
と
音
読
み
で
あ
り
、
古
代
シ
ナ
語
で

あ
る
。
ヲ
シ
テ
文
献
に
よ
り
、
当
時
我

が
国
は「
ヤ
マ
ト
」「
ヒ
ノ
モ
ト
」
と
自

称
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
自
ら

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
取
り
戻
す
に

は
、
ま
ず
自
ら
が「
ヤ
マ
ト
の
タ
ミ
」

「
ヒ
ノ
モ
ト
の
タ
ミ
」
で
あ
る
と
い

う
自
覚
か
ら
再
出
発
さ
れ
た
い
と
、
乞

い
願
う
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

こ
れ
ま
で
日
本
文
化
の
起
源
は
漢
字

で
あ
る
と
漠
然
と
思
っ
て
い
た
が
、
漢

字
以
前
の
文
化
が
存
在
し
、
そ
こ
に

我
々
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
も
あ
る
と
い

う
こ
と
を
示
し
て
頂
い
た
。
素
晴
ら
し

い
考
え
方
に
出
会
え
て
感
謝
し
て
い
ま

す
。当

日
の
参
加
者
は
会
員
11
名
、
非
会

員
29
名
、
通
訳
1
名
、
合
計
41
名
で
し

た
。今

回
の
記
録
は
C
D
（
ウ
イ
ン
ド
ウ

ズ
パ
ソ
コ
ン
か
C
D
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
）
に
な
り
ま
す
。

価
格
2
0
0
0
円（
送
料
込
み
）。
事

務
局（
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5
）

ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

三
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野 

百
合
子 

氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原 

秀
樹 

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向 

猛 

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

● �●



●� ●

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野 

節
子 

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保 

秀
之 
氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川 

博
章 

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川 

眞
知
子 

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根 

和
郎 

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦 

西
平 

氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学
」

◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林 

信
正 

氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
～
」

◎
2
0
1
4
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

石
川 

允
朗 

氏

「�

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に
つ
い
て

の
一
考
察
」

◎
2
0
1
4
年
10
月
第
24
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
天
変
地
異
」

メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
に
掲

載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま
た
は
F
 A 

X
番
号
）
に
、「
2
0
1
○
年
○
月
○
○

○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」
と
記
し
て
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま
す
。

2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

《本部月例会・全国大会講演録の販売》

本部月例会・全国大会のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張子wma）なので、聞

くためには「CD、DVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが必要になります。

以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間

は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、やはり会場の

スピーカー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取

れます。当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

講演録の代金は1回分2,000円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」

で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・

パソコンには、「CD−Rファイル」が読めるプレーヤーがついております。）

※御注文は郵便局にある「郵便振替用紙」の通信欄にご希望の講演録の『年／月　講師名』と

金額（1回分2,000円）を記入し、郵便振替口座  00100-2-15344　加入者名  日本サイ科学会

にお振込願います。

あるいは、メールで先に事務局 office21@psij.mail-box.ne.jp に注文されても結構です。
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2010/10/10	 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14	 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12	 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8	 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12	 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14	 赤松瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12	 井出治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18	 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか?」
2011/ 9/10	 鈴木俊輔氏「3・11新文明の幕開け～日本人の使命～」
2011/10/ 9	 創立35周年記念大会シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12	 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10	 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14	 ミッツィ植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11	 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14	 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
	 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」
2012/ 5/12	 徳永康夫氏「命とソマチットと般若心経の探検」
2012/ 6/10	 松永修岳氏「密教開運術『強運の成長戦略提言～氣を高めれば運はやってくる～』」
2012/ 7/14	 中島敏樹氏「水と珪素の集団リズム力」
2012/ 9/ 8	 ホンマシュウジ氏「�未曽有の天災・人災を目の当たりにして、サイ科学は何が

できるのか⁉」
2012/10/14	 第22回全国大会　シンポジウムテーマ「コンタクト」
2012/11/10	 藤森博明氏「気（生命エネルギー）の実在と能力」
2013/ 1/12	 志賀一雅氏「α波のコヒーレンシーについて」
2013/ 2/ 9	 宇治橋泰志氏「疾病を根本から改善する新治療法を求めて」
2013/ 4/13	 大野百合子氏「�宇宙図書館（アカシックレコード）から見た世界の仕組みと私たち

－あなたは誰なのか－」
2013/ 5/11	 浪平博人氏「イメージによる瞬間教育」
2013/ 6/ 9	 松原秀樹氏「アレルギーを治す秘訣」
2013/ 7/13	 酒向猛氏「千島学説を知るために」
2013/ 9/14	 奥野節子氏「ブラジルの奇跡のヒーラー　ジョン・オブ・ゴッド」
2013/10/13	 第23回全国大会　シンポジウムテーマ「サイと自然治癒力」
2013/11/ 9	 小久保秀之氏「生体センサによるサイ研究－超能力研究の最前線」
2014/ 1/11	 小川博章氏「魂の発見」
2014/ 4/12	 西川眞知子氏「�生命の智恵　アーユルヴェーダ　－アーユルヴェーダから見る

生命のすばらしさ－」
2014/ 5/10	 岩根和郎氏「般若心経とサイ科学」
2014/ 6/ 8	 秦西平氏「気超科学と宇宙生命哲学　新病気学」
2014/ 7/12	 小林信正氏「ラップ現象の究明～オーブとの関連性について～」
2014/ 9/13	 石川允朗氏「死後の世界と輪廻転生についての一考察」
2014/10/12	 第24回全国大会　シンポジウムテーマ「サイと天変地異」



る。いわゆるプラズマであるが、大気電気学の
分野では、大気陽イオン、大気陰イオン、電子
と呼ぶ。大気イオン群の中にエアゾール（埃、微
細塵）を入れると、大気電界やイオン間の相互
作用などにより、大気陽イオンボールと大気陰
イオンボールの組み合わせができる。いま、ベ
クトルが上向きで右方向回転のものを陽イオン
ボール（電子に相当）とし、下向きで右方向回転
のものが陰イオンボール（陽電子に相当）になる
一対を想定する。中でも、周波数が近赤外線量
域に該当するもの（活性化エネルギー、約1.5eV）
を対象になる。この一対は、右方向回転の巴型
状組み合わせであるが、一般には裏表、左右、
様々な組み合わせの下で、全体として中和して
いる集団（群）がオーブである、と推定している。
なお、以上の説明には電子を用いたが、実際に
は、光子群の組み合わせとして存在するのであ
ろう。

（2）「たまゆら」の形成
大気イオンボールは、ほぼ近赤外線量域の周

波数を持ちながら、回転しながら進行・増大し
ているが、陰と陽の組み合わせで、両者間の押
し合いの力（エネルギー）がほぼ平衡・中和する

（陰+陽=0）まで活性化させた時に零場が出来
る。つぎに、これが絞り込まれて点状になった
時を零点と呼ぶ。なお零点はマクロ現象がミク
ロ現象に変換する箇所でもある。ここに「たまゆ
ら」の核が形成され、撮影者から放出されるサ
イ（気）と核が共振・共鳴（同調）して「たまゆら」
になる（生起する）、と推定している。

（3）「たまゆら」の内部模様
「たまゆら」は、外部からの光エネルギーの助

けにより、次第に進行してカオス・アトラクター
を画き、オーブ（たまゆら）の円形内模様を形成
する事になる。カオス・アトラクターの内容（模
様）を決めるものは、未知なる存在（SG）であろ
う、と推定している。なおサイ（気）は、電子、
陽電子、微細身素粒子（オーラ）群から構成さ
れている。電子は空気中でも割合に安定に存在
しており、陽電子は宇宙線や各種のγ線照射に
よって得られる。この時のオーラはエーテル（エ
ネルギー）類似である。

カオス理論に基づいて、オーブ（たまゆら）画
像のフラクタル解析を実施した。一例として、
オーブ（たまゆら）の内部模様は、フラクタル次
元で3種類に類別できることが判った（解析方
法と図の説明は、サイ科学、Vo.36、No.1参照、
2014年末発行予定）。

5．結論
近赤外線領域の波長により、オーブ（たまゆ

ら）を撮影できることから、オーブ（たまゆら）は
この領域に潜んでいる事が判る。しかし、この
波長域は肉眼では見ることは出来ない。オーブ

（たまゆら）を、撮影し難い理由は、カメラが、
近赤外線領域をカットしている為であると言え
よう。つまり、オーブがすぐ傍まで来ていても、
高画素数カメラ（1610万画素数）では認知出来
ない（写らない）場合がある。しかし低画素数カ
メラ（220万画素数）には写る傾向がある。小雨
の降りはじめ、又は、スプレー噴霧水があると、
出現しやすい。水の蒸発はオーブの誘発になっ
ていると考えられる。しかし、オーブ（たまゆら）
と水滴とは異なることが分かった。オーブ（たま
ゆら）と意識の間で直接の情報交換がある、等
の性質を持っているので、この現象は、マクロ
PKの一種であり、仲介する物質はサイ（気）で
あると判断している。オーブにサイ（気）が加算
されたものを「たまゆら」と呼ぶことにする。な
お、オーブ上の「零点」で「たまゆら」の核が形成
され、撮影者から放出されるサイ（気）と核が共
振・共鳴（同調）して「たまゆら」になる（生起す
る）、と推定している。オーブ（たまゆら）は、外
部からの光エネルギーの助けにより、次第に進
行してカオス・アトラクターを画き、オーブ（た
まゆら）の円形内模様（表情）を形成する事にな
る。カオス・アトラクターの内容（模様）を決め
るものは、未知なる存在（SG）であろう、と推定
している。さらに、カオス理論に基づき、オー
ブ（たまゆら）画像をフラクタル解析した結果と
して、オーブ（たまゆら）の内部模様をカオスと
して類別できることが判った。つまり、（A）シ
ングルピークの模様、（B）ダブルピークの模様、

（C）マルチピークの模様、等である。

●� ●
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果は、意識とオーブとがマクロPK現象として同
調したために得られた、と判断できそうである。

（2）場所と時間が異なる
撮影者の意識は時間や空間の枠組みを超えて

いる。撮影が同一条件であっても、日にちが異
なる場合には、当然ながら、意識は同一ではな
い。従って、写されるオーブは、それぞれが別
の模様（表情）になると考えられる。一例として
写真No. 2531、2357、2541を示す。No. 2531は
上記と同一のカシオ（1610画素数）、2014年4月
3日（木）、福島市内、小雨の降り始め、夜6：45
～。写真の全面にわたり大、中、小直径の多数
の円形オーブが写っている。左側と右側にある
大径のオーブ（たまゆら）をみる。ボケは在るが2
～3本の円形状干渉縞模様を取り囲んで、全面
にマンダラ模様が刻まれている。これ以外のオー
ブ（たまゆら）にもほぼ同一模様が写っている。

次の一例をみる。写真No.2541は福島市の実
験室横、2014年6月6日（金）、小雨の降り始め、
夜8：03～。写真の中央に大直径が1個、右側
に中径のオーブ（たまゆら）が、2個写されてい
る。中央の大径は、左端の一部が欠けているが、
唐時代の青銅鏡状で、中央左よりに凸型円形
部（オーブの核、又はエアゾール）をもっている。
中径のオーブには、欠けは無いが、大径のもの
とほぼ同一の模様を持っている。以上に示した
様に、写された写真のそれぞれには、ほぼ同一
の模様が写されている。検討し、判断すると、
撮影者の意識と体外のオーブとが（マクロPKと
して）同調して模様が形成された、と考える事も
できるだろう。

（3）同一条件で、撮影者が別
同一条件で撮影しても、撮影者が別々の場合

には、撮影者の意識は異なるので、別の模様が
写されるだろう、と考えられる。この推定を確
かめる為の実験・撮影が実施された。一例を示
す。2014年6月15日（日）、上海市静安寺大仏殿
内、晴れ。10：00～10：05、大仏とその天井を、
Aが写す（ニコンE-2200、220万画素数）。続い
て、Bが同一条件で、写す（キヤノンIXY, 8105、
1610万画素数）。Aの写真No.2075は、大仏の
斜め前方像と天井を写している。明白なオーブ

（たまゆら）は3個で、円形内模様は、ほぼ同一
の円内模様、凹凸の青色とピンク色の混ざり合
う点群（光の周波数の相違）からなる。次にBの
No.1369を見る。大仏の正面像と天井をとらえ
た写真の胸と天井に2個のオーブ（たまゆら）が
撮影されている。円形内模様（表情）はほぼ同一
で、ボケのある同芯円状干渉縞模様の唐鏡状
で、ヘイロー（halo）もほぼ同一模様である。以
上、同一条件で撮影した場合でも、撮影者が異
なると、オーブ（たまゆら）の模様が異なる場合
のある事がわかった。

4．検討と考察
サイ（気）は、周波数（波長）の異なる光子群

の集合から構成されているが、素粒子の性質を
持つ（電子群、別報）ので、観測・測定する以前
は、その存在は不確定である。空気成分の電離
とエアゾール（埃、微細塵）によって形成された
大気陰陽イオンボール（オーブ）の上に、ゼロ場

（ゼロ点）が形成され、そこに「たまゆら」の核が
できる。撮影者の変性意識状態（ASC）時に皮
膚から放出されるサイ（気）とオーブ上の「たまゆ
ら」の核が同調して「たまゆら」になる。そして、
カオス・アトラクターを伴って成長して写真に写
る。大気陰陽イオンボール形成（オーブ）は物理
現象であり、これにサイ（気）が加算されて「た
まゆら」（マクロPK）になる、と判断・仮定して
いる。

（1）「オーブ」の形成
地球を取り巻く大気層は、宇宙線の照射のた

めに電離していて、上層部は陽（+）、地表部は
陰（－）に帯電している。この為に地球は電磁気
的には巨大な球形・地球コンデンサー（約30万
V）として存在している。厚い雷雲がやってくる
と、雲の上側は（+）、下側は（－）なので、地球表
面上は（+）に帯電するようになる。雨が降り始
めると、電離はさらに進む。なお地球表面上の
大気の大部分は水蒸気と二酸化炭素である。水
蒸気が多くなると凝固して雲や雨になるが、凝
固には核が必要であり、これをエアゾール（埃、
微細塵）が分担している。水（H2O）を電離する
とH（陽イオン）、OH（陰イオン）、電子（－）にな
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呼びかけに応じて答えてくれる、意識をもっ
ている、霊的な存在である等、オーブの形成・
出現には人格要因が関係すると言われている。
然しそれらの仕組みや機構については、いまま
では、科学的に説明する事は無かった様に思う。
そこで今回は、撮影者の意識（無意識）がどの様
な仕組みでオーブに関与するか、について推定
し、仮定を進める事にした。

1．従来の結果と本稿の目的
（1）意識と体外にある物質とが直接に情報を

交換する現象をマクロPK（念力）といい、両者
間を仲介する物質をサイ（気）と言う。（2）サイ

（気）現象は、基盤になる現象の変曲点（零場
中の零点）で、エネルギー定条件で生起する。

（3）この時の意識は変性意識状態（ASC）であり、
醒めた意識はむしろ否定的（現象阻止）に作用す
る傾向がある。一方、（4）オーブと意識の間には、
情報交換があるので、オーブもマクロPKであ
る。しかし、今までは未検討であった。そこで、
本稿で検討することにした。オーブは、デジタ
ル・カメラ（CCD）を用いて、電離した薄暗い空
間に向けてフラッシュ撮影する時、ノイズとし
て、乳白色小円形状に写り込んで来る。なお、
オーブは巨視的な物質（画像）であるが、不思議
な事に、素粒子類似の性質を兼ね備えて出現し
てくる（別報参照）という結果が得られている。

2．実験・撮影条件
画素数の少ないデジカメとしてニコンE-2200

（220万画素数）。多いデジカメとしてカシオ
EX-Z2000（1610万画素数）、キヤノンIXY, 8105

（1610万画素数）を用いる。撮影は、露出モー
ドをオート撮影（P）に合わせる。これは絞りと
シャッターの組み合わせをカメラが自動的に選
定して撮影する方式である。撮影条件は、スト

ロボ強制発光（フラッシュ光ON、色温度約6000
度K）。天候は晴れ、小雨の降り始め時、晴天時
の室内。晴天の室外でスプレー水（キリ、噴霧）
を放射したとき。

3．意識とオーブの同調
経験によると、写り込んでくるオーブ像は円

の直径、模様（表情）、色合い、ヘイロー（halo）
などは様 （々ランダム）であるが、一枚の写真に
はほぼ同一の模様（表情）が写されてくる、と判
断している。はじめに、これを、実験から確か
めることにする。

（1）噴霧水放射の場合
雨の降り始めにオーブは出現しやすい、これ

は、オーブ形成に空気の電離と水素（陽）イオン
が必要となるからであろう。そこで、はじめに晴
天時にk式スプレー法をもちいた噴霧水の場合
について検討する。一例としての写真No.0774
の場合を見る。2014年5月22日（木）、福島市、
夜7：50～。カシオEX-Z2000（1610万画素数）。
画面中央部にモヤ（キリ、極微小雨滴）が写り、
モヤとは別に、中小径の様々の大きさのオーブ
が、ランダムに広く分布して写されている。オー
ブの円形内部には、ほぼ同一の小粒状の凹凸模
様がある。

別の一例として、写真No.0941の場合をみる。
2014年8月9日（土）、仙台市、夜8：10～、カシ
オEX-Z2000（1610万画素数）。写真の左側にス
プレー器具、その噴射先にモヤ（極微小雨滴）、
右下に屋根がある。この写真をみると、円形内
部に1～3個の穴のあるオーブが、全面に、同一
模様で、ランダムに写されている。以上の2枚
を比較すると、気温や意識などが相違する為で
あろうか、それぞれの模様は異なっている。し
かし、1枚毎にみると、模様（表情）はほぼ同一
である。実施の内容から判断すると、以上の結

オーブ（たまゆら）形成・出現の意識面オーブ（たまゆら）形成・出現の意識面
（Toward Formation and Emergence of Orb by Consciousness Approach）

佐々木　茂美　　苗　鉄軍　　



● �●

芸家であるが、クライアントの身体の状況を洞察する能力を備えておられた人で、今回の鉱石の成長

に気がつかれた人※６も霊能力のあるヒーラーと云うべき人である。どちらも通常は観測し得ない事象を

起こす人である。

ともかく、鉱石という物体がこのように成長するということがあるらしい。

※1	 �ここでは石を持った人の影響である点は明らかとし、しかし人の何が影響したかが明らかで

あるわけではないが、「意識が影響する」という表題でまずは報告することとした。「人の場」

という表現が次の候補である。どちらも科学的には追求しにくいサイエネルギーである。以

上が仮題の理由である。

※2	 �りんあん氏（本名：小島鈴江氏、現在千葉県千葉市在住）。父、祖父、曽祖父など代々に僧

籍に身を置いた家系の人で、本人は現在僧籍には身を置いていないが、多くの人に、その

持つ霊的な能力で霊障などを直しておられる、強い能力を持つ人。

	 このような力のある人であるためにここで述べるような鉱石の成長があるのかも知れない。

もちろんその関係は全く定かではない。

※3	 ここでの鉱石とは以下の岩石に当たる。

	 鉱物と岩石はよく混同されてしまうが別物である。岩石は、鉱物または岩石破片の集合体で

あり、化学的に均質なものではない。鉱物は、化学的にほぼ均質で、原子・イオンレベルで

3次元的な秩序配列（結晶構造）を持つ。具体的には、墓石などに使われる花崗岩（御影石）

は岩石であるが、花崗岩は石英、長石、雲母などの鉱物の集合からなっている。また、単

一の鉱物からなっていても、複数の結晶が集合していて、単一の結晶ではない場合、1種類

の鉱物からなる岩石ということになる。たとえば、結晶質石灰岩（大理石）は方解石の結晶に

より構成されるが、単一の結晶ではなく複数の方解石結晶の集合体なので、岩石である。

	 この両者の関係は、よく「生物体」と「細胞」の関係にたとえられる。生物体を「岩石」とする

と、それは様々な種類の細胞「鉱物」で構成されている、といった具合である。細胞の一つ

一つは鉱物であるが、それが多く集まり固結していると岩石と呼ばれるようになる。

※4	「意識による異常磁気の発生とその観察」副題：直交配置3軸センサーによる生体周辺の磁

気の測定：第1報～第6報　小牧昭一郎　1999～2004　磁気と生体研究会誌～サイ科学；

日本サイ科学会（論文集）；第2報はPSI Vol.22 , No.1 August 2000 Thesis 2 . pp.6-20.

※5	 須田泰心氏、群馬県前橋市在住。小さい頃より透視、予言などの能力があり、クライアント

の治療などに当たられた。

※6	 前出脚注2



2．所感

人が手の中、膝などに抱えて（図4参照）持つ

ことによって鉱石が成長するという事例として、

簡単なスナップでご紹介した。撮影が不十分で、

この報告ではその違いが明瞭とは思われないが、

仮に明瞭になったとしても、人の何が影響した

のかについてもなにも明らかになりそうもない。

しかし、筆者には意識が周辺の空間に対して

物理的な影響を与えることを研究した経験がある。人が「ここだよ」というかけ声を発する度ごとに、

その人の身体周辺の空間に磁気が発生する、それを特別に準備した磁気記録システムによって観測・

記録した※４。磁気波形は低周波領域の交流波形で、掛け声と同期して観測されたので、明らかにそ

の人の意識に関連すると考えるべき状況であったから、「意識が原因となった磁界の発生」としてよい、

と考えた。こうした事例に対して、今回の鉱石の成長は時間的には極めて曖昧であり、ほとんど特定

ができないので、「意識による鉱石の成長」は仮題とした。しかし、この両者の観測に共通している点は、

観測対象の人がどちらも超能力者と云われるべき点である。この磁気の発生の対象となった人※５は陶
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れ対応すると思われる部分を2014年9月に撮影

したものを図2-2、図3-2に示す。

図2-1と図2-2を比較すると、両図の撮影角

度が微妙に違うので正確ではないが矢印Aの先

端付近は図2-1では空間であった部分が鈍い白

い鉱石で埋められているようである。ここでの洞

窟の深部の付近でも図2-2の方が浅くなってい

るように見える。

図3-2では矢印の先端部分の結晶の大きさが

図3-1でのその直上の結晶に比較して大きく見

える。また。その直上の結晶がやや小さく見え

るが、どちらにしてもこの二つの結晶の大きさが

変化している。図3-2での矢印先端の結晶部分

が丸みを帯びて見える。図3-1での六方晶形の

特有の先端の稜線が見えない。図2と同様、撮

影角度が厳密ではないので、以上の比較は正確とは言えないが。

図3 -1：Bの部分 2012年11月時点

図3 -2：Bの部分 2014年9月時点

図4　手での抱え方

B



意識※１による鉱石の成長

1．観測状況

会員R※２氏は自分が日頃大事にしている石が

時間とともに成長すると思う、と筆者に云ったこ

とがあった。この石とは、よく夜店などで見かけ

る置物になるかも知れない自然の鉱石※３で、水

晶の単結晶らしい六方晶形の小さな単結晶が内

部にたくさん見られる鉱物結晶で、図1のような

外観を呈し、所々にいわば洞窟状の部分があり、

そこに水晶の単結晶らしい結晶が見られる。こ

の石をしばらく持っていると、成長するように思

われる、とのことである。上記の水晶の単結晶

らしい柱は大きさ1.5ミリ程度、小さなものであ

るが、透き通っていてきれい、まわりは多結晶の

六方晶形の頭の部分が重なっている部分に覆わ

れたり、自然の鉱物としてどこにも加工したとこ

ろはない。この鉱石自体が時間が経つと成長し

てその洞窟の部分などが狭くなったのではと。

天然鉱石は高温の溶岩の状態のときに冷却し

た状態を維持しているはずであり、これが一般

的な常識で、人の手の中で成長するという常識

はない、まして人が手の中に抱く、というような

常温で石が成長するとは考えられない。

ところで、R氏のかかえる石を2012年11月に

撮影したものを図2-1、図3-1に示す。それぞ

意識※１による鉱石の成長

〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506  日本サイ科学会発行
電話 047−347−3546  FAX 047−330−4091  E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp
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図1：岩石全体像

図 3-1：B の部分 2012 年 11 月時点図 3-1：B の部分 2012 年 11 月時点図2 -1：Aの部分 2012年11月時点

図2 -2：Aの部分 2014年9月時点

A
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原
理
が
見
つ

か
る
の
で
す
。
例
を
示
し
ま
し
ょ
う
。（a） 

今
月
号
の
記
事

◎
会
長　

年
頭
の
ご
挨
拶

◎
御
寄
付
御
礼

◎
一
月
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
二
月
三
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
九
州
サ
イ
科
学
会
一
月
二
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
北
陸
サ
イ
科
学
会
二
月
例
会
予
告

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
三
月
例
会
予
告

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
報
告

◎
第
24
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
2
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
分
科
会

◎
平
成
25
年
9
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
八
九
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

　

の
図
版
差
し
替
え

◎
第
三
九
〇
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
本
部
月
例
会
講
演
録
の
販
売

◎
オ
ー
ブ
と
サ
イ
は
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
の

　

周
波
数
域
内
に
潜
在
し
て
い
る

◎
P
S
I
と
進
化
に
つ
い
て
の
一
考
察（b）
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年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
浪
平
博
人
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（c）（d）

図
（a）
、

（b）
、

（c）
は
、
1
0
0
0
歩
の

ラ
ン
ダ
ム
ウ
オ
ー
ク
の
経
過
図
で
す
。

こ
れ
を
個
々
に
見
る
と
、
と
て
も
規
則

が
あ
る
と
は
見
抜
け
ま
せ
ん
。
図

（d）
は
、

1
0
0
0
回
の
試
行
の
最
後
の
到
達
点

を
記
録
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
見
る

と
、
明
ら
か
な
規
則
性
が
見
抜
け
ま
す
。

い
ま
サ
イ
に
関
し
て
は
着
実
に
事
実

の
集
積
・
整
理
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

次
の
高
み
へ
の
飛
躍
を
予
感
す
る
次
第

で
す
。

皆
様
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
12
／
13
受
領
分
ま
で
）

金
四
〇
万
円
也　
　

品
川　

次
郎　

様

金
六
万
円
也　
　
　

木
村　

陽
一　

様

金
三
万
一
千
円
也　

匿　
　

名　
　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

T
H
E 
S
O
U
R
C
E 

C
O
D
E
S

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?

�

講
師
　
ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ
氏

こ
の
講
演
は
、
超
人
的
な
潜
在
能
力

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
、
超
人
的
な
潜
在

能
力
発
揮
の
た
め
に
、「
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
」

を
入
力
す
る
技
術
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
3
つ
の
面
か
ら
講
義
し
ま
す
。

（
1
）ソ
ー
ス
コ
ー
ド
・
フ
ィ
ー
ル
ド
に

お
け
る
科
学
的
な
証
拠

（
2
）高
い
振
動
数
の
、
瞑
想
技
術
と
超

人
的
な
潜
在
能
力
へ
の
移
行
の
探
求
。

何
が
結
果
を
加
速
す
る
か
?

新
し
い
人
間
の
も
つ
潜
在
能
力
の
卓

越
性
は
、
危
機
的
な
世
界
的
変
化
の

解
決
策
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
解

錠
さ
れ
る
の
か
?

（
3
）サ
イ
能
力
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
と
調
査

（
4
）日
本
サ
イ
科
学
会
会
員
な
ど
参
加

者
が
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
を
体
験
し
、
最

後
に
「
世
界
平
和
瞑
想
」
を
行
い
ま

す
。

●�

ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ
氏
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル

世
界
で
一
万
四
千
人
以
上
の
オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
に
実
施
し
た
「
ラ
イ

フ
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ

ン
」
は
メ
ー
カ
ー
や
意
識
の
高
い
個
人

を
変
え
る
。
学
校
お
よ
び
療
養
所
に
お

い
て
三
万
人
を
超
え
る
個
人
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
。
ト
レ
ー
シ
ー
は
、
意
識
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
意
識
の
療
養
所
、
ラ
イ

フ
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
、
サ
イ
キ
ッ
ク

ス
ク
ー
ル
、
そ
し
て
神
聖
な
ヒ
ー
リ
ン

グ
の
創
造
者
で
す
。

1
9
9
9
年
か
ら
2
0
1
5
年
の
活

動
。
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ

ー
シ
ョ
ン
、
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
、
サ
イ
キ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
が
、
ロ
ン

ド
ン
と
東
京
で
設
立
さ
れ
た
。
意
識
の

療
養
会
が
、
富
士
山
、
エ
ジ
プ
ト
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
開
催
さ
れ
る
。
シ
ン
ク
ロ

ニ
シ
テ
ィ
・
ジ
ャ
パ
ン（
株
）、
サ
イ
キ

ッ
ク
研
究
の
大
学
、
生
命
の
木
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
日
本
サ
イ
科
学
会
、
マ
イ

ン
ド
・
ボ
デ
ィ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
リ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
等
々
に
お
け

る
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

※
英
国
人
の
ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ

氏
は
、
卓
越
し
た
ヒ
ー
リ
ン
グ
能
力
を

も
ち
、
多
く
の
人
々
の
意
識
の
変
容
と

魂
の
目
覚
め
を
起
こ
し
て
き
た
、
著
名

な
サ
イ
キ
ッ
ク
指
導
者
で
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
本
部
例
会
で
御
講

演
が
聴
け
る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘

い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
27
年
1
月
10
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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せ
ら
知
お
の
会
例
部
本
月
二

象
現
化
質
物

　

は
有
ら
か
無

る
じ
生

　
　
　
　

師
講

　
 

で
中
の
窟
洞
の
イ
タ
、
を
象
現

1

 
0
 0 

%

花
火
い
し
激
、
は
で
こ
そ
。
る
あ
で
能

。
る
す
現
出
が
質
物
な
々
様
、
い
伴

 

が
等
、
物
の
状
物
鉱
、
物
の
状
属
金

速
急
後
解
融
、
は
質
物
の
ら
れ
そ
、
合

見
々
多
が
合
場
る
あ
で
温
高
は
後
直
現

。
る
れ
ら

け
受
を
物
現
出
の
ら
れ
そ
、
為
の
そ

焼
、
が
布
の
状
幕
天
の
用
収
回
る
め
止

。
る
あ
も
合
場
く
空
が
穴
な
さ
小
て
け

以
個
十
数
に
度
一
は
物
現
出
の
ら
れ
こ

。
い
多
が
合
場

る
じ
生
が
有
ら
か
無
、
は
象
現
の
こ

型
小
超
に
さ
ま
、
り
あ
で
象
現
化
質
物

 

が
物
状
棒
の
質
属
金
い
長
細
、
た
ま

も
か
た
あ
、
し
現
出
り
よ
井
天
の
窟
洞

。
る
回
き
動
と
ネ
ク
ネ
ク
に
う
よ
の
蛇

は
径
直

5

い
多
が
合
場
の
度
程
チ
ン
セ。

る
あ
も
合

方
の
者
加
参
、
り
回
き
動
は
部
端
先

の
方
一
う
も
。
る
あ
も
合
場
く
づ
近
へ

確
め
た
る
あ
に
中
の
井
天
、
は
部
端
先

持
を
思
意
な
う
よ
の
こ
。
い
な
き
で
認

場
る
す
現
出
本
数
が
質
物
状
棒
の
質
属

。
る
あ
も
合

カ
度
感
高
、
は
象
現
の
て
全
ら
れ
こ

、
と
介
紹
の
象
現
の
こ
、
は
で
演
講

明
説
を
ム
ズ
ニ
カ
メ
の
生
発
象
現
の
こ

、
し
参
持
を
質
物
た
し
現
出、
た
ま、
し

影
撮
を
象
現
の
ら
れ
こ
。
す
ま
し
開
公

。
す
ま
し
致
開
公
も
オ
デ
ビ
た
し

。
身
出
校
高
田
津
三
呉
立
県
島
広

。
業
卒
類
学
然
自
群
学
一
第
学
大
波
筑

験
体
の
象
現
難
困
解
理
り
よ
期
少
幼

的
目
を
と
こ
う
行
を
明
解
的
学
理
物

。
す
指
目
を
と
こ
る
な
と
者
学
理
物
、
に

、
る
れ
わ
思
に
か
た
じ
生
が
有
ら
か
無

象
現
化
質
物
う
行
の
達
者
聖
の
ド
ン
イ

、
し
と
標
目
の
生
人
を
明
解
的
論
理
の

分
自
は
に
的
終
最
、
が
た
い
歩
ね
訪
を

ら
な
に
う
よ
る
え
行
を
化
質
物
が
身
自

は
に
明
解
の
化
質
物
の
真
、
ば
れ
け
な

わ
に
年
数
十
、
り
悟
を
と
こ
い
な
ら
な

修
り
な
と
子
弟
の
者
聖
の
ド
ン
イ
り
た

。
た
れ
暮
け
明
に
行

0
0
0
2

め
納
を
行
修
の
て
全
に
年

と
も
は
明
解
の
化
質
物
、
り
戻
に
本
日

く
多
、
い
行
を
化
質
物
も
ら
自
、
り
よ

げ
上
し
差
を
物
た
せ
さ
現
出
に
々
人
の

。
た
き
て

フ
め
求
を
理
真
る
な
ら
さ
、
後
の
そ

、
で
中
の

4

頭
教
の
校
学
法
魔
、
間
年

教
を
法
手
の
現
顕
蹟
奇
種
各
、
て
し
と

。
た
し
授

3

、
て
に
イ
タ
、
り
よ
前
年

く
多
、
し
催
開
を
校
学
科
術
法
秘
聖
神

行
を
践
実
と
授
伝
の
法
手
現
顕
蹟
奇
の

区
一
に
明
解
的
論
理
の
象
現
化
質
物

で
題
課
の
極
究
、
在
現
た
い
付
が
り
切

。
る

演
講
ど
ん
と
ほ
は
で
会
の
部
外
段
普
※

な
と
者
力
能
が

い
な
れ
さ

な
演
講
御
の
り
ぶ
し
久
の
ら
か
て
れ
ら

人
知
・
人
友
ご
は
様
皆
の
員
会
、
で
の

ま
い
願
加
参
ご
非
是
、
て
し
い
誘
お
を

。
す

時
日
　

成
平

27
年
2
月
14

）
土
（日

　
　
　

後
午

1

5
時

場
会
　

あ
ぴ
と
北

7
階

1
0
7

室
議
会

通
交
　

 

J
R

車
下
駅
子
王
線
北
東
浜
京

歩
徒

2

札
改
り
下
を
段
階
の
）
り
寄
羽

ル
ビ
層
高
る
え
見
て
出
を
口

費
会
　

員
会
　

円
〇
〇
〇
二

　
　
　

般
一
　

円
〇
〇
〇
三

　
　
　

生
学
　

円
〇
〇
〇
一

　
　
　
　

◆

　
　
　
　
　

◆

※ 

3

り
な
と
み
休
お
は
会
例
部
本
の
月

。
す
ま

　
　
　
　

◆

　
　
　
　
　

◆会
学
科
イ
サ
本
日
西
関

せ
ら
知
お
の
会
集
究
研
月
一

学
科
と
秘
神
の
相
手

る
わ
変
が
相
手
で
用
活
の
脳
―

―

　
　
　
　

師
講

　

峯
高

　

樹
秀

 

氏

ス
ワ
ミ

●
ス
ワ
ミ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ス
ワ
ミ



日
時　

平
成
27
年
1
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

比
較
言
語
学
で
読
み
解
く
記
紀
が

黙
し
て
語
ら
な
い
日
本
の
古
代
の

真
実

　
　
　
　
講
師
　
坂
井
　
洋
一 

氏

日
時　

平
成
27
年
2
月
21
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
例
会
の
お
知
ら
せ

日
本
の
目
覚
め
は
世
界
の
夜
明
け

　
　
　
　
講
師
　
長
堀
　
優

ゆ
た
か 

氏

日
時　

平
成
27
年
3
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
新
年
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
27
年
1
月
25
日
（
日
）

　
　
　

午
後
12
時
～
2
時

会
場　

割
烹　

大
判

�

（
0
9
5
・
8
2
1
・
2
6
2
6
）

交
通　

長
崎
市
役
所
徒
歩
1
分

　
　
　

桜
町
駅
か
ら
1
0
7
m

会
費　

4
0
0
0
円

予
約
等
問
合
せ

�

0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
講
師
　
島
　
重
忠 

氏

�

（
伊
勢
宮
神
社
　
宮
司
）

※
タ
イ
ト
ル
は
未
定
で
す
。

日
時　

平
成
27
年
2
月
8
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
3
時

会
場　

伊
勢
宮
神
社
内
楠
照
殿

　
　
　

長
崎
市
伊
勢
町
2
・
14 

�

（
0
9
5
・
8
2
3
・
2
6
6
5
）

交
通　

諏
訪
神
社
前
徒
歩
5
分

会
費　

未
定

予
約
等
問
合
せ

�

0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

エ
ナ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

～
チ
ャ
ク
ラ
で
み
る
五
感
療
法
～

　
　
　
　
講
師
　
苗
　
鉄
軍 

先
生

� （
工
学
博
士
、
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
）

日
時　

平
成
27
年
2
月
22
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
4
時
半

会
場　

�

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
健
康
科
学
研

究
所　

研
修
室

　
　
（
石
川
県
金
沢
市
高
岡
町
12
・
45

�

ロ
イ
ヤ
ル
シ
ャ
ト
ー
南
町
1
F
）

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

北
陸
日
本
サ
イ
学
会
（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
健
康
科
学
研
究
所
内
）

T
E
L
0
7
6
・
2
3
4
・
6
6
3
4

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● ❹●



中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
27
年
3
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒ゆ

う

院い
ん

ホ
ー
ル

　
　
　

名
古
屋
市
昭
和
区

�

御
器
所
3
・
4
・
21 

交
通　

地
下
鉄
鶴
舞
線
荒
畑
駅
下
車

　
　
　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
1
分

会
費　

無
料

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
5
2
・
8
7
1
・
9
0
6
0

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
報
告

日
時　

平
成
26
年
9
月
20
日
（
土
）　

会
場　

博
愛
癒ゆ

う

院い
ん

ホ
ー
ル

会
員
の
鈴
木
通
敬
氏
を
中
心
に
、
非

会
員
も
含
め
十
数
名
に
て
、
座
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
24
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
7
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

平
成
27
年
3
月
29
日
（
日
）

　
　
　

10
時
～
17
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
「
渋
谷
駅
」

行
で
「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

会�
員　

五
〇
〇
円（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

学
会
・
太
陽
の
会
会
員
）

　
　
　

一
般 

一
〇
〇
〇
円
�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
） 

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
2
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
27
年
4
月
26
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

�

（
東
京
都
北
区
王
子
1
―
11
―
1
）

会
費　

会
員　
　

5
0
0
円

　
　
　

一
般　

1
0
0
0
円　

※�

参
加
ご
希
望
の
方
は
予
約
が
必
要
で

す
。
で
き
る
だ
け
メ
ー
ル
で

E-m
ail offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

宛
て
に
、
メ
ー
ル
を
使
わ
な
い
方
は
、

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

に
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会　

参
加
希
望
」
と
「
住
所　

氏
名　

電
話

番
号　

会
員
、
非
会
員
の
別
」
を
お
知

ら
せ
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
25
年
9
月
本
部
例
会
報
告

ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド

　
　
　
　
講
師
　
奥
野
　
節
子 

氏

　

今
日
お
話
し
す
る
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・

ゴ
ッ
ド
で
す
が
、
私
は
2
0
0
7
年
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
初
め
て
ジ
ョ
ン
・
オ

ブ
・
ゴ
ッ
ド
に
会
っ
て
以
来
、
こ
れ
ま

で
六
回
ほ
ど
ブ
ラ
ジ
ル
の
診
療
所
を
訪

れ
ま
し
た
。
1
番
新
し
い
と
こ
ろ
で
は

先
月
の
八
月
に
訪
れ
ま
し
た
。
ブ
ラ
ジ

ル
の
首
都
ブ
ラ
ジ
リ
ア
か
ら
車
で
1
時

間
半
ほ
ど
の
小
さ
な
町
ア
バ
デ
ィ
ア
ニ

ア
に
彼
の
診
療
所
が
あ
り
ま
す
。

　

聖
イ
グ
ナ
チ
オ
の
家
：
通
称
カ
ー
サ

と
呼
ば
れ
、
こ
こ
に
は
心
や
体
の
病
を

癒
や
す
た
め
、
世
界
中
か
ら
毎
日
何
千

人
も
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
医
師

か
ら
も
見
放
さ
れ
た
ガ
ン
が
治
っ
た
、

あ
る
い
は
失
明
寸
前
だ
っ
た
人
が
目
が

見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
よ
う

な
奇
跡
の
話
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
翻
訳
者
で
す
の
で
、
ヒ
ー
リ
ン

グ
の
科
学
的
分
析
に
つ
い
て
は
、
お
話

し
で
き
ま
せ
ん
が
、
現
地
を
数
多
く
訪

問
し
た
者
と
し
て
、
写
真
や
ビ
デ
オ
を

交
え
な
が
ら
、
現
地
で
経
験
し
た
ヒ
ー

リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
本
日
は
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
話
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
で
す
が
、
ま

ず
前
半
は
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
と

は
ど
ん
な
人
物
か
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・

ゴ
ッ
ド
の
体
を
借
り
て
ヒ
ー
リ
ン
グ
を

行
う
「
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
と
は
ど
ん

な
存
在
か
、
カ
ー
サ
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
の

背
景
に
あ
る
「
ス
ピ
リ
テ
ィ
ズ
ム
」
と

い
う
考
え
方
は
ど
ん
な
も
の
か
、
カ
ー

サ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
聖
な
る
三
角

形
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。
続
い
て
カ
ー
サ

で
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
受
け
る
ま
で
の
行
程

●❺ ●



に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

後
半
で
は
先
月
カ
ー
サ
で
購
入
し
ま

し
た
新
し
い
紹
介
の
D
V
D
を
お
見
せ

致
し
ま
す
。

　

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
は
本
名
を

ジ
ョ
ア
ン
・
テ
イ
シ
ェ
イ
ラ
・
ダ
・
フ

ァ
リ
ア
と
い
い
ま
す
。
彼
は
カ
ト
リ
ッ

ク
の
貧
し
い
家
庭
に
生
ま
れ
、
教
育
は

小
学
校
2
年
生
ま
で
し
か
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
今
で
も
読

み
書
き
が
で
き
ま
せ
ん
。
初
め
て
ヒ
ー

リ
ン
グ
を
行
っ
た
の
は
わ
ず
か
16
歳
の

の
と
き
で
、
仕
事
を
探
し
に
行
っ
た
カ

ン
ポ
ク
ラ
ン
テ
と
い
う
町
で
し
た
。

　

空
腹
で
ふ
ら
ふ
ら
と
水
際
に
行
っ
た

と
き
、
美
し
い
女
性
に
呼
び
止
め
ら
れ
、

後
に
そ
れ
は
聖
リ
タ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
と

判
っ
た
の
で
す
が
、
ス
ピ
リ
テ
ィ
ス
ト

セ
ン
タ
ー
に
連
れ
て
い
か
れ
ま
す
。
そ

こ
に
着
い
た
と
き
、
あ
ま
り
の
空
腹
で

失
神
し
て
し
ま
い
ま
す
。
目
覚
め
る
と

失
神
中
に
ソ
ロ
モ
ン
王
が
入
り
込
み
、

50
人
以
上
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
た
と

言
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
指
導
霊
で
あ
る
エ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
か
ら
教
え
と
導
き
が
与
え
ら
れ
、

ブ
ラ
ジ
ル
中
を
旅
し
て
病
人
を
癒
や
し
、

“
ミ
デ
ィ
ア
ム
・
ジ
ョ
ア
ン
”
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ミ
デ
ィ
ア

ム
と
い
う
の
は
、
霊
媒
師
と
い
う
意
味

で
す
。

　

1
9
7
9
年
に
は
ヒ
ー
リ
ン
グ
に
専

念
す
る
た
め
、
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
の
家（
通

称
カ
ー
サ
）
を
設
立
し
、
そ
れ
以
来
今

も
無
料
で
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
続
け
て
い
ま

す
。
世
界
で
現
存
す
る
ヒ
ー
ラ
ー
の
中

で
最
強
と
言
わ
れ
、
エ
イ
ズ
、
ガ
ン
、

失
明
者
、
脊
椎
障
害
、
統
合
失
調
症
、

鬱
病
な
ど
、
様
々
な
病
気
を
癒
や
し
て

き
ま
し
た
。

　

一
例
と
し
て
は
ペ
ル
ー
の
フ
ジ
モ
リ

元
大
統
領
の
腕
の
筋
萎
縮
症
と
息
子
さ

ん
の
精
神
障
害
を
治
し
て
、
ペ
ル
ー
政

府
か
ら
名
誉
勲
章
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

数
年
前
の
こ
と
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で

有
名
な
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
司
会
者
で
あ
る

オ
ペ
ラ
ウ
イ
ン
フ
リ
ー
も
カ
ー
サ
を
訪

問
し
て
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
番
組
を
作
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
中
に
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
こ
の
2
、
3
年
か
な
り
訪
問

客
が
増
え
て
い
る
の
で
す
が
、
ジ
ョ
ン
・

オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
本
人
の
態
度
は
ま
っ
た

く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

水
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
カ
ー
サ
の

仕
事
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
以
外
で

は
自
分
で
車
を
運
転
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
ポ
サ
ダ
（
宿
泊
施
設
）
に
食
事
に
来

た
り
、
他
の
お
店
を
訪
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
彼
を
見
か
け
た
ら
、
声
を
掛
け

る
と
気
軽
に
写
真
を
撮
っ
て
く
れ
た
り
、

握
手
し
た
り
し
て
く
れ
ま
す
。

　

去
年
滞
在
し
た
と
き
に
は
、
私
た
ち

が
宿
泊
し
た
ポ
サ
ダ
に
夕
食
時
間
も
終

わ
っ
た
頃
に
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド

が
や
っ
て
き
て
、
私
た
ち
が
食
べ
た
残

り
の
も
の
で
食
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
て
、
申
し
訳
な
い
と
思
っ
た

く
ら
い
で
す
。
で
も
そ
の
と
き
に
、
挨

拶
に
行
く
と
に
こ
や
か
に
対
応
し
て
く

れ
て
、
握
手
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

彼
の
口
癖
が「
治
療
し
て
い
る
の
は

神
で
あ
っ
て
、
自
分
は
誰
も
癒
や
し
て

い
な
い
」と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
ま

っ
た
く
そ
の
通
り
で
、
け
っ
し
て
奢
ら

ず
非
常
に
親
し
み
や
す
い
印
象
で
す
。

　

で
は
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
は
ど
ん
な

存
在
か
?
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド

の
ヒ
ー
リ
ン
グ
で
重
要
な
の
は
、
エ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
と
呼
ば
れ
る
霊
的
存
在
で

す
。
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
中
に
は
、
過

去
に
医
療
に
携
わ
っ
た
医
師
も
い
れ
ば
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
指
導
者
、
聖
職
者

な
ど
も
い
て
、
そ
の
数
は
現
在
お
よ
そ

38
人
で
す
。
彼
ら
が
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・

ゴ
ッ
ド
の
体
を
借
り
て
、
ヒ
ー
リ
ン
グ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
間
、

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
の
意
識
は
ま

っ
た
く
無
く
な
り
、
こ
れ
を「
フ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
・
ミ
デ
ィ
ア
ム
」と
い
う
の
で
す

が
、
そ
の
間
に
起
こ
っ
た
こ
と
は
ジ
ョ

ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
は
ま
っ
た
く
覚
え

て
い
ま
せ
ん
。

　

カ
ー
サ
の
メ
イ
ン
ル
ー
ム
に
飾
っ
て

あ
る
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
絵
が
あ
り
ま

す
。
聖
リ
タ
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ペ

ン
テ
ィ
ア
ー
ド
医
師
、
ジ
ョ
ゼ
・
バ
ル

デ
ィ
ビ
ー
ノ
医
師
、ア
ウ
グ
ス
ト
・
デ
・

ア
ル
メ
イ
ダ
医
師
、
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
・

デ
・
ロ
ヨ
ラ
、
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
ク
ル
ス

医
師
、
聖
フ
ラ
ン
シ
シ
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

と
な
り
ま
す
。

　

で
は
も
う
少
し
代
表
的
な
エ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
に
つ
い
て
、
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

◎
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
：
1

9
4
1
年
に
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ス
ク
地
方

の
貴
族
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
軍
隊

に
入
隊
し
、
戦
い
で
脚
が
不
具
に
な
り

ま
す
。
療
養
中
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な

書
物
に
目
覚
め
、
人
生
の
後
半
は
そ
の

探
求
に
捧
げ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
設
立
し

ま
し
た
。
イ
グ
ナ
チ
オ
は
、
お
祈
り
、

瞑
想
、
内
省
を
取
り
入
れ
た「
霊
操
」と

い
う
自
己
教
育
法
を
編
み
出
し
ま
し
た
。

体
を
鍛
え
る
の
が
体
操
な
ら
、
霊
魂
を

磨
い
て
訓
練
す
る
の
が
、
霊
操
で
す
。

　

聖
イ
グ
ナ
チ
オ
の
家
は
霊
操
を
実
践

す
る
場
所
で
す
。
毎
年
彼
の
誕
生
日
に
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は
ミ
デ
ィ
ア
ム
・
ジ
ョ
ア
ン
の
中
に
聖

イ
グ
ナ
チ
オ
が
入
り
込
み
ま
す
。
聖
イ

グ
ナ
チ
オ
が
入
る
と
ミ
デ
ィ
ア
ム
・
ジ

ョ
ア
ン
は
脚
を
引
き
ず
り
、
深
い
蒼
色

の
眼
に
変
わ
り
ま
す
。

◎
聖
フ
ラ
ン
シ
シ
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
：
イ

ン
ド
諸
国
と
日
本
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
伝

道
者
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。
1
5
5
2

年
に
亡
く
な
り
、
埋
葬
後
3
度
に
渡
っ

て
遺
体
が
掘
り
起
こ
さ
れ
、
医
師
や
聖

職
者
に
よ
っ
て
調
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、

遺
体
は
元
の
ま
ま
で
し
た
。

　

1
6
1
4
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
は
ザ
ビ

エ
ル
の
右
手
を
切
断
し
、
ロ
ー
マ
に
持

っ
て
く
る
よ
う
に
指
示
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
現
在
ロ
ー
マ
の
教
会
に
安
置
さ
れ

て
い
る
ザ
ビ
エ
ル
の
右
手
の
写
真
で
す
。

今
は
カ
ー
サ
に
は
な
い
の
で
す
が
、
2
、

3
年
前
ま
で
、
こ
れ
は
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

に
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ザ
ビ
エ
ル
は
右
手
で
洗
礼
の
儀
式
を

行
い
、
病
人
を
癒
や
し
、
奇
跡
を
起
こ

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
話
を

聞
い
た
と
き
、
私
は
ザ
ビ
エ
ル
は
歴
史

で
習
っ
た
の
で
す
が
、
あ
ま
り
ヒ
ー
リ

ン
グ
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
聞
い
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
驚
き
ま

し
た
。

◎
ア
ウ
グ
ス
ト
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
医

師
：
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
の
家
で
1
番
多
く

現
れ
ま
す
。
前
世
で
軍
隊
に
い
た
こ
と

も
あ
れ
ば
、
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ア
ウ
グ
ス
ト
医
師
が
ミ
デ
ィ

ア
ム
・
ジ
ョ
ア
ン
に
入
る
と
、
権
威
的

態
度
が
見
ら
れ
、
秩
序
と
尊
敬
を
要
求

し
ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

◎
ジ
ョ
ゼ
・
バ
ル
デ
ィ
ビ
ー
ノ
医
師
：

ア
ウ
グ
ス
ト
医
師
と
並
ん
で
、
よ
く
現

れ
ま
す
。
優
し
く
思
い
や
り
が
あ
り
、

愛
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
バ
ル
デ
ィ
ビ

ー
ノ
医
師
が
ミ
デ
ィ
ア
ム
・
ジ
ョ
ア
ン

に
入
る
と
、
マ
ヒ
の
患
者
を
治
療
す
る

パ
ワ
フ
ル
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い

る
た
め
、
彼
が
手
で
触
れ
て
、
歩
く
よ

う
に
命
令
し
、
奇
跡
的
な
ヒ
ー
リ
ン
グ

が
起
こ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

こ
の
他
に
、
ソ
ロ
モ
ン
王
、
オ
ズ
ワ

ル
ド
・
ク
ル
ス
医
師
な
ど
が
い
て
、
こ

こ
数
年
は
さ
ら
に
新
し
い
エ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
が
現
れ
始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
肉
体
を
持
た
な
い
ス
ピ
リ
ッ
ト
た
ち

は
私
た
ち
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
提
供
す
る

と
い
う
使
命
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
世
界
で
エ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
自
身
が
進
化
す
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
で
す
。

　

こ
の
考
え
は
ス
ピ
リ
テ
ィ
ズ
ム
の
教

義
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
ス
ピ
リ
テ
ィ

ズ
ム
と
は
何
か
?
で
す
が
、
ス
ピ
リ
テ

ィ
ズ
ム
の
提
唱
者
は
19
世
紀
前
半
に
活

躍
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
ア
ラ
ン
・
カ
ル

デ
ッ
ク
で
す
。
そ
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、

1
．
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
我
々
が
「
肉
体
を

　

持
つ
以
前
」
も
「
肉
体
を
離
れ
た
後
」

　

も
存
在
す
る

2
．
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
不
滅
で
あ
る

3
．
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
再
生
す
る

4
．
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
生
身
の
人
間
は
コ

　

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
あ
る

　

特
に
霊
媒
師
を
介
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

　

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
可
能
で
あ
る

　　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
心
霊
治
療
家
は
特
定
の
霊
的
存
在

の
指
導
を
受
け
て
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
町
に
は
、

ス
ピ
リ
テ
ィ
ズ
ム
の
集
会
所
が
沢
山
有

り
、
平
日
で
も
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
は
毎
日
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ（
一
種
の
手
当
療
法
）

が
無
料
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
カ
ー
サ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

「
聖
な
る
三
角
形 

」に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。
カ
ー
サ
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
に
入

る
と
、
ス
テ
ー
ジ
の
真
ん
中
の
壁
に
大

き
な
三
角
形
が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
三
角
形
の
底
辺
の
と
こ

ろ
に
は
、
お
祈
り
や
お
願
い
事
を
書
い

た
紙
や
写
真
が
沢
山
は
さ
ま
れ
て
い
ま

す
。
三
角
形
は
カ
ー
サ
の
シ
ン
ボ
ル
で
、

底
辺
が「
慈
善
＝
困
っ
て
い
る
人
に
奉
仕

知
る
こ
と
」、
右
の
辺
が「
愛
＝
自
分
を

愛
し
、
他
人
に
も
愛
を
与
え
る
こ
と
」、

左
の
辺
は「
信
じ
る
こ
と
」を
意
味
し
ま

す
。
こ
の
3
つ
の
言
葉
が
カ
ー
サ
で
ヒ

ー
リ
ン
グ
を
経
験
す
る
た
め
に
重
要
な

こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
三
角
形

の
と
こ
ろ
で
皆
祈
り
を
捧
げ
て
い
ま
す
。

三
角
形
で
祈
っ
た
だ
け
で
、
奇
跡
が
起

こ
っ
た
と
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま
す
。

　

カ
ー
サ
で
の
治
療
は
、
人
が
列
に
並

ん
だ
段
階
か
ら
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
ヒ

ー
リ
ン
グ
を
始
め
て
い
る
の
で
、
も
っ

と
言
え
ば
人
が
自
分
の
国
で
カ
ー
サ
に

行
こ
う
と
決
心
し
た
時
か
ら
導
き
が
始
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ま
っ
て
い
る
の
で
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・

ゴ
ッ
ド
の
前
で
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
数
秒

間
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
治
療
が
終
了

し
て
い
る
の
で
す
。
ど
の
よ
う
な
返
答

を
も
ら
っ
た
場
合
で
も
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

終
わ
る
と
最
後
に
カ
ー
サ
の
ス
ー
プ
を

飲
ん
で
か
ら
ポ
サ
ダ
に
戻
り
ま
す
。

　

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
の
前
に
行

っ
て
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
会
う
と
、
た

い
て
い
の
場
合
は
手
術
か
、
カ
レ
ン
ト

ル
ー
ム（
自
発
的
な
瞑
想
）か
、
ハ
ー
ブ

（
個
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
入
し
た
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ラ
ワ
ー
）
な
ん
で
す
ね
。

　

手
術
の
場
合
は
当
日
か
翌
日
、
手
術

の
ラ
イ
ン
に
並
び
ま
す
。
手
術
は
目
に

見
え
な
い
手
術（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
）と

目
に
見
え
る
手
術（
フ
ィ
ジ
カ
ル
）が
あ

り
ま
す
。
前
者
は
治
し
た
い
箇
所
か
、

複
数
の
箇
所
を
治
し
た
い
と
き
は
胸
に

手
を
当
て
て
待
っ
て
い
る
と
、
霊
媒
師

か
ら
10
～
15
分
位
祈
り
の
言
葉
を
受
け

ま
す
、
後
者
は
①
鼻
に
柑
子
を
つ
っ
こ

む
②
眼
を
削
る
③
腕
や
腹
を
一
部
切

開
す
る
、
の
3
種
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち

ら
も
同
等
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

※
後
半
は
、
ア
メ
リ
カ
人
が
撮
影
し
た

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
の
ヒ
ー
リ
ン

グ
の
D
V
D
動
画
を
放
映
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
八
九
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告
訂
正

よ
み
が
え
る
日
本
・
古
事
記
以
前

の
く
に
の
姿

　
　
　
　
講
師
　
平
岡
　
憲
人 

氏

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
11
、
12
月
号
」

の
報
告
で
使
わ
れ
た
8
、
9
頁
の
図
版

5
枚
に
ミ
ス
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

以
下
の
「
ヲ
シ
テ
文
字
」
の
5
枚
と

差
し
替
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
三
九
〇
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

放
射
能
分
解
理
論
の
発
見
と
可
能

技
術
の
数
々

　
　
　
　
　
講
師
　
高
尾
　
征
治 

氏

と
き　
　

平
成
26
年
7
月
19
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

高
尾
氏
は
1
9
4
3
年
福
岡
生
ま
れ
。

1
9
9
6
年
九
州
大
学
工
学
部
化
学

機
械
工
学
科
卒
、
2
0
0
7
年
九
州
大

学
定
年
退
官
。
現
在
、
数
社
の
技
術
顧

問
。
著
書『
脳
内
パ
ラ
ダ
イ
ム
革
命
が
も

た
ら
す
新
し
い
宇
宙
生
命
像
』、『
新
時

代
を
拓
く
量
子
水
学
説
』、
分
担
執
筆

『
フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
い
つ
完
成
す
る
の

か
』、明
窓
出
版（
2
0
1
3
）な
ど
多
数
。

高
尾

※
１

が
提
唱
す
る
量
子
水
学
説
は
、

も
と
も
と
放
射
能
の
分
解
を
意
図
し
て

構
成
さ
れ
た
理
論
で
は
な
い
。
九
州
大

学
在
職
中
、
多
く
の
水
の
改
質
機
能
技

術
を
見
聞
す
る
中
で
、
水
中
で
は
微
量

な
が
ら
原
子
転
換
が
常
温
常
圧
で
自
然

に
起
き
て
い
る
事
実
を
突
き
止
め
、
そ

れ
を
科
学
的
に
説
明
す
る
た
め
に
弁
証

法
的
物
神
一
元
論
と
い
う
新
し
い
哲
学

的
礎
の
も
と
で
体
系
化
さ
れ
た
現
象
論
、

実
体
論
、
本
質
論
か
ら
な
る
新
し
い
学

説
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
2
0
1
1
年
の
3
・
11

震
災
に
伴
う
福
島
原
発
事
故
が
起
き
放

射
能
汚
染
問
題
が
突
発
し
、
徐
染
に
有

効
な
手
だ
て
は
な
い
も
の
か
と
い
う
問

い
合
わ
せ
が
殺
到
し
た
。
そ
こ
で
、
常

温
常
圧
で
自
然
に
原
子
転
換
が
起
き
る

水
の
改
質
機
能
化
技
術
を
持
っ
て
す
れ

ば
そ
れ
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
新
技
術
を
開
発
さ
れ
た
方
々

に
現
地
福
島
で
放
射
能
徐
染
実
験
を
行

う
よ
う
呼
び
か
け
た
。
そ
の
結
果
、
殆

ど
の
方
々
か
ら
「
放
射
能
が
低
減
で
き

た
」
と
い
う
報
告
が
相
次
ぎ
、
そ
れ
に

励
ま
さ
れ
て
放
射
能
問
題
に
理
論
、
実

験
の
両
面
か
ら
本
格
的
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
従

来
科
学
の
成
果
を
発
展
的
に
継
承
し
た

新
し
い
放
射
能
分
解
理
論
を
発
見
し
地

表
面
空
間
線
量
な
ど
放
射
能
分
解
デ
ー

タ
を
科
学
的
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た

※
２

。

1
．
放
射
能
分
解
理
論
の
発
見

従
来
科
学
は
常
温
常
圧
で
自
然
に
起

き
る
原
子
転
換
を
否
定
し
、
異
端
視
、

排
斥
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
従

来
科
学
自
身
が
つ
き
と
め
て
い
る
別
の

事
実
や
考
え
方
と
矛
盾
し
て
い
る
。
と

い
う
の
は
、
素
粒
子
の
中
で
唯
一
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
と
い
う
素
粒
子
が
作
用
す
れ

ば
原
子
番
号
が
プ
ラ
マ
イ
1
変
化
す
る

原
子
転
換
が
自
然
に
起
こ
り

※
３

、
半
減

期
に
関
わ
り
放
射
性
元
素
は
寿
命
が
来

れ
ば
非
放
射
性
元
素
に
自
然
に
原
子
転

換
す
る

※
４

こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
従
来
科
学

は
半
減
期30.17

年
と
い
う
原
子
番
号

55
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
137（55Cs137

）

は
、
ベ
ー
タ
線
（
β
）
や
ガ
ン
マ
（
γ
）

線
を
放
射
し
て
原
子
番
号
が
56
の
バ
リ

ウ
ム
（56Ba137
）
に
な
る
と
の
観
測

事
実
ま
で
突
き
止
め
て
い
る

※
４

。

こ
れ
は
原
子
転
換
に
よ
る
化
学
転
換

と
と
ら
え
る
べ
き
で
、
こ
の
よ
う
な
原

子
転
換
を
可
能
に
す
る
素
粒
子
は
100
種

を
超
え
る
素
粒
子
の
う
ち
ニ
ュ
ー
ト
リ

ノ
し
か
な
い
。
と
い
う
の
は
、
正
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
（
ν
）
が
作
用
す
る
と
原
子

番
号
が
1
つ
多
い
プ
ラ
ス
の
原
子
ラ
ジ

カ
ル
に
転
換
さ
れ
、
電
子
（
e－
）、
す

な
わ
ち
ベ
ー
タ
（
β
）
線
が
電
荷
保
存

的
に
発
生
し
、
反
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
（
ν
）

が
作
用
す
る
と
原
子
番
号
が
1
つ
少
な

い
マ
イ
ナ
ス
の
原
子
ラ
ジ
カ
ル
に
転
換

さ
れ
、
陽
電
子
（
e+
）
が
電
荷
保
存
的

に
発
生
し
、
電
子
と
陽
電
子
が
衝
突
す

れ
ば
ガ
ン
マ
（
γ
）
線
が
発
生
す
る
か

ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
現
代
物
理
学
は
、
真
空
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
お
り
正
、
反
ニ

ュ
ー
ト
リ
ノ
や
電
子
、
陽
電
子
な
ど
の

正
、
反
粒
子
が
対
発
生
・
対
消
滅
す
る

と
み
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
起
き

る
前
・
後
の
状
態
は
ゼ
ロ
に
な
る
の
で
、

そ
れ
は
虚
・
実
境
界
域
の
ゼ
ロ
点
で
起

き
る
と
い
う
こ
と
を
暗
に
含
ん
で
い
る

こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
科
学

の
放
射
性
物
質
の
寿
命
崩
壊
論
に
は
ゼ

ロ
点
生
滅
の
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
潜
ん
で

い
る
。
そ
れ
故
、
人
工
的
に
ニ
ュ
ー
ト

リ
ノ
を
ゼ
ロ
点
生
滅
さ
せ
る
技
術
が
あ

れ
ば
放
射
性
物
質
は
自
然
に
起
き
る
原

●❾ ●
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子
転
換
で
化
学
的
に
分
解
で
き
る
こ
と

に
な
る
。

2
．
放
射
能
分
解
可
能
技
術
の
数
々

そ
の
要
請
に
答
え
ら
れ
る
技
術
は
数

多
く
あ
る
。

一
つ
に
は
、
ナ
ノ
テ
ク
技
術
が
あ
る
。

フ
ル
ボ
酸
、
竹
炭
、
燃
え
な
い
高
機
能

炭
、
セ
ラ
ッ
ク
ス
M
や
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク

炭
素

※
５
、
※
６

な
ど
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、

ν
G7
水
、
エ
ネ
カ
水
、
ナ
ノ
バ
ブ
ル
水

な
ど
の
改
質
機
能
化
水
、
微
泡
、
微
小

水
滴
、
微
粒
子
な
ど
広
範
囲
に
及
ぶ
。

高
温
高
圧
で
焼
成
し
た
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
中
の
珪
酸
や
珪
酸
塩
は
、
図
1
に
示

す
ナ
ノ
結
晶
構
造
を
し
て
い
る
。
珪
酸

は
正
四
面
体
構
造
（
二
次
元
で
は
正
三

角
形
）、
珪
酸
塩
は
珪
酸
が
六
角
形
状
に

集
積
し
た
構
造
（
二
次
元
で
は
六
芒
星

型
）
で
、
そ
の
中
心
に
微
小
な
結
晶
孔

（
薄
緑
色
）
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
な
ど
の
量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

渦
巻
い
て
湧
く
。

図
2
、
3
、
4
に
微
泡
、
微
小
水
滴
、

微
粒
子
か
ら
湧
く
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
な
ど

量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
証
写
真
を
示
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
か
ら
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ

な
ど
量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
渦
巻
い
て
湧

い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

図
1

　�

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
含
有
珪
酸
、
珪

酸
塩
の
ナ
ノ
結
晶
構
造

ナ
ノ
テ
ク
技
術
に
位
置
す
る
放
射

能
分
解
実
験
の
事
例
と
し
て
、
河
尻

ら
※
５
、
※
６

が
現
地
福
島
で
2
0
0
0
坪

の
放
射
能
汚
染
原
野
で
行
っ
た
セ
ラ
ミ

ッ
ク
炭
素
の
埋
設
結
界
実
験
が
あ
る
。

図
5
、
6
に
実
験
結
果
を
示
す
。
す
な

わ
ち
、
0 .5
ト
ン
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
炭
素
を

20
m
四
方
の
4
箇
所
と
中
心
1
箇
所
、

図
2

　
微
泡（
水
中
で
青
白
い
閃
光
に
）

図
3
水
滴（
表
面
の
針
状
突
起
白
色
光
）

図
4

　
珪
酸
塩
コ
ロ
イ
ド
粒
子

計
5
箇
所
に
計
2 .5
ト
ン
埋
設
し
た
。

30‌

m
径
の
八
角
形
内
の
8
ラ
イ
ン
上
に

中
心
を
含
め
る
と
計
4
点
の
計
測
地
点

を
設
け
地
表
空
間
線
量
を
計
測
し
た
。

そ
の
結
果
、
3
～
4
μSv/h

の
地
表

放
射
線
量
が
約
半
年
で
半
減
す
る
こ
と

が
確
か
め
ら
れ
、
結
界
域
の
10
倍
に
あ

た
る
200‌

m
先
ま
で
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

二
つ
に
は
、
微
生
物
技
術
が
あ
る
。

微
生
物
は
常
温
常
圧
で
自
然
に
原
子

転
換
を
起
こ
す
能
力
を
持
つ
こ
と
が
1

9
7
5
年
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
の
受
賞



図
5

　
セ
ラ
ミ
ッ
ク
炭
素
の
埋
設
結
界

位
置
と
地
表
面
空
間
線
量
計
測
地
点

図
6

　
空
間
地
表
面
線
量
の
経
日
変
化

候
補
者
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
ケ
ル
ブ

ラ
ン
に
よ
り
経
験
的
に
主
張
さ
れ
、
高

尾
の
量
子
水
学
説
に
よ
り
科
学
的
に
説

明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
微
生
物
技

術
を
駆
使
し
た
実
験
事
例
と
し
て
、

1
．
田
崎
和
恵
金
沢
大
学
名
誉
教
授
や

2
．
高
島
康
豪
博
士
な
ど
に
よ
る
現
地

実
験
が
あ
る
。

高
嶋
は
複
合
微
生
物
発
酵
技
術
を
用

い
た
2
ヶ
月
半
の
現
地
実
験
で
、
対
照

区
で
地
表
面
放
射
線
量
が
増
加
す
る
中

で
も
、
試
験
区
で
は
そ
の
増
加
分
を
含

め
て
大
き
く
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
確
か

め
て
い
る
。
E
M
菌
、
N
B
菌
な
ど
も

現
場
で
使
用
さ
れ
除
染
実
績
を
あ
げ
て

い
る
。

三
つ
に
は
、
永
久
磁
石
活
用
技
術
が

あ
る
。

永
久
磁
石
は
ゼ
ロ
場
で
は
な
い
が
ゼ

ロ
磁
場
を
形
成
し
、
そ
こ
か
ら
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
な
ど
量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
滅

す
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
技
術
事
例
と
し
て
、
渡
部
の

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
ゼ
ロ
場
転
換
浄
水
器
、

上
森
の
ネ
オ
ガ
イ
ア
や
テ
ラ
フ
ァ
イ
ト

器
具
、
ま
た
、
八
重
樫
の
通
気
口
に
永

久
磁
石
を
配
し
た
燃
料
不
要
の
廃
棄
物

分
解
装
置
が
あ
る
。
燃
料
不
要
の
廃
棄

物
分
解
装
置
を
用
い
た
実
験
で
は
、
汚

染
杉
皮
パ
ー
ク
の
放
射
能
が
60
～
70
%

分
解
で
き
る
と
の
実
験
デ
ー
タ
が
あ
る
。

四
つ
に
は
、
広
範
囲
の
酵
素
触
媒
技

術
が
あ
る
。

高
尾

※
１
、
※
２

の
量
子
水
学
説
は
、
武

谷
三
段
階
論
を
発
展
的
に
継
承
し
現
象

論
、
実
体
論
、
本
質
論
の
三
つ
か
ら
な

る
。
そ
の
本
質
論
で
は
、
従
来
科
学
が

不
問
に
付
し
て
き
た
酵
素
触
媒
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
本
質
が
、
酵
素
・
触
媒
素
材
の

ナ
ノ
結
晶
構
造
や
化
学
構
造
に
波
動
共

鳴
し
て
そ
れ
ら
の
中
心
の
ゼ
ロ
点
か
ら

渦
巻
い
て
生
滅
す
る
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
な

ど
量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
が
科

学
的
に
突
き
止
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
実
験
事
例
の
一
つ
に
、
小
原
の

現
地
福
島
の
放
射
能
汚
染
水
田
で
の
実

験
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
之
後
の
開

発
し
た
酵
素
液
を
200
倍
に
希
釈
し
た
水

溶
液
を
反
当
た
り
450
リ
ッ
タ
ー
、
噴
霧

散
布
し
て
地
表
面
放
射
線
量
を
計
測
し

た
。
図
7
に
地
表
面
空
間
線
量
の
計
測

結
果
を
示
す
。
8
つ
の
広
域
試
験
区
で

4
～
5
μSv/h

の
地
表
面
空
間
線
量
が

約
二
週
間
後
に
は
1
／
10
以
下
に
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

五
つ
に
は
、
特
定
の
絵
画
や
図
像
を

描
き
、
珪
酸
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て
封

入
し
た
波
動
器
具
が
あ
る
。
安
藤
が
製

作
し
て
い
る
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
「
こ
づ

ち
」
や
「
ミ
ロ
ク
」
あ
る
い
は
上
野

※
７

の
「
7
龍
神
図
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

絵
画
に
描
か
れ
た
准
正
32
面
体
な
ど

の
図
象
や
日
本
画
を
描
く
時
の
使
う
絵

の
具
の
素
材
に
触
媒
活
性
の
高
い
物
質

が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
ゼ
ロ
場
が
形
成

さ
れ
、
そ
こ
か
ら
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
な
ど

量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
渦
巻
い
て
生
滅
す

る
。　上

野
※
７

は
、
河
尻
の
20
m
結
界
埋
設

法
を
導
入
し
て
現
地
福
島
の
放
射
能
汚

染
水
田
で
ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し

た
「
7
龍
神
図
」
の
埋
設
結
界
実
験
を

行
っ
た
。

　

図
8
、
9
に
そ
の
実
験
系
と
実
験
結

果
を
示
す
。
ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

し
た
黄
金
色
の
「
7
龍
神
図
」
を
4
隅

に
埋
設
し
、
そ
の
4
箇
所
の
青
色
で
示

す
4
点
（a,c,g,i

）
と
緑
色
で
示
す
5
点

（b,d,e,f,h

）、
計
9
点
で
地
表
面
空
間

線
量
を
計
測
し
た
。
こ
の
よ
う
に
計
測

し
た
9
点
の
平
均
放
射
能
は
、
赤
色
の

太
線
で
示
す
よ
う
に
、
当
初
2
μSv/h

だ
っ
た
が
、
23
日
後
に
は
1 .5
μSv/h

に
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
減
少
に
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ

が
関
与
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
図

10
に
示
す
よ
う
に「
7
龍
神
図
」の
黄
金

●� ●
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色
部
分
が
青
色
に
変
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
伺
え
る
。
相
前
後
す
る
が
、
こ

の
こ
と
は
、
図
11
に
示
す
よ
う
に
図

5
、
6
に
示
す
河
尻
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
炭

素
の
埋
設
実
験
系
で
も
確
か
め
ら
れ

た
。
青
色
変
化
は
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
反
応

の
兆
候
を
示
す
特
徴
で
も
あ
る
か
ら
だ
。

な
お
、
こ
の
種
の
講
演
発
表
は
、
日

本
物
理
学
会

※
５

、
環
境
放
射
能
徐
染

学
会

※
６
、
※
７

で
も
行
っ
た
。

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

【
引
用
文
献
】

※
１　

高
尾
征
治
：『
宇
宙
生
命
三
都

物
語
』、pp.1-414

、Eco
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
（2013

）

※
２　

高
尾
征
治
：『
新
時
代
を
拓
く

量
子
水
学
説
』、pp.1-454

、Eco
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
（2014

）

※
３　

日
本
物
理
学
会
編
：『
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
と
重
力
波
』、pp.1-257

、
裳

華
房
（1997

）

※
４　

桜
井　

弘
：『
元
素111

の
新
知

識
』、p.249

、
講
談
社
（2006

）

図
8
「
7
龍
神
図
」
埋
設
結
界
位
置

図
9
「
7
龍
神
図
」
埋
設
結
界
に

　
　
　
よ
る
地
表
面
線
量
の
減
少

図
10
「
7
龍
神
図
」
埋
設
結
界
の

　
　
　
　
黄
金
色
の
青
色
変
化

図
11
　
セ
ラ
ミ
ッ
ク
炭
素
梱
包
白
色
布

　
　
　
袋
の
青
色
変
化

● �●

図
7

　
O
J
S
混
合
液
体
散
水
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
放
射
能
除
染（
農
地
除
染
の
経
日
変
化
）

μ
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※
５　

高
尾
征
治
：「27aX

E-4　

放
射

性
元
素
の
寿
命
崩
壊
論
に
潜
む
ゼ
ロ
点

生
滅
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
と
技
術
事
例
」、
日

本
物
理
学
会
第
68
年
会
講
演
概
要
集
、

（
2
0
1
3
年
3
月
27
日
、
広
島
大
学
）

※
6　

高
尾
征
治
：「
放
射
性
元
素
の

寿
命
崩
壊
論
に
潜
む
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
ゼ

ロ
点
生
滅
と
技
術
事
例
」、
環
境
放
射

能
除
染
学
会
第
2
回
研
究
発
表
会
要
旨

集
、p.41

（
2
0
1
3
年
6
月
5
日
、

タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀（
東
京
））

※
7　

上
野
未
央
・
高
尾
征
治
：「
絵
画

「
7
龍
神
図
」の
埋
設
結
界
に
よ
る
放
射

能
分
解
実
験
」、
環
境
放
射
能
除
染
学

会
第
2
回
研
究
発
表
会
要
旨
集
、p.171

（
2
0
1
3
年
6
月
5
日
、
タ
ワ
ー
ホ
ー

ル
船
堀（
東
京
））（
以
上
高
尾
氏
）

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

現
代
物
理
学
で
は
否
定
さ
れ
て
い
る

原
子
転
換
の
可
能
性
に
つ
い
て
理
論
的

に
、
ま
た
実
験
的
に
示
さ
れ
た
。

こ
の
技
術
が
今
後
早
め
に
常
識
と
な

る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
15
名
、
非
会

員
21
名
合
計
36
名
で
し
た
。
今
回
の
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円
で
す
。

事
務
局
0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5

ま
で
（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野　

明
夫
）

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

三
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野 
百
合
子 

氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原 

秀
樹 

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向 

猛 

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野 

節
子 

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
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《本部月例会・全国大会講演録の販売》

本部月例会・全国大会のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張子wma）なので、聞
くためには「CD、DVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが必要になります。

以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間
は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、やはり会場の
スピーカー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取
れます。当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

講演録の代金は1回分2,000円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」
で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・
パソコンには、「CD−Rファイル」が読めるプレーヤーがついております。）

※御注文は郵便局にある「郵便振替用紙」の通信欄にご希望の講演録の『年／月　講師名』と
金額（1回分2,000円）を記入し、郵便振替口座  00100-2-15344　加入者名  日本サイ科学会
にお振込願います。

あるいは、メールで先に事務局 office21@psij.mail-box.ne.jp に注文されても結構です。

2010/10/10	 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14	 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12	 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8	 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12	 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14	 赤松瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12	 井出治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18	 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか?」
2011/ 9/10	 鈴木俊輔氏「3・11新文明の幕開け～日本人の使命～」
2011/10/ 9	 創立35周年記念大会　シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12	 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10	 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14	 ミッツィ植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11	 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14	 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
	 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」
2012/ 5/12	 徳永康夫氏「命とソマチットと般若心経の探検」
2012/ 6/10	 松永修岳氏「密教開運術『強運の成長戦略提言～氣を高めれば運はやってくる～』」
2012/ 7/14	 中島敏樹氏「水と珪素の集団リズム力」
2012/ 9/ 8	 ホンマシュウジ氏「�未曽有の天災・人災を目の当たりにして、サイ科学は何が

できるのか⁉」
2012/10/14	 第22回全国大会　シンポジウムテーマ「コンタクト」
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2012/11/10	 藤森博明氏「気（生命エネルギー）の実在と能力」
2013/ 1/12	 志賀一雅氏「α波のコヒーレンシーについて」
2013/ 2/ 9	 宇治橋泰志氏「疾病を根本から改善する新治療法を求めて」
2013/ 4/13	 大野百合子氏「�宇宙図書館（アカシックレコード）から見た世界の仕組みと私たち

－あなたは誰なのか－」
2013/ 5/11	 浪平博人氏「イメージによる瞬間教育」
2013/ 6/ 9	 松原秀樹氏「アレルギーを治す秘訣」
2013/ 7/13	 酒向猛氏「千島学説を知るために」
2013/ 9/14	 奥野節子氏「ブラジルの奇跡のヒーラー　ジョン・オブ・ゴッド」
2013/10/13	 第23回全国大会　シンポジウムテーマ「サイと自然治癒力」
2013/11/ 9	 小久保秀之氏「生体センサによるサイ研究－超能力研究の最前線」
2014/ 1/11	 小川博章氏「魂の発見」
2014/ 4/12	 西川眞知子氏「�生命の智恵　アーユルヴェーダ　－アーユルヴェーダから見る

生命のすばらしさ－」
2014/ 5/10	 岩根和郎氏「般若心経とサイ科学」
2014/ 6/ 8	 秦西平氏「気超科学と宇宙生命哲学　新病気学」
2014/ 7/12	 小林信正氏「ラップ現象の究明～オーブとの関連性について～」
2014/ 9/13	 石川允朗氏「死後の世界と輪廻転生についての一考察」
2014/10/12	 第24回全国大会　シンポジウムテーマ「サイと天変地異」
2014/11/ 8	 坂井洋一氏「日本人は知らない！縄文日本の驚くべき真実」

響をうける。つまりサイ（気）は季節に従って流
動していくと推定した。場所が異なると（北京、
八王子、福島、長谷村など）効果に差違が生ず
る。これは、場所によってサイ（気）の存在に濃
淡がある為だろう。サイ（気）は地球上に非均質
に存在しており、しかも流動しているらしい。冬
や夏では、効果は成長遅延に作用する。好まし
い早春や春になると、サイ（気）は成長促進に転
ずる。受精卵に対しては、気（サイ）はDNAの2
重ラセン構造（水素結合）を切る､ 又は繋げる作
用が有る（気の活性化エネルギー△H=1.4eV）
ので、品質改良が期待出来そうである。水晶、
無誘導コイル､ 磁石、ピラミッド等から成る「人
工外気集積装置」を用いた福島市の実験では、
小豆類（植物）のテスト結果として、サイ（気）の
効果は、発芽率にほぼ比例して生ずる（季節によ
る波型の変動）という結果を得ている。

4．まとめ
上記を総合して判断する。オーブ（たまゆら）

とサイ（気）は、ともに、電磁波と光の間の波動
域（テラヘルツ波）。より正確には、近赤外線領
域の波動範囲内に潜んでいる。この領域は、人々
が知覚出来る五感の感覚を超えているので、肉
眼などでは見る事は出来ない。また、オーブ（た
まゆら）やサイ（気）は、物質面と意識面を兼ね備
えている（素粒子の相補性）、つまり、オーブ（た
まゆら）の出現は、人の意識に関係するので、マ
クロPKの一種であると言えよう。オーブ（たま
ゆら）とサイ（気）は、地球全体を包み込むエー
テル類似のエネルギーに関連して（空間に含有し
て、包み込まれて）存在している、と考えられる。
従って、我々の居住空間には、オーブ（たまゆら）
とサイ（気）が充満している（何時もそこに居る）
事になる。我々が、出現可能な条件を造ってや
ると、表れてくる、と推定出来そうである。
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るとは言い難いオーブ（たまゆら）とサイ（気）は、
例えて言えば、「意識と無意識の関係」の無意識
に類似していると思う。意識の母胎には無意識
層があり、意識的と思われる個人の行為には、
実は、母胎としての無意識があり、無意識的に
行われる場合が多いと言う。つまり、オーブとサ
イの母胎になっているのは、空間に充満している
と思われるエーテル類似エネルギーではないだ
ろうか。そして、意識に相当するものが、オーブ

（画像）現象並びに念力現象（光念球、念写等）
であると思う。この様に考えた理由として、本稿
等の実験がある。つまり、上述によれば、オー
ブとサイは類似しており、同類のエネルギーが
原因となって両者が出現してくると判断されるか
らである。

周知のように、真空中に充満していると仮定
されていたエーテル（古典論）は、マイケルソン、
モーリーの実験等によってその存在が否定され
た、と判断されている。しかし、｢カラッポ｣ で
あると判断されていた真空も、量子論によれば、
実は、電子と陽電子の対消滅と対発生を伴う電
子の海（ディラック）であり、負エネルギー（電子）
がぎっしり詰まっている、と判断される様になっ
てきた。他方、太陽系の星を含む（地球も）広大
な宇宙では、未知なダーク物質が約22%、未知
のダークエネルギーが74%を占めており、水素
やヘリウムなどの既知のエネルギーは約4%程度
である、という（Wikipediaなど）。そして、地球
全体をすっぽりと包み込んでいると考えられる未
知のエネルギーとエーテルの関係は、現在、依
然として不明のままである。本稿では、エーテ
ル類似エネルギーが母胎であると仮定する。

3－1）オーブの存在状態
上述のように、オーブ（たまゆら）は、夜空と

降雨（水）に関連して出現しやすい。天空に存在
している星は、何時でもそこに有る（存在の再現
性）が、昼間は、太陽光に隠れてしまい（明るさ
に負ける）、見えない。素粒子は非局所的であり、
広く拡散する性質があるので、オーブ（たまゆ
ら）も、天空に、ランダムに拡がって出現するこ
とになる。また、オーブ（たまゆら）の基形として

の巴型の大気陽陰イオン・ボール形成には、水
素イオン（陽イオン）とエアゾール（塵芥）が必要
なので、降雨や滝に関係して出現することにな
る。ここでは一例として、台北市の龍山寺の場
合（2014.10 .16）をみる。天気は晴れ、人気の少
ない堂内の天井や軒下（直射日光無し）や、屋外
の人工滝（人数小）の側にある樹木（葉）の日影で
は、写り易い。同じ人工滝でも陽が当たっている
所では出ない。そこに大勢の観光客がやって来
ると、今までは写っていた所（日影）でも、今度
は写らない。観光客の（+）と（－）の意志（意念）
が混ざり合って打ち消しあう為であろうか? 出
ない（写らない）。実測値として、観光客が押し
かける有名寺院（龍山寺本堂、山門等）や人気の
ある観光地（場所）では写らない（日本でも同様）。
他方、お祭りなど、人々の喜びの気持ち（ポジ
ティブな）が揃う所では、写りやすい。また、少
人数であっても、祈りの場には出やすい。この時、
晴天続きでエアゾールが少なく、空気成分の電
離が小で、湿度が低いと思える時は写っても極
くうすい（不明瞭）。しかし、この時、スプレーで
噴霧を造ってやると（K式スプレー、川崎利男）、
濃く写る（はっきり写る）事になる。この様に、多
くの経験から判断すると、オーブ（たまゆら）は、
何時も、何処にでも、我々のすぐ側にいるが、
出現条件が整わないので写らない（出られない）
と、判断できそうである。

3－2）サイ（気）の存在と効果
サイ（気）が仲介している、と判断出来るマク

ロPKには、多量の実験結果と考察が蓄積して
ある。上の（2－2）でも述べたが、サイ（気）は水
と親和性があり、近赤外線領域に潜んでおり、
意識に反応し、素粒子類似の性質を示している。
ここでは、主として、物理的な原因によって生起
すると判断される一例を述べる。1994～2002年
にわたって、日本（社、工業技術振興協会）と中
国（国、人体科学研究院）は共同研究を実施した。
無誘導コイルにランダム・パルス波を通電して

（陰と陽が加算して）造る零磁場（巴型ゼロ磁場）
が受精卵ならびに初生雛に与える影響を調べた

（約900個）。サイ（気）の効果は季節（環境）の影
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りの場、祝い事等）などが良い。
（2）オーブは水と親和力が高い。

小雨の降り始め時に写り易い。雨が降り始め
ると、空気の電離としての大気陰（－）イオン、大
気陽（+）イオンならびに電子が増加して、これ
にエアゾール（微細物、埃類）が加算して、オー
ブの母体（基盤）としての大気陰陽イオンボール

（プラズマボール）が形成されやすくなる。また
雲やモヤが凝固して雨（水滴）になるが、凝固に
は核が必要であり、エアゾール（微細粒子）がこ
れを分担している。雨の降り始めで、しかもエア
ゾールの多い生活活動の場で写り易くなる。し
たがって、雨が降り止んだ後や晴天が続いた後
では、写り難くなる。つまり降雨後の晴天続きで、
乾燥がすすみ、空中にエアゾールが無いと思え
る時には写らない（出現し難い）ことになる。以
上、これらの物理的原因によって出現の可否が
決められるものをオーブと呼び、これに意識要素

（サイ、気）が加算されたものを我々は「たまゆら」
と呼んでいる。

（3）オーブの出現には意識が関係する。
人の意識は、時間や空間の枠組みをこえて存

在している。つまり「気まぐれ」である。実験を
続けたところ、撮影者の呼びかけに反応したり、
御願いすると写る等、オーブ（たまゆら）は、意
識に反応するエネルギー（情報）である事が判っ
てきた。一例として、実験結果をみる。一枚、
一枚の写真に写されたオーブ（たまゆら）には、
それぞれに、ほぼ同一の円内模様（表情）、つま
り、非対称干渉縞模様、唐代の鏡状模様、マン
ダラ模様などが写されている。場所、時間、撮
影者などにより、それぞれは別々である。これは、
撮影者の撮影時の意識状態（ASC）とオーブが共
鳴・共振して（同調）して写った為である、と見
られる。意識と体外にある物質（画像）が、直接
に、情報交換する現象をマクロPK（念力）と言
う。つまり、この現象はマクロPKの一種である
事が判ってきた。

（4）オーブには、素粒子類似の性質がある。
撮影された各一枚の写真に写されたオーブ

（たまゆら）群をみると、非局所的であり、ランダ
ムに広く空間に拡散していることが判る。大き

さ（円直形）、模様、位置、ヘイロー（Halo）など
はランダムで、同一のものは見当たらない。これ
は、構成要素としての単位の微小オーブ（ロン薄
葉の、クラスターオーブ）が、素粒子類の性質を
持ち、クーロン力によって結合されて大径（大型）
オーブ（たまゆら）として撮影されている為であ
る、と判断する事が出来るだろう。

2－2）サイ（気）について
マクロPK（念力）とは、意識と体外にある物

質が、直接に相互作用する現象であり、両者を
結びつけるエネルギー（情報）をサイ（気）という。
つまり、サイ（気）は意識と密接な関係にある。
他方、マクロPKとしての実験結果（例、念写等）
には、ランダム性や非局所性等の素粒子類似の
性質が表れている。

（1）サイ（気）は水と親和力が高い。
気（サイ）を放射（放出）することの出来る能力

者に御願いして、水に手かざし処理を施して気
功水を造り、この気功水の電気伝導率を測定し
た。結果として、放射によって伝導率が高くな
るという変化が認められた。他方、無誘導コイ
ルを造り、水中でゼロ磁場を形成させて気功水
を造ったところ、気功師の造った気功水の伝導
率とほぼ同一程度の変化を得る事ができた。こ
れらの基礎実験をもとにして、水をセンサーにし
て、サイ（気）を測定する手法を開発した。そし
て、この手法を用いて分杭峠の気場等の測定を
多数実施した（1976～）。

（2）サイ（気）は近赤外線領域に潜んでいる。
水温を高くするほど気功水の電気伝導率は増

加する。そこで、これを熱活性化過程として気
（サイ）の活性化エネルギーを求めた。結果とし
て△H=32kcal/mol、（△H=1.39eV）の値を得
た（1998～2004）。これは近赤外線領域の波動

（エネルギー）を意味している。つまりサイ（気）は
オーブと同様に、近赤外線領域に潜んでいる事
がわかった。なお、この領域（テラヘルツ波）は
非可視であり、五感では感知出来ない。

3．オーブとサイの関係と存在
現在のところ、存在と再現性が保証されてい
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が可能ならば、虚数宇宙と直結し、虚数×虚数
=実数というカラクリがあるのだろうと推定する。
つまり虚数の織り成すシナジー効果がキーポイン
トであろうと思われる。

PSI 科学の意味
米国、ロシア、中国などの大国のPSI研究は

軍事的色彩を帯びており、国家の防衛費がバッ
クにあるが、ニッポンの場合は平和目的であっ
て、民間の個人的なポケットマネーが資本であ
る。これはニッポンのPSI研究者側からすれば
不平不満の種であろうが、私はニッポンではこ
れでいいのではないかと思う。最新の機械を装
備して実験はできないし、PSIがまだ科学領域と
しては認知されていないニッポンでは、真面目に
研究すればするほどトンデモ扱いにされてしまう
のが落ちである。日本サイ科学会やサトルエネ

ルギー学会で発表される科学論文も数百万から
数千万の予算がつけば、おそらくは大国のPSI
研究に匹敵するか、否それ以上の論文になるに
違いない。ただ機械や装置が科学するのではな
く、その核心は科学者の極めてピュアな好奇心
に委ねられているのである。つまり阿呆な科学
者はどんな精密な機械や装置を使ったとしても、
お金かけた阿呆な研究しかできないのであると
いうのが真相 ! PSI研究は宇宙・生命・進化の
問題を解明する際に鍵となる分野であり、軍事
利用ではなく平和目的で研究するニッポンの姿
勢は<負けるが勝ち>的なラッキーな状況にある
ものと思える。日本サイ科学会は確かに貧乏学
会ではあるが、平和目的と純粋な科学的好奇心
で推進しているという意味では世界でも誇りうる
稀な学会であるといえる。

1．はしがき
オーブ（たまゆら）は、デジタルカメラで撮影し

た画面（CCD）にノイズ（画像）として写り込んで
くる。不思議なことに、意識に反応し、素粒子
類似の性質を持っている。他方サイ（気）は、体
外にある物質と意識を結びつけるエネルギー（情
報）であるが、実験結果には素粒子類似の性質
があり、マクロPK（念力）現象を仲介する情報

（物質）である。これらの意識と物質、素粒子類
似等の性質からみると、両者は同類と見られる
が、これらを比較検討し、議論した例はいまま
でに殆ど見当たらない。そこで、本稿で取り扱
うことにした。

2．実験結果と検討
筆者らによって得られたオーブ（たまゆら）とサ

イ（気）の実験結果と検討の大要を述べる。
2－1）オーブについて

オーブ（たまゆら）は、デジタルカメラが実用

化・販売された2000年当初から話題になってき
た。円形に写り込むノイズであろうと判断され
たので、研究は殆ど見当たらなかった。その後、
先駆者としての小林正信らによって、近赤外線
カメラには写るが、紫外線カメラ、その他には写
らないことが確かめられた。

（1）オーブは近赤外線領域に潜んでいる。
オーブ（たまゆら）撮影用の著者らのデジタル

カメラ（CCD）は、近赤外線領域を撮影できる感
度のある事を確かめてある。オーブ（たまゆら）
の最も写り易いのは、極早朝または日没後の薄
暗い真上（天）の空である。市街地で、空気が
電離していると思える夜の空に向けて、フラッ
シュ撮影すると写ることになる。写らない場合に
は、同一状況（画面）のフラッシュ撮影を、何回
か（2～8回程度）繰り返すと写る。小高い丘の上
から市街（住宅など）と空が見える場所、または
花火やお祭りの観覧席と空などで、しかも、生
命力と人々の関心が集っていると思える場所（祈

オーブとサイはテラヘルツの周波数域内に潜在しているオーブとサイはテラヘルツの周波数域内に潜在している
佐々木　茂美　　
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み可能になるといったからくりなのである。

PSIと進化
手が自由になり、言語と抽象能力をものにし、

肥大化した脳をもつヒトはこれからどこに向かう
のか? 次の一歩、新たなる1%の進化は何を意
味するのか? この答えはPSI能力しかないので
はないかと思うのである。一寸先は闇の社会に
おいて、先が見通せる千里眼、突然やってくる
天変地異、土砂崩れや津波、火山の噴石、ゲリ
ラ竜巻あるいは交通事故や精神異常者・ドラッ
グ中毒者の包丁を振り回すような暴力に普通は
何をなすこともできないが、PSI能力を精神感応
でも遠隔透視でもサイコキネシスやテレポート能
力がある超人ならば、なんなく危機を回避するこ
とができるだろう。あるいは守護霊や先祖霊が
それとなく危機を伝えてくれるのではないだろう
か?

チャールズ・ダーウィンは突然変異と自然選
択で進化を説明したが、アルフレッド・ラッセ
ル・ウォーレスはきっかけを先駆けて作ったとは
いえ、性選択やスピリチュアリズムからそれだけ
では十分でないと感じていたのだろう。今西錦
司は運とか変わるべくして変わると進化論を表
現したが、生物の主体性を考えれば、アンリ・
ベルグソンのエラン・ヴィタル（生命の躍動）が
創造的進化の源となり、結果論的に運とか自然
選択といった解釈になってしまうだけの話であ
る。もっと微視的にいえば、まるでつるまきのダ
ウジングのようにPSI能力をフルに発揮して放散
したエラン・ヴィタルが周囲を宇宙として意識し
ながら、ダイナミックに突き進んでゆく。正四面
体を連続的に繋ぎ合わせるとテトラスクロールに
なるが、その二重螺旋こそが生命そのものなの
であろう。

精神（魂）の座
私は15歳の頃、ウィリアム・バードのミサ曲を

歌った際に戦慄を体験したときから、57歳の今
日に至るまで、その曲を想起するだけで、戦慄を
再体験できる。そのクンダリーニ上昇の体験は、
精神の座がどこにあるのかを暗示するのである。

レオナルド・ダ・ヴィンチは精神の座を解剖まで
して執拗に探求し、それを第3脳室とした。一方、
ルネ・デカルトはそれを松果体に求めたのであ
る。現代科学では脳全体に精神の座を委ね、特
定の部位には着目してはいないが、私は、先の
両巨人の肩を借りて<脳幹と第3脳室と松果体
の三角地帯：第三の目と脊髄の交差部位>が精
神（魂）の座なのではないか? と思う。身体情報
が脳幹を通じて、自然環境情報が第三の目及び
松果体を通じて、宇宙情報が第3脳室を通じて、
精神（魂）の場ができあがるのである。その座は
恐らくは正四面体（テトラヘドロン）であると思う
のである。

永久機関とシナジー効果
宇宙が永久機関でないならば、永久機関は

存在しない。もし宇宙が永久機関であるならば、
その宇宙のいとなみに密かに参画することで、
永久機関は存在しうるかもしれない。宇宙の大
爆発（ビッグバン）から始まった宇宙はそもそも
永久機関ではない。フレッド・ホイルの定常宇
宙論ならば、永久機関といえないこともないが、
現在では軍配は大爆発（ビッグバン）にあがって
いる。スティーブン・ホーキングは虚数時間を想
定しているが、もしこの実宇宙が虚数宇宙から
誕生したものと考えると、永久機関も夢ではない
のではないかと思うのである。原初宇宙が虚数
の海だったとして、私たちの体内に地球太古の
海と生物が川を上ったときの海といった2つの海
を持っている様に、私たちの体内にもその虚数
の海を有していたと仮定してみるのである。そ
れが現代科学では割り切れないこころの正体で
あり、気の本体であり、PSIの核であると考えて
みるのである。

こころ（虚数）とこころ（虚数）が通じ合えば、
何か実体（実数）が生まれてもおかしくはない。
気と気が通じ合えば、合気道ではないが、大男
も投げ飛ばされてしまう。ユリ・ゲラーはスプー
ン曲げや種の発芽実験をやる際に、周囲の環境

（場）を活用する。虚数はイマジナリーナンバー
と呼ばれ、i と表す。i（愛）からエネルギーを引
き出すのである。フリーエネルギーの永久機関
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自然観察から
下手の横釣り師として、川や海を観察してい

ると、どうしても理解できない光景に出くわす。
例えば、河口でボラが飛び跳ねたりするのだが、
いったい何故そんな行為にでるのかがわからな
い。雄が雌の注意を引くのだとか、体についた
寄生虫を追い払うのだとか、より大きな魚に追わ
れているのだとか、仲間でじゃれ合っているのだ
とか考えるのだが、どうもしっくりいかないので
ある。むしろボラの遊びであると考えると納得す
るのである。つまり生物には生物の主体性があ
るという考え方である。

進化とは何か
森に住んでいたわれら先祖が大地溝帯に降り

立ち、離せずにいる木切れを右手に、石のかけ
らを左手に持ち、群れなすハイエナやチータのよ
うな猛獣を相手に応戦しつつ、直立二足歩行に
進化していったことは容易に想像できる。敵が
いないかを遠くに眺めるミーアキャットの姿を想
起すれば、敵の有無や好物の有無を先祖が好奇
をもって観察していたのだろうと考えることがで
きる。

機会あって、そういう妄想をゴリラ研究の第
一人者山際寿一京大教授（現京大学長）に話し
たところ、一言「エネルギーの効率がいいのだ」
とご教示された。直立二足歩行は両手の開放と
ともにエネルギーの効率化という2つの要素のシ
ナジー効果による成果だったようなのである。

進化と科学技術
チンパンジーとヒトとは2%のDNAの違いが

あるといわれている。チンパンジーとネアンデル
タール、ネアンデルタールとヒトとは1%の違い
があるらしい。前者は言語が関わっているとい
われている。後者はおそらくは抽象能力だろうと
思うのだが、いかがだろうか? 言語と抽象能力
の2要素が仲間とのコミュニケーションや石器・
土器などを生み出していったのだろう。木切れと
石のかけらがシナジー効果として石器ややじりを
生み、それに言語や抽象能力が加わり、狩りや
漁が大規模化していったのだろう。車輪と馬が
馬車を生み、蒸気機関やエンジンが機関車や自
動車を生み、やがて携帯とPCがスマホを生んで
ゆく。

シナジー効果 1+1=4
私たちの教育では1+1=2である。どうし

たって2である。これが4になると主張したのは
「宇宙船地球号」の建築家バックミンスター・フ
ラー。彼によれば、2つの三角形を組み合わせる
と4つの三角形ができあがるというのである。ま
ず一つの三角形を変形させ、もう一つもまた変
形させる。改変した2つの要素が正四面体を形
成するというわけである。これはマッチ棒3本で
作った三角形にもう3本のマッチ棒で4つの三角
形を作れ! といった問題にそっくりである。答え
は簡単で、立体的に構成すればいいということ
なのだ。ここで重要なのは各要素が改変し、次
元を一段アップ（アセンション）させた場合にの

PSIと進化についての一考察
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四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

「�

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い

水
の
科
学
」

　
　
　
　
講
師
　
根
本
　
泰
行 

氏

故
・
江
本
勝
会
長
の
業
績
と
し
て
、

「
波
動
」
と
「
水
」
と
い
う
2
つ
の
分
野

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て

い
ず
れ
に
お
い
て
も
、「
水
は
情
報
を

記
憶
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
も
っ
と
も

基
本
的
か
つ
重
要
な
概
念
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
科
学

に
お
い
て
は
、「
水
の
情
報
記
憶
」
に

つ
い
て
、
な
か
な
か
認
め
ら
れ
ず
、
結

果
と
し
て
「
波
動
」
も
「
水
」
も
「
非
科

学
的
で
あ
る
」
と
の
批
判
を
受
け
て
き

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
過
去
6
～
7
年
の
間
に
、

世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
科
学
者
た
ち

か
ら
、「
水
は
情
報
を
記
憶
す
る
」
と
い

う
こ
と
を
完
全
に
証
明
す
る
―
も
し
く

は
強
く
示
唆
す
る
―
証
拠
が
提
示
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

「
波
動
」の
分
野
に
お
い
て
は
、
モ
ン

タ
ニ
エ
博
士
に
よ
り
、「
水
は
遺
伝
物

質
D
N
A
の
情
報
を
記
憶
す
る
」
と
い

う
こ
と
が
、
疑
問
の
余
地
の
な
い
形
で
、

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
今
月
は
年
度
替
わ
り
で
す
の
で
、「
会

費
納
入
の
お
願
い
」
の
通
知
と
郵
便
振

替
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
出
費
の
多
い
時
期
で
恐
縮
で
す
が
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の
年

会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
、
御
寄
付

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
郵
便
振
替
用

紙
に
そ
の
分
を
記
入
し
、
年
会
費
に
追

加
し
て
、
お
振
り
込
み
願
い
ま
す
。

※�

3
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

一
方
、「
水
」
の
分
野
に
お
い
て
は
、

ポ
ラ
ッ
ク
博
士
が
発
見
し
た
「
第
四
の

水
の
相
」
を
考
慮
す
る
と
、「
水
の
構
造

が
想
念
や
感
情
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ

て
変
化
す
る
可
能
性
」
が
十
分
に
考
え

ら
れ
る
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

講
演
に
お
い
て
は
、
江
本
会
長
の
業

績
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
た
後
に
、

モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
と
ポ
ラ
ッ
ク
博
士
の

研
究
内
容
に
つ
い
て
、
専
門
外
の
人
に

も
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
、
そ
れ
ら
の

関
連
に
つ
い
て
議
論
致
し
ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
全
国
大
会
発
表
者
大
募
集

◎
将
来
の
事
務
局
長
を
募
集
し
ま
す

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
三
月
四
月
五
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
三
月
例
会
予
告

◎
九
州
サ
イ
科
学
会
四
月
例
会
予
告

◎
第
24
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
23
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
報
告

◎
第
2
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ
と
第
1
回
の
報
告

◎
平
成
25
年
11
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
九
一
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
九
二
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
サ
イ（
気
）の
啓
蒙
を
進
め
る
オ
ー
ブ

◎
一
〇
〇
〇
年
後
の
未
来
か
ら

※
丁
度
四
年
前
の
本
部
例
会
に
お
い
て

根
本
先
生
か
ら
「
水
は
情
報
を
記
憶
す

る
」
に
つ
い
て
、
一
度
解
説
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
ま
た
進
歩
し
た
科
学
研

究
を
踏
ま
え
て
、「
水
の
記
憶
」
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
是
非

会
員
の
皆
様
も
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘

い
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◎
根
本
泰
行
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
8
8
年
に
東
京
大
学
よ
り
細
胞
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�������������������������������������������������������������
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�
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�

�
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�
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�
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�
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分
子
生
物
学
の
分
野
で
理
学
博
士
を
取

得
。
日
本
、
マ
イ
ア
ミ
、
ホ
ノ
ル
ル
の

い
く
つ
か
の
大
学
で
教
育
・
研
究
に
携

わ
っ
た
後
、
2
0
0
2
年
1
月
か
ら
故
・

江
本
勝
会
長
の
元
で
国
際
秘
書
と
し
て

働
き
始
め
た
。
以
来
13
年
間
に
わ
た
っ

て
江
本
会
長
の
海
外
講
演
ツ
ア
ー
に
同

行
し
、
世
界
25
ヶ
国
以
上
を
訪
れ
た
。

2
0
1
4
年
9
月
～
10
月
に
は
、
江
本

会
長
の
代
理
と
し
て
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ

ス
・
イ
タ
リ
ア
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
4
ヶ

国
に
お
い
て
、
合
計
13
回
の
講
演
を
行

っ
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
は
科
学
者
の
た

め
の
国
際
水
会
議
が
あ
り
、
水
の
情
報

記
憶
に
関
す
る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

科
学
者
た
ち
に
対
し
て
「
水
か
ら
の
伝

言
と
科
学
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
基
調

講
演
を
行
っ
た
。
そ
し
て
ポ
ラ
ッ
ク
博

士
や
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
を
始
め
と
す
る

世
界
一
流
の
水
の
科
学
者
・
研
究
者
た

ち
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

現
在
、
I
H
M
総
合
研
究
所
所
長
で
あ

り
、
I
H
M
役
員
室
室
長
。
2
級
電
磁

波
測
定
士
。

日
時　

平
成
27
年
4
月
11
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

※
五
月
の
講
師
は
交
渉
中
で
す
。

六
月
の
講
師
は
末
武
信
宏
氏（
医
師
）

「
先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&
超

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」
の
予
定

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
27
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
25
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
北
と
ぴ
あ
に
て
、

開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
+

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ
ー
マ
は
「
あ
の
世

と
多
次
元
世
界
」）が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な

発
表
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
テ
ー
マ
は

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」
に
関
し
て

で
も
、
そ
う
で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、

現
在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取

り
を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現

象
（
U
F
O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃

と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ

現
象
の
仮
説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に

関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す

の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を

ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学　

2
0
1
4
」
の
編
集
後

記
を
よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
将
来
の
事
務
局
長
を
募
集
し
ま
す

　

現
在
の
事
務
局
（
小
林
）
は
2

�
0
�0�

1
年
6
月
か
ら
、
日
本
サ
イ
科
学
会
の

公
式
サ
イ
ト
管
理
以
外
の
ほ
ぼ
す
べ
て

の
事
務
仕
事
（
機
関
誌
・
論
文
集
等
の

編
集
と
発
行
、
本
部
例
会
・
全
国
大
会

等
の
準
備
と
運
営
、
理
事
会
・
通
常
総

会
の
準
備
と
運
営
、
会
員
管
理
な
ど
）

を
担
当
し
て
き
ま
し
た
が
、
年
齢
的
に

す
べ
て
を
こ
な
す
に
は
、
体
力
的
に
き

つ
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
従
来
の
事
務
局
の
仕
事
を

編
集
部
（
刊
行
物
の
編
集
と
発
行
）
と

新
し
い
事
務
局
（
催
し
物
の
準
備
と
運

営
、
会
員
管
理
）
の
2
つ
に
分
割
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
新
し
い
事
務
局
の
担
当
者

を
並
列
記
憶
能
力
が
高
い
20
代
～
40
代

の
会
員
か
、
会
員
の
お
知
り
合
い
か
ら

募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
幹
事
と
し
て
役
員
会
等
に
も

出
席
し
、
数
ヶ
月
で
引
き
継
ぎ
を
受
け

て
、
問
題
な
け
れ
ば
正
式
に
給
与
の
出

る
事
務
局
長
に
な
っ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。
資
格
は
首
都
圏
在
住
の
20
代
～

40
代
の「
W
O
R
D
・
E
X
C
E
L
」
等

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
使
い
で
、
機
械
音
痴

で
は
な
く
、
多
少
の
几
帳
面
さ
と
責
任

感
が
持
て
る
方
で
す
。
会
員
と
の
や
り

と
り
は
メ
ー
ル
が
主
体
で
、
通
常
の
ル

ー
テ
ィ
ー
ン
の
お
仕
事
に
就
い
て
い
る

方
で
も
、
兼
職
は
可
能
で
す
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
事
務
局
に
メ
ー
ル
願

い
ま
す
。
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E-m
ail offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp
募
集
期
間
中
に
複
数
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
場
合
は
、
応
募
者
各
人
の
適
性

を
み
て
、
最
終
的
に
決
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
例
会
の
お
知
ら
せ

日
本
の
目
覚
め
は
世
界
の
夜
明
け

　
　
　
　
講
師
　
長
堀
　
優ゆ

た
か 

氏

日
時　

平
成
27
年
3
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

超
振
動
技
術
の
応
用
と
放
射
能
無

害
化
技
術

　
　
　
　
講
師
　
大
政
　
龍
晋 

氏

�

（
著
書
「
地
球
を
変
え
る
男
」）

日
時　

平
成
27
年
4
月
18
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

B
一
〇
二
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

チ
ャ
ク
ラ
に
響
く
コ
ト
タ
マ
パ
ワ
ー

　
―
体
感
セ
ミ
ナ
ー
―

　
　
　
講
師
　
宮
崎
　
貞
行 

氏

　
　
　
　（�

著
書
「
天
皇
の
国
師
三
上

照
夫
の
真
実
」）

日
時　

平
成
27
年
5
月
16
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
27
年
3
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒ゆ

う

院い
ん

ホ
ー
ル

　
　
　

名
古
屋
市
昭
和
区

�
御
器
所
3
・
4
・
21 

交
通　

地
下
鉄
鶴
舞
線
荒
畑
駅
下
車

　
　
　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
1
分

会
費　

無
料

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
5
2
・
8
7
1
・
9
0
6
0

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

※�

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
三
月
研
究
　

集
会
は
お
休
み
で
す
。

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

医
師
が
語
る
目
に
見
え
な
い
世
界

　
　
　
　
講
師
　
橋
本
　
和
哉 

氏

日
時　

平
成
27
年
4
月
12
日
（
日
）　

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
3
時

会
場　

伊
勢
宮
神
社
内
楠
照
殿

　
　
　

長
崎
市
伊
勢
町
2
・
14

�

（
0
9
5
・
8
2
3
・
2
6
6
5
）

交
通　

諏
訪
神
社
前
徒
歩
5
分

会
費　

二
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



第
24
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
7
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

平
成
27
年
3
月
29
日
（
日
）

　
　
　

10
時
～
17
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
「
渋
谷
駅
」

行
で
「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

会�

員　

五
〇
〇
円（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

学
会
・
太
陽
の
会
会
員
）

　
　
　

一
般 

一
〇
〇
〇
円

�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
） 

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

第
23
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
報
告

「
第
2
回　

異
能
科
学
会
議
」
は
2�

0
1
4
年
12
月
7
日
（
日
）
に
品
川
健

康
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。

講
演
者
に
一
部
変
更
が
あ
り
、
シ
ュ

タ
イ
ン
愛
子
、
ハ
リ
ー
山
科
両
氏
が
参

戦
。
50
名
強
の
参
加
者
の
も
と
、
第
2

回
異
能
科
学
賞
は
投
票
に
よ
り
空
間
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
所
長
、
岩
崎
士
郎
氏

に
授
与
さ
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
の

懇
親
会
も
ま
た
盛
会
!

内
容
は
す
べ
てyouT

ube

動
画
で
視

聴
可
能
。�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
2
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
27
年
4
月
26
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

�

（
東
京
都
北
区
王
子
1
―
11
―
1
）

会
費　

会
員　
　

五
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

一
〇
〇
〇
円

※�

参
加
ご
希
望
の
方
は
予
約
が
必
要
で

す
。
で
き
る
だ
け
メ
ー
ル
で

E-m
ail offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

宛
て
に
、
メ
ー
ル
を
使
わ
な
い
方
は
、

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

に
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会　

参
加
希
望
」
と
「
住
所　

氏
名　

電
話

番
号　

会
員
、
非
会
員
の
別
」
を
お
知

ら
せ
願
い
ま
す
。

［
分
科
会
の
趣
旨
］

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
と
は
、
英
語
で
本

来
は
精
神
的
、
霊
的
、
霊
性
と
し
て
の

意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
が
、
今
日
で
は

潜
在
意
識
・
自
己
啓
発
・
癒
し
な
ど

〝
見
え
な
い
存
在
〟
と
い
っ
た
広
く
精
神

世
界
に
関
す
る
分
野
に
も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

人
間
は
そ
も
そ
も
霊
的
な
存
在
で
す
。

私
た
ち
の
魂
は
生
と
死
を
何
度
も
繰
り

返
し
て
人
生
を
旅
し
て
い
ま
す
が
、
い

ま
再
び
こ
の
世
に
生
ま
れ
来
て
、
私
た

ち
は
こ
の
現
世
で
何
を
な
す
た
め
に
生

ま
れ
て
来
た
の
で
し
ょ
う
か
。

人
生
に
は
す
べ
て
無
駄
が
な
い
と
い

い
ま
す
が
、
辛
い
苦
し
い
こ
と
に
遭
う

の
も
、
私
た
ち
に
人
生
で
大
切
な
こ
と

を
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
の
〝
人
生
の
試

練
〟
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
ま
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
素
直
、

感
謝
、
寛
容
と
博
愛
な
る
精
神
を
持
っ

て「
目
に
見
え
な
い
霊
的
な
世
界
」を
学

び
合
い
、
自
己
を
み
つ
め
て
、
互
い
に

〝
魂
の
向
上
〟
に
励
も
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

分
科
会
で
は
、
講
演
や
体
験
学
習
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
最
新
情
報
、
不
思

議
体
験
談
や
意
見
交
換
等
々
の
開
催
予

定
で
す
。
会
員
以
外
の
方
で
も
大
歓
迎

で
す
。
お
気
軽
に
参
加
下
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

・
13
：
00
～　
　
　
　

開
場

・�

13
：
25
～
14
：
05　

霊
能
力
者
：
渡

辺
薫
龍
氏「
除
霊
・
浄
霊
に
つ
い
て
」

特
に
除
霊
、
浄
霊
に
は
優
れ
た
能
力

を
持
ち
、
霊
能
相
談
で
は
定
評
が
あ

る
。
現
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
の
解

決
や
霊
的
問
題
に
つ
い
て
話
す
。

・
14
：
05
～
14
：
45　

交
渉
中

・�

14
：
45
～
15
：
30　

獣
医
師
：
石
川

允
明
氏
「
最
新
機
器
に
よ
る
健
康
状

態
と
サ
ポ
ー
ト
」
デ
モ
。

　

�

参
加
者
の
健
康
状
態
と
改
善
の
様
子

を
機
器
「
S
W
Ⅱ
」
に
よ
り
、
ス
ク

リ
ー
ン
に
試
写
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
す
る
。

・
15
：
30
～
15
：
45　

休
憩

・
15
：
45
～
17
：
40　

フ
リ
ー
ト
ー
ク

�

（
世
話
人　

小
林
信
正
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

第
1
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
報
告

平
成
26
年
11
月
16
日
、
都
内
王
子
の

「
北
と
ぴ
あ
」に
て
、
講
師
4
名
に
よ
る

研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
室
の

定
員
が
24
名
な
の
で
す
ぐ
満
席
と
な
っ

● ❹●



た
次
第
で
す
。

講
師
、
テ
ー
マ
、
講
演
概
要

〇
徳
永
康
夫
氏（
日
本
サ
イ
科
学
会
理

事
）「
人
間
の
正
体
は〝
霊
〟な
の
で
す
」

肉
体
を
主
に
考
え
る
人
は
、
死
は
恐

怖
で
全
て
の
終
わ
り
と
な
し
、
霊
魂
を

主
に
考
え
る
人
は
、
死
は
終
わ
り
で
な

く
、
新
し
い
始
ま
り
と
考
え
る
。
霊
魂

が
本
質
の
生
命
体
で
あ
り
、
日
本
で
は
、

昔
か
ら
幽
体（
幽
界
）、
霊
体（
霊
界
）、

分
け
御
霊
、
親
御
霊
と
い
う
多
層
体
と

し
て
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
達
は
現

世
で
霊
格
を
磨
き
、
死
ん
だ
ら
霊
界
か

ら
分
け
御
霊
さ
ら
に
親
御
霊（
創
造
神
、

宇
宙
神
）に
近
づ
き
た
い
も
の
で
す
。

〇
坂
田
豊
月
氏
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・

セ
ラ
ピ
ス
ト
）「
オ
ー
ブ
の
世
界
」

病
気
で
2
度
も
生
死
を
さ
迷
い
、
以

降
、
魂
（
オ
ー
ブ
）
を
写
真
に
写
す
力

が
授
か
り
ま
し
た
。
日
本
、
ハ
ワ
イ
、

エ
ジ
プ
ト
、
イ
ン
ド
、
中
国
等
で
撮
影

し
た
オ
ー
ブ
写
真
を
投
映
し
て
撮
影
状

況
を
説
明
さ
れ
た
。
オ
ー
ブ
写
真
を
撮

る
コ
ツ
は
、
多
少
の
飲
酒
を
す
る
か
、

瞑
想
な
ど
で
変
性
意
識
状
態
に
し
て
心

の
中
で
祈
願
し
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る

と
、
意
識
体
と
し
て
の
オ
ー
ブ
が
現
れ

写
真
に
よ
く
写
る
と
の
こ
と
で
す
。

〇
橋
本
和
哉
氏
（
医
学
博
士
、
は
し
も

と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）「
医
師

が
語
る
霊
障
と
治
療
」

霊
障
に
は
、
肉
体
的
、
精
神
的
病
気

や
人
間
関
係
の
不
和
、
異
常
行
動
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
霊
障
の
診
断
と
し
て
、

橋
本
式
憑
依
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
法
、
気

当
て
診
断
法
が
あ
る
。
霊
障
の
治
療
法

は
、
霊
障
ス
プ
レ
ー
、
オ
イ
ル
、
ホ
ロ

グ
ラ
フ
ィ
ー
シ
ー
ト
、
漢
方
薬
な
ど
が

あ
り
、
家
の
霊
障
治
療
法
は
、
ス
プ
レ

ー
、
鏡
、
魔
除
け
等
や
先
祖
供
養
、
霊

界
に
い
る
成
仏
霊
を
上
げ
る
法
な
ど
の

興
味
深
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
沖
田
祐
美
氏
（
福
祉
相
談
員
、
古
代

史
研
究
家
）「
神
々
の
謎
」

10
年
前
か
ら
不
思
議
な
世
界
へ
の
導

き
が
あ
り
、
全
国
の
神
社
、
磐
座
、
聖

地
の
配
置
（
星
座
や
二
等
辺
三
角
形
に

よ
る
謎
の
配
置
）
の
探
究
を
行
う
。
バ

リ
島
、
イ
ン
ド
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
等
の
聖
地

を
旅
し
、
縄
文
の
存
在
、
シ
ュ
ー
マ
ン

波
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
聖
書
に
よ
る
エ
フ

ラ
イ
ム
族
と
日
本
神
話
と
の
妙
な
一
致

と
か
、
竹
内
文
書
と
「
位
山
」
の
人
工

的
石
組
み
等
、
古
代
神
々
の
謎
解
き
の

好
奇
心
あ
ふ
れ
る
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
回
、
平
成
27
年
4
月
26
日
（
日
）

を
予
定
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。�

（
世
話
人　

小
林
信
正
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
25
年
11
月
本
部
例
会
報
告

生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線

　
　
　
講
師
　
小
久
保
　
秀
之 

氏

（�

国
際
総
合
研
究
機
構
　
生
体
計
測
　

研
究
所
　
研
究
部
長
）

※
前
半
は
こ
れ
ま
で
の
日
本
と
世
界
に

お
け
る
超
心
理
学
、
サ
イ
科
学
に
関
す

る
研
究
の
歴
史
と
現
在
の
様
々
な
研
究

に
つ
い
て
の
解
説
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
ど
も
は
生
体
セ
ン
サ
と
し
て
、
白

い
ぼ
キ
ュ
ウ
リ
を
使
っ
て
お
り
ま
す
。

基
本
的
に
キ
ュ
ウ
リ
の
輪
切
り
を
使
っ

て
、
ペ
ト
リ
皿
に
入
れ
蓋
を
か
ぶ
せ
て
、

こ
こ
に
手
か
ざ
し
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ

て
い
た
だ
く
実
験
で
す
。
こ
の
キ
ュ
ウ

リ
の
反
応
を
測
り
ま
す
。
反
応
を
測
る

方
法
は
現
在
ま
で
に
3
種
類
開
発
し
て

お
り
ま
し
て
、
2
0
0
6
年
に
は
こ
の

切
断
面
か
ら
出
て
く
る
バ
イ
オ
フ
ォ
ト

ン
測
定
法
、
2
0
0
9
年
に
は
キ
ュ
ウ

リ
の
に
お
い
を
測
る
ガ
ス
測
定
法
、
さ

ら
に
昨
年
は
切
断
面
に
紫
外
線
を
あ
て

る
と
蛍
光
を
発
す
る
の
で
蛍
光
測
定
法

も
開
発
し
ま
し
た
。
現
在
、
中
心
的
に

使
っ
て
い
る
の
は
ガ
ス
測
定
法
で
す
。

●❺ ●



　

サ
ン
プ
ル
を
ど
う
や
っ
て
作
る
か
と

い
う
と
、
一
本
の
キ
ュ
ウ
リ
を
厚
さ
2

セ
ン
チ
の
輪
切
り
を
切
り
出
し
、
さ
ら

に
そ
の
真
ん
中
で
切
断
し
て
、
観
音
開

き
に
開
き
ま
す
。
両
面
が
対
称
な
面
が

で
き
る
の
で
、
そ
の
面
を
上
に
し
て
そ

れ
ぞ
れ
2
つ
の
ペ
ト
リ
皿
に
入
れ
て
ま

す
。
そ
の
観
音
開
き
は
全
部
で
4
組
作

り
、
一
方
の
ペ
ト
リ
皿
の
キ
ュ
ウ
リ
に

ヒ
ー
リ
ン
グ
を
し
、
他
の
一
方
に
は
何

も
し
ま
せ
ん（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）。
4
組

の
キ
ュ
ウ
リ
は
そ
れ
ぞ
れ
2
つ
の
ペ
ト

リ
皿
に
対
称
の
位
置
に
お
き
ま
す
。
ヒ

ー
リ
ン
グ
用
の
皿
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

の
距
離
は
最
低
3
メ
ー
ト
ル
で
、
現
在

は
12
メ
ー
ト
ル
離
し
て
い
る
場
合
が
多

い
で
す
。

　

ヒ
ー
リ
ン
グ
時
間
は
基
本
的
に
15
～

30
分
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
ヒ
ー
ラ
ー

に
は「
キ
ュ
ウ
リ
が
よ
く
光
る
よ
う
に

ヒ
ー
リ
ン
グ
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
後
、

暗
箱
に
2
つ
の
皿
を
セ
ッ
ト
し
、
同
時

に
切
断
面
の
バ
イ
オ
フ
ォ
ト
ン
を
測
定

し
ま
す
。

　

18
時
間
と
い
う
長
い
時
間
を
か
け
て

測
定
し
ま
す
と
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
し
た

も
の
は
こ
の
よ
う
に
明
る
く
光
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
が
ど
れ
く
ら
い
明
る
く

な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
画
像

処
理
し
て
、
光
の
強
さ
を
数
え
て
や
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
ヒ
ー
ラ
ー
の
ヒ
ー
リ
ン

グ
パ
ワ
ー
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
と
い

う
の
を
、
数
値
化
し
て
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ガ
ス
測
定
法
と
い
う
の
は
、
キ
ュ
ウ

リ
の
に
お
い
を
測
定
し
ま
す
。
キ
ュ
ウ

リ
の
に
お
い
は
実
は
、
切
断
面
に
お
い

て
そ
の
場
で
酸
素
と
反
応
し
て
合
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
測
定
を
し
終
わ
っ
た
後
、
こ
の

切
断
面
に
紫
外
線
を
当
て
ま
す
と
、
切

断
面
が
蛍
光
を
発
す
る
の
で
、
そ
の
蛍

光
を
測
っ
て
も
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
効
果

を
測
定
で
き
、
こ
れ
を
蛍
光
測
定
法
と

呼
び
ま
す
。

　

測
定
し
た
値
か
ら
J
値
と
い
う
も
の

を
算
出
し
て
、
こ
れ
で
ヒ
ー
リ
ン
グ
パ

ワ
ー
の
大
き
さ
の
指
標
と
し
て
い
ま
す
。

J
値
は
上
記
左
図
の
式
で
表
さ
れ
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
試
料
の
ガ
ス
濃
度
ま
た
は

蛍
光
強
度
ま
た
は
バ
イ
オ
フ
ォ
ト
ン
の

発
光
強
度
と
、
実
験
試
料
の
ガ
ス
濃
度

ま
た
は
蛍
光
強
度
ま
た
は
バ
イ
オ
フ
ォ

ト
ン
の
発
光
強
度
の
物
理
量
の
比
を
真

数
と
し
て
自
然
対
数
を
と
り
、
比
例
定

数
k
は
1
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

実
は
超
能
力
の
パ
ワ
ー
の
大
き
さ
の

指
標
と
し
て
こ
の
式
が
非
常
に
い
い
と
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い
う
こ
と
が
、
我
々
の
研
究
で
分
か
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
式
は
左
辺
が
「
バ

イ
オ
P
K
」
つ
ま
り
超
能
力
の
大
き
さ

を
表
し
、
右
辺
は
物
理
量
で
あ
る
の
で
、

超
能
力
を
物
理
量
で
記
述
で
き
た
、
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
よ
く
超
能
力

は
現
代
物
理
学
と
関
連
性
が
全
然
な
い

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
式
を
使
え
ば

現
代
物
理
学
と
の
橋
渡
し
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ゼ
ロ
点
補
正

も
簡
単
で
し
て
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
実
験
の

の
J
値
か
ら
何
も
し
な
い
較
正
実
験
の

J
値
を
引
き
算
し
て
や
れ
ば
、
較
正
J

値
が
求
ま
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
お
話
し

す
る
の
は
、
主
に
較
正
J
値
を
使
っ
た

も
の
で
す
が
、
と
き
ど
き
較
正
実
験
が

で
き
な
い
と
き
は
、
主
実
験
の
生
の
デ

ー
タ
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
お
り
ま
す
。

　

J
値
の
導
入
は
上
記
右
図
の
よ
う
に

ヒ
ー
リ
ン
グ
効
果
の
大
き
さ
を
正
規
化

し
た
規
格
量
な
の
で
、
t
検
定
な
ど
に

簡
単
に
使
え
ま
す
。
ま
た
J
値
を
使
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
実
験
デ

ー
タ
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

通
常
E
S
P
と
物
理
量
の
関
係
式
は
見

つ
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
P
K
に
関

し
て
は
見
つ
か
っ
た
と
言
っ
て
い
い
と

思
い
ま
す
。

　

J
値
を
0
・
1
単
位
で
ヒ
ー
リ
ン
グ

パ
ワ
ー
を
ラ
ン
キ
ン
グ
に
し
て
い
ま
す
。

0
～
0
・
1
の
範
囲
は
初
心
者
、
0
・

1
～
0
・
2
の
範
囲
を
中
堅
と
呼
び
、

0
・
2
～
0
・
3
の
範
囲
を
達
人
、
0
・

3
以
上
を
超
能
力
者
と
い
っ
て
い
ま
す
。

町
の
中
で
ヒ
ー
リ
ン
グ
教
室
を
開
い
て

講
師
を
や
っ
て
い
る
方
は
、
初
心
者
級

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
う
い
っ
た
人

た
ち
の
中
で
二
、三
十
人
に
一
人
位
は

0
・
1
～
0
・
3
あ
る
人
も
い
ま
す
。

0
・
3
を
超
え
る
の
は
超
能
力
者
し
か

い
な
く
て
、
こ
ち
ら
の
実
験
で
も
0
・

3
を
超
え
た
の
は
、
日
本
で
も
有
名
な

中
国
人
の
王
姉
妹
く
ら
い
で
す
。

　

キ
ュ
ウ
リ
で
ヒ
ー
リ
ン
グ
パ
ワ
ー
が

測
れ
る
の
だ
っ
た
ら
、
ヒ
ー
ラ
ー
の
周

囲
に
キ
ュ
ウ
リ
を
沢
山
並
べ
た
ら
、
パ

ワ
ー
が
ど
う
広
が
っ
て
い
る
か
測
れ
る

の
で
は
な
い
か
、
と
面
白
が
っ
て
実
験

し
て
み
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
ヒ
ー
リ
ン

グ
測
定
と
周
り
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
分
布

を
測
る
実
験
を
や
り
ま
し
た
。

　

ヒ
ー
ラ
ー
の
前
後
、
左
右
に
キ
ュ
ウ

リ
を
置
い
て
測
定
し
ま
し
た
。
全
体
と

し
て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
知
り
た
い

の
で
、
間
の
と
こ
ろ
は
原
点
か
ら
等
距

離
の
と
こ
ろ
を
、
同
心
円
状
に
線
形
補

間
し
て
推
定
し
ま
し
た
。
見
栄
え
を
良

く
す
る
た
め
に
+
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
を
上
方
向
に
赤
く
、
－
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
下
方
向
に
青
く
、
緑
の
と

こ
ろ
は
0
付
近
で
す
（
上
記
右
図
）。

　

前
後
、
左
右
が
そ
れ
ぞ
れ
2
・
25
メ

ー
ト
ル
で
測
っ
て
お
り
ま
す
。
だ
い
た
い

半
径
2
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
が
超
能
力
の

場
と
し
て
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
も
っ
と
先
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
興
味
が
あ
る
の
で
す
が
、
部
屋
が

狭
い
の
で
そ
れ
以
上
測
れ
て
い
ま
せ
ん
。
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こ
の
実
験
は
キ
ュ
ウ
リ
の
に
お
い
が

強
く
な
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
ヒ
ー

リ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
が
、
赤
い
と
こ

ろ
は
効
果
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
青
い

と
こ
ろ
は
逆
に
に
お
い
が
弱
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
は
ヒ

ー
リ
ン
グ
が
逆
効
果
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す（
前
頁
上
記
左
図
）。

　

我
々
の
よ
く
知
っ
て
い
る
力
と
い
う

の
は
、
万
有
引
力
で
も
ク
ー
ロ
ン
力
で

も
、
距
離
の
二
乗
に
反
比
例
し
て
弱
く

な
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
超
能
力

場
は
距
離
の
二
乗
に
反
比
例
す
る
の
で

は
な
く
、
上
記
右
図
の
よ
う
な
ガ
ウ
ス

分
布（
正
規
分
布
）、
す
な
わ
ち
距
離
の

二
乗
の
指
数
関
数
に
比
例
す
る
と
い
う

の
が
、
ど
う
も
本
質
の
よ
う
で
す
。

　

先
ほ
ど
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
場
の
波
形
分

布
を
よ
く
よ
く
考
え
た
ら
、
層
構
造
と

同
じ
だ
な
、
と
気
が
つ
き
ま
し
た
。

+
の
方
を
温
か
い
、
－
の
と
こ
ろ
は

冷
た
い
と
感
じ
る
と
、
身
体
の
周
囲
に

層
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
で
す
か
ら
結

局
層
構
造
と
い
う
の
は
、
波
形
分
布
の

別
の
表
現
な
の
で
す
（
上
記
左
図
）。

　

よ
く
こ
れ
を
神
智
学
の
方
で
は
、
内

側
か
ら
エ
ー
テ
ル
体
、
ア
ス
ト
ラ
ル
体
、

メ
ン
タ
ル
体
、
コ
ー
ザ
ル
体
と
言
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
神
智
学
の
方
は
ア
ス

ト
ラ
ル
体
は
ア
ス
ト
ラ
ル
界
に
つ
な
が

っ
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
に
思
想
に
行

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
分
布
だ
け
見

る
と
、
こ
れ
は
要
す
る
に
+
－
の
方
向

が
違
っ
て
い
る
の
と
、
波
の
大
き
さ
が

違
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
す
。

　

こ
う
い
う
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
思

っ
て
実
験
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す

が
、
結
果
と
し
て
は
層
構
造
が
あ
る
と

い
う
と
こ
ろ
に
関
し
て
は
確
認
さ
れ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と

戸
惑
っ
て
い
ま
す
。
実
は
層
構
造
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
波
形
分
布
が
あ
る

と
い
う
こ
と
と
物
理
的
に
は
同
じ
こ
と

な
の
で
す
。
た
だ
、
層
構
造
は
ど
う
し

て
も
思
想
と
し
て
、
各
層
の
違
う
世
界

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
解

釈
さ
れ
が
ち
な
の
で
す
が
、
そ
う
で
は

な
く
て
+
と
－
の
大
き
さ
が
違
う
だ
け

な
の
で
す
。

　

皆
が
超
能
力
を
持
っ
て
い
る
の
な
ら

ば
、
な
ぜ
世
の
中
で
超
能
力
現
象
が
目

立
た
な
い
の
か
? 

こ
れ
も
説
明
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
こ
こ
に
い

る
す
べ
て
の
人
々
が
無
意
識
に
念
力
を

発
し
て
い
た
と
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
座

っ
て
い
る
場
所
が
違
い
ま
す
の
で
、
そ

う
す
る
と
波
長
が
少
し
ず
つ
ず
れ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
部
屋
全
体
で
は
皆
の

波
同
士
が
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
、
こ
の
部

屋
全
体
の
超
能
力
は
目
立
た
な
く
な
り

ま
す
。
皆
が
一
斉
に
ス
プ
ー
ン
曲
げ
な

ど
揃
っ
て
集
中
し
て
、
波
が
同
調
す
る
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と
ス
プ
ー
ン
が
曲
が
っ
た
り
し
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
一
般
の
ヒ
ー
ラ
ー
の
方
の

デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く

説
明
し
ま
す
。
5
人
分
の
デ
ー
タ
を
見

ま
す
と
、
手
元
の
キ
ュ
ウ
リ
に
パ
ワ
ー

が
集
中
し
た
タ
イ
プ
の
方
と
、
手
元
の

と
こ
ろ
に
は
あ
ま
り
パ
ワ
ー
が
集
中
し

な
く
て
、
遠
く
の
方
に
放
射
さ
れ
る
よ

う
な
形
の
パ
タ
ー
ン
を
示
し
た
方
の
、

実
は
2
通
り
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
（
前
頁
上
記
左
図
）。

　

結
論
か
ら
言
い
ま
す
と
、
手
元
で
パ

ワ
ー
が
強
か
っ
た
の
は
手
か
ざ
し
系
か
、

イ
メ
ー
ジ
形
成
系
の
ヒ
ー
ラ
ー
で
、
手

元
の
パ
ワ
ー
が
小
さ
か
っ
た
の
は
気
功

師
の
方
々
で
し
た
。
た
だ
気
功
師
は
少

し
に
離
れ
た
と
こ
ろ
で
パ
ワ
ー
が
出
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
普
段
や
っ
て
い
る
ヒ

ー
リ
ン
グ
の
方
法
の
違
い
に
よ
る
と
思

い
ま
す
。

　

バ
イ
オ
P
K
に
つ
い
て
、
異
な
る
ヒ

ー
リ
ン
グ
方
法
が
確
か
に
存
在
す
る
と

い
う
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
異
な
る

ヒ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
け
れ
ど
、
何
が
違

う
ん
だ
と
い
う
と
こ
ろ
が
非
常
に
重
要

で
、
そ
れ
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
違

い
が
生
じ
る
理
由
は
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
が

作
用
す
る
場
所
や
生
化
学
系
が
違
う
。

あ
る
い
は
可
能
性
は
低
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
物
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
違
う
。

あ
る
い
は
種
類
の
違
い
に
よ
っ
て
ヒ
ー

リ
ン
グ
の
性
質
が
異
な
る
。「
私
は
気
を

出
し
分
け
ら
れ
る
」
と
言
う
ヒ
ー
ラ
ー

が
い
ま
す
が
、
無
碍
に
否
定
で
き
な
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
九
一
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
で
感
情
を
解
放

す
る
と
人
生
が
変
わ
る

　
　
　
　
講
師
　
安
藤
　
理 

氏

と
き　
　

平
成
26
年
9
月
20
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

安
藤
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
3
年
生
ま
れ
。
1
9
8
5
年

大
阪
大
学
人
間
科
学
部
卒
。

20
代
よ
り
様
々
な
自
己
啓
発
法
お
よ

び
瞑
想
法
な
ど
を
学
ん
だ
後
、
2

�
0
�0�

3
年
に
セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
を
知
り
、
2

0
0
4
年
か
ら
こ
の
手
法
の
習
得
を
促

進
す
る
個
人
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
体
験
セ
ミ

ナ
ー
等
を
実
施
し
て
い
る
。
米
国
セ
ド

ナ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
協
会
認
定
の
セ
ド

ナ
メ
ソ
ッ
ド
・
コ
ー
チ
。

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

は
じ
め
に 

九
月
二
十
日
に
講
演
の
機
会
を
与
え

て
く
だ
さ
っ
た
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

の
皆
様
、
当
日
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
以
下
の
文

章
は
、
当
日
に
お
話
し
し
た
内
容
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
参
加
さ
れ
た
方
に

は
復
習
資
料
と
し
て
、
参
加
さ
れ
な
か

っ
た
方
に
は
セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
の
概
要

を
知
る
参
考
資
料
と
し
て
、
お
役
に
立

て
ば
幸
い
で
す
。
な
お
、
こ
の
文
章
の

転
載
・
複
製
・
引
用
は
お
控
え
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
当
文

章
の
著
作
権
は
、
米
国
セ
ド
ナ
・
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
協
会
（
S
T
A
）
と
S
T
A

認
定
セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
・
コ
ー
チ
安
藤

理
に
帰
属
し
ま
す
。

セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
（The Sedona 

�
M
ethod?

）
の
成
り
立
ち
と
現
状

セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
は
故
レ
ス
タ
ー
・

レ
ベ
ン
ソ
ン
氏
が
、
自
ら
の
体
験
を
通

し
て
発
見
し
た
方
法
を
、
簡
単
に
習
得

で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
し
て
一
九
七
四
年

に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
レ
ベ

ン
ソ
ン
氏
の
後
継
者
ヘ
イ
ル
・
ド
ゥ
オ

ス
キ
ン
氏
が
一
九
九
六
年
に
米
国
ア
リ

ゾ
ナ
州
セ
ド
ナ
に
設
立
し
た
セ
ド
ナ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
協
会（
S
T
A
）が
発
行

す
る
書
籍
・
教
材
と
、
セ
ミ
ナ
ー
を
通

し
て
世
界
各
地
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

　

一
九
五
二
年
、
四
十
二
歳
だ
っ
た
レ

ベ
ン
ソ
ン
氏
は
、
数
々
の
病
を
患
い
、

医
者
か
ら
見
放
さ
れ
ま
し
た
。
強
い
向

上
心
を
持
ち
、
仕
事
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
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注
い
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幸
せ
に
な

れ
ず
健
康
を
損
ね
て
し
ま
っ
た
の
は
、

心
の
中
に
あ
る
制
限
で
あ
る
こ
と
に
、

こ
の
と
き
彼
は
気
づ
い
た
の
で
す
。
そ

の
制
限
の
す
べ
て
を
解
放
す
る
こ
と
に

集
中
し
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
完
全
に

自
由
な
境
地
に
至
り
、
健
康
も
回
復
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
自
分
の
経
験
し

た
こ
と
を
人
に
伝
え
て
い
く
う
ち
に
、

現
在
の
セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
の
原
型
と
な

る
感
情
解
放
の
手
法
が
生
み
出
さ
れ
ま

し
た
（
注
：
セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
は
医
学

的
な
主
張
を
す
る
も
の
で
は
な
く
、
い

か
な
る
疾
病
の
治
療
、
診
断
、
助
言
、

完
治
を
意
図
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）。こ

の
手
法
を
一
九
七
六
年
に
学
ん
だ

ド
ゥ
オ
ス
キ
ン
氏
は
、
長
年
か
け
て
実

践
と
指
導
経
験
を
続
け
た
後
、
一
九
九

四
年
に
逝
去
し
た
レ
ベ
ン
ソ
ン
氏
の
後

を
継
ぎ
、
手
法
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
、

セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
完
成
さ
せ
た

の
で
す
。
そ
の
内
容
は
、
音
声
教
材
や

書
籍
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
世
界
中
で

学
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
書
籍

現
在
日
本
語
で
学
べ
る
唯
一
の
教
材

が
翻
訳
書『
人
生
を
変
え
る
一
番
シ
ン

プ
ル
な
方
法
―
セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
』（
主

婦
の
友
社
／
安
藤
理
監
修
・
乾
真
由
美

訳
）
で
す（
他
の
音
声
教
材
等
の
日
本

語
版
は
許
可
さ
れ
て
い
な
い
た
め
今
の

と
こ
ろ
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
初
版
は

二
〇
〇
八
年
に
出
版
さ
れ
、
翻
訳
を
改

訂
し
た
新
版
が
二
〇
一
四
年
二
月
に
発

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

著
者
ド
ゥ
オ
ス
キ
ン
氏
は
、
二
〇
〇 

七
年
に
全
世
界
で
話
題
と
な
っ
た 

『
ザ
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
』（
角
川
書
店
）の

中
で
教
師
の
ひ
と
り
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
世
界
的
な
指
導
者
で
す
。こ
の
分

野
の
他
の
指
導
者
た
ち
か
ら
も
高
い
評

価
を
受
け
て
お
り
、
セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
公

式
サ
イ
ト（w

w
w

.sedona.com

）
に
は

こ
の
手
法
を
体
験
し
た
著
名
人
た
ち
の

推
薦
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇 

〇
三
年
に
出
版
さ
れ
た
原
書
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
の
一
冊
に
な
り
ま
し
た
。

書
籍
の
序
文
に
掲
載
さ
れ
た
ジ
ャ
ッ

ク
･
キ
ャ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
氏（
ザ
･
シ
ー

ク
レ
ッ
ト
教
師
の
1
人
）
の
推
薦
文
に

は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
私

は
多
く
の
自
己
啓
発
の
手
法
に
接
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド

は
使
い
や
す
さ
、
効
果
の
深
さ
、
結
果

が
出
る
速
さ
お
い
て
、
他
よ
り
抜
き
ん

出
て
い
ま
す 

。」

セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
の
特
長

『
ザ
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
』
等
、
多
く

の
書
物
な
ど
で
強
調
さ
れ
て
い
る
「
思

考
が
現
実
を
引
き
寄
せ
る
」
と
い
う
法

則
を
知
り
、
思
考
を
よ
い
も
の
に
変
え

よ
う
と
心
が
け
る
人
々
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
努
力
し
て
も
思
考
を
変
え
る
の

は
難
し
い
と
感
じ
る
人
も
多
い
の
が
実

情
で
す
。
セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
は
、
こ
の

ジ
レ
ン
マ
を
解
決
し
、
望
む
変
化
の
実

現
を
促
進
し
ま
す
。
否
定
的
な
思
考
に

伴
う
感
情
を
解
放
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
思
考
は
望
ま
し
い
も
の
に
お
の
ず

と
変
化
し
ま
す
。
そ
の
転
換
を
自
分
で

簡
単
に
起
こ
せ
る
の
で
す
。

安
藤
理
と
セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
と
の
関
わ

り
原
書
の
発
売
当
時
に
私
は
セ
ド
ナ
メ

ソ
ッ
ド
の
こ
と
を
知
り
、
学
習
を
始
め

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
約
二
十
年
間
、

こ
の
分
野
の
様
々
な
手
法
を
学
び
体
験

し
て
き
た
の
で
す
が
、
こ
の
方
法
の
シ

ン
プ
ル
さ
と
効
果
の
高
さ
は
卓
越
し
て

い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
私
の
人
生

も
、
セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
の
実
践
を
続
け

て
き
た
数
年
間
で
着
実
に
進
展
し
ま
し

た
。
本
と
教
材
で
習
得
し
た
後
、
ア
メ

リ
カ
で
ド
ゥ
オ
ス
キ
ン
氏
に
よ
る
上
級

コ
ー
ス
を
受
け
、
二
〇
〇
四
年
に
セ
ド

ナ
メ
ソ
ッ
ド
の
習
得
を
支
援
す
る
個
人

セ
ッ
シ
ョ
ン
実
施
を
始
め
ま
し
た
。
そ

の
後
、
S
T
A
主
催
の
セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ

ド
・
コ
ー
チ
養
成
コ
ー
ス
を
修
了
し
、

二
〇
一
〇
年
か
ら
認
定
コ
ー
チ
と
し
て

セ
ミ
ナ
ー
や
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
も

開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本

語
で
学
ば
れ
た
方
々
の
多
く
も
、
こ
の

手
法
の
効
果
を
実
感
し
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
実
践
者
の
体
験
記
は
私
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

感
情
を
扱
う
第
三
の
方
法
「
解
放
」

人
が
ふ
だ
ん
行
っ
て
い
る
感
情
の
扱

い
方
は「
抑
圧
」
か「
表
出
」
の
2
つ
で

す
。
表
に
出
す
と
不
適
切
と
思
わ
れ
る

感
情
は
抑
え
る
こ
と
で
処
理
し
よ
う
と

し
ま
す
。
し
か
し
抑
え
ら
れ
た
感
情
は

心
の
中
に
留
ま
る
た
め
、
そ
の
後
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
続
け
ま
す
。
感
情
が
適

切
に
表
出
さ
れ
た
場
合
は
解
放
を
伴
い
、

改
善
へ
と
向
か
う
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
不
適
切
に
表
出
さ
れ
た
場
合
は
事

態
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
セ
ド

ナ
メ
ソ
ッ
ド
に
よ
る
解
放
は
、
感
情
の

表
出
を
伴
わ
ず
に
で
き
る
た
め
、
多
く

の
時
・
場
所
・
状
況
で
実
行
可
能
で
す
。

解
放
が
習
慣
に
な
る
と
、
抑
圧
さ
れ
る

感
情
は
減
り
、
適
切
に
表
出
・
表
現
で

き
る
と
き
が
多
く
な
り
ま
す
。



解
放 

＝ 

解
き
放
つ（release

）・
手
放

す（let go

）

セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
に
よ
る
感
情
の
解

放
は
、
手
に
握
っ
て
い
る
物
を
放
す
動

作
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
。
あ
る
感
情
が

続
い
て
い
る
と
き
、
そ
の
感
情
を
心
の

中
で
握
り
し
め
て
い
る
よ
う
な
状
態
で

す
。
握
る
力
を
抜
く
と
、
物
が
自
然
に

落
ち
て
い
く
よ
う
に
、
感
情
は
心
か
ら

離
れ
ま
す
。
た
だ
力
を
緩
め
る
こ
と
を

選
ぶ
だ
け
で
そ
う
な
り
ま
す
。
実
際
に

は
、
感
情
は
固
体
で
は
な
く
気
体
の
よ

う
な
流
動
性
が
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す

か
ら
、
解
放
さ
れ
た
感
情
は
拡
散
し
、

流
れ
や
自
由
度
が
あ
る
状
態
、
不
快
か

ら
快
へ
と
変
化
し
ま
す
。

認
め
る
（allow

）・

�

迎
え
入
れ
る
（w

elcom
e

）

　

セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
に
お
け
る「
手
放

す
」
と
い
う
言
葉
は「
取
り
除
く
」「
追

い
出
す
」「
捨
て
去
る
」
の
よ
う
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
感

情
で
あ
っ
て
も
ま
ず
認
め（
容
認
す
る
・

許
す
・
許
可
す
る
）、
迎
え
入
れ
、
そ
の

感
情
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
り
広
が

っ
て
く
る
の
を
、
そ
の
ま
ま
味
わ
っ
て

み
る
こ
と
が
解
放
の
始
ま
り
で
す
。
迎

え
入
れ
た
感
情
が
広
が
る
ま
ま
に
任
せ

れ
ば
、
感
情
は
自
然
に
解
き
放
た
れ
て

い
く
の
で
す
。
感
情
を
じ
っ
く
り
と
認

め
る
だ
け
で
充
分
な
解
放
が
起
こ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

感
情
解
放
の
基
本
手
順

基
本
手
順
は
、
感
情
を
認
め
て
手
放

す
よ
う
に
導
く
一
連
の
質
問
で
す
。
気

に
な
る
事
柄
を
思
い
浮
か
べ
て
か
ら
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
今
、
感
じ
て
い

る
気
持
ち
に
注
意
を
向
け
ま
す
。
そ
し

て
、
次
の
質
問
に
「
は
い
」
か
「
い
い

え
」
で
答
え
ま
す
。
ど
ち
ら
を
答
え
て

も
解
放
は
起
こ
り
ま
す
。

「
そ
の
気
持
ち
を
認
め
る
こ
と
は
で

き
ま
す
か
」「
そ
の
気
持
ち
を
手
放
せ

ま
す
か
」「
手
放
し
ま
す
か
」「
い
つ
」。

最
後
の
質
問
に
は
「
今
」
と
答
え
る
こ

と
が
お
勧
め
で
す
が
、
他
の
答
え
で
も

解
放
は
起
こ
り
ま
す
。

こ
の
手
順
を
、
最
初
に
注
目
し
た
気

持
ち
が
気
に
な
ら
な
い
程
度
に
軽
く
な

る
ま
で
繰
り
返
し
ま
す
。
ひ
と
り
で
行

う
場
合
は
心
の
中
で
自
問
自
答
し
ま

す
。
す
ぐ
に
大
き
な
変
化
が
感
じ
ら
れ

な
く
て
も
、
じ
っ
く
り
手
順
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
微
か
な
変
化
に
注
目
し
て

い
く
と
、
や
が
て
違
い
が
自
覚
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
手
順
を
行
う
際
に

は
、
頭
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
ハ
ー

ト（
胸
の
中
心
）
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

深
く
考
え
る
こ
と
な
く
、
で
き
る
だ
け

直
観
で
答
え
る
の
で
す
。

初
め
て
試
す
と
き
や
、
手
順
に
慣
れ

る
ま
で
は
、
さ
ほ
ど
重
大
で
は
な
い
事

柄
に
つ
い
て
の
感
情
を
扱
う
こ
と
が
お

勧
め
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
気
が
か
り

な
ど
の
小
さ
な
不
快
感
で
あ
れ
ば
、
手

順
を
数
回
繰
り
返
す
こ
と
で
解
放
を
実

感
で
き
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。
そ
れ

で
実
感
で
き
た
ら
徐
々
に
、
よ
り
難
し

い
問
題
や
、
大
き
く
深
い
感
情
に
つ
い

て
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

最
初
の
う
ち
は
、
数
分
間
落
ち
着
い

て
で
き
る
時
間
と
場
所
で
手
順
を
行
う

こ
と
を
習
慣
化
し
て
く
だ
さ
い
。
慣
れ

て
き
た
ら
、
日
中
に
も
、
不
快
な
感
情

を
持
ち
続
け
て
い
る
の
を
自
覚
し
た
と

き
に
、
そ
の
場
で
解
放
す
る
こ
と
も
習

慣
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　

感
情
を
解
放
す
る
と
考
え
や
行
動
は

自
然
に
改
善
さ
れ
、
考
え
方
や
行
動
を

変
え
よ
う
と
す
る
努
力
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
の
原
因
を

探
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
感
じ
て
い

る
気
持
ち
に
注
意
を
向
け
て
自
問
自
答

す
る
、
と
い
う
習
慣
を
続
け
れ
ば
確
実

に
解
放
は
進
行
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

結
果
、
考
え
方
や
行
動
パ
タ
ー
ン
も
望

ま
し
い
方
向
に
、
自
然
に
変
化
し
て
い

き
ま
す
。
こ
の
点
が
、
プ
ラ
ス
思
考
・

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
・
ア
フ
ァ
メ

ー
シ
ョ
ン
等
の
手
法
と
は
異
な
る
セ
ド

ナ
メ
ソ
ッ
ド
の
特
徴
で
す
。

感
情
解
放
に
よ
る
心
の
変
化
を
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
動
作
に
た
と
え
て
説

明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
動
き
続
け

て
い
る
古
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
フ
ァ
イ
ル

を
保
持
し
て
い
る
感
情
の
負
荷
を
解
放

す
る
と
、
使
え
る
メ
モ
リ
ー
が
増
え
、

処
理
能
力
が
加
速
す
る
の
で
す
。

実
践
の
継
続
を
促
進
す
る
心
構
え

セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
の
実
践
に
際
し
て

「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」「
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
自
身
を
大
切
に
育
て
る
気
持
ち
で

い
る
こ
と
、
厳
し
い
監
督
と
な
る
の
で

は
な
く
、
自
ら
の
親
友
か
つ
支
援
者
と

な
り
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
可
能
性
を
探

求
す
る
ゲ
ー
ム
と
し
て
、
遊
び
心
を
持

っ
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
セ
ド
ナ
メ

ソ
ッ
ド
を
習
得
す
る
た
め
に
、
こ
の
文

章
や
本
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
信
じ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
の
は
、

書
か
れ
て
い
る
内
容
に
オ
ー
プ
ン
で
い

る
こ
と
、
自
分
で
実
際
に
試
し
て
体
験

を
通
し
て
確
認
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

一
方
で
、
あ
る
感
情
を
正
当
化
し
た
り
、

そ
れ
が
ど
ん
な
に
有
益
か
を
自
分
に
言

い
聞
か
せ
た
り
、
そ
う
感
じ
続
け
る
自

●� ●



分
は
正
し
い
と
証
明
し
た
り
し
よ
う
と

し
て
い
た
ら
、
感
情
が
う
そ
を
つ
い
て

い
る
シ
グ
ナ
ル
だ
、
と
い
う
こ
と
に
気

づ
く
こ
と
も
解
放
を
促
進
し
ま
す
。

 

願
望
実
現
や
目
標
達
成
と
「
と
ら
わ
れ

の
な
い
意
識
」

否
定
的
な
感
情
を
解
放
し
て
い
く
と
、

肯
定
的
な
気
持
ち
で
い
る
と
き
が
多
く

な
り
、「
引
き
寄
せ
の
法
則
」
が
自
然
に

働
い
て
、
望
み
が
叶
う
こ
と
は
増
え
ま

す
。
ま
た
、
目
標
達
成
に
必
要
な
行
動

に
対
す
る
抵
抗
感
も
減
る
た
め
、
着
実

に
実
行
を
継
続
し
て
達
成
す
る
こ
と
も

増
え
ま
す
。
成
果
が
も
っ
と
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
の
で
す
。
そ
の
上
で
、
結

果
に
執
着
し
な
い
、
と
ら
わ
れ
の
な
い
、

自
由
な
境
地
へ
と
進
み
ま
す
。
と
ら
わ

れ
の
な
い
状
態
に
至
る
ほ
ど
に
、
失
う

恐
怖
や
失
望
が
消
え
、
今
こ
の
瞬
間
を

自
由
に
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

望
み
や
欲
は
否
定
し
て
も
無
く
な
り
ま

せ
ん
。
解
放
を
続
け
れ
ば
、
本
当
に
必

要
な
こ
と
は
自
然
に
実
現
で
き
、
そ
う

で
な
い
こ
と
は
気
に
し
な
く
な
っ
て
い

く
の
で
す
。
欲
求
の
解
放
と
目
標
達
成

を
促
進
す
る
手
順
に
つ
い
て
は
、
書
籍

6
章
と
7
章
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。

組
織
に
お
け
る
感
情
解
放
の
効
果

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
保
険
会
社
で
営
業

担
当
者
た
ち
が
セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
を
使

っ
て
実
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
習
っ
た

グ
ル
ー
プ
は
、
習
わ
な
か
っ
た
グ
ル
ー

プ
よ
り
平
均
し
て
三
割
も
成
績
が
上
回

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
習
う
期
間
が
伸

び
る
ほ
ど
に
そ
の
効
果
が
増
し
た
の
で

す
。
研
究
は
一
期
を
三
カ
月
と
し
て
二

期
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
の
三
カ
月
で

は
営
業
成
績
が
二
三
%
伸
び
、
二
期
目

で
は
そ
れ
が
四
三
%
に
ま
で
伸
び
た
の

で
す
。
組
織
の
メ
ン
バ
ー
が
、
制
限
的

な
感
情
を
解
放
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

組
織
は
高
い
能
率
と
生
産
性
の
レ
ベ
ル

に
楽
に
到
達
し
ま
す
。
同
時
に
メ
ン
バ

ー
一
人
一
人
の
安
心
感
と
満
足
感
が
増

す
の
で
す
。
組
織
や
グ
ル
ー
プ
の
全
員

が
感
情
解
放
を
実
践
し
な
く
て
も
、
リ

ー
ダ
ー
が
実
践
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
影

響
は
グ
ル
ー
プ
全
体
に
及
び
ま
す
。

世
界
を
支
援
す
る 

解
放
す
る
た
び
に
、
自
分
の
意
識
の

中
に
あ
る
制
限
と
同
時
に
、
世
界
全
体

が
持
つ
制
限
を
解
放
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。
講
演
時
に
見
て
い
た
だ

い
た
セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
映
画
D
V
D
で

は
、
次
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
語
ら
れ
て
い

ま
す
。

「
人
類
は
長
年
、
意
味
と
幸
福
と
満

足
を
探
し
求
め
て
き
ま
し
た
。
星
を
見

上
げ
、
過
去
を
掘
り
返
し
、
科
学
に
目

を
向
け
、
他
者
や
娯
楽
に
求
め
ま
し
た
。

で
も
ま
だ
多
く
の
人
は
探
求
を
終
え
ら

れ
ず
、
幸
福
へ
の
鍵
を
掴
め
て
い
ま
せ

ん
。
誰
も
が
何
か
し
ら
制
約
を
感
じ
て

い
ま
す
。ス
ト
レ
ス
、自
己
不
信
、不
安
、 

憂
鬱
、
依
存
症
、
金
銭
や
健
康
の
心
配

や
、
身
体
や
人
間
関
係
、
過
去
へ
の
不

満
の
根
底
に
あ
る
孤
立
感
か
ら
、
現
状

で
は
不
十
分
だ
と
感
じ
ま
す
。
十
分
だ

と
感
じ
る
た
め
に
、
お
金
や
力
、
刺
激

や
薬
、
食
べ
物
を
求
め
ま
す
。
世
界
を

消
費
し
な
け
れ
ば
と
思
い
込
み
ま
す
。

自
分
は
不
十
分
だ
と
思
う
気
持
ち
は
人

生
だ
け
で
な
く
、
地
球
を
も
蝕
み
ま
す
。

で
も
、
も
し
制
限
を
手
放
し
、『
今
』

を
生
き
ら
れ
る
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
? 

人
生
を 

簡
単
に
速
く
変
え
る
効

果
的
な
方
法
が
あ
る
な
ら
? 

自
分
を

変
え
る
の
で
は
な
く
、
幸
福
へ
の
道
を

阻
む
も
の
を
手
放
す
の
で
す
。

　

世
界
は
今
、
転
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
行
い
を
続
け
れ
ば
、
誰
も
が

満
足
で
き
な
い
状
況
が
続
き
ま
す
。
で

も
、
続
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世

界
中
の
人
が
本
当
の
自
分
に
目
覚
め
始

め
ま
し
た
。
こ
の
映
画
を
き
っ
か
け
に
、

愛
、
安
ら
ぎ
、
喜
び
の
あ
る
人
生
と
、

よ
り
よ
い
世
界
を
と
も
に
実
現
し
ま
し

ょ
う
。」（
当
D
V
D
日
本
語
字
幕
版
は

あ
り
ま
せ
ん
。）

日
本
語
で
セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
を
学
ぶ
機

会
ま
ず
翻
訳
書『
人
生
を
変
え
る
一
番

シ
ン
プ
ル
な
方
法
―
セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
』

（
主
婦
の
友
社
）を
お
読
み
下
さ
い
。
感

情
解
放
の
具
体
的
な
手
順
が
段
階
的
に

学
べ
る
よ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。
書
籍

に
よ
る
独
学
で
は
実
感
す
る
の
は
難
し

い
と
感
じ
る
方
は
、
安
藤
理
が
実
施
す

る
個
人
セ
ッ
シ
ョ
ン（
電
話
お
よ
び
対
面
）

や
セ
ミ
ナ
ー
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
補

足
説
明
を
聞
い
た
上
で
、
解
放
手
順
の

誘
導
を
受
け
な
が
ら
試
す
と
、
ひ
と
り

で
行
う
よ
り
も
変
化
を
実
感
し
や
す
い

人
が
多
い
で
す
。
質
疑
応
答
を
通
し
て

疑
問
を
解
消
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

安
藤
理
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http

：

//andoo.info

）
に
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
と

セ
ミ
ナ
ー
の
予
定
と
案
内
、
英
語
教
材

（
書
籍
、
C
D
、
D
V
D
）の
紹
介
と
発

行
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
、
受
講
者
体
験

記
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
皆

様
の
セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
習
得
の
お
力
添

え
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。（
安
藤
理
氏
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

● �●
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感
じ
て
い
る
気
持
ち
に
注
意
を
向
け

て
自
問
自
答
す
る
、
と
い
う
簡
単
な
手

法
を
続
け
れ
ば
確
実
に
解
放
は
進
行
し
、

そ
の
結
果
、
考
え
方
や
行
動
パ
タ
ー
ン

も
望
ま
し
い
方
向
に
、
自
然
に
変
化
し

て
い
く
と
い
う
。
参
加
者
一
同
実
習
を

行
い
、
さ
ら
に
経
験
者
の
話
を
聞
か
せ

て
頂
い
て
、
セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
の
よ
さ

を
認
識
し
た
。

　

当
日
の
参
加
者
は
会
員
11
名
、
非
会

員
18
名
、
合
計
29
名
で
し
た
。

講
演
記
録
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

（
送
料
込
み
）。
事
務
局
（
0
7
9
7
・

2‌

2
・
6
4
2
5
）
ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
九
二
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

潜
在
意
識
と
習
慣

　
　
　
　
講
師
　
水
口
　
清
一 

氏

水
口
氏
は
1
9
4
1
年
大
阪
で
生
ま

れ
る
。
大
学
時
代
探
検
部
に
所
属
し
全

国
の
山
々
を
探
索
す
る
。
人
間
の
無
限

の
可
能
性
を
引
き
出
す
数
々
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
。
熊
野
で
言
霊
と
禅
の
行

を
修
め
、
東
洋
の
神
秘
に
触
れ
る
。

テ
レ
ビ
、
新
聞
、
週
刊
誌
、
ラ
ジ
オ

な
ど
マ
ス
コ
ミ
で
数
々
紹
介
さ
れ
る
。

専
門
分
野
：
潜
在
能
力
の
開
発
、
催

眠
法
、
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
超

意
識
、
言
霊
、
数
霊
、
場
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
創
造
性
開
発
、
瞑
想
、
東
洋
思

想
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
つ
く
り
、
未
来
予

知
、
夢
の
実
現
法
。

（
デ
ジ
タ
ル
4
）

　

私
た
ち
の
人
生
の
95
%
は
習
慣
で
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
大
き
く
分
け
て
3

つ
の
習
慣
を
誰
で
も
身
に
つ
け
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
「
思
考
」「
感
情
」「
行
動
」

の
習
慣
で
す
。

　

そ
の
習
慣
は
潜
在
意
識
の
働
き
で
す
。

目
に
見
え
な
い
も
の
を
言
葉
で
話
す
の

は
難
し
い
も
の
で
す
。
今
日
は
少
し
体

験
を
交
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
潜
在
意
識
と
は
何
か
」「
習
慣
と
は

何
か
」
と
い
う
概
念
が
人
そ
れ
ぞ
れ
違

い
ま
す
。

＊�

潜
在
意
識
と
習
慣
は
同
じ
も
の
で
す

か
?

＊�

習
慣
は
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て

身
に
つ
い
た
の
で
す
か
?

＊�

潜
在
意
識
は
自
分
で
す
か
、
そ
れ
と

も
誰
か
と
共
有
し
て
い
る
の
で
す
か
?

＊�

自
分
が
望
ん
で
も
い
な
い
悪
い
習
慣

が
ど
う
し
て
身
に
つ
く
の
で
す
か
?

＊�

悪
い
習
慣
を
良
い
習
慣
に
変
え
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で
す
か
?

＊�「
引
き
寄
せ
の
法
則
」は「
潜
在
意
識
」

の
働
き
の
こ
と
で
す
か
?

＊�

シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
と
潜
在
意
識
の

関
係
が
分
か
り
ま
せ
ん
。

＊�

失
敗
者
と
成
功
者
は
潜
在
意
識
の
使

い
方
の
問
題
で
す
か
?

＊�

脳
と
潜
在
意
識
の
働
き
は
同
じ
で
す

か
?

こ
ん
な
疑
問
が
湧
い
て
き
ま
せ
ん

か
。「
潜
在
意
識
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
す

か
?
」
と
い
う
質
問
を
時
々
受
け
ま
す
。

潜
在
意
識
を
言
葉
で
説
明
す
る
の
は
難

し
い
で
す
ね
。

潜
在
意
識
の
何
た
る
か
を
知
ら
な
く

て
も
、
潜
在
意
識
は
ち
ゃ
ん
と
働
い
て

い
ま
す
。
肝
臓
や
腎
臓
の
機
能
に
関
す

る
知
識
が
な
く
て
も
、
日
夜
、
無
意
識

に
働
い
て
い
る
の
と
同
じ
で
す
。

「
潜
在
意
識
」
の
知
識
よ
り「
使
い

方
」の
方
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で「
使
い

方
」
を
伝
え
よ
う
と
す
る
と
知
識
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
あ
、
な
ん
と
説
明
し
た
ら
い
い
か

と
悩
み
ま
す
が
。「
そ
ん
な
に
深
く
知

ら
な
く
て
も
良
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
奥
が
深
く
最
後
は
宇

宙
の
法
則
（
物
理
学
）
ま
で
勉
強
し
な

く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

肝
臓
や
腎
臓
の
働
き
を
知
っ
て
い
る

だ
け
で
充
分
で
す
。

医
師
な
ら
と
も
か
く
一
般
人
は
医
学

的
な
知
識
が
な
く
て
も
毎
日
生
活
で
き

ま
す
。

潜
在
意
識
や
習
慣
も
体
験
を
通
じ
て

学
べ
ば
い
い
こ
と
で
す
。

泳
ぎ
の
本
を
1
0
0
冊
読
ん
で
も
泳

げ
ま
せ
ん
。

海
や
川
で
泳
ぎ
の
練
習
を
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
ね
。

潜
在
意
識
を
理
解
す
る
の
は
、
や
は

り
体
験
に
勝
る
も
の
は
な
い
と
い
う
結

論
で
す
。



◆
潜
在
意
識
は
自
動
制
御
装
置

潜
在
意
識
は
何
で
も
自
動
的
に
や
っ

て
く
れ
る
便
利
な
心
の
装
置
で
す
。

た
だ
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
通
り
に
動
く
の
で
、
意
識
で
制
御
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
も
無
意
識
だ
か
ら
な

か
な
か
自
分
で
も
気
づ
か
な
い
の
で
す
。

そ
れ
で
は
一
体
何
が
ど
の
よ
う
に
自
動

化
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
行
動
、
感
情
、
思
考
の
自

動
化
で
す
。

あ
な
た
の
人
生
の
大
半
は
、
こ
の
自

動
装
置
に
よ
っ
て
動
い
て
い
る
の
で
す
。

私
た
ち
は
そ
れ
を
「
習
慣
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

「
習
慣
」
と
は
潜
在
意
識
に
組
み
込

ま
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
で
す
。

自
動
化
は
あ
る
意
味
で
便
利
で
す
が
、

あ
る
意
味
で
は
困
り
も
の
で
す
。
な
ぜ

な
ら
悪
い
習
慣
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
て
し

ま
っ
た
ら
意
識
で
い
く
ら
頑
張
っ
て
も

上
手
く
行
き
ま
せ
ん
。

自
分
の
意
識
に
関
係
な
く
車
が
自
動

的
に
暴
走
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

こ
れ
は
大
変
で
す
ね
!

止
ま
れ
と
い
く
ら
叫
ん
で
も
車
は
止

ま
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
ど
ん

な
に
成
功
を
望
ん
で
い
て
も
、
自
動
的

に
失
敗
に
向
か
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

誰
が
そ
ん
な
危
な
い
自
動
制
御
装
置

を
作
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
他
で
も
無

い
、
あ
な
た
自
身
が
長
い
年
月
を
掛
け

て
自
分
の
手
で
作
り
上
げ
た
の
で
す
。

反
対
に
良
い
習
慣
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
し

た
人
は
、
勝
手
に
自
動
的
に
成
功
に
向

か
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

◆
超
能
力
は
誰
に
で
も
備
わ
っ
て
い
る

も
う
ひ
と
つ
潜
在
意
識
は
自
動
制
御

装
置
の
他
に
驚
く
べ
き
力
を
持
っ
て
い

ま
す
。
潜
在
意
識
を
開
発
す
る
と
は
、

こ
の
驚
く
べ
き
能
力
が
発
揮
さ
れ
る
状

態
に
す
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
「
超
意
識
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
人
生
に
奇
跡
す
ら
も
た
ら
す
こ

と
の
出
来
る
能
力
で
す
。

「
超
意
識
」
と
は
通
常
の
能
力
を
超
え

た
信
じ
ら
れ
な
い
4
つ
の
能
力
で
す
。

1 

念
力

2 

透
視

3 

予
知

4 

テ
レ
パ
シ
ー

こ
の
4
つ
の
能
力
で
す
。

以
前
、
I
B
M
が
世
界
一
級
と
い
わ

れ
る
人
々
の
能
力
資
質
を
調
査
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

何
と
、
こ
の
4
つ
の
超
能
力
を
全
員

が
有
し
て
い
た
と
い
う
結
果
が
で
ま
し

た
。こ

の
超
能
力
は
誰
に
で
も
備
わ
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
そ
の
能

力
を
開
発
し
た
か
ど
う
か
で
結
果
が
違

っ
て
く
る
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
あ
な
た
も
こ
の
驚
く
べ

く
能
力
を
有
し
て
い
ま
す
。
た
だ
少
し

訓
練
が
必
要
で
す
。

先
日
N
H
K
で
「
超
常
現
象
」
の
特

番
が
2
回
に
わ
た
り
放
映
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

人
生
成
功
の
秘
密
は
無
意
識
で
動
い

て
い
る
95
%
の
習
慣
を
変
え
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
「
潜
在
意
識
」
に

ア
ク
セ
ス
し
て
自
分
の
習
慣
と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
変
え
て
や
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

潜
在
意
識
と
超
意
識
を
改
め
て
感
じ

た
。当

日
の
参
加
者
は
会
員
11
名
、
非
会

員
12
名
、
合
計
23
名
で
し
た
。

講
演
記
録
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

（
送
料
込
み
）。
事
務
局
（
0
7
9
7
・

2‌

2
・
6
4
2
5
）
ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野　

明
夫
）

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

三
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野 

百
合
子 

氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原 

秀
樹 

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向 

猛 

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

● �●
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性質はない（デコヒーレンス、量子状態の破壊）。
他方、検討したところ、不思議なことに、巨視
物体（物質）に生起させたサイ（気）の実験結果に
はこの性質（素粒子の性質）が現れている。

最近になると、科学の進歩の結果として、デ
ジタル・カメラが発明されて、オーブ（たまゆら）
が登場してきた。条件さえ選べば、誰にでも撮
れる。しかも安価に､ 手軽に撮れる。精神の世
界の大衆化が開始されたのであろう。オーブは
巨視図形でありながら、素粒子の性格を色濃く
所有している。さらに意識に反応し、生命の成
長を助ける（サイの性質、別報参照）性質を持っ
ている。つまり、これは、サイ（気）そのものであ
る、と言える。こんな不思議な性質を持つ物質

（たまゆら）は、今までに､ 見た事も､ 聞いたこと
もない。これは、換言すると、サイ（気）現象の
定義（評価）の新認識である、と言えるかも知れ
ない。

他方、我々が居住する物質の世界では、素粒
子を制御して、実用化を果たしたものに半導体
がある。半導体は電気通信情報産業界の米と言
われる程に重要な物質（製品）である。一方、サ
イ（気）は､ 素粒子でありながら、物質の半導体
とは異なり、意識と生命を持った存在である。
サイ（気）の制御と性質は、現在のところ、詳し
くは判らない。多くの困難は推定出来るが、条
件設定を実施し、環境条件を整備することによっ
てサイ（気）を制御して（半導体と同様に）、再現
性と因果律を確定化して、実用化を進めて、人々
の生活に役立てたいと念願している。また、こ
れは、心（意識、無意識）の科学的な究明である
とも言える。

開発の手始めは､ 既に、開始されているとい
える。問題は、いかにして再現性と因果律を高
めるかにあると言えよう。オーブは手軽に、しか
も大量に得られるので、きわめて有望である。

講
師　
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空間の制限を超越する事が出来るので、念は能
力者の肉体を離れて活動することが出来る。さ
らに、（7）念の諸性質を研究することにより、霊
の本体が次第に明らかになるであろう、と述べ
ている（サイジャーナル、PSIJ、2008年4月号参
照）。上の（1）は、サイ（気）現象に意識が関係し
ている。（2）・（3）は素粒子の性質が顕われたと
考えれば、不思議では無く、至極当然のことで
ある。（4）は変性意識状態（ASC）が関与してい
る。（5）・（6）・（7）は、仲介する物質として素粒
子状のサイ・エネルギー（情報）がある、と判断
する事により、都合良く説明ができる。

3．「オーブ」の実験・検討結果
一例として、オーブ（たまゆら）の実測・検討

結果をみる（「オーブ」は「パワースポット」にい
る、岩波ブックセンタ刊参照）。オーブの特徴
は、誰にでも撮れる（大衆化、多量化）にある。

（1）写真撮影の記憶媒体がフィルムから半導体
（CCD）に移行するに伴って、乳白色小円形状の
オーブがノイズとして撮影画面上に写り込んで
きた。その位置や種類、大きさ等はランダムで
あり、また非局所的に広く､ 拡散して写る（素粒
子類似の性質）。（2）空気成分が電離した湿度
が高い状態の薄暗い空間に向けて、近赤外線領
域の撮影が可能なデジタル・カメラを用いてフ
ラッシュ撮影すると、写り易い。（3）空気中の近
赤外線量（気の活性化エネルギー、約1.3eVと
同じ）が閾値に達した時に写りやすい。（4）写さ
れたオーブ（たまゆら）は、核を持ち、小円形状
で、輪郭は鮮明であり、円の周辺には放射線状
のヘイロー（Halo）を伴っている。また内部には
非対称の干渉縞状模様やマンダラ状模様を伴っ
ている。（5）小雨の降り始めに写り易い。つまり
水との親和性が高い。これは大気陰、陽イオン・
ボール（プラズマ・ボール）の形成に関係する為
である。（6）オーブには親オーブと子オーブとが
あり、子オーブは大気陽イオンと大気陰イオンの
組み合わせから形成されており巴型の回転を伴
う、核（エアゾール等）を内蔵している。これに

「変性意識要素」が加算されたものを「たまゆら」
と呼んでいる。（7）「変性意識要素」としては素粒
子群（PSI-pair群：陰､ 陽電子、オーラ）を仮定
している。さらに、（8）社寺、仏閣等の聖地やパ
ワースポット等。お祭りの行事など。人々の関心
が関与した特定の場所や行事の際に、写り易い。

（9）何時も写るとは限らない。一般には、再現性
に乏しい（意識の状態に関係する為）。（10）雑念
を取り去り、無心で、熱心に撮影すると、写り易
い。つまり変性意識状態（ASC）に近づく事が必
要である。この反面、意識的努力はむしろ、出
現抑制に働く傾向がある。（11）呼吸法などを用
いて、意識の自由度を極力狭めると（物体化す
る）写り易い。（12）意識に反応し、応答する等の
情報交換が可能である（マクロPK）。（13）瞑想
法などの訓練を経て、脳波（EEG）をデルター波
などの低周波数域にまで下げる事が出来る人の
場合に写り易くなる傾向がある（自由度を下げて
物体化する）。（14）撮影者のASC（変性意識状
態）と「たまゆら」は同調している、と判断できる。

上の（1）から、オーブが素粒子の性質を持つ
事がわかる。（2）・（3）は撮影条件、（4）～（6）は
オーブの性質、（7）は「たまゆら」の性質、（9）～

（12）はオーブの性質、（13）・（14）は写り易さ、を
示している。

4．検討並びに考察
我々は縦、横、高さ（空間）に時間を加えた4

次元の時空間で生活しており、視覚や聴覚など
の五感で認識できる巨視的な物質（物体）世界の
みが認知の対象としている。物質（物体）の基礎
には分子や原子、素粒子等から構成される微視
的な世界がある。素粒子は非局所的であり、空
間に広く拡散して、形態が決まらない（未形成）、
不安定な、分割要素の重ね合わせの状態で存在
している。あいまいな状態で、不確定性、相補
性、観測問題、絡み合い、遠隔作用、等の性質
を持っている。これらは、居住空間に住む人間
からは想像することも出来ない様な不思議な世
界である。しかし巨視的な物体には、これらの
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1．はしがき
自然科学は19世紀の錬金術師の希望や方法、

妄想の技法を元にし、超心理学はシャーマンの
幻想や奇跡、魔術の基盤の上に形成されてきた
という。時間が経過して21世紀となり、自然科
学は現代の科学万能の世界を構築する事ができ
た。一方、超心理学の進歩は誠に遅々たるもの
がある。この原因は何かというと、現象がまれに
しか起こらず、超心理学が扱う現象の中に人の
心（意識）が入り込んでいるので、因果律や再現
性が損なわれること、ならびに、生起する現象
があまりにも奇抜すぎて、常識的に理解され難
い事にあるのだろう。

筆者らは、長年月にわたって、サイ（気）科学
の実験研究を実施してきた。いまの段階で言え
る事として、（1）巨視的なサイ（気）現象の結果
には、素粒子の性質が現れており、これが奇抜
さの原因である、と考えられる。（2）最近になり、
サイ（気）現象として、素粒子の性質を持つオー
ブ（巨視的図形）が多量に出現してきた。奇妙な
事に、意識に反応し、誰にでも撮れる（大衆化）
と言う。（3）意識ならびサイ（気）を物体（物質）化
して、素粒子の性質が現れ難くする、などの条
件設定を行う事により、再現性や因果律が現れ
やすくなってくると判断している。

2．サイ（気）の検討結果
2－1）従来からの批判

総合誌（imago. 3 .1990、マーチン・エボン、
pp.80-98）によると、超心理学の功績は、19世紀
には霊魂の働きであると考えられていたサイを、
霊魂側から人間側にとりもどすことが出来たこと
にあるという。しかしサイはあまりにも不安定で
微弱なので、ラインは、サイには「ヒョウタンで
ナマズを捕える」的な性質がある、と表現したと
いう。つまり、あまりにも超常的で、時間・空間

の枠組みを超えている、という。同書のなかで
大谷宗司は、―サイは、意識によって指向さ
れて一時的には検出されるが、その効果は微弱
で、僅かしか変化しない。総ての存在と微弱的
な接触をしており、我々は、それを多量に取り出
す方法を持っていない―と述べている。筆者
らは主張したい。奇抜さの原因は、サイ（気）現
象の結果に素粒子の性質が現れた為に起きた現
象・評価であり、条件設定をすれば、ある程度
の再現性と因果律が保証され、また、ある程度
は集積出来る（半導体と同様に）、と考えている

（後述）。

2－2）サイ（気）の存在実験
一例として、福来友吉（1930年代）の念写の場

合をみる。念写とは、「念じた画像を、意念によっ
てフィルム上に写し出す」というもので、マクロ
PK（念力）の一種であり、能力者を対象に実施
された。これは常識では考え難い出来事であっ
たので、発見当初から話題にのぼり、様々の批
評や真偽論争が続いた。福来の実験・研究資料
は、約200枚の念写真乾板として（財）福来心理
学研究所に保管されて、白川勇記（東北大）らに
よって「念写実験の吟味」（1961年）として公表さ
れている。

結果として、（1）念写は、「念ずる」ことによっ
て起きる。つまり能力者の心理条件が因子に
なっているので、いつも成功するとは限らない。

（2）念写像は、ネガ像として現れる事もあり、ま
たポジ像として現れる事もある。（3）能力者から
遠くに離して置いた場合でも、念写は可能であ
る。（4）実在の物体や図形と類似しているが、僅
かに異なった形の像が念写される場合がある。
福来は、（5）念写の際の念（意識）は、乾板を感
光する作用をもち、形や像を形成するという要
求を持ったエネルギーである。（6）念の作用は、

サイ（気）の啓蒙を進めるオーブ（たまゆら）サイ（気）の啓蒙を進めるオーブ（たまゆら）
佐々木　茂美　　
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スが滅ぼした可能性も考えられております。
「なぜホモ・サピエンスは殺し合うのか?」、「ホ

モ・サピエンスはこの先もずっと殺し合うのか?」
の質問に対して、私は「ノー」と言いたいのです。
21世紀の人類はまだまだ未熟で、自分自身が何
であるか、何のために地球上で知能を発達させ
て進化しているのか分かっていないのです。21
世紀の人類は、物質の原理はある程度分かって
きたのに、生命と精神・魂・霊の原理はほとん
ど分かっていないという、大変アンバランスで不
幸な過渡期にあります。比喩で言えば、知能の
未熟な幼児が、銃を手に入れて、自分のエゴの
ため撃ち合いをしているようなものです。

残念ながら、人類はあと数百年は科学技術を
進歩させながらも、争い、戦争、殺し合いを続け、
テロリストによる小型核の使用もありえます。た
だ、これから生命と脳、心、精神そして魂・霊
の研究も少しずつ進んで行くでしょう。石器時
代から戦いの歴史であるホモ・サピエンスの中
でも、時に非常に希ですが、宇宙の構造、生命・
精神・魂・霊の原理を高度のESP能力で体感す
る先覚者が現れます。約2500年前の仏陀、2000
年前のイエス・キリスト、日本では1200年前の
空海、近代では20世紀前半のパラマハンサ・ヨ
ガナンダ等がいますし、もちろん悟りや体感まで
はいきませんが、知識として、直感として、それ
らの原理をある程度理解している宗教的修行者、
信仰者、そしてサイ科学に関わる人々が、現代
でも少数派ですがおります。

なぜ人類は戦い、殺し合うのか? その理由は
簡単です。自分のエゴと無知から来るプライド
を満足させるためです。そのためには他人はど
うなってもいい、と思っている人々が多いからで
す。1番公徳心の強い人間がなるべき政治家や
官僚、電力等の独占企業が自ら役得を作り、エ
ゴで動いているケースがかなりあるのは、国民
にとっても不幸でしょう。100人の村にひとりで
も不幸で恵まれない人間がいるとき、その1人が
怨みをもっておれば、他の99人は本当に安全で
幸福な生活は送れないはずなのに、です。もち

ろんホモ・サピエンスは、困っている他人を助け
ようとする、また皆と協力して何かを為すという、
社会性、善性ももっております。日本の古代から
江戸時代までの、武力で国を支配しようという社
会から、選挙によって、政権を選択できる社会
になったことは社会システムの進歩といえます。

1000年前の平安時代の人間が、現代の日本社
会、科学技術文明を想像もできなかったように、
現代の我々が1000年後の人類の未来を予測する
ことは、科学技術が指数関数的に進歩すること
からも、より難しいことです。しかし、敢えて予
測するならば、少なくとも1000年後には、やはり
宇宙の構造、生命・精神・魂・霊の原理の研究
が進み、大半の宗教があまり説明も無く説いて
いる「殺すな、奪うな、人を愛せよ、人のために
働け！」の行動原理がなぜ大切なのか、の科学的
理由が解明されているはずです。宗教は現代に
おいてまだ“教え”の段階ですが、その説く内容
は1000年後には誰もが納得する“常識”になって
いるでしょう。自分のためだけのエゴは自分と社
会に不幸をもたらし、皆が人のため、社会のた
めに行動することが、理想的な社会を形成する
ことをすべての人々が知っているでしょう。すべ
て人の上に立つ人々も、より徳性が高い人々が
なっており、社会システムを大きく進歩させます。

人類の進化は、その行動できる範囲から純粋
に診断できますが、現代は一般人が航空機で世
界中を動けるようになりましたが、1000年後は近
くても天の川銀河内、より進化が早ければ他の
銀河まで、一般人が旅行できるようになっている
でしょう。そのときは地球より進化の遅い他の惑
星の住人からは、UFOが来たと思われるでしょ
う。そして1000年後の未来から、現代の人類を
眺めたら、科学技術だけはいびつに発達させて、
自分たちの生命の本質が分かっていない、非常
に幼くて危うい時代だったな、と思うに違いあり
ません。1000年後において、人類の進化レベル
は比喩として「大学院生」までいっていると思い
ます。
                         　　  　　　     以上
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から始まる二千数百年間の「水瓶座の時代」＝
「アクエリアスの時代」に興味と関心を持ちまし
た。

元 自々分の「ESP能力」の対象として未来がど
うなるのだろうか、という関心を常に持っていま
したので、これから2000年にわたる地球と人類
の未来について、当時手に入る資料も使いなが
ら、自分の直感による予想を本にしたのが「来た
るべきアクエリアスの時代」（1985 潮文社）です。
この私にとっての最初の著作は、爆発的に売れ
たわけではないのですが、ロングテールの売れ
方を続け、実は昨年まで30年近く、アマゾン等
で新刊本が手に入りました。インターネットを見
ると、現在でも中古本がプレミアムがついて売
られていて、うれしくなります。自分でもこんな
に寿命があるとは思いませんでしたが、息が長
かったのは、そこに紹介した近未来についての
予測が、かなり的を射ており、また人類の遠い
未来までを警告も入れながら楽観的に描いたか
らだと思います。

例えば「二酸化炭素増加による温室効果の脅
威」、「化石燃料等による環境破壊」、「大脳生
理学、遺伝子工学の発展」、「コンピュータ、エ
レクトロニクス社会の発展によるインターネット
の予測」⇒「（文章）エレクトロニクスは、いわば
世界という大きな『身体』の『脊髄』と『神経』を
形成し、21世紀は地球全体が1つの村のような
身近な世界になるだろう。」、「自動車の自動航行
装置」、「21世紀は感情も表現でき個性も持った
ヒューマノイド（人間型ロボット）が家族や社員に
もなり、また危険な現場でも活躍する」、そして
1番言いたかったことは「人間のもつESP能力や
PK能力、超常現象の研究が進み、『水瓶座の
時代』には、意識と物質とエネルギーの間をつな
ぐ統一理論が打ち立てられるであろう。さらに、
次元の違う世界との関連も明らかにされるであろ
う。」という事です。

前置きが長くなって申し訳ありませんが、
「1000年後の未来から」のテーマは、この最後の

主張につながることになります。「1000年後の未
来」を語るためには、過去の考察もしなければな
りません。地球は誕生したのが46億年前で、12
億年前の多細胞生物の登場から途方もない時間
が経って、猿人が現れたのが700万年前、そし
て我々ホモ・サピエンスが現れたのはつい最近
の20万年前なのです。6550万年前に小惑星の
地球衝突で恐竜が滅びた（有力説）のですが、そ
れまでの約2億年間は地球上は恐竜の天下だっ
たわけで、それを考えると、ホモ・サピエンスの
生息期間は圧倒的に短いのです。約5000年前に
文字が使われるようになってから、知識の蓄積
が始まり、文明の進歩が始まりました。幾何学
の父、ユークリッドが活躍したのが約2300年前、
物理学の父、アイザック・ニュートンが活躍した
のが約300年前なのです。

従って、自然科学・技術文明の歴史はたかだ
か数百年しかなく、学校の段階で例えれば、現
代人類は“小学校低学年”のレベルなのです。そ
れでも数百年で物質の究極と宇宙の構造をある
程度まで説明できるようになったのは、たいした
ものです。しかしまだ、物質と宇宙についても探
求が始まったばかりであり、分かっていないこと
のほうが大部分です。それ以上に生命と精神と
魂と霊について、あるいは多次元世界について
は、研究の端緒についたばかりと言っていいで
しょう。

実はホモ・サピエンスは霊長類の中でも、非
常に攻撃的で野蛮な方の種だと思います。それ
は人類は遠い昔から個人や部族、国家間の争い、
戦争が絶えず、同種の中で殺し合いをしてきま
した。これだけ傷つけ合い、殺し合って、数え
切れないくらい多くの人々が嘆き悲しんだにも関
わらず、我々ホモ・サピエンスは何も学ばずに現
在でも、むごい殺し合いをしています。近代の
研究で分かってきたことなのですが、知能を発
達させたヒト科ヒト族は、他に「ホモ・ネアンデ
ルターレンシス」が数万年前までヨーロッパ、中
東、中央アジアで生息していました。そして約2
万7000年前に姿を消したのは、ホモ・サピエン
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タレントのタモリ氏が、自分のことをよく“妄
想族”と表現しておりましたが、その言葉をお借
りすると、私も“妄想族”の1人です。その“妄想”
もどちらかというと、サイに関わることが多いの
ですが、例えば「自分が守護霊の立場になったと
き、1人の人間にずっと付き添って、四六時中そ
の人を見守っているのか?（もし守護霊が人間と
同じような個霊であるならば自由を拘束（?）され
ているので、それも大変なことではないか?）、本
人に何かを伝えたいときはどういう方法を取るの
か?」、「自分が地球人より1万年程進化した他の
惑星の高等生物として、宇宙船で地球に来たと
き、どういう行動を取るだろうか? もし科学者な
らば、どういう研究をしたいだろうか?」、「自分
が宇宙創造神であるならば、どういう宇宙を創り
たいだろうか? そもそも何のために宇宙を創りた
いのだろうか?」そして、「今の地球が1000年後
にはどうなっているのだろうか? 我々人類は存在
しているのだろうか? 1000年後の未来から現代
の人類を顧みたとき、どういうふうに見えるのだ
ろうか?」等々、なかなか現実離れした、現時点
の人類の知識レベルではとうてい結論が出せな
いテーマなのですが、そういう観点から今の地
球人類や自分の問題についても冷静に考えると、
いろいろ示唆されることが多いのです。

今回は上記の最後のテーマに関して考察して

みたいのですが、その前になぜその事を考えて
みたいのか、自分とサイとの関連も含めて、少し
自己紹介をさせていただきます。人間のタイプを
大きく2つに分けると、「PKタイプ（発信型人間）」
と「ESPタイプ（受信型人間）」になると思います
が、私はどちらかというと「ESPタイプ」です。中
学生の頃から、テレパシーと思われる体験を度々
したり、地震が起こる1、2日前に「何か地震が
起こりそうだな。」という予感を感じたことが数回
ありました。今でも、しばらくご無沙汰していた
人のことが頭に浮かぶと、その日に本人から電
話がかかってくることはよくあります。

そのような体験から大人になるまでずっと、人
間にとってテレパシーは誰にも起こることであり、
PK現象も霊的存在である人間がもっている創造
力として、当たり前の能力だと思っていましたの
で、これらの研究が今後重要になると信じてお
りました。従って1976年に日本サイ科学会が創
立されたときにすぐに入会すると、当時は私のよ
うな20代の若い会員が沢山いて、本部例会や年
次大会など大いに盛り上がったのを覚えており
ます。

私は日本サイ科学会に入会する数年前から、
西洋占星学にも興味をもち、人間のパーソナリ
ティ診断や運勢の波の診断に大いに参考になる
ことが分かっておりましたが、その中で知った、
キリスト出現以降の「魚座の時代」、そしてこれ
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